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ま た が き

i

本研究は，西南ドイツ地域とスイスとの国境に位置するボーデン・ゼー（ボ

ーデン湖）周辺に発達した中世麻織物生産都市の貿易活動を中心課題としたも

のである。この地域では，気候・気象・地勢上の諸条件に恵まれて，すでに古

代の時代より，麻織物の原材料となる亜麻・大麻の栽培が行なわれていた。そ

して，それらを素材とした麻布生産活動が時代とともに都市・農村を問わずに

活発化し，この地域の経済発展に大きな影響を与えていた。この地域に広がる

なだらかな丘陵・山岳地帯の多くは森と耕地であり，その森林地帯から発せら

れる豊富な水流がこの麻織物生産に数多くの利点を与えたのであった。

この西南ドイツが享受した自然条件は，これらの麻織物の生産に関わるもの

ばかりではなかった。中世S  ― ロッパ商業史の領域から見て，イタリアーアル

プスーライン川流域一北海という当時の商業通商にとって極めて重要なルート

にこの西南ドイツ地域が密接に関わっていたのである。古代一中世を通しての

長いタイムスパンにおいてだけでなく，12 世紀から14世紀において中世経済が

急激に拡大・発展したいわゆる中世盛期の時代においてはなおさら，当時の一

方の経済中心地であったイタリアからヨーロッパ四方に延びる通商上の重要ル

ートの一つに，この西南ドイツ地域が大きな貢献をなしていたのである。中世

にかげろ陸上交通において，河川や湖，とりわけ湖の果たしている役割の大き

さは，中部ヨーロッパと地中海イタリア地域とを壁のごとくに遮っていたアル

プスの峠を越えるいくつかの重要通商路の行程を見るまでもなく，自明のこと

である。この西南ドイツ麻織物生産地帯の中心に位置するボーデン・ゼー0 こ

の面での機能と役割は，この地域の商業発展にとって見過ごすことのできない

重要な自然的条件の一つであった。中世以後麻織物都市としてヨーロッパ各地

に名前を連ねる=1 V スタンツ，ラーフェソスブルク，ザソクト・ガレソ，　メミ

ソゲソ， イスニー， カウフボイレV,      ロイトキルヒ，等々はいずれもそのよう
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な地理的条件と，同時に当時の拡大する中世の時代的背景をそっくりその歴史

に反映させて登場するのである。本研究はそのようにして登場するこの西南ド

イツ麻織物中小都市に展開された商業活動，貿易活動を中世のヨーロッパ各地

における取引市場での活動を通して明らかにしようとしたものである。

その貿易活動は，当然ながら生産された麻織物を重点的に扱う販売商業，輸

出商業である。そしてそれらの業務を遂行する上で必然的にともいえるように

中小都市のそれぞれに，いずれも大小の商事会社が発展してくるのである。巨

大な資本を石m した，個人商人あるいは同族の商人が集合して結成される商企

業である。それらは，規模の大小，営業範囲の大きさ，営業を行なっていた期

間の長短，出資者数の多少，等々から見て実に種々様々な，まさに商事会社の

群生を見たと言えるのである。その様相は当時のヨーロッパ各地の都市に一般

的に見られたものとは明らかに区別できる，特別な発展であったといえるであ

ろ ‰

この西南ドイツ麻織物経済圏の研究は，わが国において伝 すでに半世紀以

上も前に当時わが国の歴史学界を先導する立場にあった数多くの研究者，先学

によって開始されたものである。そこでの蓄積された成果がその後の歴史研究

の道に多大な貢献をなしてきたことは明白である。本研究もそれらの先駆的研

究の業siに大きな恩恵を受けている。とくに本研究の基礎的・開拓的分野につ

いては，当初より活躍せられてきた松田智雄，大塚久雄，諸田実，川久保公夫，

北村次一教授の方々，さらに多くの諸先学の研究に特別の示唆を受けている。

また具体的な課題についてはドイツ留学申にフライブルク大学の経済史担当オ

ッッ（Hugo Ott ）教授に数々の御教示をいた だい た。当時の文献収集の機会

がなければこの研究はなかったといってよい。記して厚く感謝するしだいであ

る。

本書の出版にあたって，厳しい方法論と熱情あふれる教育姿勢とによって小

生に歴史研究への道を開いて下さった，今は亡き明治大学教授，田中豊喜博士

に衷心より感謝を捧げる。また日頃恩義をうけている桜美林大学経済学部の諸

先生方に特ニに御礼を申し上げたい。また，出版については白桃書房の大矢順一
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第1 章　 南ドイツ麻織業の発展と

ヨーロッパ輸出市場

－ その初期の状態―

第1 節　はじめに

1

中世ヨーロッパの主要な布生産地域であった低地地方，北フランス，イギリ

スなどに加えて，西南ドイツ・シュワーベン（Schwaben ）地方とスイスに ひ

ろがる，いわゆるボーデン（Bodensee ）湖周辺地域が麻を材料とする布の一大

生産地であったことは,   19世紀中期になされた,  F.J. モネ（Mone ）による指

摘以来1) また我国においては松田智雄教授による開拓的研究とそれ以後 の諸

研究2）によってしだいに明らかにされてきている。

このボーデン湖周辺麻織業発展の研究は，単なる中世ヨーロッパの繊維業の

発展という意味だけでなく，この産業がきわめて輸出志向の強い産業としての

性格を多分に有している点に，さらにはドイツ的資本主義形成の前史としての，

いわゆる「フッガー家の時代（Zeitalter der Fugger）」を形成した「初期資本主

義」3）時代の前史としての点に,その中心課題がおかれてきたようにおもねれる。

したがってここでは，この資本主義発展史上，特殊ドイツ的という命題に結

びっくこの地域の麻織業の発展を，輸出産業としての性格の面から，すなわち，

その初期の時代にどのようなヨーロッパ輸出市場を形成していたかの視点から

求めてみようと思う。それは，「ドイツ商人の足跡のおよぶところにド イツ産

麻布のもたらされないところはない」4）とまで言われていたドイツ麻織業 の発

展に対して,16世紀にみられる世界史的市場構造の転換の影響は,何よりもこの

輸出市場依存型産業の性格に対して直接的に及ぼされたと思われるからである。
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注

D　Mone,  F.J.,  Zur Handelsgeschichte der Stadte am Bodensee vom 13.    bis 16.Jahrhundert

、in Zeitschrifl   fur    die Geschichte des Oberrheins,   4.   Bd.,  1853,S.

 3-67, な お,   St. Gallen に つ い て は,   1673 年 のMelchior Locher  に よ る も の が

あ る こ とが 指 摘 さ れ てい る。 Hane,  Johannes,  Leinwandhandel und Leinwandindu-strie im alten St. Gallen,

 in Zwei Abhandlunge れzur  Kultur ・imd Wirtschaftsge-schichte der Stadt Si. Gallen

，1932.    S. 5

2） 松 田 智雄 論 文 「 フ ッ ガ ー時 代 に おけ る 南 ド イツ」, 『 社 会経 済 史 学 』， 第lO 巻 第ll ，12

号,   249頁以 下， 同 氏 ［ 南 ド イツ 農 村 麻 織 物業 の類 型 的 特 質 ］， 同 上 誌， 第11 巻 第11,12

号,   156頁 以 下， お よび ， 川 久 保 公 夫 論 文 「 近 世 初 期 の ド イ ツ織 維 産 業」，『 社

会 経 済 史 大 系』r/, 近世 前 期I, 弘 文 堂,    343頁 以下 ， 同 氏 「ド イ ツ 『初 期 資 本主

義 』 と麻 ， 綿 織業 の 経 済 構 造 の 特 質」，『 経 済学 雑 誌 』， 第39 巻5 号 ，同 氏 「 中世 ド イ

ッ 麻 織 物 生産 とそ の商 品 経 済 化 過 程 」， 大阪 市 大 『 経済 学 年 報J, 第9 集， 同氏 「手

工業 者 とし て のド イ ツ麻 織 匠 の歴 史」， 大阪 市 大 『経 済 学 年 報 』， 第11 集 所 収， 等 ，

お よび ，北 村 次一 論 文F ‾西 南 ド イツ 都 市 の手 工 業 規 則J,  『社 会 経 済 史 大系 』i ， 中

世 後 期， 弘 文堂,   221頁 以 下 等 参 照。

3）r ド イツ 初期 資本 主 義 」につ い ては ， 川久 保 公 夫 著 『ド イツ 初 期 資 本主 義 の経 済 構

造 』 法 律 文化 社 ， 昭 和35 年， 北 村 次一 著 『 初期 資 主 義 の 基 本 構 造』ミ ネ ル ヴ ァ書 房 ，

昭 和36 年， 諸 田 実 著 『ド イツ 初 期 資 本主 義 研 究 』 有 斐 閣， 昭 和42 年 ， 等 に 詳 し く論

証 され てい る。

4)    Hildebrand,  Bruno,  Vergangenheit und Gegenwart der deutschen Leinenindu-strie, in

 Jahrbiicher  fur  Nati・onal∂konomie  und  Statistik.  13.   Bd.,  1869,   S. 222.

第2 節　 ボーデン湖周辺麻織業の地理的分布

ボーデン湖周辺地域の麻織業とその貿易の状態については. この地域を専門

的に扱ったものとして，上にあげたF.J.  Mone の1853年の論文以後,   1896年

のB.    Hildebrand の論文",   1884年,   1890年のW.    Heyd の論文と著作2)1892

年のE.  Gothein による西南ドイツ,   Schwarzwald 地方に関する大著3)1899

年に発表されたJ.    Hane のザソクト・ガレV   (St.   Gallen) 麻織業に関

する論文4) さらに20世紀に入ってからは,   A. Schulte の諸著作5) スペイン

・     バルセロナにおける通商でこのボーデン湖麻織業に関する商品取引に触れて

いるK.  Habler の論文6) さらに,   L.   Wever の論文",   H.   Ammann の諸
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論 文≪,   1950年 のF.  Wielandt に よる コンスタンツ(Konstanz) に 関 する著

作" ，1960 年 のH.C.  Peyer に よ るSt.  Gallen の麻 織業に関する著作10) さ

ら にメ ミングソの麻織物貿易， 商人， 商事会社に関するA.  Westei ・mann'"

やR.  Eirich'" に よ る著 作等 々によって， 研究がすすめられてきてい る。

これら の諸研究によって扱われてお り， ボーデン湖周辺地域として表現され

てい る，麻織業地域は，そ の地理的範囲として,   H. Ammann とH.C.  Peyer

に よ って詳細に説明されているよ うに13) 現 在 の西南ドイツとスイス， オース

トリアの三 ケ国国境に位置しているボ ーデン湖を中心として，北岸のドイツ・Schwaben

地 方 の諸都市と農村，南岸のスイスのThur 川 ま での地域に ほ ぼ

含まれる諸都市と農村を含む ものであ る 図1-1 参 照)。

図1-1　 中 世西南ドイツ麻織物及びファスチアン織物生産地域
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出典:Ammann,  Hektor ，Die Anfange der Leinenindustrie des Bodenseegebietes und derOstschweiz,

 in Zeitschrift fur Schuieizerische Geschi・chte,   23.   Jg.，1943,   S. 331.
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左の図を参照しながらH.  Ammann の示すところに 従って詳述す ると，

その地理的概略は次の通りになる。まず，ボーデン湖南岸地域，スイス側の地

域には，湖岸より,  Konstanz,  Amriswil,  Arbon,   Rorschach, ザンクト・ガ

レソ（St. Gallen）, Bischofszell, Gossau, Lichtensteig, Appenzell, などの大

小都市を含み，さらに,   Thur 川以南にWil,    Winterthur の2 都市が加わる。

次に，ボーデン湖北岸地域，すなわち，ドイツ・シュワーベン（Schwaben ）

地方では， 湖岸よりSchaffhausen,    Langenargen,    Lindau, 内陸に 入っ てWangen,

 Tettnang,  Isny, ラーフェソスブルク（Ravensburg ）,   Pfullendorf,Leutkirch,

 Wurzach,  Waldsee,  Biberach, さらにIUer 川岸の都市Immen-stadt

 （Staufen ）, Kempten, メミソゲV  （Memmingen ）,  Kirchberg, Iller川

とLech 川にはさまれた地域では,  Kaufbeuren,  Mindelheim,  Babenhausen,Weissenhorn,

 Pfa 仔enhofen, Bureau, さらに,   Lech 川岸の都市Landsberg,

アウクスブルク（Augsburg), この麻織業地域の北辺にあたるDonau 川岸地

域では，ウルム（Ulm ）,   Giinzburg, それ以北のノルトリングソ（Nordlingen ）

がこれに加わっている。

これらのおよそ40に近い大小都市が，それぞれ周辺の農村を含めて麻織業地

域を形成していたのであったが，それぞれの都市の経済的規模を人口数を参考

に想定すると次のようになる1‰ この地域の最大の都市はアウクスブルクで，

中欧末,   1500年頃までに人口は20,000 人が認められ，当時のドイツの12 大都

市の1 つであった。次いでウルムが人口1万2, 000～1万5,000人を有し，麻織業

のうちでも，麻と木綿の交織布であるファスチアソ（Barchent ）生産の中心都

市として発展した。次に，コンスタンツとメミソゲソがほぼ同規模で，人口約5,000

人を有し， 特に前者は，15 世 紀に こ の生産地域一帯での主導性を失な

うまで，この地域の麻織業の先進都市であった15)。コソス タソ ツのあ との時

代に，それに並ぶ重要都市に発展したザソクト・ガレンは， シ ャフハ ウゼソ

（Schaffhausen ）とほぼ同規模で，約4,000 人の人口を有していた。

これらの重要都市に加えて,   Kempten,  Ravensburg,  Lindau, Kaufbeuren,Biberach

 がl,500 年頃までに，人口約,  000人を有するまでに発展し，さらに，
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 Pfullendorf,  Leutkirch が 人 口3,000 人 以 下の都市とし てあげられて

いる。さらに,   1500年 頃 でも人口数は1,000 人 前 後を 数え るにすぎない小都市

として,   Wil, Lichtensteig,  Waldsee,  Mindelheim,  Appenzell な どが加わっ

てい る。

以上のよ うに， このボ ーデン湖 周辺麻織業地域は，中世末期,   1500年 頃 まで

に，人口数にし て約70,  000人を 擁する，当時としてはド イツ全域から見て他に

例を見ない，一 大先進経済圏を形成するものとなっていたのであった16)。
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第3 節　南ドイツ麻織業の初期のヨーロッパ輸出市場

1　 ヨーロッパ北西地域

ヨーロッパ北西地域，つまり，ライン（Rhein ）川の中・下流地域， フラン

ダース（Flandern ）,ブラバント（Brabant ）, オランダ，北フランス，イギリ

ス等の地域とこのボーデン湖周辺麻織業との商品取引は，前者が中世を通して

の先進的なヨーロッパの毛織物生産地域であったことから，前者による内陸ヨ

ーロ.Vパへの布輸出を一つの契機として発達した。この商品取引はライン川に

沿う通商跡を利用しそれを発達させたが，14世紀に，ライン川中域に位置する

マイソ（Main) 川沿岸都市・フランクフルト（Frankfurt ）に大市取引が発達

するにいたって，ボーデン湖地域産麻織製品は,   Koln, Brugge,  Antwerpen,

イギリス等への輸出を一層増加するようになった1）。

このボーデン湖周辺麻織業の商取引の初期のものとして，この方面で最初に

注目されているものは,  Augsburg とKonstanz の商人によるライン川中域都

市ケルV   （Koln ）における商取引で，11世紀―12世紀に認められている2) こ

の商取引の年代は明らかではないが,年代の明らかな商取引の事実は,同じライ

ン川中域都市コブレンツ（Koblenz ）の1104年の関税表（Zolltarif）へのKon-stanz

の商人の記録である3）。さらに, Augsburg の1156年の都市法にKoln ま

での商取引があったことが,   Augsburg の史料集によって確認されている4）。13

世紀頃のこの方面への取引についてはほとんど見出すことができないが，13

世紀末期,   1296年にライン川中域都市Walkmiihlen でKonstanz の商人によ

る商取引のあったことが確認されている‰

上に見たn 世紀から13世紀にかけてのボーデン測周辺麻職業とこの方面との

商取引を理解するうえで注目しなければならないことは，その商取引の内容で

ある。上に見た商取引は，いずれも，ボーデン湖周辺産麻織物の販売活動であ

ったことは確かめられていない。逆に，この期にはすでに布生産の先進地であ

ったヨーロッパ北西地域産布のライン川を遡上しての販売活動がひろく認めら
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れている。すなわち,   Ypern, Gent,  Huy,  Briisselなど諸都市産の布が12世紀

にはライン川沿岸の農村に広く浸透しており6) 上に見た1104年のKoblenz の

関税表にもライン川下流のMaas 地域の諸都市やフランダース地方との商 取

引があったことが認められている7)。　さらに， フランダース地方やイギリスと

ケルンとの商取引も認められている‰ そればかりでなく， これら先進地域産

の布は，この南ドイツをはるかに越えて，ドナウ川沿岸地方，すなわち，オー

ストリアのウィーV  (Wien) やTirol  地方にまで進出している。例えば, 1208

年のWien で9) さらにイタリアへの通商路上にあるイタリア国 境に近い 南Tirol

の都市ボーツェン(Bozen) の1237年と1242年 の2 つ の公証 人記 録簿(Notariatsregister)

の中に，その取引の事実が示されている10)。

これらの先進地域産の毛織布のボーデン湖周辺麻織業地域への進出について

も，上に見た諸地域と同じく，12世紀にはその事実が認められ,   13世紀には一

層多くの史料によってその販売や普及がみとめられている11)。しかも重要なこ

とは，このボーデン湖周辺地域の商人－すなわちKonstanz やUlm,  Augsburg

等の商人－がそれらの輸入毛織布を再販売した事実である。後にみるように，

特にドナウ川流域やTirol 地方ではその足跡が一層明瞭に印されてくるのであ

る。

したがって，その事実から見て，どの程度このボーデン湖周辺地域自身が生

産した麻織物商品がこのライン川下流地域において実際に販売されていたか，

が問題となってこよう。上に 見た ように,  Koblenz の1104年の関税表にも，1156

年のKoln の都市法による指摘においても取引の事実は示されていて乱

ボーデン湖周辺産麻布の販売の事実はみとめられていない。したがって，この11

～12世紀には,  Ulm が12世紀にすでに麻織物商品取引を活発化しており12)

また,   Augsburg やKonstanz の商人の商取引の事実が認められてはいても，

この方面への輸出の事実を11～12 世紀にまでさかのぼらせることには，その可

能性までを否定することはできないにしても，不可能といわなければならない

であろう。

ボーデン湖周辺地域産麻布がこの方面への一般的な販売活動の一環として輸
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出 されるのは，14 世 紀に入ってからであ る。すなわち，そ の事実を明白に示す

ものは，このボーデン湖周辺都市商人によるフラン クフルト大市での商取引の

事実である。 年代の古いものから 見 る と,   1333年にAugsburg の商 人が，こ

の地域 とし ては始めて登場レ3) 次いで,   1339年以 来 のUlm の商 人叫1340

年 以来Konstanz の 商 人'"≒1347 年 に は小 都市AValdsee の 商人鸚1349 乍に

はIsny の商 人がこ の大市でそ の名をみ とめられている17) さら に,   1350年に

はBiberach の 商人'" ，1353 年に はRavensburg の 商人が認めら れてお り19)1371

年 にはSt.   Gallen の 商人が登場し てい る2o)。 さ らに，14 世紀末期には，1398

年以 来小 都市Wil の商 人もしばしばこれらに加わっている2‰

このように年代の明らかになってい る都市 のほかに 乱　14|i-紀を 通して,   タ

ミソ ゲソとLindau の 商 人がこの大市に参加している2‰

14 世 紀 中には，フ ラン クフルト よりもさらに ライン川下流地域にこの地域産

麻布の進出がみられる。 す な わ ち,   1326 乍に はAugsburg の 商人瓜 北フラ

ン スや ブラバント，フランダースのDorn  = Tournay で 商 取引に従事し ていた

こ とが明らかであ り'≫，1359 年以 来 コンスタンツの商人が イギリスで， 明らか

にKonstanz 産 とわか る麻布を販売した事実があり， そ のほか， 低地地プブ,

特 にBriigge で の 取引も明らかであ る2‰ さらに， ウルムの商人 乱14 世 紀末

には ライン川下 流地域に進出していたことが 明らかである25)。

151]i;紀 に 入ると，上にみた 諸都市に加えて,   Lichtensteig が こ のフラン クフ

ルトの大市に名を連ね,   1446年に は，この南ドイツの麻職業地域と ライン川下

流，お よびフランス地域への通商上の重要な中継 都市であ った スイスの都市 バ

ーゼル(Basel) に こ の都市の商人とみられるHeinrich Brunman が麻 織物製

品 の販売商人として登場している26) さら に，ス イスのThurgau 地方 の都市Bischofzell

の 商人が,   1483年に この大市に登場している27)。 またArbon  産 麻

布(Zwilch) が1476 年 にBasel の 市 場(Kaufhaus) でSt.    Gallen 産 の 麻布

として売却されている記録もあ り28)，1477 年 に はフラン クフルトの大市で，や

は りSt.  Gallen 産 市 とし てライプチ ッヒ(Leipzig) の 商人に売 却 さ れ て い

る29)。 さ ら に， ス イ ス の 小 都 市Winterthur 産 の麻布(Zwilch)lO パ レソ
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（Ballen ）が フランクフルトで, 1408 年 に 売却されてい る30）。さらに,   1440年頃

には,   Basel の ラ イン川輸送登録簿にWinterthur 産 麻 布が示されてお り，1470

年 に もラ イン川沿岸 都市 のストラスブル ク（StraBburg ）か らフ ラン クフルト

へ の輸送の事実もみとめられている31）。 又,   1446年 に はスイスの　Wettingen

の 修道院がこのWinterthur 産 麻 布を購 入してい る32）。 このほ か，15 世 紀中に

はKempten,    Kaufbeuren,    Leutkirch,    Wangen,    Waldsee,    Mindelsheim

な ど の商人がこのフラン クフルトの大市に足跡を 残し てお り33) 結 局 ，この生

産地域 のほとんどすべ ての都市の商人がこのフ ラン クフルトの大市に輸出市場

を 求めていたことがわかるのであ る。

このフランクフル ト の 大 市 に は，14 世 紀以来 の発達にともなって，上に 見

たヨ ーロッパの布生産先進地域であ った フラン ダ ー ス 地 方 のGent,  Brugge,Ypern,

   Tournal,    Dendermonde や ， ブラバン ト地方のBrussel,    Mecheln,Lowen,

さ ら にTienen,  Aerschat,    Herenthals,    Sichem,    Vilvoorde,    Lier,Herzogenbusch,

   Antwerpen な ど からの商人が毛織物の販売のために 集散し

てお り34) し た がって，この大市商品 取引を通し て， ヨーロ ッパ内陸問商業が

成立し ，さらに， ボーデン湖周辺地域圏外の南ドイツの中世商業都市レーゲン

スブル ク（Regensburg ） や ニュルンベル ク（Niirnberg ） の 商人によるこ の大

市取引への参加が35） そ の貿易圏を，東方 と北方に対し て一層 拡大していたの

である。

注

1）Ammann,  H., Die Anfange der Leinenindustrie des Bodenseegebietes, S. 259.2

）Ammann,  H., a.a.O。S. 287. こ の指摘の原典は明らかにされていないが,   Kon-Etaz

では10世紀にはすでに自己の需要をこえて市場販売のための生産が開始されて

いたこ とが明らかになっている。 Wielandt, F.,  Das Konstanzer Leinenge 扨erbe,I,

 1950,  S. 11.

3）Wislandt ，F., a.a.O・, s. 12, Aramann,  H., a.a.O・, s. 270. この関税表はAm-mann

によれば, 11 世紀の商取引をも示す史料であることが指摘されている。Am-mann,

 H., Deutschland und die Tuchindustrie Nordwesteuropas im Mittelalter,S.

 25. および，増田四郎論文「12世紀におけるフランドル地方の経済変革」，『社会

経済史学』,  Vol. 17, 383,  397頁 参照。
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）Ammann,  H.,  Die Anfange der Leinen'mdustrie des Bodenseegebietes, S.  269.5

）Amraann,  H.,  a.a.O.,  S. 269.

6） そ れ に つ い て の1 つ の 史 料 は,   A. Schulte に よっ て 分 析 され て い る ， アル プ ス越

の ス イ ス仲 継 都 市Como にLille の 商人 力;Ypern,    Beauvais,  Briigije 産 の布 を1222

年 に 持 参し てい る こ と で あ る。Ammann,    H., Deutschland und die Tuch-Industrie Nordwesteuropas im Mittelalter, S.

 7-8,   27.

7）Ammann,  H.,  a.a.O., S.  25

8）Ammann,  H.,  a.a.O., S. 25. さら に ロン ド ン に お い て は1157 年 にKoln の 商 人

が ワ イン を 販売 し て い る 。増 田 四郎 ， 前 掲 論 文,   399頁 参 照 。

9）　Ammann ，H・, a.a.O.,  S. 27.

10 ）Ammann,  H.,  a.a.O.,  S.  30.

11)　Ammann,  H.,  a.a.O., S.  27, 30.

12 ）Amraann,  H.,  Die Anfange der Leinenindustrie des Bodenseegebietes, S.  226.13

）Ammann,  H.,  a.a.O., S.  269.

14 ）Ammann,  H.,  a.a.O.,  S.  268.

15 ）Ammann,  H.,  a.a.O.,  S.  270.

16 ）Ammann,  H.,  a.a.O.,  S.  268.

17）Ammann,  H.,  a.a.O.,  S.  265.

18）Ammann,  H.,  a.a.O.,  S.  266.

19）Ammann,  H.,  a.a.O.,  S.  265.

20）Ammann,  H.,  a.a.O,,  S.  261.

21）Ammann,  H.,  a.a.O.,  S.  262.

22）Ammann,  H.,  a.a.O.,  S.  266-267.

23）Ammann,  H.,  a.a.O.,  S.  269.

24）Ammann,  H.,  a.a.O.,  S.  270.

25 ）Ammann,  H.,  a.a.O., S.  268.

26 ）Ammann,  H.,  a.a.O., S.  262.

27）Ammann,  H.,  a.a.O., S.  263.

28 ）ebenda.

29)     ebenda.

30 ）Ammann,  H.,  a.a.O, ，S. 264.

31 ）ebenda.

32 ）ebenda.

33）Ammann,  H.,  a.a.O.,  S.  266-268.

34） と くにBrabant 地 方 の布 生 産 の 発 展は こ の大 市 取 引 の発 展 と 強 く 結び つ い てい
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た 。 例 えば,   Brabant の 都市Lier 産 布が14 世 紀 に は こ の 大 市に,    15世 紀 には ジ ュ

ネ ー ヴの 大 市に も もた ら され てい たAmmann,  H.,  Deutschland und die Tuchin-dustrie Nordivesteuropas im Mittelalter,

   S. 39-41,     Wee,    Hermann Van der,Die Wirtschaft der Stadt Lier 2U Beginn des

15. Jahrhunderts,  in  Beitrdge  zurWirtschafts

一und Stadtgeschich 凪Wiesbaden,   1965,   S. 157.

35 ）Ammann,  H.,  a.a.O.,  S.  41. さら にl5 世 紀 に 入 れ ば,   Konstanz 産麻 布 のAnt-werpen

で の染 色が み と め ら れ る。 Mone,  F.J., Zur Handelsgeschichte der Stadteam Bodensee vom　13.

    bis 15.    Jahrhundert.  in Zeitschrift    der Geschichte  desOberrheins

，5.   Bd.  1853,   S. 66.

2　 ヨーロッパ南西地域

ボーデン湖周辺麻織業地域からヨーロッパ北西地域への交易がライン川沿に

発達しだのに対して，対フランス，スペインへの交易は主として2 つの通商路

を利用していた。1 つは，ボーデン湖からライン川を下り,  Basel からそのま

まこルザス地方を横断してフランス中央部，とくにシャンパーニュ地方に至る

ものであり，他は，スイスを南下してロ―ヌ川沿に地中海に出るか，その途中

からスペインに向かうものであった‰Basel から直接フランス中央地域へ の

道は，途中, StraBburg を経由する道も利用され，又，ロープ川沿はスイスの

ジュネーヴ(Genf) からリョv   (Lyon),   Avignon を経て地中 海に出る か，Avignon

からAiguesmortes,    Montpellier を 経て,   Perpignan,   Barcelona

に至るものであった。この他に，シャンパー■―
 ュ
の大市を経由して南下し，地

中海地域に出る通商路も利用されていた。

ボーデン湖周辺麻織業のこの方面への輸出の開始は，フランス・シャンパー

ニa-地方の大市での商品取引から見ることができる。この地方の各都市の大市

取引は13世紀にはすでに一般的になっているが，この地方にみられる初期の記

録としては,   1211年のProvins でのドイツ商人の滞在の記録がある2)。さらに，1261

年と1265年にはBar-Sur-Aube に1276年にはProvins にバーゼル(Basel)

の商人が宿舎を所有していること，さらに,   1288年にはTroves にもその足跡

が認められている3)。

これらの記録にみえるドイツ人がボーデン湖周辺地域からのドイツ人である



第1 章　南ドイツ麻織業の発肢とヨ― Pッパ輸出|打場　13

とい う確 証はないが,   1283年3 月30 日 のRudolt Von Habsburg な る人物 のシ

ャンパーニュ大市訪問に際して， イタリア商人に加わってコンスタン ツの商人

が登場していること4)　 さらに,   1289年3 月16 日に は， コソスタスツの商人の

指導 者達に よる協議会が開かれている事実5) 等 によって,   13世 紀 初頭のド イ

ツ商人が ボーデン湖周辺地域 商人である可能性はかな り強いものとな っている。

麻布の販売につい ては,   Lagny な どの都市にコンスタンツの商人が滞在し，

麻布や金 物製品を 販売しているほか,   13世 紀中 期には， シ ャンパ ーニュ大市の

関税表から， ドイツ産麻 布の輸入の事実が 明らかになってい る6)。

さらにこの期のボーデン湖周辺 地域 産麻布の進出を示 す史料は，1237 年 に 結

ばれた イタリア・Genua と ロ ース川沿都市Aries と の 取引契約 で あ る7)。 こ

の事実に よって,  Aries を 経 由し てボ ーデ ン湖周辺地域産麻 布が イタ リアに輸

出されてい たこ とが認められ， さらに上の例と同じ く,   1248年 に は ス イ ス のBasel

の麻 布がフランスの地中海沿 都市Marseille か らSan Spirito 号 に よっ

てシ リアのAkkon に輸 出，売却されている8)。 また,   1252年 に は,  Schaffha-usen

産 麻 布がこのシ ャン パーニ ュの大市で，シ リアからの注文に よって こ の

大 市地 方産の麻布と共に フラン スの地中m 沿 都市Aiges Montes か らGenua

に 向けて輸出される契約がなされたことも明らかになってい る9)。

こ うしたシャンパ ーニュ大市経由地中海地域への輸出の事実は，その ままボ

ーデン湖周辺地域産麻布 のシ ャンパ ーニュ大市へ の進出を示すのであるが， そ

れを裏付け る史実としては,   1250年に ストラスブル クとこの大市地域間で生じ

た麻布強奪事件をあげ ることかできる10)。 こ れによって， ドイツ商人による直

接的な麻布輸出が認められ，しか 乱1299 年 に はKonstanz の 商人 も全 く同じ

様な強奪の被害にあってい る11)。

13 世 紀 の後半期におけ るボーデン湖周辺地域産麻布のシ ャン パーニ ュ大市 へ

の進 出は，すでに上に見たものに加えて， この地域の都市法などによっても裏

付けられて くる。 まず コンス タン ツについて 見る と，1272 年 に コンスタンツ産

麻 布がBasel に 見 え'" ，1289 年 に コン スタン ツの市庁 がシャン パーニ ュ 大 市

で の麻布販売条令を発布し ， また， 大市の開 か れ るBar,    Troves,   Provins,
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Lagny に は 麻布専用の販売店舗が設置され ていたこ とが 明 ら か と な っ てい

る13)。

こ のほか,  Augsburg の1276 年 の 都市簿と1282 年 のWertachbriichsen の 関

税表とによって,   Augsburg と シ ャンパーニュ大市取引との活発な販売活動が

明らかであ る1≒

以上から，遅 くも13 世 紀の中期にはほぼ確実に，そ の可能性からいえば13 世

紀初頭から，このボ ーデン湖 周辺地域産麻布が当 時ヨーロ ッパ第一の商品 取引

市場 であ ったシ ャンパ ーニ ュの大市市場に進 出し ていたこ とが明らかとなる。

そし てこ の事実は また，こ の大市商業を 媒介とし て先進地域産，すなわち， 低

地地方お よび北 フラン ス産毛織布の南ドイツへの輸入の事実を 意味するもので

あるのである15)。

フ ラV  ス以 西地域お よび ボーデン湖からス イスを 南下しp  ― ヌ川沿通商路を

利用した輸出市場については，上に見たシャンパーニュ大市への輸出よりも遅

くな っている。 例えば,   1284年 頃 にSchaffhausen 産 麻 布がスペ インのKata-Ionia

やAragonien へ の通商路上の第一 の関税地であったPerpignan を 通 過

してお り，かなり規則的に スペ インへの輸出がなされていたことがその関税表

から 指摘されてい るが16) そ れ 以前の販売活動を示す ものは明らかでない。

14世 紀に入ると，こ の地域産麻布のスペインへ の輸出は一 層明白に なって く

る。 1331 年 にはAragonien に ド イツ産麻 布がすでに一 般的 に 輸 入 さ れ て お

り17) また,   Saragossa の 商品 目録から,   1331年,    1354年,   1362年,   1374年 ，1380

年 に ドイツ産麻布 の輸入の事実が認められてお り18) し か もこのドイツ産

は明らかにボ ーデン湖産のものであ るこ とも確かめられてい る。 さらに加えて，Saragossa

に 近いCepila の 教 会のリストに も1331 年 に ド イツ産麻布が見い出

されている19)。 また,   1383年 に はBarcelona に は じめてコンスタンツの 商 人

がそ の足跡を印し て お り20) また これとほぼ同じ年代にRavensburg の 麻 布

がスペインのい ずれか の地に輸出されてい る21)。 スペ インにはさらに，15 世 紀

に大ってからであ るが,  St. Gallen 産 麻 布も輸出されてい る22)。

こ0 スペ インへの通商路に属し ているフラ ン ス 南部の都市Montpellier や
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に は ，14 世 紀 のボーデン湖周辺 地域産麻布のスペ インへの輸 出を 裏

付け る記録がかなり多 く残っている。Montpellier に は,   1363年 にSchaffha-usen

産 の麻布がかな り多 量に搬入されてお り" ），Avignon に は， 当時 ここが

ローマ法王居住地であったことと も関連して，ここにボーデン湖周辺地域産の

麻布が多 く見い 出されてい る。古いものからあげ ると,   1314年 に 法王庁 の財産

目録にその名が示されてお り,   1317年,   1318年,   1319年に は法王庁が テーブル

用 クロスとして ドイツ産布を購入し， また1324 年 と1362 年 に は=l ソ ス クソ ツの

商人と法王庁 の官吏との間に麻布の売買取引があ り,   1342年,   1369年,   1371年

に もコンスタン ツ の 麻 布 が 購 入 さ れ て い る2‰ また1331 年 には，法王が，Avignon

で 死 亡した聖職者の遺産を配分した際に ドイツ産麻 布が 見 い 出され

てお り,   1365年 に は法王庁が カール四世訪問に際して テーブル用に コンスタV

ツ の麻布を 購入した事実も記 録に残されてい る25） さらに同じ 年に, Konstanz

の 麻 布がAvignon の ユ ダヤ人に売却されていることも同じ く明らかである26）。

このほか，14 世紀 末にはlm の 商人がスイ ス の ジ ュネ ーヴ（Genf ） に登場

し" ），1383 年 に はス イスの都市Freiburg  （im Uechtland ）に アウクスブル ク

（Augsburg) の 商人 の足跡がみとめられる28）。 また,   Genf の関 税表から， コ

ンスタV ツ の麻布が1375 年 に 輸入されていることも明らかであ る2≒

15 世 紀に入ると， スイスのGenf の 大 市や フランス南部 の都市Lyon へ の輸

出が一層活発化し，上に見た 都市以外に,  Wil,   Appenzell,    Isny,   Kempten,Memmingen,

 Kaufbeuren,  Biberach,  Lindau,    Leutkirch,    Wangen,    Min-delsheim

な ど の中小都市 の商人がこれらの取引に参加し て麻布販売に 活 躍 す

る30）。

こ うして 見る と， ボーデン湖周辺地域から南フラン ス， スペイン方面への麻

布輸出は， まずシャンパーニ ュ大市取引の発展とともに進行し，南フランス，

地中 海だけでな く遠くスペ インへの進出をなす一方， スイスを 南下し てロー ヌ

川沿い の地域に も輸 出市場とし ての地域を開拓し ていたことが わかるのであ る。

注

1） これらの通商路については， 梶山力論文「バ―ゼル市を中心とする欧州中世の商
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業 路」『社 会 経 済 史 学 』 第9 巻 第z 号 ， 昭14 年,   41 頁 以 下， お よび,   Peyer,    HansConrad,

 Leinwandgcwerbe und Fernhandel der Stadt St.  Gallen  von  den  Anfangenbis

 1520,    Bd.  I,  1960,   S. 27-30,    Aramann,  H.,  Die Anfange der Leir.eninindu-strie des Bodenseegebietes, S.

 255, 参 照。

2） こ こ で の ド イツ商 人 は ， 倉 庫 ， 住 居 を 設備 し た 居 住 館 を 有 し て い た 。 Wielandt,Friedrich,

 Das Konstanzer Leinengewerbe,  I.,  1950,   S. 24.

3）Wielandt,  Friedrich,  a.a.O.,  S.  24, お よ び,   Ammann,  H.,  a.a.O.,  S.   273.

4）Wielandt,  Friedrich,  a.a.O.,  S.  25.

5）ebenda ・

6）Wielandt 、Friedrich,  a.a.O.,  S.   25, お よ び,  Ammann,  H.,  a.a.O.,  S.  287.

7）Ammann,  H.,  a.a.O.,  S.   276.

8）Schulte,  Aloys,  Geschichte des mittelalterlichen  Handels もnd Verkehrs  zivischenWestdeutschland

 細nd Iialien  mit AusschluB von Venedtg ，Bd.   1, S.  116. さ ら に，

こ れ と同U 取 引 の 一 部 と 思 われ る も のに,   1248 年 マ ル セ イユ でLimoges の 商人 に

よっ て購 入 され た 麻 布 取 引 が あ る。 これ もシ ャン パ ー ― ュ 大 市 経由 と み ら れ る。Ammann,

 H.,  a.a.O., S.   286.

9）Ammann,  H ・, a.a.O ・, S.  286.

10 ）Ammann,  H ・，a.a.O ・, S.  287.

11）Amraann,  H ・, a.a.a,  S.   270.

12）ebenda.

13）Ammann, H.,    a.a.O.,   S.  270,    Wielandt,    Friedrich,   a.a.O.,   S. 24,     Mone,Franz Joseph,

   Zur Handelsgeschichte am Bodensee vom　13.     bis 15.    Jahr-hundert,

   S.   48-50,     Hane,    Johannes,    Leinwandhandel und Leinwandindustrieim alten St.

 Gallen,  in Zwei Abhandlungen zur Kultiir- 記nd Wirtscha μsgeschichteder

 Stadt    St.   Gallen,   1932,   S. 97, 北 村 次一 ， 前掲 論文,   224頁,   Weber,  Lotte,Die Anfange des deutschen

Leinengewerbes bis zum Ausgang des 14. Jahrhun-

derts,  in Zeitschrift des Bergischen Geschichtsvereins,  50.　Bd ・，1917,   S. 206.

14 ）Ammann,  H,,  a.a.O.,  S.   269.

15 ）Ammann,  H.,  Deutschland und die Tuchindustrie Nordwesteuropas ira Mit-telalter,

 S.   33,   Lotte, W.,  Die Anfange des deutschen Leinengewerbes, S.  204.16

）Ammann,  H.,  Die Anfiinge der Leinenindustrie des Bodenseegebietes, S.  274-276.

17 ）Ammann,  H.,  a.a.O.,  S.  274

18 ）ebenda.

19 ）ebenda.

20 ）Ammann,  H.,  a.a.O. ，S. 270.
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 H.,  a.a.O,, S.   265.

22 ）Ammann,  H.,  a.a.O., S.  261.

23 ）Ammann,  H.,  a.a.O,,  S.   274.

24 ）ebenda.

25 ）ebenda.

26 ）Ammann,  H.,  a.a.O 。S.   274, お よび,   Wielandt,   Friedrich, a.a.O.,  S.   28

27)     Aramann,  H.,  a.a.O,,  S.  268.

28 ）Ammann,  H.,  a.a.O 。S.  269.

29）Ammann ，H., a.a.O.,  S.  270. さら に,   14世 紀 の パI)   （Paris) の 関 税 表に ド イ

ツ 産 の麻 布が 登 録 され てい る 。Ammann,  H. ，St. Gallens Wirtschaftsstellung imMittelalter,

  1928,   S.  140,  ders., Der Verkehr iiber den Pass von   Joiigne nachdem ZoUregister uon 1462,

    in Mamories    et   documents Publies    Publies  pαrlaSocieted historie

d d ’ αrchelogie dc Geneve  1961,    S. 225.

30 ｝Ammann,  H.,  a.a.O., S.  262-268.

3　 ヨーロッパ東地域

ボーデン湖周辺地域の麻織物輸出商人によるドナウ川流域，オーストリア・

チl＝lル地方への通商の事実は，上に触れたように，ヨーロッパ先進地域の毛織

物輸出の進行にともなってなされた。その最初の足跡として注目されているも

のは，オーストリアのドナウ川流域都市Enns でのウルム（Ulm ）の商人によ

る取引であり，すでに12世紀中期に示されている1）。 さらに1191年には， このEnns

で. 歳市での外国人商人の権利が新たに承認されており， この外国商人

の中に，フランダース地方のBachtold,  Maastricht, さらにドイツのAachen,Koln

などの諸都市商人に加わって南ドイツのRegensburg やUlm の商人が

活躍していたこと2) さらにこの外国商人の権利が12世紀初頭まで さかのぼれ

るものであったという指摘もある≒ しかも，いずれの例も市販売が目的であっ

た4）。さらに関悦規則（Mautordnung ）から，この地にAachen,  Regensburg

の商人とともに，南ドイツ・シュワーベン（Schwaben ）地方 の商人が取引に

従事していたことが明らかであり， 彼らが布（Gewand ）を販売していたこと

も明らかとなっている‰Wien では1208年にフランダース人 の名を持つ染色

業者の活動も記録に残されている6）。
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さらに，この当時の状態を示すものとして注目されているものは，当時の詩

人,  Franke Wolfram von Eschenbach の叙事詩である。これによって,   H.Ammann

の指摘に従えば，フランダース， イギリス産の布がすでに13 世紀初

頭にはハンガリーにまで達しているのである7)。 さらに,   Wien の13世紀初頭

の関税規則(Zollordnungen) などによって，布生産地として,   Gent, Stamp-fart von Arras,

 Ypern,  Tournai  (Dorn), Huy,  St. Quentin, Valenciennes,Louviers,

 Paris などの地名が確認されており，これらの販売商人としてRe-gensburg

やSchwaben  地方からの商人がこれに従事していた8)。さらにWien

では,   1291年の記録によって，この都市の商人がYpern とGent に対して負

債をもっていたこと9) ドナウ川流域でも一層下流のハンガリーとの国境に 近

い都市Hainburg では，13世紀の関税表によって，布の生産地 とし てGent,Eyper,

 Dorn の名が知られていた10)。

ドナウ流域から南下した， イタリアの都市ベニス(Venedig) への通商路に

位置するオーストリア・南チロルの都市Bozen には,   1237年,   1242年,   1295

年のそれぞれの年の公証人記録簿の存在が確認されている11)。それらの史料の

検討によって,   1237年には,   Augsburg からの商人の活動がみられ，そのうち1

人は麻布を持参していたこと，さらに,   Kaufbeuren やKempten,  Wangen

など，ボーデン湖周辺都市からの商人の活動も明らかにされている1‰ ただ，Augsburg

以多の小都市の商人は，高価な色染めの布を持参しており，それは

フランダース産のものともみられているから，ボーデン湖周辺地域産の麻布の

販売と，同時に，先進地域産毛織布のイ中介取引もみとめられることになる。さ

らに,   Schaffhausen の商人がこのBozen の近くの都市Trient に貸付債権を

有していたことも示されている13)。また,   Kempten の商人Mozo,   Wangen

の商人Werchmeister の名もあきらかとなっている。さらに, 1242 年の史料か

らも，Λugsburg とKaufbeuren からの商人が高価な布を持参したこ と，さ

らに,   Kaufbeuren の商人がイタリア産布を購入したことも明らかである14)。

以上によって，一応,   13世紀前半にはボーデン湖周辺地域産麻布の輸出が，

それまでの高級毛織物の仲継商品取引に加わってなされていたとみることがで
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き るが,   13世 紀 の後半に入るとそ の麻布輸出の傾向は一層明白になってくる。

例えば，1295 年 のBozen の上 にみた 史料からKonstanz とAugsburg か ら

の商人に よる布の販 売が 明 ら か で あ り15) チr=・ル 地方の伯爵領主の会計帳簿(1288

年 から14 世 紀 中期まで) に よって，このチロル地方の粗織毛織布 や イ タ

リア産 の布に加わって，そ こで使用する布のほとんどが北 西ヨ ーロ ッパ産の布

に よって占められていた ことも明らかにされてお り16) そ れ らの布の生産地と

して， フランス・シ ャン パーニュ地 方 のChalons や,   Paris,   St.   Quentin,Ypern,

 Gent,  Poperinge,  Tournai,  Douai,  Arras,  Huy,  Maasricht,  Aachen,Briissel

な どの産地名が明らかで17) そ れ らは， フランスやフラン ダース， ブ

ラバン ト地方， ライン中・下流地域にひろがっている当時 の布生産地域ほぼ全

域から輸入されていたことを物語ってい る。そし て，これらの布は, Innsbruck

やHall  (im Norde),  Bozen,  Meran,  Sterzing  ( ブ レ ナー峠の南地域) な どの

諸 都市にも輸 入されており，それら の販売商人として, Konstanz  (Ypern  産 布

を),    Kempten  (Ypern,  Gent,  Poperinge 産布 を), Lindau  (Ypern  産 布を) ，Augsburg

 (Ypern 産 布を),    Miinchen  (Briissel 産 布を), Ulm  (Ypern  産 布

を) な どの商人が足跡を印し てい る18)。

また，これらに加 え て,   1288年 にはAugsburg の 商 人が 南北チv=・ルの諸 都

市においてかなり頻繁に取引活 動を行ない, 1295 年 に は イタリア・ Venedig に

間 近い都市Pandua に 登 場し ていることも明らかである19)。

こ れら のほかに,   13世紀 末には，1295 年Kempten の 商人がチロル地方に，1299

年に 仏　Kempten の商 人が南チロルの都市Meran の 市場に麻 布を 供給

している事実があ り，又,   1299年 に はLindau の商 人が同じ チロル地方にそ の

足跡を印している2o)。

14 世紀 に入ると,   1300年に メミソ ゲV   (Memmingen) の商 人がチロルに 見

え"),    1325年 にはIsny の 商人 も同じくこの地方に登場し"),    1336年 にはSt.Gallen

の商 人がこの地方 の公爵Johann von  Karnten-Tirol の通 行 許可簿に

見い 出されている23)。 またこの 期 に は，先に見たAugsburg の商 人が,   1337

年以 後Wien に, 1345 年 以 後ドナウ下流地域や南オーストリア地域にその活動
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が確認されている24）。さらに,   1357年にはラーフェソスブル ク（Ravensburg ）

の商人がチrユル地方のHall に，同じ時期に,   Wien にもその足跡がみとめら

れている25)。このほか,   1365年には小都市ロイトキルt    （Leutkirch ）の商人

がこのチロル地方に登場している2‰

15世紀に入ると，1401～02年にザソクト・ガレソ（St.  Gallen）産の麻布が，

ドイツ南部のオーストリアとの国境都市Passau の関悦表によって，その輸出

が確認されてお り27） さらに,   Isny の商人はドナウ川流域都市Linz,  Wien

などで足跡がみとめられている28）。さらに,   Kempten やメミソゲン，カウフ

ボイレソ（Kaufbeuren ）,  Lindau などの商人もこの期にWien に登場してい

る29)。

この南ドイツからヨーロッパ北東地域，ポーランド方面への麻布の輸出も，14

世紀から15 世紀になって，一層その活動の足跡が明らかとなっている。一般

的には，14-15 世紀に，南ドイツからワインや鉄製品などと共に麻布が輸出さ

れたことが指摘されているが""，Isny の名が15世紀にPrag とKrakau で見

い出されており^"，St. Gallen も同じ時期にPolen との間にかなり多量の麻

布を輸出しており,   Ulm もAugsburg と同じくこの取引に従事していたこと

が明らかである32）。さらに,   1346年にはKrakau の商人がフラン クフルトの

大市に登場しており33） したがって，この南ドイツ麻織業地域からの直接輸出

に加えて，このフランクフルトの大市を経由してこの方面に麻布が輸出された

ことが当然予想される。さらにこのフラン クフルトの大市取引だけでなく，当

時の南ドイツでは第2 の大市とされたノルトリングソ（Nordlingen ）の大市に

も,  Breslau からの商人が，15 世紀に，その足跡を示している3‰ これらによ

って，この方面への麻布の輸出が一層明らかとなるのである。

以上のように，このヨーロッパの東地域への麻布の輸出は多分に先進地域産

毛織布の販売活動を通して発展したものであったと思われる。そして通商路に

ついて見れば，上に見た南西地域がシャンパーニュの大市取引を経由して地中

海地域に進出していたのと同じように， イタリア・ベニス(Venedig ）への通

商路上にあたるこの地域が比較的早くから活動を開始していたのであり，その
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こ とが， イタリア・地中海地域と南ド イツの麻織商品との取引を 上に述べたロ

ーヌ川沿 の地域とは違った方 向から発展させることに なったのであ る。
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4　 ヨーロッパ南及び地中海地域

ボーデン湖周辺地域からイタy ア，地中海地域への通商路は，上に見たよう

に，オーストリア・南チロルからブレナー（Brenner ）峠を 経 出す る ベニ ス

（Venedig ）への道と，フランス・シャンパーニュ地方を経由して南下し，ある

いはスイスを南下してローヌ川沿いに，地中海に出る道，さらにスイスを南下

してそのままアルプスを越える道（Septimer 峠,  St. Bernhardt 峠,  St. Got-tard

峠）の3 方法がその主たるものであった。

このボーデン湖周辺麻織物経済圏とイタリア市場との交易は，14 世紀にこの

麻織業地域に発達したファスチアソ織業（Barchent ）の中心地 にな るUlm,
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な ど の諸都市による原料木綿の輸 入を イタ リア，中近東方面に依存

す ることによって，一層発展す るのであるが，それ以前にも， この地域が麻織

物輸出市場としてかなりの比重を占めていたことが，地中海地域に見い出され

ている諸史料 から 明らかである。

初期の活動に関連し たこの地 域産麻布のイタリアにおけ る足跡とし ては, 1128

年 のGenua の関 悦表から，この年に麻製品を持参した ドイツ人が， フラン

ス人，フラン ダース人な どと共に名を連ねてい るこ とである‰ これによって，

つ まりそれより先にみられたコンスタンツ商人のイタリア旅行の事実とこ のド

イツ商人の関税表への登場に よって， ボーデン湖周辺産麻布のこの地へ の輸出

の可能性が考えられるのである。さらにこれを裏付け るものとし て,   1153年 に

イタy ア 都市Lodi の商 人がコンスタン ツで， 神聖ローマ帝国 皇帝Friedi ・ichBarbarrossa

に ， イタリアの都市ミラノ（Mailand ） へ の干渉を 提言し，　ミラ

ノへの侵入が コソスタスツ麻織業の発展には必要であ ることを主張した， とい

う記録が残され て い る2）。これによって， すでに当時,   Konstanz の麻 布輸出

市場として イタリアの諸 都市がかなり重要な地位を占めており，当時の イタリ

ア諸都市間の政治にまで影響を与え ていたことがうかがえる。

12世紀に お い て は， さらに,   1193年 に アペニソ山 脈のGavi の関 税表に，Genua

人 とLombard 人 に よって持参されている,,baldinelle" が あ り3） モ

れをAmmann の 指 摘する ようにドイツ産麻布とみ とめることができるとする

と，1161 年 にGeuua の 商人によってKonstantinopel に 売却されたMailand

人所 有の“baldinelle" も4) さら に,   1151年,   1156年に もGenua でそ れらの

取引 がみ とめられるこ とになるのである‰　さらに,   1191年 に はGenua か らRom

に12 反 （Stiick） の “baldinelle" が 輸 出された事実もあ る6）。

以上から， 明確な史実に欠けてはい ても，ド イツ産麻布の イタリア諸都市へ

の輸出， コンスタン ツ商人の足跡などから，一 応，12 世 紀前半期にはボ ーデン

湖 周辺産麻織物の地中海地域へ の輸出の開始を想定できるのであ る7）。

13 世紀 に入ると，そ の販売活動は，一層多くの記録， 史料などの検討に よっ

て，そ の頻繁性が明らかになっている。 13世紀 初頭では,   1200年 に ドイツの毛
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織布（Wolle ）とその他の布を購入する 目的でミラノ人がオットー4 世からイ

ノセント3 世への使者として史料にあらわれておりS) さらに，ベルギーの歴

史家Renee Doekaei ・dによって研究されたジェノア（Genua ） の史料によっ

ても"），13 世紀初頭以来Genua とアルプス北側との通商の事実がみとめら れ

ている。　それは1201年以来Genua だけでなく,   Ligurien,   Korsika, さらに

はBonitacio 港（1247年）にまで仲長され てい る10)。 さらにその1201年にはGenua

からEuta Bougie  （in Algerien）への輸出もあり，それは1202,   1203,1204,

   1205年にも繰り加えされている11）。さらにこれらに類する記録が，モロ

ッコ（Marokko ）のCenta に1201, 1206,  1211, 1212,  1213,  1215,  1216 年

のそれぞれにみとめられてお り,   Algerien のBougie においても,   1201,   1205,

 1227,  1253, 1254 年にわたって同様の記録が存在している。　また,   Tunis

でも1234年に, エジプトのアレクサンドリア（Alexandria ）では1203,   1211,1212

年に通商の事実が認められてい る12）。さらに,   Genua の商人の活動につ

いては，シチリア（Sizilien）のMussina を主たる取引港にしてそこに輸出し

ており，そこでは1206, 1212, 1214,  1216 年にそれぞれドイツ産の布取引が確

認され,   Syria にも, 1202,  1203,  1212,  1216,  1247,  1252, 1253,  1258 年に

それぞれドイツ産麻布の輸出の事実が確認されている" 。1253年の取引では指

定港としてAkkon の名もその記録に示されている14)。さらに,   1241年には，Genua

の関税取引契約の記録から，ドイツ産麻布がイタリア都市Siena での

取扱商品の中に見い出されている15）。

こうした13 世紀初頭からのジェノア（Genua ）の商人によるドイツ産麻布の

販売活動を裏付けるものとして重要なものに, 1204年のGenua の仲介取引記録

（Maklertarif ）がある。これによって,  H. Ammann の表現に従えば，すでに13

世紀初頭にはGenua においてはドイツ産麻布が“日用商品”として取引さ

れていたのである1‰ したがって，上にみたことと対照して，このドイツ産麻

布輸出の開始を12世紀前半期，おそくも中期にまでさかのぼってみることが可

能となるのである。そこで次にこのドイツ産麻布とボーデン湖周辺麻織業地域

との関連性が問題となるのであるが，それを結びつけるものとしては,   1216年
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のGenua に お ける コンスタV ツからの麻 布の取扱いかお り17) さら には，モ

の前の1205 年 の コンスタンツ商人のGenua で の 登場がみとめられているi8）。

また,   Lindau につ い ては1213 年 に “ein Bertoldus de Lindo" の記 録があ り，

同じ く1224 年 に はLindau の 商人 （Ugo de Lindo ） が ドイツ産麻布を販売し

た事実も明らかになってい る19）。 さらに， コンス タV ツ 商人 のGenua で の 登

場の数年後には,   St. Gallen,  Scha 汗hausen,  Basel,  Freiburg  （im Uechtland ）

の商人がドイツ産麻布を持 参し て販売活動に従事し てい たこ とが 明 ら か で あ

り20≒1214 年 に は ラーフェソスブル ク（Ravensburg ） の 商 人 と お も わ れ るFredericus

やGuarconus de Ravesborge ら の商人がこの地で絹を 購入して

いることも明らか となっている21）。

以上のほかに，13 世 紀の前半期には， すでに上に見たように， シャンパーニ

ュ大市あるいは 南フランス経由に よる地中海地域へのドイツ産麻布の進出 も加

わって くる。1237 年 に はジェノア人によるロ ―ヌ川沿都市Aries と の ド イツ

産麻布の取引契約があった ことは上に見た通 り で あ り,   1252年に は,   1,062反

（Stuck ） の ドイツ産麻布がフランス南部のAigues-Mortes 港 経 由でジェノア

やSyria に ま で輸 出されてい るのである22）。

上に見た12 世 紀末および13 世 紀初頭以 後の地中海域とくにジェ ノアにひろ く

輸出されていた ボーデンmm 辺 地域産にほぼ間違い ない と思われる麻 布が，こ

こに見るように， シ ャンパ ーニュの大市を経由し てい たのか，アルプス越えの

通商路を 利用していたのかの問題については， 速断は 許されない ように思われ

るが， アルプス越えの通商路上において も， すでに13 世 紀 の初頭から麻布輸出

のための通商が， その通商路上の都市な どに存在す る記録などによって， 明ら

かとなっている。 すなわち， スイスとイタリアの ミラノ（Mailand ） や ジ ェノ

アに通じ る通商路上に 位置する イタリアの都市 コモ（Como ） の 商人 によって1210

年 と1252 年 に ドイツ産 の麻布が輸入されてお り，さらには1228 年 にScha-ffhausen

の 商人が麻布を 持参し てこのComo に 到 着し ている事実が明らかと

なってい る2‰ そして コモから イタリアへの取引につい ては，1203 ～1237 年 に

ここからジ ェノアに麻布が輸出されたことがみ とめられている24)。 こ のほか，
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オーストリアの南チロルからブレナー（Brenner ）峠経由の通商路でも， す で

に上に見たように,   1237年にはSchaffhausen の商人,   Wilhelm とBurkhard

がこの通商路上の都市Bozen に見え， さらにアウクスブルクからの商人によ

る麻布販売の事実もある。したがって，この期以前にこの通商路を利用した麻

布輸出の可能性も他の通商路にけっして劣らないものなのである。

Genua と並んで重要な都市であったベニス（Venedig ）につい て見 ると，1228

年にはすでにドイツ商人用商館（Fondaco ）の建設がなされていることか

ら25） その取引が十分想像されるのであるが，13 世紀前半期のドイツ産麻布の

販売の事実は見い出されていない26）。しかし,   1213年にMiinchen の商人,   1221

年にWien の商人がVenedig に足跡を印した事実は存在する27）。

13世紀の後半に入ると， 上に見た1252年のシアフハウゼV   (Schaffhausen）

の麻布がAigues Mortes からジェノアに輸出されているほか,1255年～88 年の

記録によって28）ザソクト・ガレソ（St. Gallen）の商人Conradus Speisairus

がジェノアの胡根を314 Ib. （リブラ）m 入し，それに対して11 バレソ（Ballen）

のドイツ産麻布を担保として与えていたことが明らかになっている。さらに，1277

年，1278 年には同じザソクト ，ガレソの商人Saricus Maistrilli がドイツ

産麻布5 バレン（Ballen) をやはり担保として納入している。さらに, 1279 年～89

年にはドイツからの商品がBologna でフロ―レンスの商人の取引の中で確

認されており,   1295年にはローマの法王庁でドイツ産麻布が使用された事実も

見い出されている29）。

13世紀後半のアルプス越えの通商については， 上にみた1228年にScha 汀ha-usen

の商人Heinrich がコモ（Como ）湖の近くにあるSarico を経由して，

しかも麻布を携帯してコモに向っていた記録かおるほか30) この通商路上に位

置するスイスの都市Freiburg  （im Uechtland ）はSt. Bernhard 峠経由でイ

タリアとの交易関係にあり，この都市産の麻布が,   1253年にシリア（Syrien)

に向けて輸出された麻布の中に確認されている3‰ さらに，ジェノアにはこの

都市産麻布が1250年以来知られており，この都市の商人Wilhelm von Frei-burg

が1251年から1278 年の間Genua で活動し,   Jacob von Freiburg は1250
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年 から1288 年 まで,   Peter あ るいはPetei ・chen とい う名の商人は1253'[ 二か ら1281

年 まで， そして彼 の死後は息子 のAnton が， 取引活動に従事していたこ

とが明らかである32)。 こ れら に 加 え て，この期には上に見たようにBrenner

峠経 由 の通商路上 の各地でAugsburg,    Konstanz な どの商人に よる麻布販売

活動が頻繁になされていた。

ベ ― ス(Venedig) で のこ の期の足 跡は,   1264年 にVenedig の商 人が ペ ル

シャ・Tauris で ド イツ産布を持ちこんで滞在し ていた記録かおり33) また1268

年 には麻 布が重要商品 として取扱われていたことが，当時の記録から 明らか

にされてい るが34) さ ら にもう一 つの重 要な史料として当時書きおろ された ラ

テン語－ペルシ ャ語の辞典が 注目されてい る。 すなわち，この中に，北西ヨ ー

ロッパ産( フ ラン ダース，北 フランス産な ど) の 布に加えてドイツ産麻布の項

目が示されているからである。このことから当時のドイツ産麻布の輸出の度合

が想定される のである35)。

14 世紀 に入ると， これら麻布の輸出の事実だけ でな く， その数量 もみること

ができる。 すなわち,   1361年 にはAugsburg の 商人に よってVenedig にお い

て1 取 引で25, 000エ レ(Ellen) 以 上 の麻布が売却されてい るs‰

以上に よって， ボーデン湖周辺麻織業地域から イタリア， 地中海地域への麻

布の輸出が，12 世 紀前半 期にはすでにモ の開始を 見,   13世 紀 に入ると同時にそ

の輸出がかな り増加し てい ることを 認めることができる と思 ‰ ただ， 上に示

されているものはこ の地域のほとんど重要な都市だけな のであり，そ の他の中

小 都市はかなり遅くなってからでなけ ればそ の活動が見い 出されないのであ る。

例えば,   Wil の商 人は15 世 紀 になって ようやくVenedig やMailand やComo

に 登 場し,   Lichtenstein の商 人は1400 年 に この都市産 の麻布を イタリアで売却

する。Appenzell の麻 布は1492 年 にVenedig に み え,   Winterthur 産 の麻 布(Zwilch)

は1485 年 にVenedig の 買 付に よって南 チ ロ ル の 国境都市Meran

に 登場 する37)。 さらに,   Kempten やMemmingen,  Biberach な ど の訪中小都

市もイタリアの都市にその足跡を 印す のは ようやく15 世 紀に入ってからなので

ある38)。
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注

1) その内容は11世紀にまでさかのぽれるものとされている。Ammann,  H., Die An-fange der Leinenindustrie

des Bodenseegebietes, S. 283, Wielandt,  F・,  Das Kon.stanzer Leinengewerbe

，I., S. 12, Schulte, Aloys,  Geschichte des mittdalterlichenHandels

 抑nd Verkehrs，S.  106-107.

2）Wielandt,  F., a.a.O., S.  12.

3）Ammann,  H., a.a.O・, S.  283.

4）ebenda.

5）ebenda.

6）ebenda.

7） ド イツ産麻布の輸入には触れえないが,   1184年にはドイツ語圏の“Almani ”又は

“Thodesci" から の人々の活動が明らかにみとめられている。又,  1190年にはGenua

にド イツ人商人名としてBurqurdus Tuectonicus が史料に見い出されて おり，ド

イッ産の銅を販売し，代わりに絹，香料， 果実類を購入した事実がみとめられてい

る。Ammann,  H., a.a.O., S.  282.

8）Schulte,  Aloys,  a.a.O., S.   108.

9）Ammann,  H., a.a.O., S.  277.

10)    Ammann,  H., a.a.O., S.  277,   288.

11）Ammann,  H., a.a.O., S. 288.

12）Ammann,  H., a.a.O., S.  277.

13）ebenda.

14）Ammann,  H., a.a.O., S. 277-278.

15）Ammann,  H., a.a.O.，S. 284.

16）Ammann,  H., a.a.O., S.  276.   ders., St. Gallens Wirtschaftsstellung im Mit-tclalter,

  1928,   S.  136,   Peyer, H.   C, a.a.O.，S. 3.

17） これはMarokko のCeuta に輸出されている。 Ammann, H.,  a.a.O., S. 278,

お よび,   Wielandt, F., a.a.O.，S.  17.

18）Ammann,  H., a.a.O., S. 278, お よび,   Wielandt, F,, a.a.O., S.  17.

19）Ammann,  H., a.a.O., S. 278.

20）Wielandt,  F.，a.a.O., S.  17.

21) Λmmann,  H., a.a.O., S. 278.

22）ebenda.

23）Animann,   H., a.a.O., S.  284, および,  Wielandt, F., a.a.O., S.  17.

24）Ammann,  H.,  a.a.O., S.  278, および,  Schulte，Aloys, a.a.O., S.   107.

25）Schulte,  Aloys,  a.a.O., S.  108.
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）Ammann,  H., a.a.O.，S. 284.

27)    ebenda.

28）Ammann,  H., a.a.O.,   S. 278-279.    Peyer によればそれは1262 年Genua にお

いてである。 Pever, H. C, a.a.O., S.  4.

29）Ammann,  H., a.a.O., S. 284.

30)    Ammann,  H. ，a.a.O., S.  280.

31）Ammann,  H., a.a.O., S.  278.

32）Ammann,  H., a.a.O., S. 279.

33）Ammann,  H., a.a.O., S. 284.

34）ebenda ・

35）ebenda.

36）Ammann ，H.,    a.a.O., S.  285,さらにUlm,  Augsburg,  Niirnberg な どからの

商人による麻布だけでなく，金物製品などの輸出も活発化している。Kaltenstader,Wilhelm,

 Handel und Schiffahrt iin　Mitte 】meer wahrend des Mittelaters,    inScripta

Mercaturae ，1971/2,   S. 54. なお，この世紀末のVenedig とRavensburg

やKonstanz との間の商取引についてはMone の研究によって詳細に知る ことが

できるMone ，F. J., Zur Handelsgeschichte der Stadte am Bodensee vom 13.bis 15

，Jahrhundert, S. 24-29.

37）Ammann,  H., a.a.O., S.  262-2C4.

38）Aminaiin,  H., a.a.O., S.  266.

第4 節　ボーデン湖周辺麻織業の輸出産業的性格

ボーデン湖周辺麻繊業が，そこに散在する都市と周辺の農村との分業によっ

て，地域的産業としての性格を表面化させてくるのは，この地域に散在する比

較的大規枚な都市がそれぞれ行った都市法による，麻織業ギルドの認可やその

存在の記録などから，一応,   13世紀中期から14世紀にかけてであったととらえ

ることができる1）。中小都市が発達してこれに加わるのはおそらくそ れより半

世紀は遅いと思われる。例えば，この地域では大規模都市に数えられるコンス

タV ツの麻織業がその都市法に登場するのは1255年であり，アウクスブルクで

は1276年の都市簿によってそれが確認されている≒ ウルムの織布エギルトは1292

年にはじめてその存在が知られている一方, 小都市ビベラッハ（Bibei・ach）
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においては1344 年になってからである3）。

こうした麻織業の存在，さらには織布エギルトの存在がはじめて確かめられ

る13 世紀の中頃は，上に見たように，ヨーP    ッパの各地の市場においてこの地

域からかなりの麻布の輸出の事実がすでにみとめられている時代であった。す

なわち12世紀のライン川流域での商取引の事実を除いて考えても，13 世紀の前

半期には，フランス・Provens での商取引，南フランス経由地中海地域への麻

布販売の事実，さらに後半期には，シャンパー― ュ大市取引に支店設備を有し

た販売活動の事実，さらには,   13世紀前半にみられたBrenner 峠経由での販

売活動， そして1200 年以後ほとんど継続して示されているジェノア（Genua ）

経由の麻布販売の事実などがそれである。

こうしてみると，このボーデン湖周辺地域がいかにその地の利によって麻織

業の原料となる亜麻（Flacks）や大麻（Hanf ）などの麻栽培に適し，その歴史

が古代以来の伝統によって育てられたとする条件の良さに支えられていたとは

いえ，都市を中心としてその織物業が成立してくると同時に，あるいはほとん

どそれ以前の状態の時にさえ，その輸出販売活動が異常ともいえる特別の活動

をなしていたと考えることができるのである。それらの輸出活動が，ライン川

下流地域の布生産先進地域からの布の再販売活動を通して拡大されたものか，

あるいはイタリア地域との一般的な交易の結果麻織物輸出にまで拡大されたも

のかの問題については，尚一層の考察を必要とするものである。以下，次章か

ら，これら中世南ドイツの麻織物経済圏の発展をささえた中小都市の商人・商

事会社の輸出活動の足跡を通して，その次の時代に展開するドイツ初期資本主

義への移行の過程をさぐっていきたいと思 ‰

注

1）Ammann,  H. ，Die Anfange der Leinenindustrie des Bodenseegebietes, S. 289.2

）Ammann,  H・, a.a.O., S. 289. 及び川久保公夫論文「手工業者としてのドイツ麻

織匠の歴史」，『大阪市大経済学年報』第11集,   143-144頁参照。

3）Ammann,  H., a.a.O., S.  289.   Ulm にLeinweberzunft  (麻 織匠ツンフト）がみ

えるのはそれより半世紀おそい1346 年 で あ り,   Konstanz では13世紀にこの産業の

存在が認められているにもかかわらず,   14世紀においてもなおl einヽveberzunftの
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存 在 に 否 定 さ れ て ト ろ 。Weber,   Lotlc,   Die Λ 計an 心e  J づ 血hI えし'H し 卜C 叩 いwcrbcs,

 S. 202, 友 お 二 つ.ヅス つ ト て は ， 川 久 保 公 夫>    ii言に乱 文'
 ~i'
上 余 し こ し こフバ ヽI
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中世末期から近世初期にかけての，いわゆる［ドイツ初期資本主義］は，「フ

ッガー家の時代（Die Zeitalter der Fugger）」に代表される，鉱山業お よびそ

れに強く結びついた金融業とを基礎とするものであった。ところでこの鉱山業

・金融業の発展以前の南ドイツは，フッガー家の初代ハソス（Hans ）が麻織匠

であった事実にも示されてい る ように，南ドイツ一帯，とりわけボーデン湖

（Bodensee ）を中心とする周辺地域に広範囲に発達した麻織業（Leinen, Lein-wand

）および麻・木綿交織業（ファスティアソ織・Barchent ）を生産的基礎

とする一大経済圏を確立していた。したがって，「フッガー時代」あるいは「初

期資本主義」の鉱山・金融業の前史として，農村の副業的生産に多くを依存す

るこの麻織物を中心とする繊維業に課題の視点をおくことは多くの先学の研究

を引くまでもなく，そのまま認められるものであると思う。

この中世南ドイツ麻織業を発展させた第一の都市は，とくにその初期におい

ては，ボーデン湖畔都市コンスタンツ（Konstanz ）であった。前章におい て

すでに概観したように，コンスタンツはライン川による交通とイタリアへのア

ルプス越の通商路とを足場に，周辺の農村麻織生産の中心地として，また麻布

・麻糸を周辺のドイツ・スイス・オーストリアの山岳地域から集荷し，それら

をヨーロッパ各地に販売する商業都市であった。12～13世紀にみられる，いわ

けこの経済圏の初期にあたる商業活動は,   H. アマソに代表される諸研究によ
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つて明らかなようにI) この地域周辺で自ら生産され た麻織物の販売よりも，

むしろ布の生産にかんしては先進地域であったフランダース・ブラバント地域

産の毛織布の販売活動としての性格を多分にもつものであったが，その当時か

らこのコV スタンツがその商業上の中心地な0 であった。そしてこのコンスタ

ンツを初期の本拠地として，麻織物生産と輸出とを基盤にした「フッガー時代」

前史の商業資本の蓄積がみられたのである。コンスタンツの商人リュートフリ

ート・ムソトプラート（Lutfried Muntprat ）を頂点とする門閥貴族商人の輩

出によってそれを見ることができるのである。

ところでこの「フッガー時代」前史の南ドイツ商業資本は，必ずしもフッガ

ー資本に見られるような商品取引から貨幣取引・鉱山経営への転化を示すもの

ではなかった。ボーデン湖周辺地域に位置する都市ラーフェンスブルク（Ra-vensburg

）に本店を おい た， 周知の「大ラーフェソスブルク商事会社（DieGroBe Ravensburger

Handelsgesellschaft）」にみられるように，かたくなに

実物商品取引に固執し，貨幣取引には一切介入しない経営方針を貫いた商業資

本も存在したのである2）。

本章では，「フッガー時代」の前史を形成するこうした商菜資本を， その代

表的中心都市コンスタンツを本拠とするムソトプラート家，イムホフ（lmhof ）

家等の商人の活動に求め，そこから「フッガー時代」への系譜の最初のステッ

プをまず探ろうとしたものである。当然のことな がら，「フッガー時代」前史

の商業資本は，多くの指摘にもあるように，上の「大ラーフェソスブルク商事

会社」に求められなければならないであろう。その意味から言えば，このコV

スタV ツの研究はその研究課題に対する序説にとどまることをおことわりして

おかなければならない。

注

1） 拙稿, r 南ド イツの麻織業と3   ーロッパ輸出市場－その初期の状態一」『桜美林エ

コノミックス』第6 号年所収。 31-52頁。

2） 大塚久雄著『株式会社発生史論』第2 部，中央公論社，昭22年,   34頁， 及び『大

塚久雄著作集』第1 巻，岩波書店,   1969年, 242頁 参照。 Schulte, Aloys, Geschichte
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£en Ravensburger Handelsgesellschaft 1380～1530, Deutsche Veiiags-Anstalt,

 Stuttgart Berlin, 1923,   1.   Bd., S.  131ff.

第2 節　 ムソト プラート 商事会社の発展と貿易活動

1　 ムントプラート家の系譜と社会的地位

南ドイツ麻織業にか んす る研究では第1 人者の地位にあ るA. シュルテ

（Schulte）によって作成されたムソトプラート家の系図は図2-1 の通りである1）。

以下，A. シュルテによる家系の説明と「ボーデン湖年代誌（Bodensee Chro-nik

）」史料の記述2）とに従って， ムソトプラート家の発展を追っていきたい。

コンスタンツの巨商ムソトプラート家の商人がはじめて史料に確認されるの

は,   1354年のハイソリッヒである3）。この史料はハイソリッヒの死亡にかんす

る記録であるが，そこに表示されている“als Kawerze" の解釈によって，上

にあげた「ボーデン湖年代誌」の著者は，キリスト教界の利子禁止に関係ない

立場で富を蓄積できたイタリア北部地方出身の商人であると推測している‰

ハイソリッヒの商業活動としては，貨幣貸付と商品販売に従事したと言うこと

だけは明らかであるが，そのほかの点については残念ながら不明である。

このいわば第1 世代であるハイソリッヒの次の代，すなわち彼の3 人の息子，

ヨハネス, リュートフn  ートI,  コンラートの代になって，ムソトプラート家

の商業活動とそれに伴なう富の蓄積が一層すすみ，さらには社会的名声もこの

代にうちたてられることに なった。　3人ともコンスタンツの市参事会（Rat ）

のメンバーの地位を獲得し，（ヨハネスは1375年から1417年まで, リュ ートフ

リートI は1377年以来，おそらく1404年の死（推測）まで，コンラートは1380

年から1396年まで，ただし1389年まではツンフトの代表として。彼の死亡時期

については1413年に活動の記録が認められているがそれ以後不明）, コ ンスタ

ンツの門閥貴族商人としての地位を社会的に樹立している。長男のヨハネスは

比較的若年からコV スタンツ市の商品取引所建設の責任者に市から任命されて

いたし"，1377 年以後はリュートフリートI と共に兄弟で門閥商人 グループの
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代表として活毘　コンラートは最初のうちはツンフトのメンバーの代表として

記録にみとめられてい るが6) 上に見るように1389年以後やはり門閥貴族商人

の代表メンバーとなった。この3 人の息子のほかにハインリ クヒには娘アソナ

がいたが，彼女はアルブレヒト・ブラーラー（Albrecht Blarer ）と結婚し て

いる。このブラーラー家も次の世代にはコンスタンツの司 教（Bischof）を生

み出す家系であり7），おそらくすでにこの世代でも門閥貴族に属する家系 であ

ったと思われる。したがって，ハイソリッヒを継いだ第2 世代において， ムソ

トプラート家はコV スタンツの代表的門閥貴族商人の地位を築いていたと言え

るであろ ‰ この社会的名声を高めるのにおそらく必要であった商業活動にお

いて乱 下にみるように，この3 兄弟の代にヨーロッパ各地との取引を行なう

大商人としての活動を開始したのであった。

第2 世代にあたる3 人の息子のうち，リュートフリートI は同名の息子リュ

ートフリートn に経営を譲り渡した。この，したがって第3 世代にあたるリュ

ートフリートI    （1447年没）こそが，当時比較されるものがないと言われたほ

どの巨額の富の蓄積をなし，南ドイツ・シュワーベンだけでなくドイツ全域を

含んでも1・2の富裕商人と言われ，フッガー前史におけるフッガーの地位をし

めた8） ムントプラート商事会社を代表する大商人なのであった。

リュートフy  ートいt, 先に見たようにコンスタンツの司教アルブレヒト・

ブラーラーを従兄弟にもち， ローゼ ンベル ク（Rosenberg ）家の娘ブリーダ

（Brida）を妻にし，神聖ローマ帝国の国王ループレヒト（1400～1410在位）と

親交をかさね，自らはおそくも1416年から47年までの30年以上にもわたってコ

ンスタンツの市参事会のメンバ―をつとめたという経歴をもっている。その聞

に,   1418年には副市長,   1443年に市長,   1444年には市判事（Vogt ）になった。

さらに，国王ジギスムント（Sigismund 1411 ～37 在位）とも親交を もってい

た‰

リュートフy  ートI が生存中やその死後に課税された納税額およびその対象

とされた財産の額によって，この大商人の活動の一端を知ることができる10)。

後段に詳細に見るように,   1418年にリュートフリートn が課税対象とされた財
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図2-1　 コン ス タ ン ツに お け る ム ン トプ ラー ト家系 図
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産の額は（弟ハソスの分も含めて）不動産7,500 プ フソト・ ヘラ ー（PfundHeller

）,動産3 万7,500 プフソト・ヘラーで，それはコン スタンツ納税者中第

一位の地位を占めるものであった。この額は,   1422年には（弟のハソスの分も

含めて）不動産9,000 プフソト・ヘラー，動産5 万3,000 プフソト・ヘラーに増

額している。この4 年間にとくに動産ののびが顕著であったと言える。この増

額は第2 位の高額支払い者との差を一層大きくしていることをも意味する。い

ずれにしても， ジュートフ!i ーh  I とハy スの兄弟がコンスタンツの最大fD富

の所有者であったことは間違いない。しかもこの傾向はリュートフリートn が

死ぬまでほぼ続いたものと思われる。例えば，彼の死後相続された財産を見る

と，合計7 万1,400 プフソト・ヘラーであったが，うち動産は6 万1,740 プフン

ト・ヘラーを占めていたH ）。

リュートフリートn の兄弟は，上に見たハ-y ス（Hans ）と ル ート ヴ ィッヒ

（Ludwig ）であったが，なかでもハソスとリュートフリートI の2 人が父リュ

ートフリート1 の商才を受け継いだと思われる。ハンスは1416年から1423年ま

で＝ンスタソツの市参事会のダンパ・―の地位にあり（実際は1422年9 月26 日没）,

コンスタンツに並ぶ商業都市ラーフェソスブルクの巨商フソピス家の娘アガー

テ（Agathe ）を妻にした12）。ルートヴイッヒは1436年にようやく市参事 会 のy

ソバ―にたり，おそらくそれから間もなく死亡したと推測されている。した

がって, リュートフリートii よ，結局ほとんど1 人でこのムソトプラート商事

会社の活動を維持拡大したのであったと見ることができる13)。

リュートフリートI の時代には，彼の広範囲な商業活動と資本谷積を背景と

したコンスタンツの巨商として，上に見た国王との親交だけでなく政界との血

縁を通しての関係をも深くしている。例えば, ジュートフリートⅡの娘ウルス

ラ（Ursula ）は，コンスタンツ出身のブライザッハ（Breisach）市民であるマ

ックスクヴァート（（Maxquard ）と結婚している。彼は1429年から3 代の国王

（ジギスムント・アルブレヒトI 世，フリードリッヒ�世）に仕えた人物 であ

った14)。さらに，同名の息子リュートフリートm を直接マキシミリアソI 世に

仕えさせている。一方もう一人の息子のカロルス（Carolus ）にはムント プラ
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－ ト商事会社 での直接の活動に従事させ ていた1‰

こ うし た政界 との結びつ きを強めると同時に， ムソトプラ ートは他の巨商だ

ちとの姻戚関係 も活発におしすすめた。す でに第2 世 代のリュートフ リートI

の 時に見られたプ ラーラー家 との姻戚関係による結びつきに加えて，第3 世 代

の リュート フy  ートI お よびル ートヴ ィッヒI と ロ ―ゼンベル ク家，ハソス1

お よび第4 世 代のハソス Ⅲとその妹アンナなど3 人 とフソピス家 との関係，さ

らに 第3 世 代にはフソピスと並ぶ巨商， モテリ(Motteli) 家 と の結婚に よる姻

戚関係の結びつきがルドルフ1 や 妹の ワルブルガとの間で成立している16)。 こ

のよ うに，世代を重 ねるごとに他 の巨商との血縁に よる結東を促進させていっ

たのである。

リュートフ リートE は ，見てきた ように，後世に残した財産によって，シ ュ

ワーベン地方だけ でなく当時のドイツ全域でも1 ・ 2を 争 う大商人としての評価

を うけ ているが17) 彼 の財産形成 の基盤となったと思われるムソトプラ ート商

事会社は，彼の死の直 前の決断に よって， この南ド イツ麻 織業経済圏最大の商

事会社となった， ラーフェソスブルクに本拠をお く「大ラーフェソスブルク商

事会社」に合併される。

リュートフ リートⅡのあと ムソトプ ラート家で活躍した商人は, リ ュートフ

リートE の息子の時代，すなわち第4 世代にあたるルドルフI であ った。すで

に見たように彼はモテリ家のエ リザベ ートを妻にし て血縁関係を強め，1458 年

から1461 年 お よび1471 年 か ら1477 年 までの間 コV  ス タンツの市参事 会の ダンパ

ーとなった。また， 彼は大ラーフェソスブルク商事会社の出資社員 であると同

時に商人 としても活躍し，1453 年 以 前にスペインのバルセ ロナ(Bai ・celona) に

足跡を印してい る18)。 彼 の兄弟 では リュート フ]) ート Ⅲが1473 年に 同じバルセ

ロナでの活動が記録されてい るが，市参事会のダンパ ―にはなっていない。し

かし同じ弟のウルリッヒ(Ulrich)I は1461 年 か ら1494 年 まで市参事会のダV

パ ーであったし，しか もコンスタン ツの納 税帳簿によれば1477 年 から1481 年 に

かけ ての財産の増 加がみとめられてい るので19) か な りの活動をなした人物で

あると推測できる。ただし， 後段に見るように彼のこの財産の増加は， 不動産
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の増加に比して動産の減少を特徴としており，商業活動から土地領主への転身

を推測させる意味をもっている。

リュートフy  ートI の弟のハンスIf こは2 人の息子があったが注目される人

物はおそらくコンラートI で,   1436弟より1469 乍まで市参事会のメンバーを勤

め，財産に関しては，先のウルリッヒI よりも動産の面で多くを 所有し てい

た2‰ これはしかし,   A. シュルテの推測のように弟のハンスI/の財産が彼に

相続されたためであったとすれば21）この期のムソトプラートを代表する人物と

は認めがたいところである。むしろ， コンラートH こ財産を譲り渡したハソスN

の方が活躍したと言える。彼は,   1457年から1487年まで市参事会メンバーで

あり,   1477年および1481年にはコンスタンツの最富裕市民（最高額納税者）に

なった。1477 年の納悦帳 簿では，不動産1 万2,690 プフソト・ヘラー，動産1

万2,574 プフソト・ヘラー,   1481年にはそ れぞ れ1 万3,504,    1万2,668プフソ

ト・ヘラーであった22）。彼は1487年にミュンスターで没したため，その財産が

上のコンラートH こ相続されたものと思われる。したがって，第4 世代では，

ハソスn の息子のハソスⅣとリュートフリートⅡの息子のルドルフの2 人が商

業活動の中心的存在であったと推測される。

第4 世代ではもう1 人，第2 世代のコンラートI の孫にあたるコンラートm

が大ラーフェソスブルク商事会社に入って活躍した。彼はバルセロナなどに駐

在し， また1455年より1478年まで市参事会メンバーでもあった。課税対象とさ

れた財産も他の同族メV  バーにけっして劣ら ず,   1477年には不動産6,700プフ

ソト・ヘラー，動産9,600 プフント・ヘラーが計上されている23)

第5 世代では，ルドルフI の息子のガルス（Gallus）が1481年から1495年に

かけて市参事会のメンバ―■の地位にあり,   1484年には不動産1 万10 プフソト・

ヘラー，動産9,630 プフソト・ヘラーの財産を所有しているにもかかわらず21)1496

年にはこのコンスタンツの町をはなれてラーフェソスブルクに移住してし

まってい る。一方，ガルスの従兄弟のルーラソト（Ruland ）は,   1493年から1532

年まで市参事会メンバーであり,   1498年にはコンスタンツで第2 位の高額

納税者となり，ついで1514年には第1 位高額納税者となってムソトプラート家
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の再盛を示している25)。 し か も,   1529年 まで彼は大ラーフェソスブルク商事会

社の出資 商人 とし て活躍してお り26) 彼 の動産の申告は,   1494年1 万8,000 プ

フソト・ヘラー,   1520年2 万5,050 プ フ ソト・ヘラ ーを示し27) ムソトプ ラー

ト家のい わば 末期の最大の商人 とし ての名声を得る地位にあったと思われる。

ルーラントの弟 のジョス(Jos) も 会社の出資 商人 とし て活躍し，年 代は不詳

であるが， 不動産6,100 プ フソ ト・ヘラ ー，動産1 万7,850 プ フ ソ1・・ヘ ラー

の課税された財産を所有していた2≒ 市参 事会 メンバーには1494 年お よび1495

年 に 加わ っているが，1495 年 に は， 原因は不詳であ るが， コンスタン ツの市民

権を放棄してし まってい る29)。 彼 らのほかには， ウルリッヒト

員 とし て， フラン クフルトの大市やバルセロナで活躍し てい るが，注目すべき

財産上の記録は残されてい ない。

こ の第5 世 代では， リュートフリートI の娘 ウルスラの孫に あ た る ヤ コ プ(Jakob)

が 活 躍し た。 彼は1494 年 に はコV ス タン ツでの最富裕市民としての財

産を所有し,   1489年 か ら1492 年 まで市参事 会のメンバーとな り， 市長， 司法判

事(Reichs-Vogt) に も 任命され,   1497年 には， 大ラーフェV  ス ブル ク商事会

社の「取締役9 人 会」に も選出されている3o)。 課 税対象とされた財産は,   1484

年 に 不動産1 万714 プ フ ソト・ヘラ ー， 動産8,240 プフ ソト・ヘ ラー,   1490年

に 不動産1 万9,400 プ フ ント・ヘラ ー，動産1 万7,471 プ フ ソト・ヘ ラーであ

った31)。 こ の6 年 間に不動産，動産とも増額し てい るこ とが彼の活動を裏付け

ている。

以上のように， リュ ートフリートH こよってほぼ頂点に達した ムソトプラー

ト家の商業的発展はその後数人の注目すべき商人を輩出し， さらに一時的な再

盛の時を迎えながら， ムソ トプラート同族企業 とし ては，15 世 紀後半以 後しだ

いに衰退していったのである。そしてその衰退の過程で 見逃がすことので きな

い傾向は，後章に 見 る よ うに， 資本が土地所有に転換し たことであ った。 A.

シ ュルテに よって確かめられている ムソトプラート家のこれ以後の歴史は， 他

の多くのこの時代の門閥貴族商人と同じように商人から土地領主への転身の後，1653

乍に その子孫の系 譜を絶えることになるのであ る゜2)。
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　注

1)    A. シ ュ ル テに よ っ て提 示 さ れ て い る ムソ ト プ ラ 一ト の 家 系 図 は1900 年 阪 のGes ・chichfe

des mittclalterlichen Handels u.    Verkehrs に も示 さ れ て い る が,   （S. 609 ）

こ こに 提 示し た もの は ， 扱 わ れ てい る 期間 も 説明 も一 回補 充 さ れ てト る 。

2） 「Die Leineweberei und Barchentweberei  in Konstanz und die E χport-Gesells-chaft der Muntprats

」in  Bodensee Chronik,   17.   Jg., H.   3,   1928,   S.  11-12.

3）Schulte,  A.,  a.a.O.,  S.   190,   ders., Geschichte  des mittelalterlichen Handels undVerkehrs zwischen Westdeutschland　und　Italien　mit　A

もsscI山ぶvon　}'cncdig.Leipzig Verlag von Duncker &

 Humblot,   1990,   1.   Bd., S.   Gil.

4)    Bodensee Chronik ，17.    Jg., S.  11. お よび 『大 塚 久 雄 著 作 集l  I ,   240頁 参 照 。

5 』Schulte,  A ・, Gesckichte des mittelalterlischen Handels  und  Verkehrs.  S.  611.6

）Schulte,  A.,  a.a.O.,  S.  611.

7 ）Bodensee Chronik,   17.   Jg., S.ll. リ ュ ート フ リー トI  乱　 こ の アソ ナの 嫁 ぎ先 のBlarer

家 と 同 姓 の 女 姓 と 結 婚し てい るが ， お そ ら く居 住 地を 異に す る同 族 家 系 で あ

る と思 われ る。Schulte ，A.,  Geschichte der Gro £en Ravensburger　Handelsgesel-hchaft 1380

～1530,    S.  190.

8）Schulte,  A.,  Wer war um 1430 der reichste Burger in Schwaben und in derSchweiz? in;

 Deutsche Geschichtsblatter ，Gotha,  I.  Bd.,  1900,   S. 209.

9）Sckulte ，A.,Geschichte der GroBen  Ravensburger  Handelsgesellschaf 口380 ～1530.S.

  190,   Bodensee Chronik  17.    Jg., S.  11.,   Schulte,  A.,  Geschichte des 観ittelal-terlichen

 Handels  und Verkehrs ，S. 611.

10｝Schulte,  A.,  a.a.O.,  S.  609-610.

11）Schulte, Λ。, a.a.O,  S.  612.

12 ） こ こに お い て ，ムソ ト プ ラー ト 家 と も う1 つ の 巨商 フ ソ ピ ス と の 血 縁 関 係 の 結び

っ き が 明ら か に 認 め ら れ る 。 さ ら に ， も う1 つ の 巨商 ラ ー フ ェソ ス ブ ル クの モ テ リ(Motteli

） 家 と の 関 係 は ， リュ ート フ リ ートn が1411 年 に モ テ リ家 の ル ド ル フ の 後

見に よ っ て一 時 ラ ーフ ェ ソ ス ブ ル ク の 市民 権 を 獲 得 し て い るこ と な ど か ら も う か が

え ろ。Schulte, Λ., Geschichte der  GroBen    Ravcnsburger　Handehgesellschaft    1380

～1530,    S. 20 ff.

13 ）1422 年に ハソ ス が没 し た 後 も そ の 財 産 は 分割 相続 され ず に そ の ま ま1433 年 ま で

リュ ート フ'J ートII の 経 営 の も と で継 承 され てい た 。 Schulte, A.,    GeschicUe   desmiitelalterischen Ilandeh

 und Verkehrs,  S.   611.

14 ）Bodensee Chronik, 17.  Jg.,  S.   11.

15）Bodensee Chronik, a.a.a,   S.   12.

16）SchuUe, Λ., a.a. 〇., S.  20, お よびS.   190-191.
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） 彼は シ ュ ワ ーベ ン 地方 だけ で な く ス イスを も 含 め た 地 域 で の 第1 の 富 裕 商人 で

あ り， フッ ガ ー前史 の ヤ コプ ・ フ ッ ガ ーの 地 位に あ る商 人 であ った が ， 敲 密な 倹討

から す れ ば,  1 人 だけ リ ュ ート フ リ ートn よ り も富 裕な 商 人が 見い 出 さ れ て い る。

ス イス の都 市 ベ ルン の巨 商 で 同じ く商 事 会 社を 経営 し てい た ル ート ヴ ィッ ヒ ・ デ ィ

― ス ヴ ァ ッハ （Ludwig Diesbach ） が そ の人 であ っ た 。 リュ ート フ リ- ト 皿の 財産7

万1,400 プフ ソト ・ ヘ ラ ーに 対し て デ ィ ー ス ヴ ァ ッ ハ の それ は1448 乍5 万9,500

プ フソ ト ・ペ ニヒ で 後 者 の 財 産 の 方 が 高 く 評 価 され てト るの であ る。BodenseeChronik,

  17.   Jg., S.   12.

18）Schulte,  A,,  a.a.O.,  S.   190.

19）Schulte,  A.,  a.a.O.,  S.   191.

20 ） ウ ル リ ッ ヒ の動 産 がUSl 年8,400 プ フ ソト ・ヘ ラ ーに 対 し て ， コ ン ラ-1 ・11 の そ

れ は1477 年1 万4,616 プ フ ソト ・ヘ ラ ー,    1490年1 万1,000 プ フソ ト ・ ヘ ラ ー であ っ

た 。Schulte,  A.,  a.a.O.,  S.  191.

21)　ebenda.

22 ）ebenda.

23 ）ebenda.

24 ）Schulte,  A.,  a.a.O. ，S. 911-912.

25 ）ebenda.

26 ） 彼が 受 け と っ てい た 「大 ラ ーフ ェソ スプ ル ク 商 事会 社 」 で の役 員 報 酬は, 1514 年lOfl

・（ フp  － リ ソ）,   1517年20fl.   （ フp  － リン ） であ った 。Schulte,  A ・, a.a.O ・, s.192.

27)    ebenda.

28）ebenda.

29 ）ebenda.

30）Schulte,  A.,  a.a.O.,  S.  193.

31 ）Schulte,  A.,  a.a.O.,  S.  192.

32 ）Schulte,  A.,  Wer war um 1430 der reichste Burger in Schwaben und inder Schweiz? in; 

フ:')eutsche Geschichtsblatter,   Gotha,   1. Bd.,  1900,  S. 210 ち な

み に， 他 の巨 商 の 子 孫 の系 譜 は ， モ テ リ家 は1573 年 ， ラ ーフ ェソ スブ ル ク の アソ ケ

ソg イテ家 は1578 年 に 絶 え てい る。 Schulte, A,,  a.a.O., S. 221. こ うし た 一 連 の 土

地 貴 族 へ の転 身 は ， 後 章で み る よ うに ス イス の ベ ルン や ザ ン クト ・ガ レ ソを 中 心 に

活 動し た デ ィ ー ス ヴ ァ ッ ハ ・ ワット 商 市 会社 に か ん する 研 究 （Diesbach ・ Watt ・Gesellschaft

） に お い て もみ と めら れ て い る と こ ろ であ る。Ammann ，Hektor,  DieDiesbach-Watt

・Gesellschaft, St. Gallen, 1958,    S. 38.
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2　 ムントプラート家の商人及び商事会社の発展と衰退

ムントプラート商事会社の商業活動がヨーP    ッパ各地を販売市場とするよう

になり，この期の南ドイツ麻織商業の代表的存在に成長するのは，おそらく初

代ハイソリッヒの子供の世代，つまりヨハネス，リ
■rz.
トフリート], コンラ

ートの時代であると言える。ハイソリッヒの活動について指摘されているのは，

すでに見たように彼が貨幣取引，商品取引に従事したと言うことだけで，その

他のことはほとんど不明である一方，第2 世代にあたるこの3 兄弟の時代には，

コンスタンツ（Konstanz ）の大商人としてヨーロッパ各地との取引に従事する

ようになっているだけでなく，とくにヨハネスとリュートフリートI の2 人が，

共同して商業活動に従事し，上に見たように,   1377年以後はコンスタンツ門閥

貴族商人を代表する市参事会のメV  バーの地位を確保していたことなどが明ら

かであるからである1）。

しかしそのことは，ムソトプラート商人の活動の初期の発展，あるいは商事

会社設立などが全くこの第2 世代にいたってはじめて展開されたことを意味す

るものではない。「ムントプラート商事会社」と言う名称こそ見い出せないが，

スペインのカタロニア地方の中心都市バルセロナ（Barcelona ）では，す でに14

世紀の初頭に，後の時代に「大ラーフェソスブルク商事会社」を共同して設

立するにいたる巨商フソピス家やモテリ家の商人とともに，このムソトプラー

ト家0 商人およびその使用人が商業活動に従事していたと言う事実が明らかに

されている2）。 14世紀初頭は，ムソトプラート家の家系の歴史からみ れば，第1

世代のハイソリッヒの時代であったことはまず間違いないところなのである。

スペインとの取引は，南ドイツとスペインとのほぼ中間地点に存在したシャ

ンパーニュ大市（Champagne-Messen ）での取引やジュネーヴ（Genf ）,   リョ

ン（Lyon ）での大市取引の延長として発展したものであったが，南ドイツ商人

のバp セロナでの活動は,   14世紀を通して非常に活発であった。1360年代にも

南ドイツ商人の足跡がみとめられ,   1390年代にも同じ南ドイツのニュルンベル

クの商人や職人の活動と滞在とが確かめられている‰　したがって， 南ドイツ

商人の一般的な活動の中で，これ以後15世紀を通して，上に見た3 大門閥商人
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の 指頭が顕著になるのであ る。 バルセロナで のフソピス家 とモテリ家の商人の1394

年に おける商業取引や ムソトプ ラート家 の商人による1400 年に おける商業

取引の事実が指摘されてい るが4） それ ら は，南ドイツとスペ インとの通商が

一 層この期に発展し ていることを示し てい る。上に見たように， この14 世 紀後

半は， 第1 世 代のハイソ リッヒの1354 年 の没 後，父の業をついだ3 人 の兄弟，

とくに ヨハ ネスとリ=. ート フリートI を 中心にして経営 された時代に 入ってお

り，つづいてこれ以 後15 世 紀に 入ると， ムソトプラート商事会社の商業活動は

次のような史実によって一層明らかになって くる。

まず，1404 年に ヨハネスが イタリア・ペニス(Venedig ） で為替手形を換金

し てい る。この為 替手形はヨハソ・シ ュラ ■y タ ー（Johann Slatter ）と ヨハ ネス

・ムソトプラートの支配人である リュートフ リート・ ベト ミソガー（LiitfriedBettminger

） の2 人 が ブリュ ージ ュ（Brugge) で 受 取った ものであ った5）。 こ

のg ト ミソガーは またベニスで別の為替手形を今度は受取って（購入し て）お

り，これらに よっても， ブリュージ ュとベ ニスと言う当時の二大商業圈を 結ぶ

活 動に ムソトプラート家商人が従事し ていたことが明らかなのである。

第2 世 代のヨハネス， リュートフリートI,   コ ン ラートの時代は， ほぼ15 世

紀 の10 年 代を さかいにし て第3 世 代に引継がれていったように思われる。1404

年 に リュート フリートI は 死に， ヨハネスも1417 年 に， コンラートもおそら く10

年 代の うちに没したと予測されて い る6)。 ただす でに15 世 紀初頭のこの時代

までに ムソトプラート家商人を中心とする ムントプラート商事会社は ヨーl=・ツ

パ各地にそ の活動を 展開し， これ以後15 世 紀前半期の うち に，「ムソトプラー

ト家 」の最盛期を形成するにいたってい るのである。

1408 年 に 生じた出来事は，上 の活動の一端を物語るものと言え よう。 すなわ

ちこの年に， リュートフ リートI の船がスペインのカタ;=1ニ ア地方に向って地

中海を航行中， コルシ カ人によって拿捕され， リュートフリート1 が 拘束され

てし まったことである。これは当時のジェノア （Genua ） と バルセロナとの対

立のなかで生じた ものであ ったが， この時に没 収された船荷が,   2 バ レ ソの麻

布（Leinwand ）, 2  バ レ ソのバルヘソト（Barchent 麻 綿 交織布）であったこと，
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さらにこの事件に対してコンスタンツがリュートフリートI の釈汝と船と船荷

の返却を要求し，実際にそれを実現した7）ことで，このことから，のちの大商

人となったリュートフy  ートI の史料への登場と，海路ジェノアとバルセロナ

間の通商路を利用した南ドイツ麻織物のスペイン市場での販売活動の事実，さ

らには，ムソトプラートのコンスタンツにおける社会的地位の高さなどがあら

ためて確かめられるのである。

同様の例が1417年と1418年にかけても生じている。同じスペインへの旅上で，

リュートフリートn とヨハネスとがフランクフルト（アム・マイン）のパウル

・フェッツブライ（Paul Fetzbre}'）とともにコルシカ人に拿捕された事件で，

このときにも国王ジギスムント（Sigismund ）の助力によってこれらの商人の

釈放と船荷の返還とを実現したのであったが，船荷はやはり南ドイツ産の麻織

物なのであった8）。

こうした史実からムントプラート商事会社の経営組織についてみると，おそ

くとも1404年にはイタリアのベニスに支店（Faktor ）が存在しており9） また，

ジェノアには1418年頃に代理店（Gelieger）を所有していたことが明らかであ

る1o）。さらに,     P ― ス川沿通商路の重要地点となったアビニョン（Avignon)

と北西ヨーロッパ市場の中心地ブリュージュにはそれぞれ代理商（Vertreter ）

と代理店とが任命・設置されていたU） ブリ=.ージュには，代理店（Gelieger）

のほかに活動的な使用人（Diener ）として，上のヨハソ・シュラッター，リュ

ートフリート・ペトミンガーなどが活動していたし薦 ベ ニスでも ヴェアリ

ソ・エソスリソガー（Werlin Aenslinger ）という商人が商業活動に従事して

いた13）。さらにムソトプラート商事会社にはフィリップ・ラーダーとい う名の

社員の存在も知られてはいるか，活動した都市名は明らかにされていない14)

いずれにしてもこのベトミソガーとラーダーはコンスタンツの門閥貴族商人の

メV  バーに属しており15)　したがってただの使用人としてではなく，会社の出

資社員（Teilhaber ）として活動に参加していたことは疑いないといえ る16）。

こうした各地の販売網を通してなされた取引の支払いは，当時の代表的市場で

あったフランクフルトの大市やノルトリングン（Nordlingen ）の大市で決済さ
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れ ていた。したがってムントプラート商事会 社 に お い て も,   1410年頃 には，

「大ラーフェソスブルク商事 会社」にみられるヨーロッパ各地を結ぶ一 大 決 済

システムをすでに構築していたことがみとめられるのであ る17）。

以上のように ムソトプ ラート家の商業活動のヨ ーロッパ各地への拡大は，残

念ながらそ の一 端を説明するにすぎないのであるが，し かし 商業活動の結果な

された商業資本の蓄積とそ の趨勢は，当時のコV ス タンツの納税帳簿から知る

ことができる。今,   1418年 の ものと1422 年 のものを掲ればそれぞれ表2-1 ， 表2-2

の 通 りである。

この2 つ の表から明らかなように, リ ュートフリートI と ハソ ス・Åソトプ

ラ一トの課 税対象財産額は，1418 年,   1422年 の両年とも，他の高額納税者 より

極端にぬきんでてい るものであった（4 万5,000 プフ ソト ・ヘラーと6 万2,000

プフ ソト・ヘ ラー）。リ ュートフリートI とハソスとの割合は明らかでないが，

この課 悦対象財産額，第2 位 の者の2.5 倍 （1418 年 ），3 倍 （1422 年） は， ムン

トプラート家がコソ スタソツに不動の地位を確立するにふさわしい財産的基盤

を形成し ていた ことを 示してい る。このほかにもムソト プラート家同族商人と

しては， 第4 位 のハ イソリッヒ・ムソトプラ ート， 第20 位 のルートヴ ィッヒ・

ムートプラ ート （いずれも1418 年） が表に示されている。これらすべて の動産

の合計は，5 万4,500 プ フ ソト・ヘラーにも達し，その額はこの表に示 さ れ て

いる高額納税者上位26 人 の動産の総合計の4 分 の1 を 占めるまでになってい る

のであ る。

この2 つ の表から ムV  ト プラート家企業 の商業発展の趨勢を見れば,  リ ュ ー

トフリートI ， ハ ンスの兄弟の課税対象財産は動産， 不動産を問わずこの両年

の期間に増加し ているが， とくに動産の増加率が著しい ことがみとめられるで

あろ う。 それだけ商業活動 の発展と拡大とを裏付けるものとし てうけとめられ

るものである。この2 人 に対して， ハイソ リッヒn  （ ヨハネスの息子）につい

ては， 動産の課税対象額が半分近 くに減少し ている。不動産が不変であること

から考えれば，土地領主への転身 も考えることはできないであろ う。 さらに，

「1429 年以 後コンスタンツの納税記録から彼の名前が消えてい る夕 」とい うシュ
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表2-1　 コンスタンツにおける納税表（1418年）

1418 �Alle iiber 6500 Pf. Besitz

  （6500 プフント・ヘラ I
〃 以上の課税財産所有者のみ）　　　　　　　　　

｜

�liegend不動産

Pf. hi.�fahre-end動産Pf.
 hi.�Zusa-mmen
合 計Pf.
 hi.�Steuer

課 税 額Pf

・βhi.
��

｜

｜
｜

* Lutfr. Muntprat U.S. Brud.

↑Hans V. Schwarzach

十Cunrat V. Hoff

＊Heinrich Muntpratdie V. Heudorf

 (Landadel)……*

 Cunrat StickelHeinr.

  Ehinger, Ammann ‥ …Ulr'u

‘ Heinr. Griinenberg‥…

＊Peter SonnentagQ Sto

汀el Zippo Ulrich Schatz, Vogt

＊Jacob SchwarzHiir.ifc: �7 5007 6008

000

4 000

3 700

1 000

6 700

6 000

5 200

1 600

2 700

4 000

2 700

4 000

1 200

2 900

4 000

4 400

6 300

3 200

2 360

1 360

1 700

2 750

1 300

2 100 �37 50010 90010

400

12 000

9 800

12 000

5 500

4 500

5 050

8 400

7 300

5 600

6 500

5 160

7 780

6 000

4 800

4 300

2 200

5 000

5 060

5 740

5 300

4 200

5 500

4 600�45 00018 50018

400

16 000

13 500

13 000

12 200

10 500

10 250

10 000

10 000�102 

－ －40

一 一24

－ －38

10 －45

一 一34

10 －24

一 一20

10 －21

25 － －23

－ － ��26Parteien

���9600

9 200

91600

8 980

8 900

8 800

8 700

8 500

8 200

7 420

7 100

7 000

6 950

6 800

6 700 �21

 一 一25

－ －19

12 －23

－ －20

10 －18

10 －18

－ －12

6 －18

一 一19

8 ―34

一 一16

16 －15

17 － －15

一 一 �177 350

・it K";r丿ih。rr。n

Rprth　T^ ＼^^ ncrpr

↑Drei Stofacker u.i. Mutter..*

 Anna u. Hans Cunr. Egli ‥..+

 入
、nαnlt

十Jakok V. Ulm

＊Ludwig Muntprat

十Hpinr　.^rhiltpr

十Heinrich V. Ulm

十Balth. Engelli.4 T?oI;Y;n

Walherin u. ihre Tochter …‥Q^linitVi

。;f。

�����112 410

�����289 760

出典:Schulte,  Aloys,  Geschichte des mittelalterh・chen Handels und Verkehrs ，S. 609.
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表2-2　 コ ン ス タン ツ に おけ る 納税 表 （1422 年）

1422 �AUe iiber 6500 Pf Besitz 

（6500 プフソト・ヘラ
ー以上の課税財産所有者のみ）

�liegend

不 動産Pf.

  hi.�fahre-nd
動産Pf.
 hi.�Zusa-mmen
合計Pf.
 hi.�Steuer

課税額Pf

・βhi.

* Liitfrid u. Hans Muntprat.・t

 Jo.  V. Schwarzach*

 Stirkpl �9 0008 000100013

400

4 600

7 600

7 600

13 000

3 130

2 690

4 000

3 000

6 300

6 050

1 300

3 200

4 400

700

3 000

2 400

2 750

2 000

3 200

2 000

2 750 �53 00010

700

17 000

2 700

9 400

5 750

5 500

－

8 200

8 400

7 000

8 000

4 500

4 300

7 800

5 700

4 300

7 300

5 000

5 200

4 800

5 500

4 000

5 000

4 200�62 00018 70018

000

16 100

14 000

13 350

13 100

13 000

11 330

11 09011 00011

000

10 800

10 350�131

一 一40

10 －48

26 一 一32

一 一26

一 一25

10 ―19

一 一27

一 一26

10 －24

10 －29

7　6

19 10 －20

一 一 ��25Parteien

十μV　Tli に

・Schatz 〔Cunrat 〕

十Brun V. TettikofenHeinrich Ehinger

， Ammann …

十Pfp印prhnrtin

十Hirriifs

rJninpnViprcr

＊H.  Muntprato Zinn

＊p.  Sunnentag　　　　　　 …

十die V. HoffClr^;npinVi

。Tぶn ���9100

8 900

8 700

8 000

8 000

7 600

7 550

7 500

7 200

7 000

6 950�23

一 一20

 ― 一18

一 一21

一 一18

一 一16

10 －17

－ －17

16 －15

10 －16

一 一14

一 一 �233 820

o Hans c. Stoffacher

十C. MangoltP

ぷnVir>U ^tarし

＊Hans Cunrat Egli

十H　^Ir卜l仙r

十c;,-v,,iitii。;f。

o   C;tn心 い ＝。1

十TTlr　^r-絹it。r

*  Piirir      ?。i;
り

*   ?pllY

�����86 500

�����320 320
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ルテの指摘をここで考慮に入れれば，商業活動からの引退を示しているとも考

えられる。また,   1422年の表からはルートヴィッヒの名も消えている。これら

はいずれもムソトプラート家全体の停滞ないし衰退を示すものとも見ることも

出来るが，しかし，ムソトプラート家企業のコンスタンツにおける地位はけし

て後退しているとは云えないであろ う。1422年においても，この表に登場して

いる動産額総合計の4 分の1 強は相変らずムソトプラート家の商人に属してい

るからである。

15世紀前半期におけ る南ドイツの大商人，リュー}-フリートI の活動は，上

に見たようにそのごく一端を見るだけしかできないが，課税され，あるいは相

続された財産額によってその企業活動の大きさを見ることはできる。 1422年以

後にみられる数字で は,   1433年のリュートフリートn の課税財産,   9万5,000

プフソト・ヘラー（うち動産7 万9,000 プフント・ヘラー）であるが， こ の額

はすでに1431年には到達していたものであった19） しかもさらにこの額は1447

年まで一層の上昇の趨勢を示し，結局，1447年のA  ソトプラート企業の課税対

象財産は，13万2,464 プフソト・ヘラーにまで達したのであ る20）。　うち, リ=.

ートフリートL

ラー（うち動産6 万1,740プフソト・ヘラー）であった21）。

シュルテによって説明されているところに従えば，ムソトプラート企業経営

の趨勢は，1418年以後1431年まで，および33年から35年までが急激な発展期で

あり,   1436年にかなりの後退を示しているとされているが22） いずれにしても，1447

年までの15世紀の前半期のムソトプラート商事会社の発展は，このリュー

トフリートI の活動にほとんどそのすべてを負っていると言うことができると

思う。

このリュートフリートn による財産の蓄積を含めて,   15世紀全般のムソトプ

ラート家に関連する課税対象財産の推移は表2-3 のように示される。これによ

れば，ムソトプラート家の動産はリュートワy  ードI の没後もなおひき続き増

加し,   1452年から1457年にかけての最盛を形成している。そしてその後15世紀

末期にかけての長期的衰退もこの表によって明らかであろう。すでに上に触れ
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表2-3　 ムン ト プ ラ ート 家 の 課税 対 象 財 産の 推 移

課税
対

象人数 �年
代 �不動産 �動　　 産

� ノゝ　　 言^-

□　　 μ｜

3

2 （3）2

  （3）3442

 （3）2366

 （7）5

  （7）677673

 （5） �141814221427143114351440144414481452145714621467147214771482148714921499�14 70013 00020 00021

100

28 400

23 402

20 860

20 300

27 404

41 395

31 728

32 674

33 809

37 496

44 873

35 454

43 950

1 800 �

十　54 500

十　60 000

十　62 800

十　85 400

十108 300

十105 907

十Ill  604

十114 764

十129 827

十128 154

十　69 283

十　51 992

十　58 736

十　69 494

＋　73 922

十　48 250

十　63 652

十　29 000 �=

    69 200

＝　73 000

＝　82 800=

  106 500=

  136 700=

  129 309

＝132 4G4

＝135 064

＝157 231

＝169 549

＝101  oil

＝　84 666

＝　92 545

＝106 990

＝118 795

＝　83 704=

  107 602

ニ　30 800 �

登録されていない財産1 つ有

登録されていない財産1 つ 有

登録されていない財産i つ 有

登録されていない財産1 つ有

登録されていない財産2 つ有

土地への固定税額

出 典:Schulte,  A 】oys, Geschichte des miitelalterli'chen Handels und Verkehrs 、S. 615.

だ よ う に ， リ ュ ー ト フ リ ー トn の 死 の 直 前 に な さ れ た 決m に も と ず い て ，「 ム

ソ ト プ ラ ー ト 商 事 会 社 」 は そ れ 以 後 「 大 ラ ー フ ェ ソ ス ブ ル ク 商 事 会 社 」 の コ ン

ス タ ン ツ 支 店 と し て 吸 収 さ れ ， 新 た に 活 動 を 開 始 す る の で あ る23)。

1447 年 以 後,   1448 年,    1452 年,    1457 年 の 課 税 対 象 財 産 の 額 は ， ム ソ ト ブ ラ ー

ト 企 業 カリ ュ ー ト フ リ ー トn の 死 後 も な ん ら の 後 退 を 見 せ ず ， む し ろ 活 動 の 増

大 を 示 し て い る こ と を 物 語 っ て い る 。 し か し,    1457 年 以 後 は,   1470-1480 年 は

じ め お よ び90 年 代 の は じ め に か け て 一 時 的 な 上 昇 が み ら れ る と は い え ， 長 期 的

に は 衰 退 し て い る 。 こ の こ と は 明 ら か に ，「 大 ラ ー フ ェ ン ス ブ ル ク 商 事 会 社 」

へ の 吸 収 合 併 後 ， ム ソ ト プ ラ 一 卜 企 業 の 商 業 活 動 は し だ い に 縮 小 し た こ と を 示

す も の で あ る 。
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注

1） この 兄 弟 が 共 同し て 財産 を 相 続し ， 共 同し て 商業 活S) に 従 事し てい る の(i ， 後 の

第3 世 代 ハン ス の 遺 言に お い て も指 摘 さ れ てい る の であ る が ， 財 産 の 相続 は 男 子 の

みに 行 な い， そ れ に よ っ て 財 産 の分 散 を さけ よ うとし た 意図 に よる もの と 思 わ れ る 。

こ の2 人 の兄 弟 の共 同 活 動 に 対 し て は， コ ン ラ ート か 当 時 まだ ツ ン フト の ダン パ ー

の地 位 にあ った こ とに 関 係 が あ る よ う に 思 わ れ る 。Schulte,    A.,   Geschichte desmittelalterlichen

 H αndels und Verkehrs,  S. 611.

2）Kellenbenz,  Hermann,  Die fremden Kaufleute auf der Iberischen Halbinselvom 15. Jahrhundert bis zum Ende des 16. Jahrhunderts,

 in: Fremde Ka 吋fleuteauf der Iberischen

Halbinsel,    hrsg.　V.　Hermann Kellenbenz,    Bohlau VerlagKoln,

 1970,   S. 272.

3）Kellenbenz,  H.,  a.a.O.,  S,  272.

4）Ammann,  Hektor,  Deutsch-Spanische Wirtschaftsbeziehungen bis zum Endedes 15. Jahrhunderts,

 in; Fremde Kaufleute auf  der Iberischen  Halbinsel ，hrsg.V. Hermann Kellenbenz

， a.138.

5） こ の 事 実 はジ ュ ルト バ イス 書 簡 集（Schultheissisches Formelbuch ）で 確 認 さ れ て

い る。 Schulte,  A.,  a.a.O.,  S.  611.

6）Schulte,  A.,  Gesckichte  der  Gr ，Ben Ravensburger  万andelsgesellshaft  1380 ～1530,S.

  190.

7）Bodensee Chronik ，17.  Jg., S,   12 お よび,   Schulte,    A., a.a.O.,  S.  26,     ders.,Geschi

・Me    des
   mittelalterlichen Handels    副nd   Verkehrs,    S. 543, お よ びMone,Franz Joseph, Zur Handelsgeschichte der

Stadte am Bodensee vom 13. bis 15.

Jahrhundert,  in:Zeitschrif 町iir  die  Geschichte des Oberrheins,  II. Bd.,    1853,   S.42.

8）Schulte,  A.,  Geschichte der GroBen  Ravensburger Handelsgesellschaft 1380~1530,

   S. 2i ders.,  Geschichte des mittelalterlichen Handels und Verkehrs, S.  544.9

） し か も こ の ベ ニ ス と の取 引 は 規 則 的 に お こ な われ てい た 。Bodensee Chronik ，17.Jg.,

 S.  12.

10）ebenda.

11）Schulte,  A.,  Geschichte der GroBen　Rav ・ensburger  Handelsgeselhchaft 1380 ～1530,

  S. 26, お よ びBodensee Chronik  17.   Jg., S.   12.

12 ）ebenda.

13 ）ebenda.

14）ebenda.

15）ebenda.
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）ebenda.

17）Schulte,  A., a.a.O., S.  26.

18）Schulte,  A., Geschichte rfes mittelalterlichen Handels und Verkehrs, S. 615.19

）Schulte,  A.,  a.a.O., S. 612.

20）ebenda ・

21）ebenda.

22）1436 年の ムソトプラート商事会社の不振はコV スタンツの巨商，ウルリッヒ・イ

ムホルツ（Ulrich Imholz ） の破産と結びついていた。Schulte, A.,  a.a.O., S. 612

およびders, Geschichte der Gro£en Ravensburger Handelsgesellschaft U8O～153O ，S.

 38.

23） したがって「大ラーフェソスブルク商事会社」はこの1447年 の時にはじめて3 大

門閥商人，すなわちモテリ，フソピス， ムントプラートの合併による企業として成

立するわけで,    1380年 の成立とは前2 者だけによるものであったことを意味する。Bodensee

Chronik   17. Jg., S. 12. およびSchulte,    A・,   Geschichte der  GroBenRavensburger Handelsgesellschaft 1380

～1530, S. 39. したがって，「大ラーフェソ

スブルク商事会社」に合併する以前のムソトプラート商事会社の形態は， ムソトプ

ラード家を中心とする同族会社であったものa'-, 合併後は一層多くの出資社員をか

かえる株式会社の「先駆会社形態」に組込まれることになったのである。　大塚久雄

著『株式会社発生史論』中央公論社，第2 部,   27頁及び『大塚久雄著作集』第1 巻，1969

年,  241頁 以下参照。

3　 ムントプラート家の商人及び商事会社の活動内容

ムソトプラート商事会社の活動の第一は，この地域のほとんどすべての商人

と同じく，麻布（Leinwand ）と木綿・麻交織布（Barchent  ・ファスチアソ織

布）の販売であった。この販売活動はしかし，ボーデン湖畔および周辺農村地

域からの仕上り布の集荷と，コンスタンツ（Konstanz ）からヨーロッパ各地へ

の販売だげを意味するものではなかった。このいわば地元の商業都市コンスタ

ンツの市場での他の商人や一部の職人への布の販売もかなりの比重を占めてい

た1）。したがってコンスタンツ周辺の農村で仕入れた麻布のコV スタンツでの

販売や，それのヨーロッパ各地での販売の見返りに輸入される諸商品，例えば，

サフラン（Safran ）,あい（Indigo）,胡振（Pfeffer）,高級上質布（Gewand ）

などの再販売も重要な営業項目であった2）。
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これらの活動はそのまま「大ラーフェソスブルク商事会社」の活動に見るこ

とができるはずであり，また，ヨーロッパ各地との商品売買活動の詳細につい

ては後章のイムホルツ（Imholz ）家の商人の活動の記録などからもみることが

できるが，とくにもう一つ，ムソトプラート企業の活動として注目されるもの

に， コンスタンツでの粗布の漂白（bleichen）の営業があ る呪 粗布のままの

輸出が多い一方で，布の仕上げに関して，商業資本とツンフトとの結びつきを

示すものとして注目されるものである。

貨幣取引に対しては，後の「大ラーフェソスブルク商事会社」と同じく，ム

ソトプラートは下にみる貸付をのぞいてはほとんど介入していないように思わ

れる。ただ為替手形の換金などに関して，イムホルツから受けとった為替手形4,692

 （fl.）フローn ソと5,250ドゥカーテV  （Dukaten ）とを1425年から26年

にかけてベニスで支払いをうける，というような事実がみられるだけで，これ

はすでに上にもみた受取り上の記録であって，商品販売と関係ない為替手形を

購入し売却するといった専門的金融取引活動ではなかった‰

商事会社としては麻布やファスチアソ布の商品売買活動をその中心としたも

のであったが，ムソトプラート家の商人は,このほかに,多くの不動産の買い入

れや地代権買い入れ（Rentenkaufen ）, さらには貨幣貸付にも資本を投下する

ようになっている。例えば，地代請負については,   15世紀の前半期のものと思

われるが，ブルカード・フォV   ・こ二ラーバッハス（Burkard von Ellei ・bachs）

の地代,   2,200フローリソの領地財産（Hauptgut ）に対する100 フローリソの地

代権の買い入れを行なってい る‰ このほか土地財産に対する投資の増加は，

前表2-3 みるように， ムソトプラート家全体として，不動産の長期的な上昇を

裏づけるものであるといえる。とくに商業活動の最盛期を形成したリュートフ

リートI のあと，動産はほぼ半分に減少している一方で，不動産がほぼ2 倍に

上昇（1492 年まで）している。このことは，動産の全財産中に占める割合の大

きさがしだいに不動産に近ずいていることを示しており，したがって商業活動

から封建的土地領主への転身を物語っているものであるといえる。それを具体

的に示す例としては，リュートフリートn の息子のハインリッヒⅢがコンスタ
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ソ ツ の市民権を 放棄し てp ミ ス（Lommis ） な る土地 の領主と な り， ルート

ヴ ィッヒとともにシピーゲルペル ク（Spiegelberg ） と云 う土 地を 所有したこと

などがあげ られるであ ろう6)。

注

1） 例えばコンスタンツでの一般商人への麻布の売却の例として,   コン スタンツ商人

イムホルツ（Imholz ） へ0 売 却がみとめられる。 1425-1427年に かけ て，掛で1 万5,036

ラ イン・フロ-  リソ（rhein, fl.）,さらには同じく麻布を漂白匠に17プ7 ソト

分を売却している。 Schulte, A,, Geschichte der GroBen Ravensburger Handelsgesel-Isc

加μ1380 ～1530,   S. 26.

2）Schulte,  A.,  a.a.O., S. 27.

3）ebenda.

4）edenda. シ ュルテによってもムソトプラート家の商人の貨幣取引への介入は 否定

的にみられているが， 当時の商業資本の性質からいっても全面的に否定されている

わけではない。 Schulte, A.,   Wer war um 1430 der reichste Burger in Sch-waben und in der schweiz? in; Deutsche Geschichtsblatier

，S. 210.

5）ebenda.　 この土地あるいは領主権への投資はリュートフリートIIにおいても明ら

かである。 例えば彼の動産の一部は司教や（1428年2,508 ラ イン・フp  ―リン貸付，4.

 5％の利子受取り）,    1445年 のザソクト・ガレソの修道院などにも貸付けられてい

た事実がある。Schulte, A.  a.a.O・, s. 25.

6）Schulte,  A.,  a.a.O., S.  191.

4　 ムントプラート商事会社とツンフト闘争

ムソトプラート商事会社については，のちにこれらの商事会社を合併して発

展した「大ラーフェソスブルク商事会社」について知られているほどには会社

形態，経営形態などについての史料は存在しない。会社形態として法人格を認

められ，会社として成立した年代すら，残念ながらいまだ明らかにはされてい

ない。おそらく初代のハイソリッヒかその息子の第2 世代であったと思われる

が，このムソトプラート家の商人にワッペン・紋章が与えられたのがM 世紀末

であったと推測されていることから考えれば1) おそくともその時までには個

人商人としての活動から法人企業としての形態に発展し，その体裁をととのえ

ていたものと思われる。
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このムソトプラート商事会社の発展は，上に見たよ引こリュートフリートn

によって15世紀前半に最盛期をむかえたが，この15世紀前半は，ドイツ経済史

において注目される「'ツンフト闘争」の時代にあたっている。そして，このツ

ンフト闘争にみられる，手工業者と門閥商人との対立の中で仏　リュートフリ

ートi は自己の経済的地位と社会的地位とを基盤にして，この時代の指導的役

割を果していたのである。

コV スタンツにおいても，麻織匠と麻織物商人との関係は，14世紀にはまだ

圧倒的に門 技1商人（Geschlechter）による支配，利益が先行していた。例えば，

麻織物市場においては原則的に商人だけが購買者として認められていたのであ

ったし2） 麻織匠の生産も限定されてい た。コンスタンツに織匠ツンフトが認

可されたのは1343年であったが3) しかしこの後もツンフトの地位は 門閥商人

市政によって抑圧されていた。このことは. 他の手工業ツンフトの市参事会へ

の代表者が4 名であったのに対して麻織匠ツンフトがその半数の2 名であった

ことなどからも指摘されているが4） 商人ギルドがそのまま従来からの優位を

保っていたのである。最も激しいとされている1429年に生じた闘争は，こうし

た門閥商人支配に対する製造手工業者からの反抗であった。以下「ボーデン湖

年代誌（Bodensee Chronik ）」の記述に従えば次のようであった。

当初，この1429年の対立では， ツンフト側に勝利がもたらされた。これによ

ってrt ンスタンツの11人の門司商人が1 年半の間コンスタンツ市を追放される

ところとなった。リュートフリートⅡもすでに1427年にコV スタンツの市民権

を放棄していたが，しかし コV スタンツ市参事会の門閥商人側に有利な処置に

よってそのまま市民としてコンスタンツに滞在していた。しかし，市参事会が

麻織匠を保護し，門閥商人側に厳しい犠牲を強いる決定を行なったため，結局47

名にのほる大商人がコンスタ-yツの市民権を放棄して，受け入れてくれる近

隣の都市に移住した。例えば1 年間の市民権を彼らに与えたシャウフハウゼソ

（Schaffausen ）市などへである。この時にはコンスタンツの司教（Bischof）す

らも移住した。リュートフリートI はしたがって,   1429年にシャフハウゼソの

市民として移住し1432 年からやはり近くの都市ユーバーリングン（Uberlingen ）
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に5 年 間の市民権を得て移住した。こ うした ツンフト側の勝利 と門閥 商人の コ

ンスタンツから の血放は， 国王ジギスムント （Sigismund ） の 仲裁に よって解

決され る。すなわち国王ジギスムントが ツンフトと門閥 商人 との双方からの要

求を 認め，両者にそれぞれ同じ権限を与えたからであ った‰

この説明から見れば結局，門閥 商人 の市政からの後退とツンフト側の利益の

拡 大は明白である。しかしながら, ジ ュートフリートat,    5 年 に わたるユー

バ ー]) ソ ゲソの滞在期間 の途中から， すなわ ち1434 年 に は再び コンスタンツの

市参事会のメソバーにむかえられてい る6）。そし てしか も1447 年 の死 ま で その

地 位に留 まっているのであ る。したがって， ムソトプラート商事 会社の盛衰と

ツンフト闘 争との関係を 見るとき，少 くともこの闘争が ムソト ブラート企業に

直接的な影響を与えるものではなかったと言えるであろ ‰

「大ラーフェソスブル ク商事会社」へ の合併後の ムントプラート 商人 の 活 動

は，今迄みてきたA. シ ュルテによる研究に よってみれば， 時折そ の消息を う

かが うことが できるが， ムソトプラ ート商人 としてその活動を再び 誇れるとき

はなかった ように思われる。 上にみた納 税表におい ても,   15世 紀 末期からの財

産形 成にそ の再盛を予測することができるが， 商業活動 として リュートフリー

トI に 追随するものではけ っし てなかったといえ るのである。

注

1）Schulte A.,  Geschichte der Gro£en Ravensburger Handelsgeselhchaft 1380～1530 、S.

  190.

2）Bodensee  Chronik,  17.  Jg., S,  12.

3）ebenda 。

4） 北村次一「西南ド イツ都市の手工業規制」, 『社会経済史大系』 軋 弘文堂，所収，226

頁 参照。

5）Bodensee Chronik, 17.  Jg., S. 12.

6）Schulte,  A.,  a.a.O., S.  190.
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第3 節　イムホルツ家商人の拾頭と貿易活動

1　 イムホルツ家の系譜と社会的地位

先に見たムソトプラート（Muntprat ）商事会社に比 較し て， イムホル ツ

（Imholz ）家商人の活動ははるかに少ししか知られていないようにおもねれる。

しかしながら，ムントプラート家の商人がヨーロタパ各地との取引を拡大して

いるその中で，一層短い期間とはいえこの麻織物経済圏を舞台として活動し，

やがてその商業活動の破綻から突然に没落していくという歴史は，ムソトプラ

ートとの対比の中でそれとは違った一定の価値ずけが与えられるものと思う。

イムホルツ家の代表的商人として知られているのは，ウルリッヒ・イムホル

ツ（Ulrich lmholz ）である。彼は,   1418年以後1434年までコンスタン ツの納

柿辰簿に記録されるほどの活動を示した商人であったが，出生モの他について

はほとんど知られてい ない1）。彼の弟のハソス・イムホルツ（Hans Imholz ）

についても， ウルリッヒと同じくコンスタンツの納税帳簿で確認されてはいる

か，ウルリッヒの活動に従事していたなど以上には知られていない2）。

そのほかには，ウルリッヒの義兄であるウルリッヒ・シュタインシュトラス

（Ulrich SteinstraB ）―彼は1424年から1439年の死まで市参事会のメンバー－

とその従兄弟のコンラート・ヴィソターベルク（Konrad Winterberg ）とウル

リッヒの3 人で共同して一つの商事会社を経営していたことが知られているな

どである3）。

ウルジッヒ自身は,     コV スタンツの市参事会メンバーとしては1428年から1430

乍までその地位にあり,   1428年にはまた別の重要な委員会のメンバーでもあ

った4） そして1435年に倒産して彼はコンスタンツを一時逃亡するが，のち再

び市民として同市にもどって居住し，結局1446年にコンスタンツの市民権を放

棄したのも，いずれかに立ち去って消息を絶つのである5）。

こうしたウルリッヒの家系について不明の点が多いことは，そのままウルリ

ッヒの商業活動，財産，社会的地位などについて先のムントプラート家の商人



第2 章　コソスタソツにおける麻織業の発展と商人・商事会社及び輸川巾岨59

に はは るかに及ばなかった とい うだけでな く， 活動もほ とんどウル リッヒ（Ul-rich

）一 人一代に限定されたものであったことを 意味している。 この意味 か ら

言えば， イムホル ツの研究は，そ の商業活動の内容に 視点がおかれるべ きで，

商業資本の長期的 趨勢といっ た視点からの問いかけに対し ては十分な解答が与

えられる ものではほ とんどない と言わなけ ればならない。

注

D　F. Wielandt の研究によれば，ウルリッヒ・イムホルツはザソクト・ガレソ（Sa-net Gallen

）からコンスタンツに1415-18 年の間に移住した。彼はザソクト・ガレソ

では染色匠（（Farber ）であり,     コンスタンツでも最初は染色業を営み，のち前貸間

屋業，商品取引に従事した。 Wielandt, Friedrich,   Das Konstanzer  Leinengewerbe,1950,

   Verlag der Verlagsanstalt Merk &  Co. Kom,   -Ges, Konstanz,  S. 30.

2)    Maurer, A.,  Ulrich Imholz, Ein Beitrag zur Wirtschaftsgeschichte der StadtKonstanz aus der Zeit nach dem Konzil, in: Schriften des Vereins fi'ir

 Geschichtedes Bodensees

 und  seiner U観gebung, Lindau, 44.  Heft, 1915,  S. 94.

3）ebenda ・

4）ebenda.

5）ebenda.

2　 イムホルツ家商人の商業活動と営業内容

ウルリッヒ・イムホルツの商業活動は，麻織業経済圏を形成したボーデン湖

周辺都市， ラーフェソスブルク（Ravensburg ）, ビペラッハ（Biberach ）, メ

ミソゲソ（Memmingen ）,ウルム（Ulm ）,   ノルトリソゲソ（Nordlingen ）,   リ

ソダウ（Lindau ）,   バーゼル(Basel ）,シャフハウゼソ（Schaffhausen ）,ザソ

クト・ガレン（St. Gallen ）,などから，チューリッヒ（Zurich）, フランクフ

ルト（Frankfurt am Main ）などにまでおよび，さらにはウィーン（Wien ）

やベニス（Venedig ）などとも取引を行なっていた1)。なかでも,   A. マウラー

（Maurer ） の論文の巻末に示されている， 彼の商取引に関する「アマソ史料」

（Ammann-Gerichtsbuche ）からの研究によって,   1423年から1433年頃までの

商品購入，販売，さらには負債の状態などが明らかに示されているが，上に見

たリュートフリートI ・ムントプラートなどとの取引も明らかにされており2）
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しかもその割合が他の外国との取引に比べてはるかに大きいことから，海外商

人とし てよりもフランクフルトの大市やノルトリソゲソの大市を活動の場とす

る国内商人としての性格を強くしていたといえる‰

ウルリッヒ・イムホルツが取扱った商品は， ムソトプラート家商人とほとん

ど同じように，麻布（Leinwand ）,   バルヘソト（Barchent  ・ファスチ アン織

布）のほかに布一般，さらには綿花，染料のあい，ワックス， ワイン，香料な

どであり，また銀も扱われてい た4)。これらの諸商品のうちで最も重要な商品

は，当然のこ とながら麻布（Leinwand ）で，その生産地としてはほとんどコ

ンスタンツ産かあるいはその周辺のものだげが扱われていた。例えば，記録の

中で， ウイリッヒが扱った麻布でコンスタンツ産以外のものは2 点，すなわち

やはりこの周辺都市の1 つであるイスニー（Isny）産のものともう1 つは同じ

くビベラッハ（Biberach ）産のものであった5）。

ウルリッヒの販売した布のおそらく大部分を占めたコンスタV ツ産麻布の直

接の供給者は，上に見たムソトプラート商事会社が最大のものであった。つま

り前節のムソトプラート家商人及び商事会社の活動の状態をここからも知るこ

とができるのであるが，そのムソトプラート商事会社以外でもウルリッヒに麻

布を供給した商人はいずれもほとんどこのコンスタンツの商人であった6）。

ウルリッヒ・イムホルツの商業活動の結果は，コンスタンツの納税帳簿によ

って次のように示されている（表2-4 参照）。これによれば，動産額は1418年よ

り1429～30年頃までは一定の水準を示して，営業の発展を物語っているが，そ

れ以後急激な減少と停滞をむかえている。不動産額の動向は，動産とは対照的

に1420 年代後半にかなりの増加とその水準の維持を示しているが,   1429～30年

に動産と同じく急激な減少と停滞とを示している。動産と不動産との関係は，1420

年代前半に動産の額が倍以上も多いが，後半に入ると，すなわち1426年に

は不動産が倍増し，逆に動産がかなりの減少を示している結果，不動産の地位

がはるかに高くなっている。

1427年に示されている彼の財産の合計,  1 万2,250 プフソト・ヘラーは，当

時のコンスタンツでは上昇の早さから言ってリュートフリートn ・ムントプラ



第2 章　コン スタンツにおける麻 織業の発 慨と商人・商事会社 及び輸出 市場61

表2-4　 ウ ルリ ッヒ ・ イム ホ ル ツ の課 税対 象 財 産 の 推 移

�ligendes Gut
(不動産額) �Fahrhabe(動産額

ハ

1418年1420

年1422

年1425

年1426

年1427

年1428

年1429

又 は1430 年1431

年1432

年1433

年1434

年 �24003100330031006690785058006690500600600600�30006300

記入ナシ630044004400360030008008008001000�5400

プフソト・ヘラー9400

プフy ト・ヘラー9400

プフント・ヘラー11090

プフソト・ヘラー12250

プフソト・ヘラー9400

プフV   ト・ヘラー9990

プフソト・ヘラー1300

プフント・ヘラー1400

プフソト・ヘラー1400

プフソト・ヘラー1600

プフソト・ヘラー

出典:  Maurer,  A.,  Ulrich Imholz,  in: Schriften   des Vereins  fur Geschichte des Bodenseesun

ばseiner  ぴmgebung,44. Heft,  1915 ，S. 100-101 より作成。

－ ト に 次 ぐ も の で あ っ た7) し か し 絶 対 額 の 比 較 か ら す れ ば ， コ ン ス タ ン ツ の

こ の 年 の 高 額 納 税 者 の 第9 位 を 占 め て い る に す ぎ な い8)。

ウ ル リ ッヒ の 商 業 活 動 の 衰 退 は,    1428 年 に 生 じ た2,850 プ フ ソ ド ・ ヘ ラ ーに

の ぼ る 損 失 を き っ か け に 開 始 さ れ た9) 。 さ ら に1431 年 に も 決 定 的 な 損 失 を 被 り ，

前 表2-4 に 示 さ れ る よ う に 動 産 額 は800 プ フ ソ ト ・ ヘ ラ ー に 減 少 し て い る 。 こ

の1431 年 に 彼 は ほ ぼ 全 財 産 に あ た る8,390 プ フ ソ ト ・ ヘ ラ ー を 失 な っ た の で あ

っ た10)o

ウ ル リ ッ ヒ の こ の よ う な 急 激 な 商 業 活 動 の 衰 退 の 原 因 に つ い て,  A. マ ウ ラ

ー は 次 の よ う な 要 因 を あ げ て い る 川 。　1 つ に は 当 時 の 政 治 的 混 乱 ， す な わ ち ツ

ン フ ト 闘 争 に よ る 影 響 で あ る 。 す で に 上 に 見 た よ う に1429 年 に は コ ン ス タ ン ツ

か ら 門 閥 商 人 の 大 部 分 が 市 民 権 を 放 棄 し て 他 の 都 市 に 移 住 し な け れ ば な ら な か

っ た 。 加 え て,   1430 年 か ら31 年 に か け て の ユ ダ ヤ 人 の 追 放 ， 市 民 と 市 官 吏 と の

対 立 ， 市 長 解 任 ， 市 条 例 の 変 更 な ど ， さ ら に は 国 王 ジ ギ ス ム ン ト に よ る 干 渉 な

ど も ウ ル リ ッ ヒ の 商 業 活 動 に 否 定 的 な 影 響 を 与 え た も の と と ら え ら れ て い る 。

こ のA.   マ ウ ラ ー の 分 析 に よ る 商 業 活 動 を め ぐ る 社 会 的 要 囚 に 加 え て ， ウ ル
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n ...ヒの商業活動が多分に投機的であったことも見逃せない事実であろゲ≒

ムントプラート家商人による数代にわたる商業活動の拡大と比較して，ウルリ

ッヒはほんの数年間の活動によってその財産を急激に増加させていたのであっ

た。彼の急激な没落が彼の営業上の投機的性格と結びついていたことはA. シ

ュルテの指摘によってもほとんど間違いないところなのである。

ウルリッヒは1435年に再び莫大な負債をかかえて，倒産する1‰ この時の債

権者のうちでも最ノての被害をうけたものがムントプラート家のコンラートn と

リ=.ートフリートI であった。この2 人の損失額は2 万4,590 プフソト・ヘラ

一にのぼっている14）。

この倒産後乱　ウルリッヒは再びコンスタンツに居住し，小規模な商業取引

に従事している。 1436年の課脱財産は344 プフソト・ヘラー,   1438年には不動

産70，動産310 プフソト・ヘラー,   1442年にはそれぞれ450,   575プフソト・ヘ

ラー,   1443年には同じく490,   310プフソト・ヘラーが記録されている15）。

ウルリッヒ・イムホルツが，法人格を有した「商事会社」を設立してそれを

通して商業活動を営んでいたものであったか否かは，残念ながら明らかでなト 。

ムソトプラートの場合もそうであったように，個人活動と会社設立が実質的に

はほとんど変らない当時にあっては，会社を設立していたとしても，当時一般

的であった同族企業・家族経営以上に発展していたことは考えられないもので

ある。A.   マウラー，F. ヴィーラソトの両著作，さらにA. シュルテの研究に

お い て 乱 「イムホルツ商事会社（Imholzhandelsgesellschaft）」の表現を さ

がすことはできない。ただ， ヴィーラソトの研究に おい て， ムソトプラート

（Muntprat ）,ヴィソターベルク（Winterberg ）,ガイスベルク（Gaisberg ）な

どと同列にこのイムホルツが“Handelsgesellschaft" の所有者として表示され

ているところがあることから16) 何らかの形で商事会社の経営に参加していた

ことだけは確かである。

注

1） 例えば，ウルリッヒはムソトプラート商事会社から購入した麻布をベニスで販売

している。 Schulte, A., Geschichte der GroBen Ravensburger Handelsgesellschaft
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～1530,    S,  237 お よ びMaurer,  A.,   Ulricli Imholz, S,   98.

2）Maurer,  A.,  a.a.O.,  S.   104汀。

3）Wielandt,  F.,  a.a.O,,  S.   31.

4）Maurer,  A.,  a.a.O.,  S.  97. お よ びWielandt,  Friedrich,  Das Konstanzer  Lein・engewerbe

，Verlag der Verlagsanstalt, Konstanz,  1950,    S. 32. お よ びMaurer,A.,

 a.a.O.,  S.  97.

5)    Maurer,  A.,  a.a.O ・, S.  り6-97.

6） こ れら の コン ス タン ツ商 人 の 名を あ げ れ ば ， イ タ ール ・ ダ イン ク ―ペ ル ク ス ・エ

アベV,     バ ルト イ ーザ 一 ・エ ンド リン, ウ ェ ル ナ ー ・こ 一 イソ ガ ー， コ ダ ラ ード ・

プ ル ス タ ー，スト ッ フ ェル ・ ツ ィッ プ， な ど，ほ か に 少 量 の 商 品を 供給 し てい る もの

と し て, リソ ダ ウか ら の 商 人 の 名 があ げ ら れ てい る 。Maurer,  A.,  a.a.O.,  S.  96-97.7

）Maurer,  A,,  a.a.O.,  S,   101.

8）Wielandt,  F.,  a.a.O.,  S.  31.

9）ebenda.

10 ）ebenda.

11 ）Maurer,  A.,  a.a.O.,  S.   101-102.

12） シ ュ ル テに よ っ て示 され て い る ，ムソト プ ラ ート か ら ウル リッ ヒ ・ イム ホル ッ ヘ

の 麻 布 販 売 に さい し て ，「投 機 家 」イ ムホ ル ッヘ の売 却 と し て 記 入 され てい る こ と は

彼 の営 業 上 の投 機 者 的 性 格 を 示 す も の であ る と い え る 。　Schulte,    A.,   Ceschichteder GroBen Ravensburger

 Handelsgesellschaft 13S0 ～1530,    S. 26 お よ びS.  38.13

）Maurer,  A.,  a.a.O.,   103.

14）Wielandt,  F.,  a.a,O.,  S.  32.

15 ）Maurer ，A.,  a.a.O 。S.   104.

16 ）Wielandt,  F,,  a.a.O. ，S. 29.

第4 節　エーインガー家商人の拾頭と貿易活動

1　 エーインガー家商人に関する研究史

「フッガー家の時代」以前のコンスタV ツ（Konstanz ）は，中世中期以後，

南ドイツとくにボーデン湖畔周辺地域に発展した麻織業の中心都市として，後

にスイスのザソクト・ガレソ（Sankt Gallen ）にその地位を譲るまで麻織生産，

貿易の中枢であった。この麻織物経済圏に散在していた数多くの中小都市は，

それぞれ独自の商人，商事会社を擁して販売活動に従事していた。コンスタン
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ツで もそ の例は多 く見ら れ た。前節でみた1) か の「 大ラーフェソスブル ク商

事 会社」 の支柱となったムソト プラ ート（Muntprat ） 家をは じめ イム ホ ル ツ

（Imholz ） 家 の商人などの巨 商が， この麻 織物販売に従事し，巨富を 蓄積 し て

い たこ とな どをその典型とすることができるであろ う。

こ の節で取り上げたこ＝。－ イソガ ー（Ehinger ） 家 の商人もそ うし た貿易 商 人

の群像の うちの1 つ でしかありえない。しかし， そこにみる貿易 活動は， ヨー

ロッパ内部だけに とどまらずに，遠 くスペ インが支配し た新大陸アメリカで の

植民活動に もその足跡をあ とずけ るこ とができる。 南ドイツ経 済圏か衰退にむ

かう転換 の要因となった新大陸 市場において， この後の時 代の「 フッガ ー家の

時代（Der Zeitalter der Fugger ）」 にそ の一 翼をにな った巨商 ウ ェ ル ザ ー

（Welser ） とエ ―イソガ ーとの共同貿易活動の促進は，当時 の南ド イツ商人が，

この転換 する歴史の表面からは るかに遠 くにおかれてい たわけ ではなかったこ

とを 証明するに充分であろ う。しかしそれにもか かわらず，終局的に，この新

大陸 開拓 の途上での坐折は，やは り， 南ド イツ経済圏の営業活動に典型的に見

られる企業活動上 の特性とどうしても結びつい ては なれ ないこ とを も示してい

ると思われる。

すでに前章でみ た中世南ド イツ麻織業経済圏とそれにと もな う貿易発展の研

究に関し ての第1 人 者であ ると思われるA. シ ュルテ（Schulte ） の初期 の 著

作が世に出だのは，r フ ッガ ー家の時代（Der  Zeitalter der  Fugger ）」 の著者，R.

 こ ーレ ンベ ルク（Ehrenberg ）の初版 の数年後の1900 年 で あったが，それ以

後， 数多 くの研 究者に よって， この経済圏を対象 とした研究が試みられてきて

いる。

コンス タンツのJin. ー イ ソガー商業資本につい て 乱 やは り,   20世 紀 初頭から

諸著作が世にでてい る。それらの中でもやは り総 括的にこ二－インガ ーを 扱った

ものが，J. ミ ュラー（Miiller ） に よる1905 年 のDie Ehinger von Konstanz

（in Zeitschrift  fur  die Geschichte des Oberrheins ，N.F.,  XX. Bd.,  Heidelberg,S.

  19ff.） であろ う。そ の2 年 前の1903 年 に はウェルザー企業研究 の立 場 か ら

み たエ ーインガ ー商業活動の研究が世に出されている。 K. ヘ ブ ラー（Habler ）
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に よるDie 勧icrseeischen Unterneh 川ungen  der Welser und  ihrer Gesellschafter,Leipzig,

 Verlag von C.L.  Hirschfeld.  1903 であ る。次には1910 年 に ドイツ

商人のアメリカ大建進出を 概説的にとりあげ てい るE.  ダエ ネル（Daenell ） のZu

den deutschen Handelsunternehmungen in Amerika im 16.    Jahrhun-dert,

   （in Historische  Vierteljahrschrift  XIII. Jg 。, Leipzig,   1910,   S. 183ff. ）

が，こ二－ イソガーの活動にふれてい る。

次には，先に何回にもわたって取 りあげ たA. シ ュルテの初期の論文が集大

成された 大著,   Geschichte der  GroBen Revensburger  H 卵delsgesellschaft 1380

～1530,   Deutsche Verlags-Anstalt, Stuttgart.  1923,    Bd. I に よ ってエ ―イ

ソガ ーの活躍が まとめられてい る。 この研究の中で， コンスタン ツのエ ーイソ

ガ ー家出身のウルリッヒの活動の記録の中に同一人物の活動としては理解し が

たい 疑問点が 明らかに さ れ，それが後のJ. ミュラーの著作に よる もう1 人 の

ウルリ ッヒの存在 とい う解明を 導き出す きっかけ にもなってい る。

A. シ ュルテによるこ の大著のあと,   1928年 に は,  K.H. パ ソ ホ ースト（Pan-horst

） に よる2 つ の著作,   Das Verhaltnis der Ehinger zu den Welsern inden ersten deutschen Unternehmungen in Amerika 

（in Vierteljahrschriftfiir Wirtschafts-

  und Sozialgeschichte, XX. Bd. 1928, s. 174ff. ） とDei-erste deutsche Kolonisator

in Amerika （in　Viert司ahrschrift  fur Sozial 一

皿.d Wirtschaftsgeschichte  XX.  Bd.,  S.  408ff. ）に よって，先のJ.  Muller の

著 作に批 判が 加えられ，これが 結局， ウル リッヒに関し て，同性同名のも う1

人 のウルリ ッヒの存在を予想させるものとなったのであ る。そして， これら の

批判に答えた のが,   1929年 に発表されたJ. ミ ュラ ーに よる,   Der Anteil derFamilien Ehinger-Giittingen von Kontanz und der Osterreicher

Ehinger

von Ulm an den iiberseeischen Unternehmunger der Welser （in n ・ertel-jahrschrif

リ'ur  Sozial-and  Wirtschaftsgeschichte 22.  Bd.,  1929,    S. 373ff.） で

あ る。 これに よっ てミュラー（Miiller） は， ウル ムにおけ るエ ーインif ー家出

身のウルリ ッヒなる人物の存在を新し く確かめた のであった。

その後は， このエ ―イソガ ー家の商人 の活動につい ては，これらのテ ーマに
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関 す る代表的研究者であるE. シ ェーファー（Ernst Schafter ） の 著作にも取

扱われていない ように思われる。 ようや く,   1959年に なっ て，中世 都市史の研

究の分野から コン スタV ツ のこ の期 のエ ーイソガ ーなどの商業 資 本 に 触 れ たE.

   マシ ュケ（Erich Maschke ） に よる,   Verfassung und soziale Krafte inder de

じitschen Stadt des spateren Mittelalters, vornehmlich in Oberdeut-schland,

 in Vierteljahrschrift  fiir Soz 圖 一皿:d    Wirtschaftsgeschichte  Bd.  46,1959,

 S. 288ff. が 出 されてい る。そして1962 年 に,   E. オ ッテ（Enrique  Otte ）

に よる,  Die Welser in Santo Domingo （in  Homenaje A. Joha ・nnes Vincke,vol.

 皿,   1962,   S. 476ff) に よ って こxニ。－インガ ー家 のハ インリッヒ， ゲオル

ク兄弟 の活動が一 層詳細に触れられ るにいたってい るのであ る。

2　 エーインガー家商人の系譜と社会的地位

コV  スタンツの巨商ごこーイソガー家の初代もほかの名だたる南ドイツの大商

人とぽんど同じく，コンスタンツ以外の地域から移住してきた人物であった。J.

ミュラー（Johannes Muller ）の説明によれば，コンラート・ご,－イソガー

・フォン・グユッテナV   （Konrad Ehinger von Giittenan ）" がその初代の

人物である（図2-2,  86頁参照）。この初代コンラートは,   1320年にスイスのツ

ウルガウ地方（Thurgau ）からコンスタンツに移住してきた人物であった。移

住の理由は明らかでないが，その地での政治上の争乱が原因であったとみられ

ている3）。

J, ミュラーが紹介しているエーイソガーの初代 の歴史 に,   J. Kindler vonKnobloch

による説明として， この家系がすでに13世紀の中期にはイーバーリ

ソゲソ（Uberlingen ）に居住していた貴 族であ り，その一人のハイソリッヒ

（Heinrich）は1281年に市長にも選出されているとい う指摘もある4）。いずれに

し てもエーイソガー家が14世紀初頭にこのコンスタV ツに移住してきたもので

あったことは間違いのないところであろう。というのは，この初代コンラート

の第1 子のハインリッヒ（Heinrich）I　 がグユッティン グソ（Giittingen）の

貴族の子女と結婚していること，しかも1307年にはすでにコンスタンツの都市
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商 人貴族（Patrizier ） とし て登録されていることなどが確認されてい るからで

ある‰ 父親のコンラートが1320 年 に 移住し，それ より13 年 も前に息子 の ハイ

ソ リッヒが都市門閥 商人貴 族に登録されてい るとい う史実は， あ りえない こと

はないにし ても明らかに くい違いが予想される。そ れにつづ く世代の歴史から

みて 乱 おそら く1307 年 の年号 の記録の方に何らかの記載上 の間違いが生じ た

かあるいは別の人物であったのいずれかであろ ‰

ハイソリッヒI の 次の世代には第1 子 のゲプハ ート（Gebhard ） と 第2 子 の

ハソス（Hans ）I と が活躍した。 ゲプハ ートは 後に市長になる息子を もつこ と

になる のであ る が6） この第3 世代にあたる兄弟 のうち兄 のゲプハ ートは1390

年 に 官職につき1398 年 か ら1403 年 の没年 まで コン スタV ツの高官（Stadtman-wiirde

） となっている7)。 弟 のハソスI は1389 年 か ら1395 年 ま で ス イスのツ ウ

ルガ ウ地方の都市こ二ムバッハ（Embach ）で ，聖職につい てい る≒ 上の ゲプハ

ートは同じ コンスタンツの官職につ い て い た ウ ル リッヒ ・ハビ ッヒ（UlrichHabich

）の1 人 娘マリヤ・ハビッヒと結婚し ているが，エー－イソガ ー家がコン

スタン ツの都市の高官0 地 位を 獲得し たのは， 実はこの結婚に よる相続の結果

であったと もみられている9）。

4 世 代目になる， ゲプハ ート の息子 の世代は,   1368年に 生 まれたハ インリッ

ヒ（Heinrich ） が1403 年 に 父親ゲプハート の死にともなって受け継いだ都市高

官 の地位を1422 年 まで維持し たばか りでな く,   1425年 には 市長に選出されるま

でにな って，社会的地位を一 層高め，それを定着させた時であ った1o）。 このい

わば ハイソ リッヒn の 時代は コンスタン ツでもい わ ゆ る ツ ン フト闘争が激化

した時であった。 1421 年 か ら開 始 さ れ た 都市門閥 商人貴族 （Patrizier ・ Ges-chlecht

） と ツンフト指導層（Zunftler ） と の対立 の中で， ハ イソリッヒ　Ⅱ は，

しかし， ツンフト指導m 側 の1 人 として活躍し た11）。つ まりこの対 立の中で，

ハイソリッヒH は 商人側に立った自分の第2 子 コ ン ラート（Konrad ）'）̂と相

対立する立場におかれることになったのである。

つまり， ハイソリッヒH こはウルリ ッヒとコン ラートn とい う2 人 の息子が

い たが， この親子を,   1429年 の有名なコンスタン ツの ツンフト闘争が相互の対
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立にまきこんだのである。兄のウルリッヒはハイソリッヒn と同じくツンフト

側についたが弟のコンラートlit 商人貴族の側についてト た。そしてこのツン

フト闘争の結果，前節で述べたようにコンスタンツの商人貴族とそのグループ47

名は( コンラートn も入る),   1429年11月9 日に，コンスタンツの市民権を

放棄させられ，近隣のシャフハウゼソ(Scha 汗hausen) に追放されたのであっ

た13)。

この4 世代目にあたるハイ・y 'JッヒⅡは，上に見たようにツンフトの利益を

代表する側に加わっていたが，しかし，蓄財はかなりの額にのぼっている。例

えば,   1422年のハイソリッヒn の課税対象財産として，不動産7,600 プラント

・ヘラー， 動産5,500 プラント・ヘラーの合計1 万3,100 プラント・ヘラーが

コンスタンツの納税帳簿に記録されている14)。しかも高額納税者の順位では上

位第7 位にランクされるものであった。このことから考えてもコンスタンツの

有力富裕市民の1 人であったことはまず間違いないところであろう。そして，

上にみたようにハイソリッヒいt,    1425年にはコンスタンツの市長に選出され，

しかも1430年には上級市長(Oberbiirgermeister) にも選出されていることか

ら考えて15) ツンフト闘争における附加に)利害対立が必らずしも商人貴族対ツ

ンフト手工業生産者といったものだけではなかったことがわかるのである。ハ

イソリッヒI は，後にユダヤ人からの収賄の疑いで退職させられているが16)，

それ以前に，つまり1430年5 月25 日にエーイソガー家は皇帝ジギスムントから，

すでに途絶えていたハビッヒ家の紋章を自己の紋章に並べて表示することを認

可されており17) これによってその地位を一層安定させたと考えることができ

る。ハイソリッヒⅡの没年は1438年でp  ―マからの帰途，70歳の生命を閉じ

ている18) 残された妻， エリザベート・ソソターク(Elisabeth Sonntag) は

お よそ30 年後の1470年に没している19)。

第5 世代にあたる，ハイソリッヒI の3 人の息子の世代では，一番上のウル

リッヒI が1422年から1431年までコンスタンツの高官職についている一方，次

のコV ラートI が上にみたように商人貴族側についてツンフト闘争を経験し，

同時に，「こ一一インガー会社」を1 人で引継い でい る20)O 番目のウこルナー
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（Werner ） は30 歳 の若さで1437 年 に 他界し て い る。ウ ル リ
ッヒI は コンスタ

ン ツの高官職にっづいて皇帝付の高官 とな り1431 年 に は皇帝から貴族の称号を

授与されてい るが21） それ以後後継者が与えられず，結局， 第6 世 代はコンラ

ートI の 息子によって引 きつがれてい る。

第5 世 代とな った コン ラート いこは5 人 の息子が確認されている。上から コ

ンラ ート Ⅲ， ハソス 几 ハイソリッヒ Ⅲ，ルート ヴィヒ（Ludwig ）,ウルn  ッヒn

の5 人 であ る22）。最も年長のコンラート Ⅲは,   1420年 か ら1484 年 までの生涯

のうち2 度 の結 婚を経験し てい る。最初はアソナ（Anna Vogt von Wierant ）

と であ り,    2 度 目 は63 歳 の 時，つ まりこの時には弟 のハソスI ， ハ イソリ
ッヒ

Ⅲ， ウルリッヒn の3 人 はすでに 他界し て い た 年 で あったが，ここリザベート

（Elisabeth Stucklin ） を 妻とし た23）。 このエ リザベ ート との結婚 で は じめて

長男ヴォルフ（Wolf ） と長女 バ ―
   バ ラ
（Barbara) が生 れている24)。 し たが

ってこ の長男のヴ ォルフが第7 世 代の長子であるが，ル 命に終るため，結局ハ

イソリッヒ Ⅲの息子によって 次の世代が引 き継がれてい くところとなる。

もどって， コンラートⅢの兄弟 につい て触れると， ハソスII （1436 ～1475 年 ）

については， ほとんど，知られてい るこ とがなく，結 婚し たかどうかさえ不 明

である2‰ 次のハイソ ジッヒ Ⅲは1438 年4 月24 日 に生れ,   1455年6 月29 日に ，

つ まり17 歳 のときに15 歳 のマ ーガレ ータ（Margaretha  von　Cappel ） と結婚

し てい る。1473 年 に はコンスタン ツ市の鋪道施設マイスター職 としての地位に

つ き1478 年に は，出納マ イスター職についている26）。 その後こ のハ インリッヒ

Ⅲは1479 年 に コンス タV ツ の市参事会メンバーとな り，そ の年に没している27)。

ハ イソリッヒⅢの弟のル ート ヴィヒ（1442 ～? ） は家 族との対立を 押しきって，

コンスタン ツの市長ブラウラー（Ulrich Blaurer ） の子女こ1＝・リザペ ートと結婚

し，ジ ギスムントとハソス2 人 の兄弟 と，さらに2 人 の娘を残している28）。 ル

ート ヴ ィヒ の弟 の，したがってコソラー丿I の5 番目 の息 子 の ウル リッヒn

（1450 ～1482 年 ） については,   1470年 に 法律の勉学を志 ざし， の ち に 博士 の資

格を取得し たが，結婚はせず,   32歳 の若さで没してい る29）。 こ の ウ ルn    ,.ヒli

ま父 親のコンラートI か ら，他 の3 人 の兄弟の結婚費 用 と 同 じ 額 であった
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2,000 フローリソ（fl.）の金額を うけとって 法律の勉学に志ざしていたもので

あった""。1478 年，コンラートn の死にともなって，ハイソリッヒⅢと弟のウ

ルジッヒI とが遺産を分けあったが，ハイソリッヒⅢの1479年の死亡のあと，

その息子のハソスⅢが結局第7 世代としての引継ぎ手となったのである。

上にみたように，コンラート Ⅲの長子ヴォルフは短命でおわったたが1），ハ

イソリッヒ� の長子ハソスI がご。―イソガー家の商人の柱とたって活躍した。

ハソスⅢは1456年5 月20日に生れ,   1482年 マ ーガレータ（Margaretha Neit-hart

）と結婚した。 1489年,   1491年,   1495にはコV スタンツの都市参事会メン

バーとなっており，その代表権は，精肉業ツンフト（Metzgerzunft ）と商人ツ

ンフト（Kramerzunft ）から得ていた32)。そし て さら に,   1497年から1505年

の没年までは，コンスタンツの小参事会のメンバーの地位にあり，今度はその

代表権をコ ンスタンツの都市門閥商人貴族（Patrizier ・ Geschlecht）から得て

いた人物であった33）。

そして第8 世代がこのハソスⅢの残した6 人の息子によって引継がれていく

ことになる。ハソスI には1482年に結婚したマーガレータとの間に9 人の子供

があった34）。6 人0 息子と3 人の娘である。そのほか にこ のハ ンスⅢには，

マーガレータとの結婚以前にセバスチアン（Sebastian）という息子がいたが，

この人物はコンスタンツで聖職についていた。　3人の娘のうち末のマーガレー

タは1524年にトーマス・ブラウラー（Thomas Blaurer ）と結婚した。このト

― マス・ブラウラーはのちにコンスタンツの市長に選出されているE5）。ハンスm

の年長の息子ハインジッヒⅣは一度コンスタンツで聖職についた人物であっ

たが，その後，商人としてアウクスブルク（Augsburg ）のウェルザー（Wei-ser

）企業（Anthoni Welser und Gesellschaft ）の活動に参加し，この世代の

エーインガー家の代表的大商人となった36)。このハインジッヒと並んで， ウェ

ルザーの企業活動に参加した人物が末のゲオルク（Georg ）で， そのほかにハ

イソジッヒのすぐ下のウルリッヒ�とハソスI^の4 人がエ―イソガー家の名を

ヨーロッパだけでなく，広くスペイン領新大陸アメリカにまで広めたのであっ

た37）。
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ハ イソ リッヒ Ⅳと並んで， ウェルザー企業の新大陸アメリカでの活動に 加お

った ゲオル クは スペインと新大陸とを何回 も往復する活動を 示し てい る38)が，

そ れ以 前， スペ インで も,   1518年 に 皇帝カルロス1 世 に仕え,   1526年 までその

地に滞在し，そ ののちに西 インド諸島へ の活動に加わったのであ った。そし て

この ゲオル クは皇帝によって騎士身分に までとりたてられてい るが，西 インド

諸島 の旅 の途中， 殺されてし まっている39)。 一 方， ハイ・y リ ッヒy の 次の弟 の

ウルリッヒ Ⅲは，上 の2 人 の兄弟が新大陸に まで活動の範囲を積極的にひろげ

ていったのに対し て，むしろ消極的にこのコV スタンツに長 く滞在し， この地

を中心とし て活動を行なっていた。 1509年 か ら1518 年 までは， コンスタン ツの

都市参事会のメンバーとな り,   1514年か ら1521 年 まで，義姉， 妹とともに総額

年間4,000 プ フ ソト の課 脱財産が 記録されてい る40)。 こ のことから考えて， か

なり広い 活動領域を持っていた と予想できる人物であった。 このウルリ ッヒⅢ

は ゲオルクと同じ く時の皇帝 カール5 世に より1525 年 に トレ ドにおいて帝国貴

族の称号を授けられ") ，1528 年 の秋には， ウェルザ ー企業 の代表とし てスペ イ

ンに滞在し,   1529年3 月 から1530 年11 月 ま でに コンスタV ツ とスペ インとを数

回 も往復する活動を示している42)。 次 のハソ ス Ⅳ(1487 ～1545 年) は 早 くから

メミソ ゲソ(Memmingen) に 移 住し,    1511年 にそ の営業活動か正式に都市か

ら うけ いれられ43) 翌 年 アンナ・マイヤー(Anna Mair) と の 結婚によって5

年 間の市民 権を得， さらにハイソリッヒ Ⅳや ゲオル クと同じ くウェルザー企業(Handelshaus

Bartholomaus Welser Gesellschaft) の支 店経営(Faktor) に

従 事し ていた") 。1520 年 代 の中頃以降， このハソ スⅣはメミン グソのツンフト

・マイスターとして， さらには帝国議会へのメミソ ゲソの代表として，都市参

事会を 支配する までの人 物となった45) また このハソスびは宗教改革では改革

の先頭になって活動し たため,   1532年以 後の5 年 間，主たる公的地位を免じら

れるとい う経験 ももっている46)。

次 に，以上 の4 人 の兄弟 の子孫につい てみると， ハイソ リッヒy は 子供 がな

かったが， 次のウル リッヒ Ⅲには,   1518年6 月 に， ハンス・ウ ル リ ッ ヒ が 生

れている。 この 人 物 は ウ ル リッヒ Ⅲが正式 な結婚以前に生んだ子供であ った
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が ， 医学を 勉学し，博士の資格 も取得したが,   1542年 に パリで未婿の ままで他

界した47）。 またウルリッヒ Ⅲは1530 年 に 結婚 し た ウ ル ス ラ・モ イテ ィソゲソ

（Ursula Meitingen ） と の間には1 人 の息 子と2 人 の娘を もっていた。息 子カ

ール （Karl ）は1531 年 から1587 年 までの生涯をお くり，その生涯で2 度 の結婚

をし たが，結局,   1587年 に 注目すべき記録 も残 さずに没しているJS）。 次のメミ

ソゲソに 根をおろしたハソスIf は ， アンナとの結婚に よって1 人 の息 子と3 人

の娘を得た。その息 子のハン ス・ヤ コプ（Hans  Jakob ）は1519 年 か ら1598 年 ま

で生 きているが， 結局 この子孫は1624 年に このメミングソの地で絶え ている49）。

ハソ スⅣは， アソナの死（1529 年）ののち,    1532年 再 度結婚し てい るが， その

妻マ ーガレ一タ（Margarethe Besserer von Schirptlingen ） と の 間 には2 人

の娘が生れたが 男子 の後継者は残されていない50)。

ミ ュラ ーの説明を中心に追ってきたここー イソ ガー家それぞれの商人 の歴史は，

結局， カ ールとハソ ス・ヤコプの第9 世 代を最後に， みるべ き活動 もな く，そ

の系譜をお えている。それは初代 コV ラ ートI の1320 年 の コンスタン ツへの移

住から数えて，お よそ3 世 紀にわたる歴史であ り，フ ッガ ー家 前史の時代から

すでに「フ ッガー家 の時代」 にまで十分そ の範囲がおよんでいる ことになるの

である。

注
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10) ハ インリッヒはローマ法王Johann XXI が1414年10月27 日に， また神聖p  ーマ

皇帝Sigismund が,   1414年12月24日に コンスタンツ公会議に出席した際，他の高

官3 名とともに都市高官職として歓迎の儀式典に加わっている。 iMiiller, ]., a.a.O.,S.

  21.

11）ebenda. またマシュケの表現に よれ ば， その中でもとくに卓越した人物であっ

た。Maschke,  E., a.a.O., S.  305.

12） マシュケによれば，この息子は, Konrad ただI 人 だけになっている。Maschke,E.,

 a.a.O., S. 305.

13）MuIIer,  J., a.a.O., S. 22.

14）Schulte,  Aloys, Geschichte des mittelalterlichen Handels 卵d Verkehrs zwischenWestdeutschland

 und Italien mit AusschluB    von   Venedig.　Leipzig Verlag vonDuncker und Humblot. 1900,

  Bd，I., S. 609.

15）Mijller, J., a.a. 0., S. 22. およびMaschke,  E., a.a.O., S. 305.

16）MuUer,  J., a.a.O., S. 23.

17）ebenda.

18） しかしSchulte の示している史料には没年は1451年 だとしているものもあるが，

これはミュラーによって否定されている。 Miiller, J., a.a.O., S. 24.

19）ebenda.

20）Maschke,  E., a.a.O., S. 341. およびMuller,  I,  a.a.O,, S. 25.

21）MuUer,  J., a.a.O., S. 25.

22）MuUer,  J., a.a.O., S. 26.

23）ebenda ・

24）ebenda.

25）MuUer,  J., a.a.O., S. 27. Bucelin の指摘ではGeistlicher  （聖職者）であった

とされている。 Miiller, J., a.a.O., S. 26.

26）MuUer,  J., a.a.O., S. 27.

27）ebenda.

28)    ebenda.

29）ebenda.

30）ebenda.

31） しかもルートヴィヒの長子ジギスムントは,   25歳で没し，弟のハソスは，聖職に

ついていた。 Miiller, J., a.a.O・, S.  27.

32）Miiller, J., a.a.O., S. 28.
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33)    ebenda.

34）ebenda.

35）ebenda.

36）MuUer,  J., a.a.O., S. 29.

37） ハソスⅢにはさらにGebhard とkonrad の2 人の息子がいたが，いずれも，幼

少の時に他界している。Miiller.  J., a.a.O., S.  39.

38）Miiller, J., a.a.O., S. 39.

39）ebenda.

40）Muller,  J., a.a.O., S. 33.

41） このウルリッヒ・エーイソガ一については,   1929年に出た,   Miiller.   J.,に よるDer

Anteil der Fam 山en Ehinger Giittingen von Konstanz und der OsterreicherEhinger von Ulm an den iiberseeischen Unternehmnugen der Welser, in /tertel-jahrschrif

口'iir Sozi盛und  Wirtschaftsgeschich皿22.    Bd.  1929.   S. 375ff. に より

詳細な検証と補足がおこなわれており， ウルム出身の同性同名のもう1 人の人物ウ

ルリッヒの存在を明らかにしている。

42）Muller,  J., a.a.O., S. 385. このコンスタンツのウルリッヒの没年は,   1537年8

月，スペ インであった。　このコンスタンツのウルリッヒについては,    Schulte,   A.，Geschichte

der   GroBen Ravensburger　Handelsgesellschaft 1380～1530,   DeutscheVerlags-

Λnstalt, Stuttgart. 1923, Bd.   I.   S. 159～160 参照。

43）Miiller, J., Die Ehinger von Konstanz, S.  36.

44）Miiller, J., a.a.O., S. 36.

45）MuUer,  J., a.a.O., S. 37.

46）ebenda.

47）Muller,  J., a.a.O., S. 33.

48）Muller,  J., a.a.O., S.  36.

49）Miiller, J., a.a.O., S. 39.

50）Miiller, J., a.a.O., S. 38.

3　 エーインガー家商人の商業活動

前項で見たように, エ一イソガー家商人による商業活動は初代が史料上に登

場してから17世紀前半にその系譜が絶えるまでの間のおよそ3 世紀にわたる歴

史を示しているが，その中でも商業史上，とくに2 世代についてそれぞれ卓越

した人物を認めることができる。その最初は，第4 世代にあたるハイV  リッヒ
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 （1368 ～1438 年 ） の活動であ り，そし て もう1 つ は第8 世代 にib た る， ハイ

ソ リッヒW  （1484 ～1537 年） を年長 とする4 人 兄弟 の雄飛であ る。

1） ハイソリ ッヒl の商業活動

エ ーイソガーの商業活動が史料に明らかにされるのは,   1368年 に 生 まれ,   1403

年に 父親，ゲプ ハートの地位をその まま受け継いだこのハイソリ ッヒ（Hein-rich

）n が 最初である。す で に 父 親 ゲプハート（Gebhart ）は コン ス タV ツ

（Konstanz ） の 都市高官 として0 地 位を 得ていたから， ハイソリッヒn は それ

をそ のまま継承し ただけでな く,   1425年 に は市長にも選出されてエ ーイソガー

家 の社会的地位を一層確かな ものとし たのであった。

このハイソリ ッヒn の 活動を端的に示す史料は，前章にみた1418 年 と1422 乍

に 記録されている コン スタンツの納 税帳簿で あ るI)。 このうち,   1418年 の納図

表からみると， こ の ハ イ ソ リ ッヒn の所有不動産額は6,700 ブ フソト・ヘラ

ー， 動産額は5,500 プ フ ソト・ヘラーであり， 合計 の財産額1 万2,200 プ フソ

ト・ヘラ ーに対し て24 プ フソト ・ヘ ラーの課税がなされてい るこ とが示されて

い る。 この課税額は当時 のコV ス タV ツ の高額納税者の順位からい って，上に

みた よ 引こ第7 位にある ものであった。これが，1422 年 の 表になると， 不動産，7,600

プ フ ソト ・ヘラ ー， 動産5,500 プ フ ソト・ヘラーの合計1 万3,100 プ フソ

ト・ヘラ ーの財産額に対し て,   25プ フソ 日o シ リ ン グの 課 税が記録されてい

る2）。

この2 ヵ年の納税表に示されてい るハイソ リッヒ Ⅱの数字だけから当時のエ

ーイソガ ー家商人の活動 の状態をその まま導き出すことはかなり危険であろ う

が，同時代に， コンスタンツぽか りでな くこの南ドイツ麻織業経済圏一帯にわ

たって，最大の巨 商と言われた， リュートフリート1 ・ ムソト プラートと比較

すれば，一応それなりの判断が可能になるのではないかと思われる。 例えば，

ムソトプラートI  it, 1418年 ， 総額4 万5,000 プ フ ソト ・ヘラー（不動産7, 500,

動産3 万7, 500） に 対し て102 プフ ソト ・ヘ ラーの納 税をなしている。 これをエ

ーイソガ ー家のハイソリッヒI の ものと比較す ると， 不動産に対し て圧倒的に

動産 の額が多い ことが明白である。し かもそ の割合は,   1422年 の 史料で も同じ
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である。ハイソリッヒI の場合，上に見た通り，不動産については，ムントプ

ラート（Muntprat ）とさして差はない，にもか かわらず，動産においてはる

かに後退している。このことはあきらかに大商人としてのムフトプラートとそ

れより一層土地領主的性格を帯びていたハイソリッヒn との相異を示している，

と云わざるをえないであろう。

このハイソリッヒI の時代の土地領主・地主的性格はE.   マシュケによって

指摘されている史実によっても裏づけられる。例えば，ハイV  リッヒn はコン

スタンツの司教（Bischof）からグユッティングソ（Giittingen）とモースブル

ク（Moosburg ）の城を所領とし て授けられ（belehnt）ているが3)これなども，

ハイソリッヒⅡの地主的性格を物語る一つの材料と言えるであろう。

もう一つ，ハイソリッヒ1 の商業活動を見る上で，見逃しえない史実は，す

でに上でも述べた15世紀の20年代にコV スタンツを中心にふきあれた「ツンフ

ト闘争」に際してとられた，ハイソリッヒI の行動と，そこにおかれていたハ

イソリッヒI の社会的地位である。すでに前項でみたように，第2 世代目にあ

たるハイソリッヒI が1307年にコン スタン ツの門閥商人貴族（Patrizier）と

して登録されているにもかかわらず，この第4 世代目になるハイソリッヒn が，

このツンフト闘争においてはツンフト側の利益に組みしたばかりでなく，むし

ろ，その利益を代表する積極的な活動を示したこ と4），さらに都市の門閥商人

貴族（Patrizier）との対立を通して，第2 子であるコンラートn とも対立を余

儀なくされながらツンフト側に立ったことなど，ハイソリッヒ 皿の営業内容が

多分に大商人とは対立したものであったと考えられることである。しかしその

のち,   1430年には，上級市長（Oberbiirgermeister）にも選出され，またこの

代に皇帝から貴族の紋章の使用も許可されていることなどから考えても，必ず

しも門閥貴族＝大商人という定義でない，ツンフト　導層＝都市貴族という弾

力的な社会的階屑の移動の可能性がこの闘争のさいにみられたともみることが

出来るのである≒　 そこでのハイソリッヒE の態度も1421年以来疑いもなくツ

ンフト側の指導別でありながら，しかし必ずしもそこにツンフト生産的営業の

事実は何も見い出されてはいないのである。ただこのツンフト側代表についた
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ハ イソリ ッヒI の態 鬘によって，このハインリ ッヒには他のコンスタンツの大

商人層とは 利害を 異にするい くつ かの理由が存在していたであろ うとい うこと

を予想することはで きる のである。

この ツンフト闘争の際に， ハインリ ッヒI の 第2 子 コン ラートn は 都市商人

貴 挨側であったため， コンスタV ツを 追放され， 前にみた ように，シ ャフハウ

ゼソ （Schaffhausen ）に 移住し た。そして， 父親のハイン>J ッヒI と態度を同

じにし た長男のウルリ ッヒI は ツンフト側についたのに もかかわらず， 皇帝ジ

ギ スムントの参 事会に仕え,   1431年 に は貴族の称号を授与されているのである

が6) こ のこともこのツンフト闘争の複雑さを 示す ものと し て注目されるもの

である。

ところで， このハ イソ リッヒI の次の世代，つ まりウルリ ッヒI と コンラー

トn の 世代になってはじめて「エ ーイソガ ー会社 （Ehinger Gesellschaft ） を

この コV ラ ートが引継いだ」とい う表現にぶつ かる7）。 し たがっておそら くこ

のハイソリ ッヒn も商事会社（Handelsgesellschaft ）を 経 営し てい たものと十

分考え られ るが，先に見たツンフト側指導者であ ったことを思えば， 商業活動

だけ でなく多面的な活動をなしていたことが考えられるところであ る。しかも，

この「Gesellschaft 」を 引き継いだ コV ラ ートII が1452 年 には，母親のこ リザ

ベ ート（Elisabeth) と兄 のウルリ ッヒI と共同で， モースブル ク（Moosburg ）

の城館 と ツ ウル ガ ウ（Thurgau ） 地方 の城館， ツム・ツルン（Zum Thurn ）

の 城館 とを コン スタンツの 司教のハインリ ッヒに7,000  7  ロ ー ジン（fi.）で売

却し てい るのであるが8) これをみても，商人， 地主， ツンフト・メンバーと

云った幾重 もの社会的地位が1 人 の人物に錯綜し ていたことがわかるのである。

ここ。－イソガ ー家 の商人のこの性格は， このあとの世代に もさらに引き継がれて

い く。すでに見たよ うに，例えば， コンラート Ⅱの孫にあたるハソス Ⅲの世代

には， こ の ハV  ス Ⅲが， 精肉業 マイスタ ー（Metzger) と 商人 （Krammer ）

マ イスタ- の 両 方に な っており，そ の資格で,   1489,   91,   95年 にはそれぞれ

参事会メンバー と な りな が ら,   1497年 か ら1505 年 までは, 都市門閥 商人貴族

（Geschlecht ） を 母体とし た小参事会メンバーにも選出されてい る の である。
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このことはエーイソガー家の商人が必ずしも一種類だけの営業活動を行なって

いたものではなかったことを示すのに十分であろう。

2） 第8 世代，ハイソリッヒⅣ， ウルジッヒⅢ，ハンスⅣ，ゲオルクなどの

商業活動

こ二－イソガ- 家の商人の商業活動が，具体的な取引を例として明らかになっ

ているのは，この第8 世代，つまりハンスm を継いだ4 人の兄弟の活躍からで

ある。

年長のハイソy ッヒ 仔は，アウクスブルクのウェルザー企業のもとで商業活

動に従事した。その足跡は，ドイツ国内だけでなく，スペイン，さらには遠く

スペイン領新大陸アメリカにも及ぶものとなっている。つまり当時新大陸に進

出した数少ないドイツ商人の先駆者なのであった。上に見たように，ハインリ

ッヒNit 一度聖職についた後1519年に再び俗界にもどり，そのまま，ウェルザ

ーのスペイン，サラゴッサ（Saragossa ）の支店長として赴任じ) そしてその

年には早速ウェルザーからの献金として，カール1 世に対する用立て用として

合計14万3,000 プp ーリンにのぼる2 つの手形がこのハインリッヒによって振

出されている10）。さらにこのハイソリッヒが1521年にもスペインのこの地に滞

在し てい たこ とが， ウェルザー企業の社員であったシモソ・ザイツ（SimonSeitz

）の記録の中で確認されているU ）。さらに1523年には,セビリア（Sevilla）

にも滞在している。この都市でハイソリッヒ引まフェルナオ・デ"   マガルハこ二

ス（Fernao de Magalhaes ）が計画した世界貿易航海の準備の企画を請負った

からであった12）。このマガルハエスの目的はモルッカ諸島での香料の仕入であ

った。この航海は結局,   3年後に帰港して少々ではあったが，利益も獲得され

ている。そして，このビクトリア号がもたらした香料を一番多く手に入れよう

としたのがこのハイソリッヒμであった13）。さらに 第2 回目 のモルッカ諸島

への貿易航海の 準備のた めに皇帝カール5 世が1523年に，ヤコプ・フッガー

（Jakob Fugger ）などに8 隻の船と銅，船具とをハソザ都市からスペインに買

い付けた時にも，フッガーよりもウェルザーは，この企画に消極的な姿勢を示
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し たのであったが， それでもこのハインリ ッヒびが ウェルザ ーの代表として 加

有 されていたのであ った14）。

ハイン リッヒ Ⅳは以上 のようにスペインで ウェルザー企業の営業活動に従事

し てい た低1524 年2 月 と,   1527年4 月 には コンスタンツに帰って一時滞在し

ている。1524 年 は 妹のマ ーガレータ（Mai ・garetha ）の,   1527年 は 自分の結婚式

のため であ った。 そし て翌年1528 年 に は再びセビリアに駐在している。そして

この1528 年 の スペ インでの滞在時に ハイン リッヒ Ⅳは同僚のヒロニモウス・ザ

イラー（Hironymous Sailer ） と共に スペ イン政府と新大陸アメリカのヴェネ

ズ エラ（Venezuela ） で の営業活動についての契 約を締結し たのであった15）。

しかも， これは ウェルザー企業の仲介とい うよりもエ ーイソガ ー企 業が半独立

的に実行し た営業活動として高 く評価されているものなのである16）。

ウェルザ ーは この時代，海外， とくに西インド諸島 への進出を積 極的に画策

し てお り， 皇帝 カール五世に接近し てそ の進出を実現していた。 例えば,   1525

年 に ウェルザーは，皇帝から海外通商の特権を獲得している17）。そしてその直

後にセビリアに支店を設置し,   1526年に はエスパ ―
 a 
ーラ 島（Espanola ） のサ

ンド・ド ミンゴ（Santo Domingo ） に もウェルザ ー独自の営業所 （Faktorei ）

を 設立し てい る1‰ そしてこれらの営業所の設置にと もなってこr,－ イソガ ー家

の商人 ハインリッヒ μの弟 のゲオル クが， これ もカール5 世 の命を うけてその

地 に赴任したのであった19）。 ウェルザ ーとエ ーイソガ ーとい う2 つ の巨商の結

びつ きはこのよ うに， ウェルザーの酉インド諸島への進出の過程で強化されて

い たのである。

こ うし て， ウェルザー企業の西インド諸島への進出にともなって強化された

エ ―インガ ー家の商人 の活動は， ハイソリ ッヒⅣとウルリ ッヒ Ⅲ，それに ゲオ

ル クと， もう一人 の重要人物アムブ ロシウス（Ambrosius Ehinger ）の4 人 に

よって展開された。ハ イソ リッヒと ゲオルク， ウルリ ッヒは問違いな く上にみ

たコソスタンツのjこーイソガ一家の出身者である。 ハインリ ッヒとゲオル クは

ウェルザー企業の スペ インでの代表商人 としての地位からこの海外での営業活

動に 加わったものであ り20） またウルリッヒについても海外での活動はおそら
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く一度も経験しないでおわっていると思われるが，スペインでの広範囲な商業

活動の一環として契約に名をつらねたものであった21）。そしてもう1 人の人物，

アムブロシウスが活躍した。上に触れたように，この人物がコンスタンツのエ

ーイソガー家の出身でないとするJ. ミュラーの見解に対し て，兄弟の1 人で

あると結論づけているK.H.  パソホーストの見解に22)意見は分れるのであるが，

いずれにしてもこの人物はウェルザーの海外商業活動に重要な役割を果してい

る。例えば，上にみたウェルザー企業のサンド・ドミンゴの営業所の長のとし

て活動しているし" ）,   1528年の契約に加わっただけでなく1529年にはサンド・

ドミV ゴからヴェネズエラに総督（Gouvenneur ）として任 命され，植民地統

治権をまかされるにいたっているのである2‰ さらに後には酉インド諸島各地

の探険に加おった最大の人物なのであった25)。

ところで，ヴェネズエラでのウェルザー企業の植民地開拓事業はエーインガ

一兄弟が加わって締結された1528年の契約による,   50人のドイツ鉱山労働者の

募集派遣と,   4,000人の黒人奴隷の供給とによって一層具体化するところ とな

った26）。この契約以前にもすでにこ ーインガー企業は1526年と1527年にも奴隷

取引についての特権（Lizenzen ）をジェノア大とスペイン大からそれぞれ買い

取っているが27） いずれにしても奴隷収引はエーイソガー企業の主要な営業項

目であったと考えられる。

つづいてゲオルク・エーインガーが兄のハイソリッヒr/の指示にしたがって100

人以上の新しい開拓移住者を引きっれてヴェネズエラにむかい,    153㈲この1

月15日には，この地の中心的居住地であったコロ（Coro ）に到着している28)

その後，ゲオルクは後段にのべるようにここ一インガー企業とウェルザー企業と

の対立を背景に，サンド・ドミンゴ（Santo Domingo ）にもどり，さらにスペ

インに帰っている2y）。そしてその後再度ゲオルクは酉インド諸島に出かけてい

るが,   1537年にその地でスペイン大に殺害されたとみられている3o）。

1520年代に緊密化したウェルザー企業とエーインガー家の商人との協力体制

は，ハイソリッヒⅣの弟のウルリッヒⅢのスペインでの商業活動にも多くを負

っていた。このウルリッヒm はカール5 世の宮廷（Hof ）に滞在し，少なくと
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も1525 乍か ら1529 竿ま ではそこで商業活動に従事し ていた31)。 そ の[両この ウル

リッヒm は1528 年 の12 月に ウル ム(Ulm), ア ウ クスブル ク(Augsburg),
  ニュ

ルンベル ク(Niirnberg), スト ラスブル ク(StraBburg) な どが新教同盟を試

みて失敗に終 った とき，皇帝カール5 世 との仲介を 依頼されるとい う仕事 も行

なってい るが'" ，1529 年 に は再 びドイツに滞在し てお り，翌1530 年 に は皇帝の

随員 とし てアウ クスブル クから スペ インへの旅に出， その後騎士(Ritter desOrdens von St. Jago)

の 称 号を授与されるまでになってい る33)。

ハ イy リ ッヒ μ のもう1 人 の弟 のハンスi^ に よってもこ ーインガーと ウェ

ルザ ー企業 との協力は促進された。ハソスy は 上に見たように メミy ゲソでは

や くから商業活動に従事し，そこで ウェルザー 企 業 の 支 店(Faktor) を 経 営

し て各地に旅商に出てい た34)。 また1520 年 と21 年 に はウェルザーの支店経営者

とし ての資格で皇帝 カール5 世 に関係する商業 活動をも担当するにいたってい

る35)。

以 上 のように,   1520年 代に ハイソ リッヒ Ⅳを中心とした4 人 の兄弟 とそのほ

か も う1 人 の アムブロシウスを加えた5 人 のエ ーイソガ ー家 の商人に よってウ

ェル ザー企業と提携し た一連の商業活動は,   1530年 代を前にして1 つ の頂点を

むかえ，新大陸 アメリカ市場 での開拓に新時代を開こうとしたのであったが，

早 くも1530  乍の1 月には， このエ一 インガー家の商人ととウェルザー家の商人

との間に何らかの意見の対立が生じ， その結果， ハイソ リッヒⅢと ゲオル クの

兄弟は ウェルザ ー企業 の営業活動から 全て完全に撤 退してし まうことになり，

しか もこの対立は再び，解消されることがなかった とい う結 末をむかえてし ま

うのであるc6)

し か しこ うし た坐 折に もかかわらずJ
   エ
ー イソガ ー兄弟は ウェルザ ー企業か

らの撤退後も独自で商業活動を 継続している。 ハインリ ッヒⅣは例えば，1536

年 に4,000 人 以上 の黒人奴隷を新大陸に供給す る契約を 結んでいる37)。 これな

どは，ハ イソリ ッヒ 片のその後の商業活動の継続をそのまま物語るものであ る。

それだけ でなくそれ以後，皇帝カール5 世 と結びつい た商業活動に も参 加した

事実 も指摘されている38)。 し かし，い ずれにして 乱 西 インド諸島 でのエ ―イ
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ンガー家出身の商人による商業活動は，ハイソリッヒ町こよるその後の数年を

のこしてこのウェルザーとの不和対立をさかいにこの世代で坐折してし まうこ

とになった。ハイソリッヒⅣの死亡は，コンスタV ツの納税帳簿にハインリッ

ヒr/の名でなく彼の未亡人の名で登録されていることによって確認されている

だけであるが39) それは1537 年であった。

以上のようにコンスタンツ出身のエーイソガー家の商人による第8 世代にわ

たる商業活動は，具体的な取引内容としてはほとんどその姿を示すことができ

ないが，スペインとドイツとの取引だけでなく，ドイツがこの後の時代に，他

の西ヨーロッパ各国に比較して大きく後退する主要な要因となった新大陸市場

においでさえ，ウェルザー家の商人とによる協力関係を通して着実にその活動

を発展させようとしていたことだげは認められるのである。

1) この納税表については,   Schulte, Aloys, Geschichte des mittelalterichen Handelsund Verkehrs zwischen

 Westdeutschland  und  Italien mit Ausschlu£von   Venedig，Bd.

  I, S. 609.

2）ebenda.

3）Maschke,  E., Verfassung und soziale Kr 訂te in der deutschen Stadte desspateren Mittelalters,

 vornehmlich in Oberdeutschland,  in Vierteljahrschrif口 分Sozial-und

 Wirtschaftsgeschichte Bd, 46-4,   1959,   S. 305.

4）Maschke,  E., a.a.O., S. 305.

5） 例えば，マシュケによれば，コンスタンツでは,    1371年から1431 年まで都市商人

門閥貴族対ツンフト指導層の対立は，市長の選出の母体からみてほぼ互角であった。Maschke,

 E,, a.a.O.,  S. 339. そのことは，ツンフト指導層と大商人との区別がか

なりあいまいになってきてト ることを示している。

6）MuUer,  J., Die Ehinger von Konstanz, S.  25.

7）Maschke,  E., a.a.O., S. 341. およびMuUer,  J., a.a.O., S. 25.

8）MuUer,  J., a.a.O., S. 25.

9）MuUer,  J., a.a.O., S. 29.

10）Schulte,  A.,  Geschichte der   GroBen Ravensburger  Handelsgesellschaft 1380～1530,

   Bd，I. s. 159, およびMuller ，J., a.a.O.  S.  29, およびHabler,    Konrad,Die

 iiberseeischen Unternehm皿igen der Welser  und  ihrer Gesellsch好ter，Leipzig,1903,

  S. 43.



第2 章　コン スタン・y 1・こおけるm 織業の発厦と商人・商事会社及び輸出市場8311

）Habler,  K.,  a.a.O.,  S.   43. お よ び,   Schulte,  A.,  a.a.O.,  S.   159.

12）Habler,  K.,  a.a.O.,  S.  43.

13）Habler,  K.,  a.a.O.,  S.   44. こ の 時 に， ハ イン リ ッヒ Ⅳは， 総 額2 万ド ゥカ ーテV

   （Dukaten ） 以 上 の価 格 で， 香 料 の チ ョ ージ （Gewiirznelken ） を 買 い 取 っ てい

る 。

14）Hiibler,  K.,  a.a.O.,  S.  45.

15)     Habler,  K.,  a.a.O.,  S.  48.

16）Habler,  K.,  a.a.O.,  S.   52. こ の1528 年 の 契 約に つ い て ，ヘ ブ ラ 一の 指 摘 でヽは ，

ス ペ イ ン側 の史 料 に は， ウ ェ ル ザ ー企 業 の 名 は 全然 な く， ハ イ ン リッ ヒ ・エ ー イン

ガ ーと ヒ ロ ニ ム ス ・ザ イラ ーの 名だ け が 記 録 さ れ， また ド イツ側 の史 料に は ， ペ ル

ト ロ モ イ ズ ・ウ ェ ル ザ ーと ウ ル リ ッヒ ・エ ー イン ガ ーお よ び そ の家 族 と 記 録 さ れ て

い る。

17）Miiller,  J. ，a.a.O. ，S. 30.

18）ebenda.

19） こ の ゲオ ル クは ハ イソ リ ッヒ μと 同じ く，ウ ェル ザ ー企業 の スペ イン で の代 理 商

人 （Vertreter ） であ っ た。

20）Panhorst,  K.H.,  a.a.O.,  S.   181.

21）Muller,  J., Der Anteil der Familien Ehinger-Giittingen von Konstanz undder Osterreicher Ehinger von Ulm an den iiberseeischen Untermehnungen derWelser,

 in n ・erteljahrsch可 口iir  Sozial-und  Wirtscha μsgeschichte  22. Bd ・, 1929,S.

  181.

22）Panhorst,  K.H.,  Der erste deutsche kolonisator in Amerika, in Viei-t 吻・ahr-schrift

 fur Sozial-und Wirtschaftsgeschichte XX.   Bd,, 1928.   S. 419. ミ ュ ラ ーは こ

れに 答 え る1929 年 の 著 作 で も， それ を 否定 し てい る。Miiller J.,    Der Anteil derFamilien Ehinger-Giittingen von Konstanz　und der

Osterreicher Ehinger von

Ulm an den iiberseeischen Unternehmungen der Welser,    in　Viertdjahrschriftfiir Sozial

一und Wirtscha 外igeschichte 22.    Bd・,  1929, s. 384.

23）Habler,  K.,  a.a.O.,  S.  51.

24 ）Panhorst ，K.H.,  a.a.O. ，S. 416-420.

25）ebenda.

26)     Panhorst,  K.H.,  Das Verhaltnis der Ehinger zu den Welsern in den erstendeutschen Unternehmungen in Amerika, s. 175. 

お よび,   Miiller, J., Die Ehin ・ger

von Konstanz, S.  31.

27 ）Otte,  Enrique,  Die Welser in Sonto Domingo,    in H ひ斑enαjae A 、JohannesVincke.

 vol.  I,  1962,   S. 491.
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28 ）Hiibler,  K,,  a.a.O.,  S.   170 お よ び,   Panhorst,  K.H.,  Der erste deutsche Ko-lonisalor in Amerika, in Vierteljahrschri

μfiir Sozial-und    WirtschaftsgeschichteXX.

 Bd.,   1928,   S.  417.

29 ）Panhorst,  K.H.,  a.a.O,,  S.  417,

30 ）MuUer,  J., a.a.O.,  S. 40.

31）M 仙er ，J., a.a.O.,  S.  33-34. た だし ， シ ュル テに よ っ て 報 告 され てい る,   1507

年 お よび1514 年 に 確 認 され てい る か の 「 大 ラ ー フ ェソ スブ ル ク商 事 会 社」 の 経理 主

任 とし て の地 位 と， また1523 年 に 確 認 さ れ てい る， ウ ェル ザ ー企業 の 支店 長（Factorder Welser-Gesellschaft

） とし て の双 方 の 地 位を 有し て の 活動 であ っ た 。 また さら

に は,    1528 年 の ド イ ツ人 鉱 山 労 働 者 の 募 集 に と もな っ て ザ クセ ン 地方 か ら 送 ら れ て

きた 鉱 夫 を ア ント ワ ー プに まで 迎 え る 任 務を 受 け てい た に もか か わ ら ず， 病気 のた

め に 果 せ ず， し か もそ の まt,     1529 年に セ ビ リ ア で死 亡 し て し まっ た ウ ル リ ッヒ な

る人 物 は ， ウ ル ム（Ulm ） 出 身 の エ ー イソ ガ ー家 の ウル リッ ヒ の こ と であ る。 こ の

ウ ル リ ッヒ な る 人 物 も また,     スペ イン の 地 で の エ ー イソ ガ ー家 の 商人 の 商業 活 動 の

一 部と し て見 落 せ ない も の であ ろ ‰Schulte,    A., a.a.O.,    S.  159-160. お よび ，Miiller,

  T., Der Anteil der Famililen Ehinger ・Giittingen von Konstanz und derOsterreicher Ehinger von Ulra an den iiberseeischen Unternehungen der Welser,in Viert

雨'ahrschrif 口'iir Sozial-und  Wirtschaftsgeschichte ，22. Bd.,  1929,    S. 386.32

）Miiller,  J., Die Ehinger von Konstanz, S.   34.

33 ）ebenda.

34 ）Muller ，J., a.a.O.,  S.36.

35)     Schulte,  A.,  a.a.O.,  S.  159. お よ び,  Muller,  J., a.a.O.,  S.  36.

36 ）Panhorst.  K.H.,  a.a.O.,  S.  177. お よ び,  Muller,  J., a.a.O.,  S.  32.

37 ）Miiller,  J., a.a.O.,  S.  32.

38 ）Panhorst,  K.,  H.,  a.a.O,  S.   178.

39 ）Muller,  J., a.a.O.,  S. 33.

4　 エーインガー家出身商人の行方

以上みてきたように，史実に示されているこl・－インガー家出身商人の商業活

動が，ボーデン湖周辺地域を中心とするこの南ドイツ経済圏の発展とどのよう

なかかおり合いをもって見ることができるか，といった問題に解答を試みるた

めには，史料の量の点てあまりにも弱小なものであったと言わざるをえない。

しかしながら，それにもかかわらず，そこに示されている商業活動の内容によ

って幾分たりともこの期における南ドイツ商業資本の動向の一部を示すことが
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で きたのではないかと思われる。

上 にみ たように， 史実に示されているこ ーイソガ ー家の商人の取扱 った商品

は， ハ イソリ ッヒ μが スタ インで買上げ た東洋からの香料 だけである。そのほ

かは黒人奴隷の供給な どに とど まってお り， この点については同じ コンスタン

ツの巨商， ムント プラートが麻織物を 広範囲に取扱っていたのと比較し てはる

かにその営業活動上 の性質を異にし ていた と言えるであろ う。し かもこエ=。－ イソif

ーの各世代に特徴的なことは，土地所領に 関する記録が，かなり多 くなって

い るこ とである。 つ まり， 商業活動以上 に土地所有に活動の比重がおかれてい

た ように思われ る。

こe。―イソガー資本 の活動の中で，麻 織業の取引に関する事実は，少くとも今

までみてきた文 献においては皆無であ るとい え る1)。 新大陸アメリカに進出し

た ウェルザ ー企業の取扱い商品につい てみて も植民地から の物産や，砂糖栽培

な どが行なわれただけで2) こ の後の時代の幕開げの重要商品となるペ ル ー・

メキシ コで の，金，銀， 鉱山の開発の可能性とい う事からは大きくと り残され

てい たのであった。

南ドイツ商業資本による西インド諸島地域への進出は， 今迄みてきたエ ーイ

ソガ ー家出身の商人 の活動を 含めて，いわゆる国内製品の輸 出，金， 銀，鉱産

物 の輸入といった，近世 ヨーロッパ経済史を 大きく転換させる歴史の公式には

到達していない。 ヨ ーロ ッパからのスペイン領新大陸への輸出においては，明

らかに麻織物製品 の比重がかな り高かったことを 思え ば3) 麻 織物取扱 商人で

あ った ムソトプラ ート， イムホル ツ， さらには「大ラーフェソスブル ク商事会

社」 の活動が新大陸市場 とは結びつかずに，逆に麻織物製品を取扱っていなか

ったウェルザー・こn. ーイ ソガー両家出身の商人によって新大陸地域への進出が

開始されるとい う歴史の皮 肉が， これ以後のドイツ経済の行方を賠示している

ものと思われる のである。

注

1） コンスタンツ麻織業についての代表的著作である上にあげたF. ヴィーラソト の

説明にも，エーイソガーの名を見い出すことはできない。Wielandt, Friedrich, Das
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Konstanzer Leinengewerbe I,  1950, 第n 章S.   15ff.

2） ウ ェ ル ザ ーは ヴェ ネズ エラ では 銅 と金 の 採 掘 業を 試 み てい る が ， け し て 期 待 され

た も の では な く， むし ろ多 く の障 害 に よ っ て 結 局 失 敗に おわ って い る が， こ の失 敗

の原 因 に つ い て も一 層 の研 究 が 必 要 で あ る 。Habler,    K.,   a.a.O.,   S. 64. お よ びWerner,

 Theodor Gustav, Europaisches Kapital in ibero-amerikanischen Montan-unternehmungen des 16.

    Jahrhunderts,    in　Vierteliahrschrift   fur    Sozial一undWirtschaftsgeschichte

，1981.    48.   Bd. s. 35.

3） 例 えば, Schafer,  Ernst,  Spaniens Koloniale Warenausfuhr nach einer Preislistedes 16.

   Jahrhunderts,    in Ibero-Amerikanisches Archiv.    hrsg., v.  Ibero-Ameri ，kanisches

Institut, Berlin,  M.  Jg.,  1938/39.S. 313ff 。 お よび ， 拙 稿 「16 世 紀 後

半 期 に おけ る 新 大陸 向 スペ イン 輸 出 商 品 と3  ーP ッ パ生 産 地 」『桜 美 林エ コ ノ^ ツ ク

ス』 第5 号,   1977年4 月 所 収,   81頁 以 下 参照 。

ンガー家（コンスタンツ市） 人の系譜

第1 世代

第n 世代

第Ⅲ世代

第Ⅳ世代

第V 世代

第Ⅵ世代

第Ⅶ世代

(Ehinger von Konstanz ）

Konrad   （I  ）
I

Heinrich   （I  )

I

Gebhard ―Hans  （I  ）（1403 没 ）

I

Heinrich   （I  ）（1368 ～1438 ）

j

Ulrich   （I ）－Konrad  （H ）－Werner

（1393 ～1478 ） （1406 ～1437 ）
／

Konrad  （ Ⅲ)－Hans  （I  ）－Heinrich   （ Ⅲ）－Ludwig　 一Ulrich   （ Ⅱ）

（1420 ～84 ） （1436 ～75 ）（1438 ―79 ）　 （1442 ～? ） （1450 ～82 ）1
1

Wolf　　　　　　　　　　　　
1　　　　　

Sigismund（

Hans

Hans  （ Ⅲ）

（1456 ～1505 ）

第Ⅷ世代　Sebastian －Heinrich  （ Ⅳ）－Ulrich   (I) 一Hans  ( Ⅳ) －Georg
（1484 ～1537 ） （1485～1537 ）（1487 ～1545 ）（1503～1537 ）

Hans

ム

kob　　　

l

(1519 ～98)

Hans Georg

(1532 ～52)

注：名前に付いてい るp  ― マ数字は便宜上のものである。この系図は ミn ラーの説明をも とに作

成したものであるが， ウル ム出身のエーイソ ガーについては ミュラーの 文献に作成されたも

のがある。

出典:Miiller,  Johannes,  Die Ehinger von Konstanz, in Zeitsc んrift   fur   die Geschicliie   desOberrheins

、1905, 巻末。
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第5 節　 コン スタン ツ商業 の衰 退と周辺都市の商業発展

ムソトプラート（Muntprat ）, イムホルツ（lmh01z ）などの商業活動が展開

された南ドイツ麻織業経済圏でのコンスタンツ（Konstanz ）の主導的地位は，15

世紀のほぼ60年代より，隣接する中小都市， ラーフェソスブルク（Revens-burg

）やザソクト・ガレソ（Sankt Gallen ）, さらには次の時代を形成するア

ウクスブル ク（Augsburg ）などに奪 われ，中心地域がしだいにそちらに移行

する1)。上に見たイムホルツ家の商人の倒産の理由の1 つに，ザソクト・ガレ

ソとの競争の激化をあげている研究もみられるように2) コンスタV ツの中心

的地位はその周辺都市の活動によってしだいに失なわれていくのである。その

点は後章でみる ように，「大ラーフェソスブルク商事会社」によるスペイン向

麻布の産地別割合における，コンスタンツの地位のあきらかな後退と，15 世末

にはラーフェソスブルク，イスユー，ザソクト・ガレンの割合の一層の増加等，

によって示される3）。

コンスタンツが全ドイツに誇った「ムソトプラート商事会社」は上に見たよ

うに15世紀の中頃以後，ラーフェソスブルクに本拠を構える「大ラーフェソス

ブルク商事会社」の1 支店に甘んじることになる。15世紀後半はこうしたコン

スタンツ周辺の麻織都市が，なお多くの商事会社の発展を通して南ドイツ経済

の発展を継続するのであ るが，又，「大ラーフェソスブルク商事会社」の解散

がみられる16世紀前半期になると，この南ドイツ経済圏の中心は，フッガー家

の商人を中心とするアウクスブルクと，それに加えて，金属金物製造業を基盤

とする―■
 ュ
ルンベルクに再び移行することになるのであるが4） その過程はこ

のコンスタンツ以後の麻織都市とその商業資本の尚一切の発展と衰退とによっ

て示されることになる。次章以下において，それらコV スタンツ周辺都市にお

げる商業発展と衰退の歴史を商人及び商事会社による商業活動を通してみたい

と思う。
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8
　
注

1)    Kramm,  Heinrich,  Landsc ］laftlicher Aufbau und Verschiebungen des deutschenGroBhandels am Beginn der Neuzeit,

 in Vierteljahrschrif □iir Sozial 一tind  Wirt-schaftsgeschickte

，XXIX. Heft, 1936,    S. 22.

2）Wielandt,  Friedrich,  Das Konstanzer Leinenge 扨erbe，Konstanz,   1950,   Bd., I.,s. 36.

さら に コン ス タン ツ に 対 す る ラ ー フ ェ ン ス ブ ル ク の 優 位 性 は， 例え ばK.Habler

に よ って 明 ら か に さ れ た バ ル セ ロ ナに お け る 関 税 表 （1425-1440) に よっ て

乱　 ラ ーフ ェ ソ ス ブ ル クの 「フ ソ ピ ス 商 事会 社 」，「大 ラ ーフ ェ ソ ス ブ ル ク商 事 会 社」，

ス イス の 「 ワ ット 商 事会 社 」の3 社 が上 位 を 占 め てい る こ と に も 示 され てい る 。（そ

の うち で も フ ソ ピ ス商 事 会 社 は 合 計3,680 プ フソ ト の 約 半 分 の1,830 プ フソ ト3 シ リ

ン グを 占 め てい る）Habler,    Konrad,  Das Zollbuch der Deutschen in Barcelona

（1425-1440 ）und der deutsche Handel mit Katalonien bis zum Ausgang des 16.Jahrhunderts,

 in Wiirttembergische Vierteljahrschrift  fur  Landesgeschichte,    St-uttgart,

 1901,   S.  131ff. お よびSchulte,  A.,  Geschichte der Gro £en  RavensburgerHandelsgesellschaft 1380

～1530,    S. 327.

3）Wielandt,  F.,  a.a.O., S.  37.

4） 例 え ば15 世 紀か ら16 世 紀 前 半 期 にか け て ス イ ス ・ジ ュネ ー ヴで の大 市 に 活 躍 す る

代 表 的 な 南 ド イツ の 商 事 会 社は ， ニ ュル ン ベ ル クのト ッヒ ャ ー （Tucher ）や ア ウ ク

ス ブル クの マ ン リ ッ ヒ （Mannlich ） 商 事 会社 に 代 っ て お り， コン ス タン ツや そ の 周

辺 都市 の そ れ と の交 替 を 示 し て い る 。Ammann,  Hektor,  Oberdeutsche Kaufleuteund die Anfange der Reformation in Genf, in Zeitschrift

 fur  WurtembergischeLandesgeschichte

，1954,     S. 160ff. し か もそ れ と 同じ 傾 向 は リョ ン の大 市 で も み と

め ら れる 。Ver Hees, Karl,  Oberdeutscher Handel nach Lyon am Anfang des16.

   Jahrhunderts,    in   Historisches Jahrbuch,   Verlag J.P.    Bachem,    Koln,  55.Bd.,

 1935,   S. 77ff.
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近世ドイツ経済史上，アウクスブル ク（Augsburg ）を拠点とするフッガー

（Fugger ）,ウェルザー（Welser ）などの巨大商業資本がなした活動につい て

はドイツ初期資本主義の問題としてその歴史的意義が大方から認められるとこ

ろである。そして，いわゆる「フッガー家の時代」前史とも言える13世紀から

南ドイツのボーデン湖周辺地域に麻織業を生産的基盤とする一大広域経済圏が

確立されていたことも大方の認めるところである。

この13世紀から開始されていた麻織業経済圏の中心は，とくにその前半期に

は，第2 章でみた通りボーデン湖畔に位置するコンス タン ツ（Konstanz) に

あった。しかしその後，15 世紀には，この中心地はスイスのザソクト・ガレン

（Sankt Gallen ）に移行する。 この移行がいかなる理由で展開されたかについ

ては容易に論証できるものではない。史料にも多くは触れられていない。おそ

らくコV スタV ツにとっては，周辺のラーフェンスブルク（Ravensburg ）や

ウルム（Ulm ）などとの競争が激化したことや,   14～15世紀に繰りひろげられ

た，いわゆる「ツンフト闘争」などの影響が災いしたように思われる。いずれ

にしてもザソクト・ガレソ（St.  Gallen）は, 酉ヨーロッパ経済史全体から見

れば中世のなかでもきわめて縮小・停滞した14～15世紀という時代のなかで，

この麻織業地域の経済的中心都市として発展するのである。

当時人口わずか数千人にすぎなかった中小都市ザソクト・ガレソ（St.   Gaト
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1en）がどのようにしてこの麻織業経済圏の中心都市にかりえたのか，さらに海

外輸出市場への依存の度合が多分に強いと思われるこの経済圏の輸出産業的性

格がどのようにこのザソクト・ガレソ（St.   Gallen）の発展のなかに示されて

いるのか，等の課題は，フッガー家（Fugger ）前史のドイツの経済構造を知る

上で欠くことのできない問題であるはずである。

本章では，このザソクト・ガレソ（St.  Gallen）の中世都市としての発展と

その麻織業，さらに輸出市場，またそれらの輸出活動の中心でありザンクト・

ガレソ（St.   Gallen）を活動の拠点としていた商事会社の中でディースバッハ

・ワット商事会社(Diesbach-Watt-Handelsgesellschaft ）の海外販売市場など

での活動をみていこうと思う。それらはいずれもこの中世後半から近世にかけ

てのドイツの経済史上の動向と密接にかかわっているからである。

第2 節　ザソクト・ガレン麻織物商業に関する研究史

サン タ ヽ・ガレ ソ（St.   Gallen ） の麻織業 とその貿易について の研究は， そ

れ までの諸研究を 総括し また多 くの新しい史料を 集めて1960 年 に 出版された，Hans

Conrad Peyer に よるLein;andgewerbe und Eernhandel der Sladt St.Gallen

 von  den Anfangen  bis 1520, Band  I I に 研 究の集大成を見ることがで

きる。その後,   1969年 にWolfgang Zorn に よ って 論文Zur Geschichte derschwabischen Wirtschaft 

が 発 表 さ れ，こ の南ド イツ一 円の中世麻織業経済

圏について概略が説明されているが， 残念ながら スイスのこのザソ クト ・ガレ

ソについては触れられてい ない1）。

H.C. パ イア ー（Peyer ） に よる著作の中ですでに大半跡づけられているが，

それ以前の研究史上一 時代を 画した のは,   Hektor Ammann に よ る研究であ

る。 まず1920 年 に,  Genfer Handelsbiicher des 15. Jahrhunderts  （Anzeigerfiir

 Schiveizerische Geschichte, Nr.   1,  1920, 所 収S.  12ff。） によってザソ クト

・ガレンの麻織栗が紹 介され，次いで,   1928年に は彼 の研究が相次い で発表さ

れ ている。論文,   Die Wirtschaftsstellung St. Gallens im Mittelalter, St.
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年,   Sonderdruck  aus  der  Gedacht 雨schrift  fur  Georg  von Below

（Aus Sozial-und Wirtschaftsgeschichte, W.  Kohlhammer,  Stuttgart, 所 収）

と著書,   Die  Diesbach-W 出-Gesellschaft,  Fer'sche Buchhandlung St. Gallen,1928

年 等 であ る。さらに1943 年 にはDie Anfange der Leinenindustrie desBodenseegebietes und der Ostschweiz 

（Zeitschrift fiir Schweizerische Ges-chichie,

 23. Jg.,    Zurich S.  329ff。所 収）が発表されている。また,   1953年 に

は上 の論文 とほぼ同じテーマを扱いながら特に地中海周辺地域で発掘された史

料を もとにこ の麻織物径 済圏 の初期の貿易活動を一 層鮮明に描きだした労作，Die

Anfange　der Leinenindustrie　des　Bodenseegebietes   （AlemannischesJahrbuch

八.953 年 所 収）を 発表した。

もともと，このボ ーデン湖 周辺の麻織業経済圏に関する研究は 第1 章におい

てす でにみた,   1853年 発 表の,   Franz J. Mone,  Zur Handelsgeschichte derStadte am Bodensee vom 13.

   bis 15.   Jahrhundert  （Zeitschrift fiir   dieGeschichte des

Oberrheins ，W.   Bd.,   1853年 所 収）とDer Siiddeutsche Han-del mit Venedig vom 13.

～15.  Tahrhundert  （Zeitschrift fur  die Gcschichtedes Oberrheins,

 v.  Bd.,  1854 年 所 収）の2 つ の論文 から開始されたとい ってよ

い と思う。ただこの2 つ の論文ではス イス地域， とくに ザン クト ・ガレンにつ

い ては残 念ながら触れられ ていない。しかし， ボ ーデン湖周辺に散在する中世

麻織都市 の群生とその貿易活動をお そら くはじめて一般に紹介したとい う偉大

な功績は記録されなければならない であろ う。 次いで1869 年 に は, Brno Hilde-brand,

   Vergangenheit　und　Gegenwart　der　Deutschen　Leinenindustrie

（Jahrbiicher  fur  National-okonomie  und Statis 臓,   13. Bd., 1869 年s. 215ff.

所収 ）に よってこの南ドイツの一 部シ ュワーベン地方の麻 織業が紹介 された。

また,   1892年 に はWilhelm Heyd, Schwaben auf den Messen von Genfund Lyon 

（yVurttembergische Vierieljahrshefte  fur  Landesgeschich 凪N.F ・，1,

    1892年 所 収）に よって， この2 つ の大市取引でのシ ュワーベン産麻織物の

流通の状態が明ら かにされた。

20世 紀に入ると， 第2 章 のコンス タン ツの麻織業に関してみたよ うに，この
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麻 織 業経 済圏の研 究では第一人者ともい うべ きAloys Schulte の 諸著 作が発

表されはじめ る。 1900 年 には 大著,   Geschichte des mittelalterlichen Hamdel undVerkehrs,

 Verlag von Duncker und Humblot,    Leipzig, が 出， 次い で1903

年 の 論文,   Zur Handels-und Verkehrsgeschichte Siid-West-deutschlandsim Mittelalter 

（jahrbuch fur  Gesetzgebung,  Verwaliung  und  Volkswirtschaft

泌 所 収）が発表され た。しか もその前年の1902 年

に は,   A. シ ュルテの中心 課題であったRavensburger Handelsgesellschaft

の 研 究が論文としてZur Geschichte der Ravensburger Gesellschaft,    inWurttembergische

Vierteljahrshefte fur  Landesgeschichte,  XI.   Jg. に 出，そ の

集大成となった，彼 の主著Geschichte der  GroBen  Ravensburger  H のndelsgesel-Ischaft 1380

～1530,    Deutsche Verlags-Anstalt,    Stuttgart und Berlin が1923

年 に 発表された のである。 ただこれら の研究 のなかでは残念ながらテ ーマ

の関係上ザント ク・ガレ ンの活動につい ては 最小限度 の頁数し かさかれ ていな

い。 しかし同じ 南ドイツ麻織業経済圏でのザソ クト・ガレンの重要性は コンス

タン ツ（Konstanz ） や ラーフェンスブ ルク（Ravensburg ） の 活動とともに改

めて確認されてお り， 見過されているわけ ではけ っしてない。

20世 紀初頭には さらにこ の麻織業経済圏の研究に とって見過し がたい， きわ

めて重要な史料が発掘 され，発表されてい る。1901/1902 年 に 相次い でWtirt-tembergische　Vierteljahrshefte furLandesgeschichte

に 発 表されたDas Zoll-buch der Deutschen in Barcelona

1425 ～1440 und der deutsche Handel mitKatalonien bis zum Ausgang des 16. Jahrhunderts

 （1901 年,  S. Ill ～160,1902

年,    S.  1～35 お よび352 ～417 所 収）がそれである。 これによって スペ イ

ン側から見た南ドイツ麻 織業の進出 と輸出の状態とが， また同時にその貿易に

従事した商人および商事会社 の活動の状態が一層 明らかにされることに なっ た

のであ る。Konrad Habler に よる偉業といえ るであろ う。

以上 のほかに，ザソ クト・ガレ ソ麻織業を 直接のテーマとして研究されたも

のに,   1932年に 発 表された,   Johannes Hane,  Lein 加andhandel und Leinivand 一industrie

i琲alien St.  Gallen,    Fehr'sche Buchhandlung,    St. Gallen と，
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年 発 表の,   Fritz Wielandt,    LeinwandRewerbe am Bodensee    (Bode-nseebuch,

 1936 年,   S. 23f 。所 収) とがある。 いずれ もこの麻織業経済圏でのザ

フクト ・ガレンの活動を中心課題とし たものである。

以上のほかに，史料集 としてい ずれ の文献にも利用され，すでに1941 年 には

松田智雄教授に よっ て紹介されもし ている')，Alfred SchellinK,  Urkundenbiichzur St.

  Gallischen Handels-und　Industrie-Geschichte
 石 四こ 年に出版されてい

る。 これは， ザソ クト ・ガレソの商工業に関す る816 年か ら1433 年 まで の間に

関 係し ている史料が集められ ているもので，そ の解説によって，麻 織物取引一

般な どに関する史料 に直 接触れることが可能となったのである。史料について

とくに重要な文献は上述したHektor Ammann のDie  Diesbach
一Watt-Gesel/-schft

であ る。 詳細につい ては 後段で触れ る が， スペ イン各地でのこの商事会

社に関する関税帳簿などの史料 の発掘は特筆に値 する ものである。

このほか，直接ザソ クト・ガレ ソの麻織業に 触れてはい なくても問接的には

扱われ ている ものとし て,   1884年 発 表のWilhelm Heyd, Der Verkehr sQd-deutscher Stadte mit Genua wahrend des Mittelalters (Forschungen

 zurDeiitschen

 Geschichte, 24. Bd., 所 収S.  2T5ff) や1902 年 のGustav.  V.  Below,Zur Geschichte der Handelsbeziehungen

zwischen Siiddeutschland　und

Italien    (Historische   Zeitschrift、53.     Bd ．所 収S.  215ff), さら に1917 年 のLotte

Weber, Die Anfange des deutschen Leinengewerbes  (Zeitschriftdes Bergischen

 Geschichtsvereins, 50.    BcL, 所収S.  77ff),   1936年 のHeinrichKramm

のLandschaftlicher Aufbau und Verschiebungen des deutschenGroBhandels am Beginn der Neuzeit gemessen an den Familienverbind-ungen des GroBbiirgertums (Viertelj

前rschrif回'iir Sozial-und　Wirtschafts-geschich

楓XXIX.    Bd., 所 収S.   Iff),   1954年 のHektor Amrnann, Oberd-eutsche Kaufleute und die Anfiinge der Reformation in Genf (Zeitschriftfur

 Wiirtte観bergische Landesgeschichte,  X Ⅲ。 址。， 所収S.  150 ㈲ ， お よび，Deutschland

und　die　Tuchindustrie　Nordwesteuropas　im　Mittelalter

(Hansische  Geschichtsblatter, 72.    Jg., 所 収S.   Iff), さら に1959 年 のJohan-
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nes Vincke のZu den Anfange der deutsch-spanischen Kultur und Wii-t-schaftsbeziehungen

 （Gesam 掲出c　Aufsatze　zur　Kulturgeschichte　Spaniens,14.

   Bd.,   Aschendorffsche Verlagsbuchhandlunff,    Miinster, 1959 年，所収S.

 lllff）などをあげ ることが でき る。また最近では，1970 年にHermannKellenbenz

によって編集された著作,   Fremde Kaufleute  皿f　der　iberischenHalbinsel

 （Bohlau Verlag, Koln,  Wien,   1970）に取り上げられている2 つの

論文,  Hektor Ammann, Deutsch-Spanische Wirtschaftsbeziehungen biszum Ende des 15.

   Jahrhunderts  （S.  132ff）とWolfgang von Stromer,Oberdeutsche Unternehmen im Handel mit der iberischen Halbinsel, im14.

   und 15. Jahrhundert  （S. 156ff）とがこの問題に触れている。 又， 時期

的にはすでに十分フッガー（Fugger ）時代に入っているとはいえ,   HermannKellenbenz

の論文Die Fremden Kaufleute auf der iberischen Halbinselvom 15.

   Jahrhundert bis zum Ende des 16 Jahrhunderts （S. 265ff）がス

ペインを中心にそこからこの南ドイツ麻織業経済圏に注目している点で，また

とくに近世への移行の視野からも，重要な文献となっている。

注

1）Seeks Jahrhunderte schwdbische Wirtschaft,  hrsg. V. Wolfgang Zorn, LeonhardHillenbrand,

 Augsburg ，1969年，所収S.   Iff.

2） 松田智雄「フッガー時代（15 ■ 16 C）における南独逸」『社会経済史学』第10巻 第11

・12号,  260頁 参照。
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第3 節　 ザン クト ・ガレンの発達と麻織業の発展の状態

ザソクト・ガレソの都市としての発生の基盤は，一応,    7世紀（614年）の修

道院（Kloster）の設立に求めることができるであろう。その後,   9～10世紀の

修道院の繁栄が中世都市ザソクト・ガレソの成立のかなりの要因となったこと

は疑いない1）。はやくも10世紀にはザソクト・ガレソは市場開催権を取得し て

商業取引を運営してい る2）。そればかりか954 年には神聖=  ―マ帝国皇帝オッ

トーI 世よりボーデン湖畔のRorschach の市場開催権と貨幣鋳造権さえも獲

得しているのである‰

しかし，ザソクト・ガレソが中世都市としての様相をそなえてくるのは12世

紀に入って であ る。 12世紀に従来の市場（Markt ）を 中心 とし た居 住地域

（Marktsiedlung ）がしだいに都市の機能をそなえて発達す る。例えば,   1120

年には貨幣鋳造所（Miinzestatte）が存在していたことが後に確かめられてい

るし4） さらに1121 年にはSt.  Gallen が［civitas］とし て称 され5） さらに1170

年にはSt.   Gallen の居住民が，市場権をもち，手工業営業と自由な商業

活動の権利を有する“市民（Burger)" として史料に登場している6）。加えて，

この期にはすでにこれらの市民のうちの一人が修道院から都市の関税徴収権を

買い取るという現象もでてきてい る7)。いずれにしてもこのザソクト・ガレソ

は12世紀中に，市場開催，貨幣鋳造，手工業営業といった商工業の活動をほと

んどそなえた中世都市として一応完成していたと見ることができるであろ う‰

つづいて13～14世紀の間にザソクト・ガレソは都市としての独立性を一別強

固なものとし ている。一般的に多くの中世都市はこの時期に封建鎖寸ミ梧からの

政治的独立に努めていたが，ザソクト・ガレソでもこの動向は示されている。13

世紀にザソクト ■ガレソはシュワーベン都市同盟に参加し，ついで14世紀初

頭の1311年に自由都市としての独立を達成した。そしてつづく14,   15世紀にず

ソ クト・ガレソは幾つかの発達段階を経験した。ザソクト・ガレソのいわゆるOberstadt

やAltstadt 区域はこの14～15 世紀に形成されたのである。当時ザ
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ンクト・ガレソの市内面積は13 ヘクタールであった9）。

中世都市に特徴的な都市の外壁（Stadt-Mauer ）の構築は，このザソクト・

ガレソでは1422年になされている。この時にこの外壁で囲い込まれた都市面積

はわずか7 ヘクタ- ルであったが，しかし都市としての支配・活動領域はその

周辺を含んで25ヘクタールであったことが確認されている1o）。

中世都市の構造上重要な要素であるツンフト制度の成立は，ザソ クト・ガレ

ソでは14世紀中期になされているU)。ツンフト制度が導入されたこの14世紀中

期は，ザソクト・ガレン麻織業が都市の経済的基盤として一応の体制を整えた

時期であった。例えば,   1349年には染色業（Bleiche）が修道院による管理運営

から都市当局による運営に委譲されているし，また,   1354年には都市当局によ

って，麻織物製品を取扱う外来商人に対する関税徴収が実施されたりしている

からである12）。さらに，麻織業営業規則の導入苧麻織物検査規定の導入もやは

りこの時期に完了しているのである13）。

こうしてみると，8 世紀にはすでにおこなわれていた周辺農村地域から修道

院への納税（Abgabe ）用の麻織物生産をこの都市ザソクト・ガレン麻織 業 の

初期とみると，それから14世紀中期にかけての6 世紀の間にこの麻織業が中世

都市ザソクト・ガレソの経済構造上，必要不可欠な生産的基盤にまで発達した

ことになる。そしてこうしたザソクト・ガレンの麻織業の発展は，この南ドイ

ツ麻織業経済圏のなかでも決して遅いほうではなかったのである。外国貿易の

面は除外しても，生産一般に関しては， 先に述べたコンスタンツ（Konstanz ）

やイスニー（Isny）などと並んで，麻織業の存在そのものはすでに13世紀には

十分史料でも確認されているところである1へ しかしこの経済圏の主導性は上

述したように当初コンスタンツが握っていた。例えば上に見たザソクト・ガレ

ンの麻織物検査制度の導入がコV スタV ツをそのまま模倣したということなど

も，ザソクト・ガレンの後進性を示している15）。

ザンクト・ガレン麻織業の発展がこの地域経済圏のうちに存在する数多くの

中小都市のなかで卓越した姿を示すようになるのは，ようやく15世紀をこえて

からである。例えば,   1429年にはそれまで修道院が権利を所有していた麻織物
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計 量の実施を 都市当局が引継いでい るし16) さ ら に結果的には失敗してしまう

ことになったが， ウルム（Ulm ） から麻綿交織布（Barchent ・ フ ァスチアソ織

布） の検査制度を 導入す る努力 もみられてい る17）。さらに1450 年 に は14 世 紀 以

来 導入がな されてい た麻 織物営業規則（Leinwandsatzungen ）が再編纂され て

い るし,   1452年 には 再度， 都市当局に よる正式な麻織物検査制度（ordentlicheLeinwandschau

） が 導入されているからであ る。

これら の詰制度の整備，再 編成は,   15世 紀 のザソ クト ・ガレソに とっての麻

織業の重 要性をその まま物語るものであろ う。しか もこれらにつづいて60 年 代，70

年 代に も都市当局による制度上 の検討が再 々繰り返されてい るのである18）。

ザソ クト ・ガレソの経済一 般でみる と,   14世 紀 後半にはこの都市はかなりの

繁栄期をむ かえ，そ の結果1422 年 の 外壁構 築の実現にいだったのであったが，15

世 紀には この繁栄がさらに継続した ようにお もねれ る。例えば ザソクト・ガ

レソの納税者数からみると，15 世 紀を通して900 ～l,200 名 の間を上下してい る

のであ るが，そ の1,200 名を 記録した時代は15 世 紀の末期なのであ る'" 。15 世

紀 のザソ クト・ガレ ンの人口数はほぼ4,000 人 であ ったから， 都市の規模とし

てはこの周辺地域 のなかでもチューy ッヒ（Zurich ） や ベルン （Bern ）,   バ ー

ゼル（Basel ） よ りも小さ く，ル ツェルV   （Luzern ）や シ ャフハウゼソ（Scha-ffhausen

） と並ぶ程度 のもので， 特別 有力な都市であ ったわけでは ない。

この15 世 紀に ザソ クト ・ガレソは この麻織業経済圏のなかでしだレ に主導的

地位を 確保する。つ まり13 ～15 世 紀にかけての コンスタン ツの地位を受け継 ぐ

わけ であ るが，先には周辺の農村や中小都市が自己の生産物をそ のコV ス タン

ツに納入し たように，15 世 紀末期にはKonstanz の 商 標に代ってザソクト・ガ

レンの商標が市場流通力を もつようになったのである。 コンスタン ツにとっ て

の問題点はおそら く15 世 紀に入るとす ぐの10 年 間に表面化した ツンフト 闘争で

あ った。 これを一つ の原因として，しだいに営業上 の力を 失い,   15世 紀におけ

るザソ クト・ガレソによる地位 の交代を ゆるする のであ る20)。

15 世 紀 後半にたか まったザソ クト・ガレソ産麻織物の名声は，多くは 布の質

の良 さに よるものであった。 とくに1452 年 の検査制度導入後は，それまでコソ
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スタソツがすぐれていた仕上げ工程での質の管理，統制をザソクト・ガレソが

そのまま継示したため，さらに15世紀末にはザソクト・ガレソが一層この麻織

物促進策（Leinwandpolitik ）に力を注いだ結果21） 名声と信頼とが一層高ま

ったのである。例えばラーフェソスブルク（Ravensburg ）の「大ラーフェン

スブルク商事会社」がザソクト・ガレソの麻布（Leinwand ）を扱い，さら に

ザソクト・ガレソの仕上げ工程での漂白（Bleiche）過程をこの商事会社が利用

していたことや，コンスタンツの代表商人リュートフy  ート・ムソトプラート

（Liitfried Muntprat ）の1428年の手紙の中に,   166反のTuch （布）をザソク

ト・ガレソの染色（Bleiche）に出していることなどが知られているが22） これ

などもこのザソクト・ガレソの名声をそのまま物語るものであるといえる。

一般的にみて，ザソクト・ガレソでも他の周辺中小都市と同様に，麻織業は

都市内部だけの営業ではなく，周辺農村との分業関係を土台に運 営 されてい

た23）。したがってザソクト・ガレソは周辺に散在していた農村の麻布の集荷場

となり，しかもそれらを自己の生産物として処理し，また輸出に出したのであ

る ）゙。例えば，農村地区の生産した麻織物で生産地固有の名前で売却されてい

たものは，わすかにAllgauer Bergen 地域のシュタウフェン（Staufen ）だけ

であった25）。そして，農村では比較的安い豊富な労働力の供給をうけて安い布

の生産がおこなわれ,都市内部ではより良質の，より精彩な布の生産に力が注が

れていたのである。そして，それらは一般的にみて都市市民の需要をはるかに

うわまわっていた。つまり生産は大部分が外国向，輸出市場用なのであった26)。

ところでザソクト・ガレンが生産した麻織物は麻布（Leinwand ）であった。

当時の麻織業圏にはこのほかに上述したファスチアン織布（Barchent ）があっ

た。これはこの地域の北東，つまりウルム（Ulm ）アウクスブルク（Augsburg),

メミソゲV   （Memmingen ）などが中心 であ ったが，このほかにBiberach,Kaufbeuren,

   Landsberg など中小都市で 乱 それぞれ周辺の長村地域を含ん

だBarchent  織業が盛んであった。ザンクト・ガレンは結局このBarchent  織

業の移値育成には成功し なか った。上述した1427年のウルム（Ulm ）からのBarchent-Schau

 （ファスチアソ織布検査）の導入の失敗もそのことを示して
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い る。

ザソ クト・ガレソはこのよ うに， この経済圏の麻 布生産とそれら の輸出に重

要な機能をはたした。 検査制度 の適 格な運営によって，規格に合格した製品の

みがはじめて商品とし て貿易取引に供給されたから，布の良質 さと種類の多様

さとで，各地での名声を博した のである2≒

15 世 紀 末までにみられたこの地域でのザソ クト ・ガレソの主導的地位の確立

は， 周辺地 域の中小都 市に対する経済的支配とい う形態でも示されてい る。例

えば， 周辺の中小 都市,    Wil やAppenzell,    Toggenburg,    Lichtensteig やThurgau

地 方 の北に位置するArbon やBischofszell, また 農村ではAmriswil

やAltstatten,  Rheineck な どはすべてザン クト・ガレソが自己 の取引の運営

のもとに統 轄していた28）。 15世 紀 末にWil やArbon,  Bischofszell な ど では，

このザソ クト ・ガレソからの独立をめざして検査制度な どを 独自に設置するよ

うに なるが，しかし多 くの製品が ザソ クト・ガレソに直接運びこまれるか，そ

うでな くてもザソ クト・ガレ ソの商 標（Zeichen ） を 受けた うえで輸出 さ れ て

いた のである29）。

以上 のようにザソ クト・ガレソの麻織業は コンスタン ツとほぼ同じよ うに，

周辺農村および中小都市との分業形態を維持しつつ主導的地位を確立し ていた

のであ り,   15世 紀 末の繁栄 の後 も17 世 紀の30 年 戦 争の頃まではひきっづ きその

活動が維持されてい くのである。

注

1）Ammann ，Hektor,    Die Anfjinge der Leinenindustrie des Bodenseegebietes,1953,

  S. 293. 942年には市場の創設と貨幣鋳造に関する最初の史料が存在していろ。Ammann,

 Hektor,  Die Wirtschaftsstellung St. Gallens im Mittelalter, 1928,   S.134.

2）Peyer,  H. Conrad,  Leinw 帥ndge切erbe und Fernhandel der Sladt St. Gallen  vonden

 Anfangen  bis 1520.   1960,   S. 4.

3）Ammann,  Hektor,  Die Anfange der Leinenindustrie des Bodenseegebietes, s.293

および,   Schelling, A.,   Urkundenbuch zur St.  Gallischen Handel-und   Ind話-strie-Geschich

皿S.  3.
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4）Ammann,  Hektor,  Die Anfange der Leinenindustrie des Bodenseegebietes undder Ostschweiz,

   S.  363. た だしSchelling の史 料ではSt.    Gallen のMarkt は1228
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）Peyer,  H. Conrad,  a.a.O., S. 4.

6）Ammann,  Hektor,  a.a.O., S. 363 お よびSchelling A,, a.a.O., S. 4,   UrkundenNr, 11.　
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，Hektor ，Die Wirtschaftsstellung St. Gallens, S.  134.
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8）Ammann,    Hektor,   Die Anfange der Leinenindustrie des Bodenseegebietes,S.

 293.

9）Ammann,  Hektor,  a.a.O., S. 294.

10）ebenda.

11）Peyer,  H.  Conrad, a.a.O・, S, 6.

12）ebenda. これ以前には1303 年からSt.  Gallen 修道 院が支配した麻織物関税（Le-inwandzoll

）があったAmmann,    Hektor, Die Wirtschaftsstellung St.  Gallensim Mittelalter, S.

  142.

13）Ammann,  Hektor, a.a.O.,  S.  142. ただしPeyer に よれば，史料には1364 年と

明示はされているが実際に都市の官吏による検査は1407 年からであったという方が

信頼できるとしている。 Peyer, H.  Conrad, a.a.O., S.  19.

14） 例えば史料をもとに比較された各都市の麻織業の存在はKonstanz が1255 年，Augsburg

が1276 年, Isny がほぼ1250 年，に対してSt. Gallen は縮充工程（Walke ）

の存在が1244/72 年，漂白工程（Bleiche） の存在が1274/81 年 であり，決して遅いわ

けではない。 Ammann, Hektor,  Die Anfange der Leinenindustrie des Bodensee-gebietes,

 S.  289.

15）Peyer,  H.  Conrad, a.a.O,, S. 6.

16） ただしこれの最終的な完了は1457 年であった。Peyer,  H., Conrad, a.a.O., S. 6.17

）ebenda.

18）ebenda. また1477 年からは都市参事会に記録簿の設置が制度づけられているが，

これなども都市の商工業の活動の重要性を物語る材料として引すとるこるができる。Ammann,

 Hektor, Die Wirtschaftsstellung St. Gallens, S.  143.

19)    Ammann,  Hektor,  a.a.O・, S.  150. さらにSt. Gallen の発展に関しては当時の

納税額の水準の上昇などによっても知ることができる。　例えば15世紀のはじめ1 人

当りの平均課税財産額は1422年 の数字で50 グルデン（Gulden ）であったが，1520年

には1 人当り120 Gulden に上昇している。 この額は当時のオーバ―.・ドイツ地方
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や ス イス で もほ と ん ど 例 の ない も の で あ った 。Schulte,    Aloys,    Geschichte　derGroBen Ravensburger

 Handelsgesellschaft  1380 ～1530,  1923,  S.  8. またSt.  Gallen

の 漂白 加工 済 布 の生 産 量 の 増 加 も こ の発 展 を うら ずけ て い る 。 例え ばPeyer に よ

れ ば1400 年 に は2,000 反 であ った も のが ，1530 年 には10,  000反 に増 加し てい る ので

あ る 。 Peyer, H.  Conrad,  a.a.O.,  S. 7.

20 ）Ammann,  Hektor,  a.a.O.,  S. 152. さら に 例え ば,   Konstanz の 凋落 の 具 体 的 例

示 とし てAmmann は,   1482年 ～83 年 に か け て の ヴ ェ ニ ス向け の貨 幣 送 金 に さい し

て そ れ がSt.  Gallen を 経 由し てな され, Konstanz 経由 で な か った こ とをあ げ てい

る 。 つ まりKonstanz に は 当 時 す で に ヴ ェ ニ スと の 取 引を 行 な っ てい る商 人 が 存 在

し て い な か っ た と み てい る の であ る 。Ammann,  Hektor,  a.a.O.,  S,   153.

21 ） 詳 細 に つ い て はPeyer,  H.   Conrad,  a.a.O.,  S.   lOff.

22 ）Schu ］te, Aloys,  a.a.O.,  S.  512.

23 ） 都市 と 農 村 の 分業 関 係は 農 村 が ほ と ん ど 織布 工 程 だけ を ，都市 が そ れら の 布 の 漂

白 （Bleiche ） や染 色(Farben ）工 程を と くに 専 門的 に 扱 っ てい た こ と に示 され て い

る。Ammann,  Hektor,  a.a.O.,  S.   145.

24 ）Ammann,  Hektor,  a.a.O.,  S.   139.

25 ）ebenda.

26）ebenda.

27 ）Ammann,   Hektor,  a.a.O. ，S.  143.   St. Gallen の名 声 は， 例え ば1433 年 にこ の

都 市 が 皇 帝ジ ギ ス ム ント （Sigismund ） に 麻 布 （Leinwand ）を 贈 っ てい る こ と や ，1517

年 に は ， 都 市Krakau で購 入 さ れ たSt.  Gallen 産 布 が や は り宮 廷 に 贈ら れ て

い る こ と な どに も示 され て い る 。Ammann,  Hektor,  a.a.O.,  S.  153.

28 ） 例 え ぼSt.  Gallen か らNiirnberg へ の 通商 路 途 上 にあ るSteinach では1459 年

か ら1490 年 まで 関 税 徴 収権 がSt.　Gallen に よ っ て 掌 握 さ れ て い た 。Peyer,    H・Conrad,

 a.a.O.,  S.   32.

29 ） 例 え ばWil 産 の麻 布 （Leinwand ） はSt. Gallen へ の供 出 品 とし て1477 年,  94

年,   1511 年,   1530年 に 記 録 され てい る。 さら にBischofszel! 産麻 布 もSt.  Gallen に

運 ば れ てい る 事実 が 明 ら か であ る。 Ammann ， Hektor, a.a.O ・， S. 148.　さら に1482

年 に は 従 来 と は 逆にKonstanz  が 今度(1  St.    Gallen の商 標 の 使 用を 求 め る までに

な っ て い る。 Peyer, H.  Conrad,  a.a.O., S.  8.

第4 節　ザソクト・ガレン麻織業の輸出市場

ザソクト・ガレソ(St.    Gallen）の貿易商人がヨーロッパ各地にこの都市産
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の麻布をたずさえて頻繁に行商するようになるのは，ようやく14世紀中期以降

である。例えば各地の史料に確認されている年代をあげれば，イタリアのベニ

ス（Venedig ）への登場が1362年， フランクフルト（Frankfurt am Main ）

の犬市での取引が1371年， ミラノ（Mailand ）の1375年，ニュルンベルク（Nu-rnberg

）の1387年以前，パッサウ（Passau ）の1401年などである1）。この14世

紀中期は麻織物生産面でも都市の営業運営体制が整ってきた時期であったから，

ヨーロ ッパ各地への恒常的な輸出がそれを基礎にして促進されたのであったと

みることもできる。しかし，ザンクト・ガレソ商人の活動，あるいは麻織物輸

出の例は，個別的にはもちろんそれよりもはるかに早く，また都市の全体的発

展からみても，はるかに規模が大きくかつ盛んな輸出活動であったことを跡づ

けることができる。

もともとザンクト・ガレソ商人自体の存在だけでみれば史料を1170 年にまで

さかのぼることができる≒ 次いで,   13世紀初頭にはUlrich Blarer とRadlufSpiser

という名のザソクト・ガレンの商人がジェノア（Genua ）で麻布と胡也

との交換収引を行なっている‰

この13世紀には，コンスタンツをはじめとする麻織諸都市がヨーフ ッパ各地

に，とりわけシャンパーニュの大市に多く進出していた。 イタリアや地中海方

面にもその延長として進出し,   1204年にはドイツ産麻織物がジェノア（Genua ）

で，さらに1264年にはペルシア（Percia）にまで輸出され，それとは別にシリ

ア（Syria）へも売却された事実がわかっているo。いずれにしても13世紀には

とくに地中海地域ではかなり各地にこの南ドイツ・ザンクト・ガレン産の麻布

が行きわたっていたことが認められるのである。

南ドイツ麻織圏にとって，とくに初期の市場で重要であっだのはやはりシャ

ンパー―
 ュ
の大市取引であった。この大市に最初から登場しているのは第2 章

でみた通りコンスタンツであった。ザソクト・ガレソはそれよりはるかに遅れ

て， ようやく14世紀にこの大市でイタリア商人などとの取引をお こな ってい

る5）。全体的に見れば，シャンパーニュ大市からスペインへ向けての対南所地

域収引の延長と同時に，イタリアに向けての延長がなされ，それと同時に従来
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から の， イタリアに向か うアルプス越えの2.3 の ル ートが通 商をさらに一層促

進し たのであ る。

まず従来から存在し利用 されていたアルプス越えのルート では，ザソクト・

カル ソはBiindnei" Passe を 多 く利 用 し た。つ まりSeptimer 峠 やSpliigen

峠,   Lukmanier 峠 な どを通過するル ートであ る6)。 Septimer 峠 の 利用につい

ては 史料に明白な斑付けが のこってい る。ただ，同じ イタリアへの通 商路であ

って もベ ニスへの コースはArlberg　 や ブレナー （Brenner ）峠 が頻繁に用い

られてい た。1336 年 以 後のFeldkirch やArlberg で の関 税免除や，このザソ

クト・ガレソ所属の後述するデ ィースバ ッハ・ ワット （Diesbach-Watt ） 商事

会社が インスブル ック（Innsbruck ） を 経由して取引を行なっていたことな ど

がこの コースによる通商の事実を 裏付け ている7）。

対 イタ'J ア取引 での中心都市はベ ニス（Venedig),     ミラ ノ（Mailand ）,    ジ

ェ ノア（Genua ） の3 都 市であ った。 なかでもベ ニス （Venedig ） と の取引は

かな り頻繁にお こなわれていた。例えば,   1362年,   1368年 に ザソ クト ・ガレソ

のJohann と い う商人がベニス(Venedig ）か ら石鹸を輸入し ているがそ の時

の輸出品が麻 布（Leinwand やZwilch ）であ った‰ そして15 世 紀にはザソ ク

ト・ガレ ン の 代表的商事会社， ディースバ ッハ・ワット 商事会社 （Diesbach-Watt-Gesellschaft

） の一員 であ るWatt 家 令Zwick 家 の 商人がこのベ ニ ス

（Venedig ） で， 例えば1430 年 に取引に従事し ている9）。 さらに15 世 紀の後半に

は ザソ クト ・ガレソの商人Zili の よ うにベニス（Veneclig ） との取引 の専門家

として知られるよ うになった商人も出てもた。 例えば1487 年Johann Zili は 有

名な ドイツ商館（Fondaco dei Tedeschi ）内に専用の事務所を， さらに市内に

は ドイツ商人用の宿舎を 所有するほどに成功したのである川。

ミラ ノ（Mailand ） と の取引は 史料に確認されているものは1375 年 の 記述が

最初 である11）。 しかし ミラ ノ（Mailand ） との取引 がかなり頻繁になってきた

のはやは り15 世 紀に 入っ てからである。 ザン クト・ガレンから の輸出品は麻 布，

馬， ワ ックスなど， 輸入品は高級ビ ロ―ド布，絹布や イタリアとの国境に近い

コモ （Como ） 産 の布などであった1‰ またザソ クト・ガレソは1454 年 に 関 税
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免除を含んだミラノ（Mailand ）との都市協定の成立に努力している。そして1477

年にはこの目的を達成したのである13）。 ミラノ（Mailand ）からさらに進

んだフロ―レンス（Firenze）との取引ではメジチ家の商人との貨幣取 引も行

なっていた。ザソクト・ガレンの商人はこれらフローレンス産の布令上述のコ

モ（Como ）産の布などを東ヨーロッパなどに売却したのである。

ミラノ（Mailand ）を経由してジェノア（Gemra ）に入る通商路はさらに重

要なルートであった。ジェノア（Tenua ）は一方では地中海を海上から船でス

ペイン市場へ向うための交易港であり，また遠くレヴァソト地域への積出港で

もあった。ザソクト・ガレソ産麻織物は古くからこの地を経由してこの方面の

各地へ輸出されていた。この地での取引に関する最も古い史料は,   1239年と1277

年にザソクト・ガレンの商人が麻布（Leinwand ）を売却し胡檄を購 入し た

という記録である14)。さらに15世紀には，ディースバ5,ハ・ワット（Diesbach-Watt

）商事会社の出資者でもあったザソクト・ガレソのKonrad Hor がオー

バ―   ・ドイツ地方を代表して，関税の扱いに つい て の交渉で こ のジェノア

（Genua ）に滞在したこともあった15)

ジェノア（Genua ）からのルートの一つであったスペイン市場への進出は，

羊毛やサフランなどの輸入と麻布輸出という交易のために比較的古くから実現

されていた。とくに デ ィースバッハ・ワット（Diesbach-Watt ）商事会社やMotteli,

 Othmar Schlapfer などの商人の活動が顕著で,   16世紀にいたるまで

この海上通商が継続されている。

ザソクト・ガレソから陸上通商路を通って南フランス，スペインへのルート

も対イタリアルートにおとらず盛んであった。もともとこの方面への通商路は

幾通りかのコースが利用されていたがいずれにとっても途中第一の販売市場は

フランスのリョン（Lyon ）であった。そしてここからロース川を下ってアビニ

ョン（Avignon ）へ，そしてそのまま下ってBonc に出，そこからスペインの

バルセp ナ（Barcelona ）に海上から向う道と， アビュヨV   （Avignon ）から

陸上をMontpellier,    Perpignan を経由してバルセロナ（Barcelona) へ向う

道とに分れていた。これらの通商路については， ラーフェソスブル ク（Rave-
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） の 代表会社，r 大 ラーフェンスブル ク商事会社（die GroBe Ravens-burger Handelsgesellschaft

）」 の活動と関係が深いが，ザソ クト・ガレソのこ

のリョン（Lyon ） で の取引は残念な が ら あ ま り 伝 え ら れてい ない。 わずか

に1481 年に ザ ソ クト・ガレソの商人Ludwig　Vogelweider がLyon か らSolothurn

に 向 う途中かなりの水害にあって被害を うけた とい う記 事だけが伝

えられ ている1‰

リョン（Lyon ）と なら んでそれ以前から大市取引が発達していたジ ュネーヴ

（Genf ）1"で も当然ザソ クト・ガレソの商人の活躍が 考 え ら れ る。前述したよ

うにこの大市には14 世 紀末にウル ム（Ulm ） の 商 人 が 登 場 し コン ス タ ン ツ

（Konstanz ） 産麻布が1375 年 には輸 入されて もいるが18) ザソ クト ・ガレソに

直接関する記 録は残されてい ない ように思われる。ただ,  Genf やLyon の 大

市での取引では，商品取引 に付随して生じる貨幣支払いや支払い請求，フラン

ス人との給料支払いや宿泊 費な どに関しての送金 業務などが重要な取引とし て

おこなわ れ て い る19)。 こ の貨幣取引にザソ クト ・ガレソの商人Vogelweider

やHochreutiner な どが参加してお りリョン（Lyon ）に は専用の事務所（Ka-mmer

） さ え所有し ていた。 そしてこの リョン（Lyon ） やJougne か ら ザy

クト・ガレソの商人がBesanqon や さらにフランスの内陸地域へも取引 の領域

を拡大してい ったのである2o）。

さらに進んでスペイV   （Spanien ） と の取引も一 層頻繁におこなわれていた。

スペ インのバ ル セ ロ ナ （Barcelona ）,    バ レ ンシ ア （Valencia ）, サ ラゴッサ

（Saragossa ） な どのいずれの都市に もザソクト・ガレン出身 の商人や 商事会社

のい ずれかが経営する支店 （Niederlassungen ） な どがおかねてい た が21） こ

のことが この スペ イン市場 の重要性を 物語ってい る。 もともとスペ インとの直

接取引の開始は，14 世 紀を こえると顕著になったシ ャンパ ーニ ュ大市収引の哀

退に 原因するものと言われているが， 例えば ザソ クト・ガレンでは， ようや く15

世 紀 前半期にデ ィースバ ッハ・ワ ット （Diesbach-Watt ） 会 社による麻 布輸

出に求められる。 それはBarcelona とPerpignan の 関 税帳 簿に記録されてい

ることから確認された ものである22)。 こ の史料は後述するように1425 年 か ら14
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45年迄のもので,   K. ヘブラー（Habler ）によって発表されたもの23)と,    1429

から45 午までのものとが存在している21）が，これによってこの商事会社による

ザソクト・ガレソ麻織物の輸出の状態が明らかになった。これらの記述のほか

には,   1430竿にDiesbach-Watt 会社が計画したサフラン取引での途上， アビ

ュヨン（Avignon ）でその商品の差押えを受けたということなども伝えられて

いる2‰　さらに,   Saragossa とTortosa との中間に位置す るAzoo とMi-ravet

という町の官吏によってザンクト・ガレンのモテリ（Motteli）会社の商

川上にあったKaspai" Zollikofer なる人物が1464年に身柄を拘束されたという

史実もある26) さらにスペインでの取引では，モテリ（Motteli）会社の商人の

例だけを見てもバレンシア（Valencia) を越えアルメリア(Almeria ）からグ

ラナダ(Granada ）などにまで到っているのである27）。

ザソクト・ガレソのスペイン・カタロニア（Katalonien ）での取引は以上の

ように1428年の記録が最初で，それも専らディースバッハ・ワット（Diesbach-Watt

）会社の営業活動に依存していた。しかし15世紀も後半に大って1460年頃

になるとこのDiesbach-Watt 会社に代って上でも見たモテ])   （Motteli）とツ

ォリrrーファー（Zollikofer）, ホッホロイティナー（Hcchreutiner ）家出身の

商人による活動が顕著になって くる。例えば1481年にはBarcelona の関税表

にドイツ産麻布という表示のほかにKonstanz,  Sankt Gallen の表示が碓め

られているが2S) これなどもこうした商人によって搬入されたものと思われる。

スペインへの輸出品もその第一は麻布であった。そのほかにはザソクト・ガ

レソがニュルンベルクやポーランド（Polen）から輸入した毛 皮， ワックス，

金属製品などが主たるものであり，スペインからの輸入品はもっばらサフラン，

染料，稲々の香料などであった。

次にライン川を下るヨーロ ッパ西北地域 との通商 では，フ ラン クフルト

（Frankfurt am Main ）の大市が重要な目的地となっていたことは疑いない。

サンタヽ・ガレンからこの地への通商路もおよそ3 通り利用されていたが，ニ

ュルンベルク，ヴュルッブルク（Wurzburg ）経由の通商路では，例えば1472

年にザソクト・ガレンの商人Conrad Goldast がウィーン（Wien ）との取引
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の必 要からNiirnberg 経 由 でフラン クフルトに向っている ものがある29) こ の

ニュルンベル クとフラン クフルトとの独 自の通商関係 もかなり強かっか ようで，

この都市間の通商路ではかな り厳重 な取締 りと通商上 の安 全とがはがられてい

た。 このことは ザソ クト・ガレソの商人Caspar Schappelor の証 言の中に も

伝えら れている30)。 また， ザソ クト ・ガレソからフラン クフルトへの途中にあ

るBuchhorn の 関 税帳 簿で もこ の間の通商が裏付けられている31）。

ライン川を直接下る通商路，つ まりツルザ ッハ （Zursach ）,   バ ーゼル（Ba-sel

）, スト ラスブル ク（StraBburg ）， マ イン ツ（Mainz ） な どを経由し フラン

クフルトに 入るル ート も同様に利 川 され て い た。 この途中のシャフハウゼソ

（Schaffhausen) や ま たとくに ツルザ ッハ（Zursach ） の大市で も㈲布の収引か

頻繁に行なわれ てい る。 バ ーゼル（Basel) もザ ソ クト・ガレソの高人 と競争

しあるいは協力し てこの麻布取引にあたっていた。 さらに コルマ ー（Colmer ）

では ザソ クト・ガレンは 関税免除の特権を うけ ていた32）。

このフラン クフルト の大市ではザソ クト・ガレンの商人は，麻布 の販売と同

時に低地地方産の毛 織物の買い入れとを主た る業務とし てい た。そしてそれに

加えて， ザソクト ・ガレソが イタリアや， スペ イン， 後述する ポーランドなど

各地から 仕入れた商品と， ケルン（K 削n ）や アムステル ダム（Amsterdam),

ロン ドン（London ） な どの商人が持ち込んで くる商品とを 交換し た の で あっ

た。 この意味でフ ラン クフルトの大市はヨ ーlニ1ツパ南北東西の経済的 な中心で

あった。 ザソ クト・ガレソ の商人はさら にこの大市取引を 越えて低地地方など

へも進出している。 例えば1488 年 に はHans Schwainberg が ア ン ト ワ ー プ

（Antwerpen ）に，さらに1492/93 年 にはそれ とは別の商人がBergen op Zoom

と アント ワープ(Antwerpen ）で の取引に従事している33）。 また このアント ワ

ープ(Antvverpen ）で は上述し た「大ラーフェソ スブル ク商事会社」 もザソ ク

ト・ガレソ産麻布 の販売を 行なってい る3へ またこの地域からさらに北フラン

スの地域へも進出していた。

ザソ クト・ガレンからヨ ーロ-y パ東地域への通商は上 述のニュルンベル クを

経由しておこなわれていた35)。 し たがってこの間の通商路は上 述のフラン クフ
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ルト大市への通商と重なっていわば幹線通商路であった。例のラーフェソスブ

ルク（Ravensburg ）はこの通商路の途中にあり，ここに本店（Sitz）をかまえ

た「大ラーフェソスブルク商事会社」はザy クト・ガレン産麻布の輸出を主要

な業務としていたため,  Ravensburg とザソクト・ガレン間の取引も非常に盛

んであった36）。さらに，ウルム（Ulm ）とは，ドナウ川流域への通商のために，

つまりRegensburg,  Passau,   Wien 方面への起点としての性質から，また近

郊のノルトジソゲン（Nordlingen ）とはここに大市取引か開催されていた関係

もあって，ザンクト・ガレソとの取引が盛んであった3≒ ザンクト・ガレンと

このニュルンベルク（Niirnberg ）との取引は比較的早く，だ いたい14世紀の

後半には繁頻になってきている。例えば，ザソクト・ガレソが早いうちに獲得

していたNiirnberg での関税免除権は1387年に相互の協定として確立し てい

るし38) それ以後15世紀を通してニュルンベルクはザV  タト・ガレンにとって

重要な販売市場となったのである。

このニュルンベルクから北に向う通商路ではリューベック（Liibeck）が重要

であった。例えば1442年にはザンクト・ガレソ産麻布が販売されている39)。こ

の通商路にはBamberg,  Koburg,  Erfurt などの中小都市があった。ただ上述

の1442年の取引でもザソクト・ガレソ出身の商人自身によって販売されていた

かどうかになると必らずしも明らかではない。ニュルンベルクにおいてはしば

しばリューベック（Liibeck）の商人にも直接麻布が売却されている ところ か

ら40），リューベックの商人によって持ち込まれた可能性も強い。また，この方

面でのもう一つの重要な販売市場はライプチッヒ（Leipzig）の大市であった。

この大市にもザソクト・ガレソの商人が直接，取引に参加していた。このこと

は例えば，ザソクト・ガレンからこの大市への通商路上に位置しているErlan-gen

やKronach,  Zeitz などでザンクト・ガレソ産商品が押収されていること

や,   Forchheim で,  Gotz von Berlichingen によるザソクト・ガレン商人に

対する強盗事件などが生じていることによっても確められるものである41）。

それよりさらに東地域では，ウィッテンベルク（Wittenberg) やベ ルリン

（Berlin）を経由してフランクフルト・アソ・デア・オーデル（Frankfurt an
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）方 面に も輸出されていた事実があ り， また，1474 年 に ザソ クト ・ガ

レソの商人Vogelweider とUlrich Krum とが ベル リン （Berlin ） か らラ イ

プチ ッヒ（Leipzig ） へ の帰途 ヴィッテソベ ルク（Wittenberg ） の近郊で 強 盗

に襲われているし42） さらにこのフラン クフルト （Frankfurt a.O. ）を 越えてPosen

やThorn,    Warschau に ま でもその足跡がお よんでい たことも伝えら

れている43)。

ポ ーランド （Polen ） の 内陸 では， 上述の通 商路 の ほ か にNiirnberg からBayreuth,

 Zwickau,   Dresden を 経 由し てブレ スラウ（Breslau ） に 至るル ー

トが利用されてい た。 この方面では， 例えば1406 年 に ザソ クト・ガレソ産商品

がAuerbach で 押収 された事実 が あ り， また1413 年 に はザソ クト ・ガレソの

商人がEger とWeiBenstadt と の 間の途上 でこれ も強盗に襲 わ れ た こ と も

伝えられ てい る44)。 こ の地域の中心都市であった ブレスラウ（Breslau ） では

当初ザソ クト・ガレンのデ ィースバ ッハ・ワ ット （Diesbach-Watt ） 商 事会社

が活躍し ていたが，1460 年 以 後は，別 のザン クト・ガレ ソの商人の活動がそれ

に代っている。例えば，1444 年 に デ ィースバ ッハ・ ワット（Diesbach-Watt ）

会 社 は 商 品 の ワ ッ ク スを， 運送手 段の都合からである と さ れ てい る が，Breslau

からZwickau-Niirnberg とい う通常 の通商ル ートによら ない で， ラ

イプチ ッヒ（Leipzig ） に 運び 込ん でいる45）。 このBreslau か ら さらに進んだ

クラカウ（Krakau ） に もザン クト・ガレソ の 足 跡 は 印 さ れ て いる。さらにPosen

か らThorn,  Waschau さら には ダソチ ッヒ （Danzig ） に もザソ クト・

ガレ ソの製品が輸出されていた46）。これら の輸 出に どの程度までザソ クト・ガ

レンの商人 自身が直接従事し て い た かは明らかではない。し かし,   Kiew かLemberg

か ら のワ ックスの買い入れなどに は ザソ クト・ガレン商人の介入が

はっきりと知られてい る47）。

ニュルンベル クから東 の地域ではこのほ かに ボヘ ミア（Bohmen ） で の活動

が知られている。 例えば ザソ クト ・ガレンの商人が ア ウ ク ス ブ ル ク（Augs-burg

） の 商人 の使用人とし て1432 年 に レ ーゲンスブ ル ク（Regensburg ） か ら

ピルゼン （Pilsen ） へ の通商路上,  Taus の 近郊 で傷害事件にまきこまれ てい
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るし，さらに1439年には4 人のザソクト・ガレソの商人がSachsen から プラ

ハ（Prag ）への途上,   Laun の近郊で身柄を拘束されるという事件に遇ってい

る48)。またプラハ（Prag ）では，ディースバッハ・ワット（Diesbach-Watt ）,

商事会社の使用人が書いた1451年の日付の遺言状も残されているし，ディース

バッハ・ワット（Diesbach-Watt ）商事会社の創設者であるニクラウス・ティ

― スバッハ（Niclaus Diesbach ）自身も再三，この地に滞在し，取引に従事し

てしヽだ49）。

ザンクト・ガレソからドナウ川を下った地域ではウ ィーン（Wien ）が第一

の販売市場であった。　ウィーン（Wien ）までにUlm,    Regensburg,    Passau

を経由しているが， 上述したように1401/02 年にはパッサウ（Passau ）の関税

帳簿にザンクト・ガレソの商人が麻布を持参して通過したことが 印さ れてい

る5o）。さらに1425年には―■
 ュ
ルンベルクの商人がザソクト・ガレソ産製品をこ

のパッサウ（Passau ）で差押えられるということもおこっている5U。とくに後

者の場合，ザソクト・ガレン商人以外の商人がこの麻布販売に従事していたと

いう手懸りになるものであ る。都市ウィーン（Wien ）でははやくも1358年に

ザソクト・ガレン商人の集団居住区が存在してことが知られているレ2) さら

に15 世紀にはこのWien －ザソクト・ガレソ間の取引が一層頻繁になっている

ように思われる。例えば1465年にはClaus StoB とその会社がここで営業活動

をしているし53） さらにConrad Goldast は1472年に自己の販売用商品を携帯

してWien からNiirnberg 経由でフランクフルト・アム・マイソ（Frankfurtam Maim

）へと向っている54）。またこのWien の16世紀初頭の市場規則に関す

る取り決めに際しても，常にザソクト・ガレソの麻布のことがイス-  - （Isny）

やケソプテソ（Kempten ）などの周辺都市とならんで取り上げられているので

ある5‰ これらはそのままこの ウィーン（Wien ）市場の販売市場としての重

要性を物語るものであろう。

ウィーンのほかには，この地域でのザソクト・ガレソ産麻布の流通は，例え

ば，チロル（Tirol）の領主（Herzog ）であったJohann の1336年の通行許可

証（Geleitsbrief）にザンクト・ガレン産麻布のことが記入されていることなど
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に よって証明されてい る5‰

ウィーンを 越え てハンガリーでの取引 も伝えられてい る。 ハンガリー（Un-garn

） へ の道はこの ウィーン経 由のほかに クラ カウ （Krakau ） 経 由もあ った。16

世 紀初頭,  Krakau で 仕 入れられたザソ クト・ガレ ソ産麻布がZips の 領主

（GroBgrafen) に 贈 与されてい るし,   1480年 に もザン クト・ガレソとハン ガリ

ー（Ungarn ） と の取引 が あ り， また1484 年 に は，ザソ クト・ガレソ の市長と

なってい た商人ル ート ヴィヒ・フ ォゲルヴァイダア ー（Ludwig Vogelweider ）

が ハンガリー（Ungarn ） の 国王に推薦紹介 される とい うことなども行 な わ れ

てい た57）。

以上 のようにザソ クト・ガレ ソ産麻布は，時期的 には コン スタンツ産のもの

よりも遅かったにせよ， ヨ ーロッパ各地に輸出されていた。 そし てそ れら の輸

出業 務は ラーフェソ スブル クや コンスタンツにおいて特別に発達した商事会社

が見られた ように，このザン クト・ガレソで も輸出の多くが ザソ クト ・ガレン

を 本拠にする商人や商事会社に よっ て担当されてい たのである。

注

1）Schulte,  Aloys,  Ceschichte der GroBen Ravensburger  Handelsgesellschaft，1380~1530.

   1923,   S. 40.

2）Schulte,  Aloys,  a.a.O., S. 4.

3）ebenda.

4） このドイツ産麻布がはたしてこの南ドイツ麻織業圏のものであるかどうかは確め

られてはいないが,   Ammann はほぼ間違いないとし ている。これらの史料とは別

に,    Ammann  が1953 年に発表した前掲の論文で， 新しく発掘した地中海地域から

の史料によってKonstanz 産 麻布が1205 年Genua で,   Augsbug 産麻布が237 年Bozen

で， さらにSt.   Gallen 産麻布が1262 年にGenua で取引されているこ とを

明らかにており， 南ドイツ麻織物輸出商人の13世紀でのこの地域への進出が一層裏

付けられている。Ammann,  Hektor, Die Wirlschaftsstellung St. Gallens, S.  183

およびders.,  Die Anfange der Leinenindustrie des Bodenseegebietes, S. 289.

5） このほかSt.  Gallen 修道 院によるイタリア商人（romische kaufleute ） との貨幣

取引もなされている。Peyer,  H. Conrad,  a.a. 0., S. 26.

6） これらの峠の利用は947年のRorschach の市場開催権に関する史料にも暗示され

ている。Peyer,  H. Conrad,  a.a.O., S. 26.



112

7）Peyer,  H. Conrad,  a.a.O., S. 26.

8）Peyer,  H. Conrad,    a.a.O.,   S. 28. およびH. アマV    （Aramann ）,   Die Wirts-chaftsstellung St. Gallens,

 S. 160.

9）Peyer ，H. Conrad,  a.a.O., S. 26.

10）ebenda.

11）Peyer,  H.  Conrad, a.a.O., S. 28.

12）ebenda. さらにこのComo のほかに,   1493年には同じ くイタリアの都市Aronaam Langen See 

の市への訪問も伝えられている。 Ammann, H,  a.a.O., S.  161.13)

    ebenda.

14）ebenda. これによって先のAmmann の指摘した1262 年 よりさらに 何十年か早

い活動が認められたことになる。

15）ebenda.

16）Peyer,  H. Conrad,  a.a.O., S.  29.

17） もともとジュネーヴ（Genf ）の大市の方が15世紀には盛んであったが,  15世紀の60

年にはリョン（Lyon ）の大市がGenf をおい抜く発展をしめしている。Ammann,Hektor,

 Die Wirtschaftsstellung St. Gallens, S.  162.

18）Ammann,  Hektor,   Die Anfange der Leinenindustrie des BodenseegebietesS.

 269-270.

19）Peyer,  H. Conrad,  a.a.O.，S. 30.

20）ebenda.

21）Ammann,  Hektor,  Die Wirtschaftsstellung St. Gallens, S.  162.

22）Peyer,  H. Conrad,  a.a.O., S. 29.

23) 第2 節研究史のK. ヘブラー(Habler ）の文献を参照していただきたい。なお，Habler

の発掘したものは1425～40 年までで，その後のものはAmmann  が別の文献

から発掘したものである。Ammann,    Hektor,   Die Diesbach-Watt ・Gesellschaft,1928,

   Urkunden No.  50.

24）Ammann,  Hektor, a.a.O.，Urkunden No.  52.

25）Peyer,  H. Conrad, a.a.O.,  S.  29.

26）ebenda.

27） このほかAmmann に よればスペインの東海岸のLowengolfe でもSt.    Gallen

商人の活動が確められている。Ammann,     Hektor,   Die Wirtschaftsstellung St.Gallens,

 S.  162.

28）Peyer,  H, Conrad,  a.a.O., S. 29 およびAramann,  Hektor,  Die Anfange derLeinenindustrie des Bodenseegebietes, S.

 276,

29）Peyer,  H. Conrad,  a.a.O., S. 30.
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）ebenda ・

31)　ebenda.

.32）Peyer,  H.  Conrad,  a.a.O.,  S.  31.

33）Ammann,  Hektor ，Die Wirtschaftsstellung St. Gallens,  S.  162. お よびPeyer,H.

 Conrad,  a.a.O.,  S.  31.

34） こ の時 の 取 引 では 会 社はSt.  GaUen の 麻 布 を ジ ェ ノ ア経 由 で 海上 を アン トV  ー

プ （Antwerpen ） ま では こ んで い る 。Peyer,  H.  Conrad,  a.a.O.,  S.  31.

35） も と もとSt.  Gallen とNiirnberg と の 直 接 の取 引 も 極 め て重 要 であ った 。 商 品

はSt.  Gallen か ら の 麻 布に 対し てNiirnberg 産 の 金 属製 品 が 中 心 であ った 。Amm 。ann,

 Hektor,  a.a.O.,  S.  161.

36）Peyer,  H.  Conrad,  a.a.O.,  S.  32.

37）Ammann,  Hektor,  a 、a.O., S.   161-2.

38）Peyer,  H.  Conrad,  a 、a‥O.,   S. 32. お よ びAmmann,    Hektor,    Die Anfangeder Leinenindustrie des Bodenseegebietes, a.261.

39）Peyer,  H.  Conrad,  a.a.O.,  S.  32.

40）ebenda.

41）Peyer,  H.   Conrad,  a.a.O.,  S.  33. 及 びAmmann,    Hektor,    Die Wirtschafts 。stellung

St. Gallens,  S.   163.

42）ebenda.

43）Ammann,  Hektor,  a.a.O.,  S.   162-3.

44）Peyer,  H.  Conrad,  a.a.O,,  S.  33.

45）ebenda.

46）ebenda.

47）ebenda.

48 ）ebenda.

49 ）ebenda.

50 ）ebenda.

51）ebenda.

52 ）Peyer,  H.  Conrad,  a.a.O.,  S.  34.

53 ）Ammann,  Hektor,  a.a.O.,  S.   163.

54 ）Peyer,  H.  Conrad,  a.a.O.,  S.  34.

55 ）ebenda.

56)     Arnmann,  Hektor,  Die Anfange der Leinenindustrie des Bodenseegebietes,S.

 21.

57）Peyer,  H.  Conrad,  a.a.O.,  S. 34.



第5 節　ザソクト・ガレソにおける商事会社の貿易活動

1　 ディースバ・yハ・ワット商事会社の設立と概要

上述したようにザソクト・ガレソ（St.  Gallen）産麻布はヨーロッパの各地

の主要な経済的中心地に販売市場をもっていた。これはザソクト・ガレンだけ

でなく南ドイツ麻織業経済圏のそのほかの中心ヽ都市コンスタV ツ（Konstanz ）

ラーフェソスブルク(Ravensburg ）の貿易活動でも見られることであった。

ところでこれら各都市の貿易活動は，個々の貿易商人による活動も大切であ

ったがそれ以上に各都市をそれぞれ本拠とする商事会社（Handelsgesellscha-ft

）の活動に多くを依存していた。 この麻織業圏だけでも例えば再三上述した

ラーフェソスブルクのdie GroBe Ravensburger Handelsgesellschaft,    コン

スタンツのHundpiB,  Muntprat,  Motteli などの諸会社，メミソゲV  （Mem-mingen

）のHandelsgesellschaft der Vohlin,    Sattelin,   Besserer などの会

社，さらにZangmeister 会社，ケンプテソ（Kempten ）のVogt-Gesellschaft

などがあり，さらにアウクスブルク（Augsburg ）の会社では,   Paumgartner

やMeuting-Gesellschaft,    Welser やFugger. ニュルンベルク（Niirnberg）

ではImhof やTuchergesellschaft などがそ の代表であった。15～16 世紀の

南ドイツではこうした数多くの商事会社によって種々の経営活動が担当されて

いたのである。

ザソクト・ガレソでも貿易活動の多くがこうした商事会社によって経営され

ていた。例えばC.H.  Peyer によれば,   1480年にはザソクト・ガレソには12のHandelsgesellschaft

が存在し， それぞれ貿易に従事していたい ），148C/87 年

のBuchhorn の関税帳簿からも当時ザソクト・ガレンには28のFirma が存在

していたことが伝えられてい る2）。さらに1460年から1520年にかけては次の15

のGesellschaft が存在していた。つまり,   die Haus von Watt-Amgraben-Krum,

 die Enggasser-Grubel,  Die Flechsner, die Hochrutiner, die Motteli,die Sarri-Vogelweider,

 die Oppentzhofer, die Rugg ， die Schittli, die Sitz，
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Vogelweider, die Vonbul,    die Zili,   die ZoUikofer の15 の

会社である3）。

これらの商事会社はいずれも15 世紀に ザソ クト ・ガレン麻 織業 の輸 出業務に

従事したものであ ったが，これらの商事 会社 の先駆的役割を 負っ て15 世 紀初頭

に創設されたものが，すでに上 で部分的に触れた，デ ィースバ ッハ ヴ

事会社 （Diesbach-Watt-Gesellschaft ） で ある。

このDiesbach-Watt 会社 の活動期は15 世 紀前半であ った。 ザソ クト・ガレ

ソでとくに活動 の顕著な商事会社は このほかにモテリ（Motteli ） 会社，ツ ォリ

コーフ ァー（Zollikofer ）, ホ ッホル ーテ ィナ ー（H（⊃chrでtiner） があ るが，　い

ずれもこのDiesbach-Watt 会社 の活動を 引き継ぐかたちで発展し ている≒

Diesbach-Watt 会 社 とザソ クト・ガレソとの結 びつ きは密接であ ったが，も

ともとこの会社へ の出資者はザソ クト ・ガレソだけ に と ど ま ら ず に， ベルン

（Bern ） や バ ―ゼル（Basel ）, ニ ュルンベル ク，遠くはBreslau な ど から も参

加してい た。し かしそ の設立と指導にたずさわった中心人物は， スイスのベル

ン出身のDiesbach 家 の 商人とザソ クト・ガレy 出 身のWatt 家 の 商人であっ

た。 会社 の創立は,   Diesbach 家 の初代 ともい うべ きニクラウス・デ ィースバ

ッハ（Niklaus Diesbach ） が 築きあばた 商業活動と自分で経営する商事会社 と

を もとに， ザソ クト・ガレソの商人Watt 家 のPeter von Watt とHug vonWatt

と の共 同経営活動の開始 とい う形態で実現された5)。 Niklaus は し ばし

ばフラン クフルト(Frankfurt am Main ）の 大市に も登場するベルンを代 表す

る商人であ った。会社の設立年 代は,   H. ア マン （Ammann ） に よれば遅 くと

も1428 年 には求められるとしてい る。それはこの年に スペ インでのこの会社に

よる貿易活動が確認されてい るからである6)。

この会社 の取扱 う輸出商品の第一はザソ クト・ガレソ産麻布であった。この

麻布輸出の比重が大きかったことは， もともとこの会社の本部 （Sitz ） が ベル

ンであ ったに もかかわらず ザソクト ・ガレソが この会社の扱 う麻布を創立の当

初からほ とんど独占的に供給し，そ の結果会社にとって このザン クト・ガレソ

が本拠地以上に重要な都市とな った ことにも示され ている7）。
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2　 ディースバッハ・ワット商事会社の貿易活動－スペイン市場の例－

ディースバッハ・ワット商事会社の活動領域は，前章にみたザンクト・ガレ

ンの活動領域のほとんどすべてに及んでいる。会社の支店経営はこのことの有

力な手懸 りに なる のであろ う。 支店やそれに代る通商関係は,   Niirnberg,Genf,

 Aviernon, Barcelona,  Valencia,    Saragossa,   Venedig,   Genua, さら

にPrag,  Posen, Breslau, Krakau などに存在し，また結ばれている≒ これ

らを取引の拠点として貿易が行なわれたがそれ以外にも多くの地域との通商関

係をもっていた。

会社の営業にとってとくに重要な都市は，ベルン（Bern ）, ザンクト・ガレ

ソとニュルンベルク（Nijrnberg ）であった。前の2 都市はいうまでもないが，

ニュルソベルクはとくに東地域との拠点として重要であったばかりでなく，販

売活動のほかにこの地のとくに金物製品の購入が会社にとって重要な仕事であ

ったからである。ここに支店がおかれ，しかもその代表者には長い間ペーター

・フォン・ワット（Peter von Watt ）自身が従事していた。このことによって

もその重要性がうかがえるであろ う。ニュルンベルクがこの会社にとって重要

な位置を占めていたのは，例えばこれから扱うスペイン市場などにおいても多

くのニュルンベルク商人がディ―スバッハ・ワット商事会社の取引にかなり集

団的に参加していることなどにも示されているが，以下この会社そのものをテ

ーマとしたものとしては唯一の文献と思われるH. アマソ（Ammann ）の著作

によって9) ザソクト・ガレソからスペイン市場までの取引を追っていきたい。

もともとフラV  ス南部からスペインにかけては，南ドイツ商人一般の活動で

伝　ロープ川流域とフランス南部さらにピレネー山脈への地域に重点がおかれ

ていた。ローマ教皇のアビュヨン（Avignon ）での捕囚時代であった14世紀前

半期にはこの方面にかなりの輸出がなされていたがそれの延長としてスペイン

への通商も盛んになった。会社の関係でこのルートを追ってみると，最初の取

引地ともいえるスイスのフライブルク（Freibui・g im Uechtland ）でNiklausvon Diesbach 

自身が取引を行なっているし，さらに会社の商人Peter Scho-pfer

が1442 年にこのフライブルク（Freiburg ）に旅し,   1445年には自分の父
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親 宛 に商品を 送付している。次の取引地 のジ ュネーヴ（Genf ）では この会社はNiklaus

von Diesbach の 時 代に常駐 の支店を設置してい た10)。Niklaus に よ

る営業は1428,  1430,  1431 年に も確 認されている。 Peter Schopfer もし ばし

ばこの地の大市で取引を行な っ て い る。 また1445 年に はPeter Schopfer とWernli

とい う名の商人 の2 人 でこのジ ュネーヴ（Genf ） の 大市を 訪ずれ てい

る。さ ら に 同時期に 会社の使用人 コンラ ート・フ ォン ・キルヒエソ（Konradvon Kilchen

） と トーマス・フ ィシ アー（Thomas Fischer ） と がジュネーブ

（Genf ） を 通過し， 前者が西へ，後者は東 へ向っだこと も伝えられ ている。 ジ

ュネーヴ(Genf ） と並んで有名であ ったリョン （Lyon ） や フ ランス南部 とは

ニ クラウス・フォソ・デ ィースバ ッハ （Niklaus von Diesbach ） がお よそ30

年 間にわ たっ て取引に従事し ている。 また， このLyon からBurgund,  Paris,Rouen

な どに も取引が拡大され ている。

スペ インへ の通商路に沿っては,   Romans an der Isere とい う場所にPeterSchopfer

が2 度 その名前を 残し ている。 ローヌ川を下った アビュヨン（Avi-gnon

） に も会社は支店を設置してい た。 このAvignon 支 店 での取引について

は,   1443年に この支店が26 バ レソ （Ballen ） の麻 布を在庫として保管し ていた

とい う記 述が残っ ている。さらにロ ―ヌ川左岸のBouc で は ，この地 がスペ イ

ンへの海上取引 の積出港とし ての関係から，会社の関 係者がしばしば この地を

訪問してい る。 例えば1443 年 には このBouc か ら ベ ニ ス の カ レ ー船が南ドイ

ツ産麻 布を積 出し てい る。 会社 の商人Peter Schopfer もこ の地を 訪れている。

また，アビニョン （Avignon) か ら バルセロナ（Barcelona ）に 向け て直接ロ

■   ■   ス川を下 るルートでは,   1444年に 一度利用され， スペインに商品が運送され

た。

Montpellier,  Perpignan を 径 由し て陸上から スペ インに至る陸上通商路も，

バルセロナ（Barcelona ） を 第一の目的地 とし て会社がし ばしば利用 し た。 こ

の途中のMontpellier に つ いては例えばPeter Schopfer の 手紙な どに何回も

記録され ている。 さらに1442 年 に はPeter が バ ルセy・ナ（Barcelona ） に 向け

てこの地を通過してい るし,   1445年 には 同じ くPeter Schopfer が 会社 の使用
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人であったWilhelm Geltinger なる人物の死亡のことを連絡してきている。

スペインでのディースバッハ・ワット商事会社の活動は想像以上に大規模な

ものである。 Katalonien とArgonien,    Valencia などが主な活動場所であっ

た。もともとスペインでの南ドイツ商人一般の活動は14世紀から始まっており，15

世紀後半期にはバルセロナを中心とする各地の都市との取引が最盛とたった。

上述したようにすでに1380 年にはこの地での取引が開始されていたが，とくに1425

年以後からの関悦帳簿に11）ドイツ商人およびディースバッハ・ワット商事

会社の取引がかなり詳細に記録されているのである。

これらの関税帳簿に,   1428年から1445 年にかけて商事会社の代 表とし て，Gaspar

de Vat の名が登場している。これがディースバッハ・ワット商事会

社であったかどうかは不明なのであるがH. アマソ（Ammann ）は，すでに当

時Niklaus がバルセt=・ナに支店をかまえ ていた こと，しかもNiklaus の死

（1436年）の直前にその支店の長がKaspar Ruchenacke なる人物であったこ

と，しかもこの地に会社が独自の社屋を所有するまでになっていたことなどか

ら，このGaspar de Vat をザンクト・ガレンのKaspar Ruchenacker と同

一人物であるとみなしている。したがって会社の活動の足跡をこれに求めるの

である12）。

これらの関税帳簿を総括したH. アマン（Ammann ）の研究によると，ティ

ースバッハ・ワット商事会社のバルセロナ（Barcelona) での，またバルセロ

ナを経由した商品流通は表3-1 の通りとなる13）。この表に示されている通り，1428

～45年の間にかなりの増減はみられるものの,   1443年のピーク時のおよそ1

万8, 000バルセロナ・プフソト（Bai'celona Pfund ）まで，かなりの上昇趨勢

を示していると言える。スペイン（Spanien ）への輸入品に対してスペインか

らの輸出品の額が全般的に高いことは，当時のスペイソー南ドイツ間貿易が常

にドイツにとって入超であったことを示している。スペインへの輸入品の大部

分が麻織物（Leinwand ・ Barchent）であったとしても， スペインからのサフ

ラン等を主とする輸出品の額がはるかに上まわっていたことは，この会社の仲

介商業的性格をもそのまま示すものとみることができる。



表3-1　 ディースバッハ・ワット商事会社によるスペイン市場での取引（1428-1445 年）

（単位：バルセロナ・プフソト）

年 �
バルセロナ ���ア ラゴニア及び カタロニア ���バルセロナ（特別取引） ��� 全　　　　 体

�輸　人 �輸 出 �合　 計 �輸入 �輸 出 �合　計 � 輸　入 �輸　出 �合　 計 � 輸　 入 � 輸　 川 � 合　 計

1428

1429

1430

1431

1432

1433

1434

1435

1436

1437

1438

1439

1440

1441

1442

1443

1444

1445 �827.

―214.

 -1,104.

－1,794.

－164.

 ―1,193.-817.

－374.15510.

－2,480.

 ―1,101.-1.188.

 ―2,979.

 －3,403.

 - �568.

－1,636.051,113.101,344.

―949.104,016.103,

 277. －1,316.152,617.10151.10734.

－2,

 743.10342.

－1,836.

－5,

 6S2. －8,

 917.154,

 349.10 �1,395.

－1,850.051,113.102,448.

－2,743.104,180.104,470.

 －1,316.153,434.10151.101,108.153,253.102,

 822. －2,

 937. -6,

 870. -11,

 896.157,752,10�990.10 �782.

 －3,

 256. －1,809.

 －2,

 690. -3,764.

 －2,093.05960.-1,044.

－2,

 622. －2,714.103,

 3Q7.1012,963.103,

 916. －4,153.155,757.

 －2,

 503.104,870.05�782.

－4,

 246.101,

 809. ―3,764.

 －2,093.05960.

－1,044.

－2,622.

 －2,714.103,367.1012,

 963.103,916.

 －4,153.155,

 757. -2,

 503.104,

 870.05�2,144.

 －3,

 980.103,010.

 －1,062.

－504.

－ �50.

－1,390.

 － �2,144.

－3,

 980.103,060.

 －1,062.

－1,864.

－ �827.

－214.

－99).101.104.

－1,791.

－161.

 -1,193.

－817.

－2,144.

 ―4,

 355. 053,

 520. ―3,

 542. －1,605.

－1,188.

 
―2,

 979. ―3,

 403. － �568.

―2,

 418. 054,

 369.103,153.-3,

 639.107,780.105,

 370. 052,

 276.153,651.102,

 773.103,448.106,161.-13,

 305. ―7,142.

 -9,

 835.1514,

 674.156,

 853. -4.870,05�1,395.

－2,

 632. 055,

 360. －4,257.

 －5,433.107,944.106,

 563.052.276.154,468.104,917.107,

 803.159,

 681. -16,

 847.108,747.

 －11,023.1517,653.1510,

 256. －4,

 870.05

�18,148.15�41,595.05�59,744.－ �990.10 �59, 266. 05�60, 256.15�10, 700.10 �1,440. ―�12,140.10�29, 839.15�102,291.10 �132,131.05

出典:Ammann,  Hektor,  Di・e Di・esbach- Watt-Gesellschaft, S. 71.
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このディースバッハ・ワット商事会社の貿易活動が南ドイツ麻織業圏全体の

活動のなかでどのくらいの比重を占めていたかについては残念ながら明らかに

することはできないのである試　K. ヘブラー（Habler ）が発掘した関税表の

解説によれば，このバルセロナの関脱表（1425～40年）に示されているドイツ

商人のうちで一番取引額の多いのはラーフェソスブル ク（Ravensburg ）のフ

ソピ ス（Humpisgesellschaft ）会社で，およそ総額の半分を占めている。次に

は同じくラーフェンスブルク（Ravensburg ）の上述した「大ラーフェソスブ

ルク商事会社」（die GroBe Ravensburger Handelsgesellschaft ）がつづき，

このディースバッハ・ワット商事会社は第3 位にランクされている14)。したが

って，この会社がこの経済圏を代表する商事会社であったことはもちろん，ザ

ソクト・ガレソの麻織物輸出では群を抜いた高い業績をなしていたことが当然

考えられるのである15） しか乱　これらの数字はディースバッハ・ワット商事

会社の取引のすべてを網羅するものではない。とくにバルセロナからの輸出品

の場合，実際の輸出の量の4 分の3 以上はここに記入されていないとも考えら

れているから16） その点を考えれば，この貿易のドイツにとっての入超の割合

が一屑大きくなるのではあるが，しかしそれだけ取引量は多かったと考えられ

るのである。

関税表の輸入欄は南ドイツなどからの輸出品を意味するものであるが，その

うちどのくらいの割合で麻布が取引されていたのかの詳細な数字は明らかでな

い。ただほとんど大部分が麻織物で占められていたことは想像にかたくない。

麻布商品輸出の例として1 度だけであったが1 年に120 バレソ（Ballen）,額に

して5, 000 ライン・グルデV   （rheinischen Gulden ）もの麻織物が陸上運送さ

れてこの地に輸入されている事実がある。このときの最大の供給者がザソクト

・ガレソなのであった17）。さらにバルセp ナより手前のPerpignan でも1439/40

年に120 バレソ（Ballen）以上の麻織物（Leinwand とBarchent ）をGasparde Vat

の取引として通過させた記述も存在している1‰ さらに1443年には92

バレV    （Ballen）,約4,000 ライ■y ・グルデンのザソクト・ガレソ産麻布がスペ

インに向けて輸送され，会社のPeter Schopfer がBouc 経由で陸上と海上か
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ら の 輸送を 指揮し ている19)。

麻 織物以 外では上述したよ うに ニュルンベル ク産金属製品 があったが，その

比率は麻布に比較すればそれほど大きくはなかったとお もわ れる2≒

スペ イV   （Spanien ） か らド イツへの輸 出商品 とし て デ ィースバ ッハ・ ワッ

ト（Diesbach-Watt ） 会 社が取扱ったものはサフ ラン （Safran ） が 第一であ っ

た。 この取引で重要な地 域はSafran の 産 地であ った アラゴニ ア（Aragonien ）

であ った。 1430年 に はこの地 での最初の輸出の事実が記録されている。 この地

域の中心都市サラゴ ッサ（Saragossa ） に 会社 の支店がおかれていたと い う確

証はないが，し かしH. アマソ （Ammann ） は この地にNiklaus の息 子が滞

在していたことなどから，こ の地での支店 の存在を推測してい る21） 会社が収

扱った スペ インから0 輸 出商品の うちでこのサ フランの比重は10 分 の9 とい う

高い割合であ ったと推測されてい るが22） 会社 のスペ インから の輸 出品の額が

異常に高い ことな どからいっても， またさら に そ の他 の輸出品が藍（Indigo ）

や 水綿 （Baumwolle ）, 香料 （Gewiirze ） 等23)に す ぎなかったことから考えて，

それは十分考えられるところであろ う。 また会社はバレンシ ア（Valencia ） で

はサフランの代 りに乾燥した果実な どを輸入品の中心とし ていた2‰

すでに上に見た ようにデ ィースバ ッハ・ワット商事会社 のスペ インでの貿易

活動は 南ドイツ麻職業圏を 代表する地位を占めてい た。例えばバルセロナに支

店を もち，しか も2 人 の社員を常駐させて取引に従事させておい た会社はこの

ほかには多 くはなかった。 バルセ ロナでの取引 で，商品売上 高におい てこの会

社以上 の業績を示してい るのは，この麻織物経済圏最大の「大ラ ーフ
ェンスブ

ル ク商事会社」以外にはなかった25）。 デ ィースバ バ ヽ・ワット商事会社にとっ

ては スペ イン市場だけが活動の場ではなかったが，しかし スペ イン市場が会社

に とって営業の基幹的構成部分であったことに よっても26） この会社による販

売活動はザソ クト・ガレソ麻織業に とっ て不可欠の生 存条件ではなかったか と

思われるである。

注

1)    Peyer, H. Conrad,  Lein扨andgewerbe und Fernhandel der Stadt St.  Gallen von
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Anfiinge bis 1520,   S. 32.

2）Peyer,  H. Conrad,  a.a.O., S. 57.

3）ebenda.

4）Schulte,  Aloys, Geschichte der GroBen Ravensburger Handelsgesellscha几1380

～1530  S. 512. 又， このDiesbach-Watt 会社 の解体は1450 年代とみられているが，

取引上の史料の最後のものは1451 年 のものである。解体後Watt が自立して貿易取

引を行なった形跡もある。　Ammann,  Hektor,  Di・e Diesbach-Watt-Gesellschaft, S.74.

お よびPcyer,  H.  Conrad,  a.a.O,, S. 7.

5） このきっかけはPeter とHug とがNiklaus のDiesbach 会社に雇用されたこと

によってはじ まった。当時は2 人ともさしたる財産の所有者ではなかったが， 父親Konrad

の死などによってHug von Watt はSt.  Gallen でも1,    2を 争う高額富

裕市民となった。Ammann,  Hektor, Die Deisbach一Watt-Gesellschaft, 1928.   S. 23-24.

およびPcyer,  H. Conrad, a.a.O・，巻末納税表参照。

6） ただAmmann は1418 年 のBreslau での取引で,   Peter von Watt が代表してい

る会社がおそらくこのDiesbach-Watt 会社 ではなかったかと推測し てい る。これ

をとれば設立は1410 年代にまでさかのぼることになる。 Aramann ， Hektor, a.a.O.,S.

 30-31.

7）Ammann,  Hektor, a.a‥O., S.  30.

8）Amraann,  Hektor, Die Wirtschaftsstellung St. Gallens，S.  165.

9）Ammann,  Hektor, Die Diesbach-Watt-Gesellschaft，S. 62 斤。

10）Niklaiis はGenf で取引をおこなったさい，一度は3,500 Schilt の損失をこう

むるなどしているAramann,  Hektor,  a.a.O., S,  6t).

11)　Barcelona の関税帳簿は前述したようにドイツ商人による輸出入の記録で1425-45

年 までである。その後のものは, 1467-80年 の記録でその間も完全に収録されてい

るわけではない。もう一つの関税帳簿はドイツ商人のKatalonien とAragonien で

の取引の一部が記載されているもので1425-45年である。　さらにはもう一つ1437-41

年 のドイツの商事会社の特別会計簿（Sonderrechnung ）も存在していろ。Ammann,Hektor

，a.a.O., S. 68-69.

12） さらにNiklaus の3 人 の息子の末子のHans が1430 年を こえた頃にBarcelona

で商業の徒弟教育を修了しているが，このことも裏付けとなる。この当時Barcelona

は多くの南ドイツ商人の子弟の職業教育の場でもあり，多くの商人見習い生（Lehr-linge

）が滞在していた。 Ammann, Hektor,  a.a.O., S. 69. および73.

13）Ammann,  Hektor, Die  Diesbach-Watt-Gesellschaft, S. 71.

14）Habler,  Konrad,  Das Zollbuch der Deutschen in Barcelona （1425-1440 ）undder Dcutsche

Handel mit Katalonien bis zum Ausgang des 16. Jahrhunderts,
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 Wurttembergische Viertelj 此rshe μe,  X. Bd,,  1901,    S.  130-131. また ， ここ に

紹 介 さ れ てい るHumpis 会 社 の 取 引 内 容 がDiesbach-Watt のそ れ と 異な っ て， 輸

入商 品 の量 （つ まり ド イツ から の輸 出量 ） が か な り多 い 輸 出 黒 字 貿 易 であ る こと は

注 目に 値 す る こ と で あ る。 Habler, Konrad,  a.a.O.,  S,   141.

15 ） 例え ばBarcelona には 常 に2 人 の 常 駐 社 員が 滞在 し てい た こ と な ど も これ を 裏

付け てい る。 Ammann, Hektor,  a.a.O,,  S. 72.

16 ）Ammann,  Hektor,  a.a.O.,  S.  70.

17)    ebenda.

18）Ammann,  Hektor,  a.a.O.,  S.  74.

19)    Ammann,  Hektor,  a.a.O.,  S.  73.

20 ） 麻 織 物 以 外に は この ほ か フ ェ ルト 帽 （Filzhute ） が か な り の比 率 を 占 め てト だ 。S.

Ammann, Hektor,  a.a,O.,  S. 70-71. 又 ， 商 品 だけ でな くNurnberg の 商人 とDiesbach-Watt

会 社 と の 共 同 活 動 も行 な わ れ た。1443 年 と1447 年 に はDiesbach-Watt

会 社 の ス ペ イン で の取 引 に20 人 ものNiirnberg 出 身 の 商 人 が 加 わ っ てい る 。Wolfgang

von Stromer,  Oberdeutsche Untermehmer im Handel mit der iberischenHalbinsel

 im 14. und 15. Jahrhundert,  in  Fremde Kaufteute  auf der  iberischen

∬albinsel, hrsg. V. Hermann Kellenbenz, 1970,   S.  157.

21 ）Ammann,  Hektor ，a.a.O., S.  75-76.

22 ）Ammann,  Hektor,  a.a.O.,  S.  72.

23 ）Habler,  Konrad,  a.a.O., S.  332,339,341,342.

24 ）Valencia で は こ の 外に 砂 糖 ， 米 な ど も輸 入 し てい た 。 また 大 ラ ー フェ ン ス ブ ル

ク商 事 会 社 は こ こに 支 店 を 所 有し てい た ば か り でな く 砂 糖 精 製 所 （Zuckersicderei ）

まで 経 営し てい た 。 Ammann, Hektor,  a.a.O.,  S.  76.

25)    Ammann,  Hektor,  a.a.O., 74.

26）Ammann,  Hektor,  a.a.O.,  S.  77.

第6 節　ザンクト・ガレン商業の衰退と周辺都市の

商業発展

ザソクト・ガレソ（St.   Gallen）で当時，麻織物輸出に従事していた商事会

社はこのディースバッハ・   ワット（Diesbach-Watt ）商事会社だけではない。

例えばかつては「大ラーフェンスブルク商事会社」の共同出資者でありながら1450

年代にザンクト・ガレンに移住したモテリ(Motteli) 会社など乱　スペイ
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ンのGranada やAlmeria まで取引の足をのばし てい る1）。さらにルートヴ

ィッヒ・フォーゲルヴァイダー（Ludwig Vogelweider ）商事会社もスペイン

からイタy ア，ライブチッヒ，ハンガリーなど各地での活動が裏付けられてい

る2) そのほかホッホルーティナー（Hochrutiner ）会社や ツ ォリコ ーファー

（Zollikofer）会社もディースバッハ・ワット（Diesbach-Watt ）会社同様，ド

イツ，フランス各地の大市を起点として，スペイン，イタリアなどで活躍して

いたi）。

ところでこれらの会社の多くにi;15世紀後半に，つまりディースバッハ・ワッ

ト商事会社の活動がおとろえるに従って台頭したものであった。上述のモテリ

（Motteli）会社はラーフェソスブルク（Ravensburg ）から移住したも のであ

ったし,   Zollikoferはコンスタンツ（Konstanz ）から,   Hcchrutiner, Schittil

はAppenzellerland から このザ ソ クト・ガレソに移住してきたものであっ

た4) したがって15世紀後半のザソクト・ガレソの発展は ディースバッハ・ワ

ット商事会社の築きあげた貿易領域をその解体後に受け継いだこれらの諸商事

会社によって維持されていたということができる。

ディースバッハ・ワット商事会社の貿易活動は， スペイン市場の例で見たよ

うにザソク1,   .ガレソ一般の貿易範囲をほとんど網羅するものであった。この

ことはそのほかのヨーロ ッパ地域でもいうことができる‰　ところで,    15世紀

を通して発展したザソクト・ガレソ麻織業毛16世紀に入ると，とくに貿易面で

の衰退が顕著となる。代表的商事会社である犬ラーフェソスブルク会社の例に

見られるように，麻織物取引に従事する商事会社は活力を失ってくる。代って

アウクスブルクやニュルンベルク出身の商人や商事会社が台頭する6）。ジュネ

ーヴにおいてもこの傾向かはっきりみられる。例えば16世紀初頭にこの都市の

大市を訪問した会社の中では，ニュルンベルクのトゥッハー（Tucher ）やアウ

クスブルクのマソリッヒ（Manlich ）,メミソゲV   （Memming ）のツァングマ

イスター（Zangmeister ）やフォーリソ（Vohlin ）,などの台頭が顕著となって

いる"o   I6＼it紀末期になればこの趨勢は一層顕著と なる。例えば1579年9 月16

日にはじまるLyon の市場帳簿（Handels-register）に登録されている73のオ
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－ バ ー・ド イツ地方からの会社（Firma ）名に よって，当時どの都市 との交易が

頻繁であったかを 知ることが できるのであるが，その内訳では ニュルンベルク

所属の会社(Firma ）が24, ア ウ クスブル ク所属の会社（Handelsgessellschaft ）

が35 で ， この両者だけ でそ の8 割 以上を 占めるにいたっている。このほか では，

ウルム（Ulm ） の6, ス ト ラ スブ ル ク（StraBburg ） の6, コ ン ス タン ツ

（Kontanz ）, ケルン（Koln ） は それぞれ1 を 占めているに すぎない8）
。

このように， コンス タンツ， ザン クト・ガレソを中心とした南ドイツ麻織業

経済圏は,   16世 紀 に入ると顕著に構造上 の転換を示す。 貨幣取引を中心とする

南ドイツの初期資 本主義 の構造がこの期にいたると一層はっ きりと前面に出て

くることにな るのである。 次にこの南ド イツ麻織業経済圏最大の商事会社を輩

出した都市ラーフ
ェソ スブル クと，同じ く商事会社を 数多 く輩出した都市 メミ

ゲンにおける麻織物商業史を みたい と思 ‰

注

D　Ammann,  Hektor,  Die Wirtschaftsstellung St. Gallens,  S.   165.

2）Ammanii,  Hektor,  a.a.O.,  S.   166.

3）Ammann,  Hektor,   a.a.O 。S.   167.

4）Peyer,  H.  Conrad,  a.a.O.,  S,  7-8.

5）Diesbach ・Watt 会 社 の そ の ほ か の ヨ ー ロ ッ パ地 域 で の 貿 易 活 動 に つ い て は ，Peyer,

 H. Conrad, a.a.O ・, s. 28. 以 下を 参 照い た だき た い 。

6） 例 え ば1516 年3 月14 日 の 日付 で フ ラ ン ス 国王 フ ラン ツI 世 に よるLyon 市 を 訪ず

れ て い る ド イツ 商人 に 対 する 特 権 の 賦 与に さい し て 仏Niirnberg,  Augsburg の 商

人 やUlm,  Konstanz の 商人 の名 は 見 い 出 せ るが ， もは やSt.  Gallen　 の名 は 見 い

出 せ ない
 
 Pfeiffer, Gerhard,  Die Privilegien der Franzosischen Konige fur dieOberdeutschen Kaufleute in Lyon, in

  Mitteilungen    des　Vereins  fur Geschichteder Sladt

 Nur 幼>erg ，53.  Bd.   1965,   S、155.

7）Ammann,  Hektor,  Oberdeutsche Kaufleute und die Λnfange der Reformationin Genf, in Zeitschrift

 fur  Wi,rltembergische  Landesgeschichte,   1954,   S.  71ff。

8）Hees,  Karl Ver, Die oberdeutschen Kaufleute in Lyon im letzten Viertel des16.　Jahrhunderts,

   in   Viert両 前rschrift    fur Sozi ・al-und-Wirtschaftsgeschichte,XXVI

。,  1934,  S. 237.
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第4 章　ラーフェソスブルクにおける麻織業の

発展と商人・商事会社及び輸出市場

第1 節　 ぱじめに

第2 章のコンスタンツ（Konstanz ）や第3 章のザソ クト・ガレソ（SanktGallen

）を中心としたボーデン湖周辺の中世南ドイツ麻織業は，多くの中小都

市と周辺農村の生産活動とによって発展したものであったが，それらの中小都

市の1 つにこの章で扱うラーフェソスブルク（Ravensburg ）も加わっていた。

この都市は，上の2 つの都市ほど重要ではなかったが，しかし，大規模な商事

会社の活動の拠点という意味では，上の2 都市にけっして劣らない重要性を持

っていた。いわゆるこの都市における「大ラーフェンスブルク商事会社」の存

在である。

この商事会社は，当時としてはまれにみる長期間の活動（1380年～1530年）

を示した。その経営形態も，株式会社企業の発達史の上で極めて重要な形態と

して，今迄に多くの研究の対象とされてきたものである。貿易活動の規根毛お

そらく当時の企業としてはヨーロッパ1,2 に数えられるほどの大きさを持って

いた。そして，そうした活動の有力な基盤にこの南ドイツ地域の麻織業が在っ

たこと乱 すでに数多くの研究が認めるところである。

本章では，すでに多くの研究によって明らかにされているこの会社企業の企

業形態の面についてよりも，麻織物取引を中心とする会社の貿易取引に視点を

あてて，この地域経済圏の盛衰との関連性を求めようとしたものである。 16世

紀を転機としてしだいに停滞するイタリアを中心とする地中海経済圏の性質を，
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この溺ドイツの麻織業経済圏も共有していたと考えられるからである。

第2 節　ラーフェソスブルク麻織物商業に関する研究史

「大 ラーフェソスブル ク商事会社」 の研究の 第一人者はすでに上で もみ た よ

うにA. シ ュルテ（A10ys Schulte ） で ある。 彼の大著Geschichte der  GroBenRavensburger

 Handelsgesellschaft  1380 ～1530    I.I. Ⅲ （1923 年） に よってこ

の 会社に関する研究は 集大成されたとい えると思う。 もともと， この商事会社

を対象 とした研究はけ っし て 多 い も の ではなかった。 おそら く1890 年 にw.

バ イト（Wilhelm Heyd ） に よ っ て 発 表 さ れ た,   Die groBe　RavensburgerGesellschaft

 （T.G. Cottaschen Buchhandlung, Stuttgart ） が 最初であったろ

うと思われる。こ の著作で, w. バ イトは，会社の名称や起源， 指導者 とし て

の フソピス（Humpiss ）家 の商人やその他の商人 の活動を 明ら かにする と同時

に， 会社の活動を追究した。 対象とした地域は，ミラノ（Mailand ）,   ジ ェ ノア

（Genua ）, 中 部 イタリア， 南部 イタリア， スペ イン， ベルギー， オラン ダ， ド

イツなどに及んでいる。 さらに， 取引された主要商品や会社 の結末などについ

ても詳し い説明をしている。

このw. バ イト（Heyd ） の 研究の後,   1902年にA. シ ュルテのこの会社に

関する最初 の論文が発表された。Zur Geschichte der Ravensbui ・ger Gesell-schaft

 （in Wurtte 観bergische Vierteljakrshefte  fur  Landesgeschichte,    H. Jg.,1902,

   S. 96ff.） である。 この論文は, w. バ イトが追究し たベルギ ー・ オラン

ダ地 域へ の会社の貿易 活動に関する新し い史 料 を 紹 介 し た も の で， ケ ル ン

（Koln ）, ア ント ワープ（Antwerpen ）と の取引や， ブラバント地方の年市への

会社 の参加の事実などを示してい る。 また， ブリュージュ（Brugge ）で の2 つ

の史料 も紹介し， スペ インから海路を用いたフラン ダース（Flandern ）と の取

引の事実も示している。

こ うした ケルンや ブリュ ージ ュで発掘 された史料を も とに,  A. シ ュルテは

ラーフェソスブル ク商事 会社の研究を 開始した。 そし てそ の集大成は上述した
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年 の3 冊の大著， 論説だげ でもI,  n 巻,   800頁に お よぶ著作となって完成

された。 最初の研究がおそらく1902 年 の 論文であると思われるので，その問20

年 を越える研究 であった。ただ1902 年 の 「会社」に関する最初の論文が出る以

前に，A. シ ュルテに よる膨大な研究の蓄積があったことは言 うまでも な い。1900

年 に 発表されてい る725 頁 に お よぶ著作Geschichte des　mittelalterlichenHandels ttnd Verkehrs zivischen

 Westdeutschland und Italien  根it A 豺sschl双Bvon

 Venedig,  Verlag von Duncker &  Humblot,  1900, の第7 編 におい て，

中世後期の イタy ア ・ド イツ間の商品取引の状態を 明らかにし てい る。「大 ラ

ーフェV  ス ブル ク商事会社」につい ても，その第54 章において言及し， その後

の研究の土 台を すでにその時に築い てい たのである。

A. シ ュルテが対象 としたラ ーフェンスブル ク商事会社に関する史 料 は，シ

ュルテ自身が ケルンその他の都市で発掘した もののほ かに も，かな り多 くの部

分，長い歴史 の運 命をの りこえてそれ ぞれ の都市で保存されていた ものが含ま

れてい る。 後述する コンス タンツ （Konstanz ） の年代誌著述家の説明 に よる

と，会社 の主要な史料が 次のような運命を たどっ てシ ュルテの于に 渡されてい

る。つまり,   1530年 頃 に会社は解散したが，その時に過去の想い 出のためにと

会社の経理長 （Rechnungsfiihrer ） であ ったAlexius Hillesohn な る人物が会

社 の種 々の書類を自分の家 に持 ちかえ り保存しておいた。そして， この人物の

孫がサーレ ム（Salem ） の 修道院 （Cisterzienserkloster ） の修道僧となったこ

ともあって，結局，これら の書類は修道院 の 古 文 書 室 に持ちこまれ，長い間

そ こに保管されたままになっ て い た。その後,   1803年 に 諸教会の国有化(Sa-kularisation

） が実施 されたときにこ の修道院 も廃止され，それに と もなって

豊富な 史料がバ ーデン・ ヴュルテソ ペル ク（Baden
 wiirttemberg) 州 の カール

スルーエ(Karlsruhe ） の 州古文 書館 （General-Landesarchiv ） に 移管された。

しかしその際に もまだかな りの史料がこのサ ーレ ム（Salem ） に 残されたまま

であった。 ラ ーフ
ェソスブタレク（Ravensburg ） 会 社の史料はいお ばこ の 取 り

残された史料 のな かにその ままに放置されていたのである。 1911年 に カールス

ル ーエ（Karlsrulie ）の州古文書館長であった カール・オプサ ー（Karl Opser ）
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博 士 がこれらの 史料を 発 見し たときには， 開かれた ままで野鳥の巣 とかってい

た戸棚の中に， 放置された ままであった, と伝えられてい る。A. シ ュルテがこ

れらの史料を 手にし たのがこの1911 年 で あるから結局それ以後12 年 にわ たる研

究 のすえ,   1923年 の 大著 の発表 となったのである。翌年 の24 年 にA.  シ ュルテ

は同 名の論文を 『シ ュモラー年報』に発表し（Schulte,  Aloys,  Geschichte derGroBen Ravensburger Handelsgesllschaft 1380

～1530,    in  Sch推ollers ]a・hrbiich,

  Jg.,   48.,    1924,   S.   213ff.）, 史料 の源泉， 都市 ラーフェy ス ブル ク

（Ravensburg ） の発展の概要， 会社 の貿易圏，会社形 態， 会社 の解散な どにつ

い ての概略を 前年の著作 の紹介にそえて説明し てい る。

A. シ ュルテの大著はI 巻,   I 巻か 論説，第� 巻が史料 集で あ る。 第1 巻に

は 第1 編 から第6 編 までが収められてお り， それぞれ 「会社」 の成立，「会社」

の法的 ・経済的 組織，営 業上 の組織 と技術，「会社」の人事，「会社」の社会的

地 位と文化的役割， 取引市場， の説明にあ て ら れ て い る。第I 巻 には第7 編

「会社」の経営危既 解散， 競争会社， 第8 編　 通商路， 輸送， 保険， 第9 編

商品， 第10 編, 11 編 には 「会社」 の結末，第12 編 に貨幣・度量衡， の説明がな

されてい る。これらの内容のうち， とくにここで問題とす る地中海経済圏等の

取引市場は，第1 巻 第6 編であ る。こ の第6 編 は第1 部 イタリア，第n 部 スペ

イン， 第� 部 ロース川流域， 第r/ 部 オラン ダ・ベルギ ー， イギリス， ケルン，

第V 部 フラン クフルト， ニ ュルンベル ク及び北東地域,   ノルト リン グン 及び ウ

ィーン， 第 Ⅵ部 オーバ ー・シュワーベン及び スイスとなってお り，それぞれ詳

細な説明がなされている。

A. シ ュルテのこの大著0 出 版後,   1928年 エ マイヤー（Josef Mayer ） に よ

って，この「大 ラーフェソスブル ク商事会社」の概要とA. シ ュルテの研究の

経過な どが,   コ ン ス タンツの（Konstanz ） 年 代誌 （Bodensee   Chronik,    1928,17.

   Jg., No.  21-22,   S. 82, 86-87 ） に 紹介された。

わが国でもすでに 早くからこの「大ラ ーフェソスブルク商事 会社」の研究が

なされている。 大塚久雄教授に よる研究で あ る1)。 大塚久雄教授は，この会社

企業を主とし て企業形態 史の対象として取り扱われた。そ の後，北村次一教授，
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川 久 保 公 夫 教 授 ら に よ っ て ， そ れ ぞ れ 西 南 ド イ ツ の 麻 織 業 に 関 す る 諸 研 究 が 次

々 と 発 表 さ れ ， こ の 「 商 事 会 社 」 に 関 連 す る 経 済 構 造 に つ い て も 詳 し い 紹 介 と

説 明 が な さ れ て き て い る2 ）。

注

1） 大塚久雄教授論文「フッガー時代の南ドイツにお ける 会社企業」『経済学論集二2-4,

 1932年所収，及び『著作渠』第10巻，岩波書店，昭和44年所収。同著「株式会

社発生史論」第n 部， 中央公論社, 昭和22年，31頁以下，及び『著作集』第I 巻，

岩波書店，昭和44年,   238頁以下参照。

2） 北村次一教授論文「西南ドイツ都市の手工業規制」『社会経済史大系』 軋 中世後

期，弘文堂，昭和35年 所収。 川久保公夫教授論文「ドイ■y 『 初期資本主義』と麻・

綿織業の経済構造の特質」『経済学雑誌』 第39巻第5 号,    1958年所収， 同教授論文

「近世前期のドイツ繊維産業」『社会経済史大系』V, 近世前期，弘文堂， 昭和35年

所収，及び同教授著『ドイツ初期資本主義の経済構造n 法律文化社,   1961年など参

‰

第3 節 ラーフェソ スブル クの発達と麻織業の発展

中世の最盛期にはほぼ5,000人の市民を擁したラーフェソスブルク（Ravens-burg

）は，その起源を，12世紀にまでさかのぼることができる。そして，その

起源はかなり政治的な都合に満ちたものであった。8 世紀以来ドイツの王族で

あったヴェルフェ（Welfe ）家が， ラーフェソスブル クの近郊に在ったアルト

オルフ(Altorf ）の居城をこの地に移し，移り住んだことをきっかけとして，

この地が中世都市として発達したのである。1126 年のことである。そしてすで

にこの12世紀のうちに ヴェルフェ（Welfe ）家居城の商人定住区として発展す

る。つまり1152年には，「市（Markt) 」が存在し,   1180年頃にはこの都市の鋳

造貨幣（Miinze ）も存在していた。さらに，この都市の発展を推測させる材料

は，1214 年にこの都市の商人がジa:  ノア（Genua ）に絹の購入のために滞在し

ていたことで1） これに よっ てそ の頃までにこの町の経済的発展がかな り進

んでいたことを知ることが でき る。また，市壁の建設の年代は，J. ミュラー
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（Muller ） やH ．アマソ（Ammann ） の 説明では1200 ～1220 年 の聞に実現され

たとみられてい る の で2）， ラ ーフェソスブルクではすでに13 世 紀初期には， 中

世 都市とし ての形態を一応完成してい たとい うことができる。 また経済的な諸

活動の面からいえば，この都市ははるかそれ以前 の12 世 紀中期から 都市とし て

の活動を 開始し ていたこ とになる。 したがって，この南ド イツ地方ではこの ラ

ーフェソ スブル クの発達は， 近郊のメ ミソ ゲソ （Memmingen ） とほぼ同時期

であったとみることがで きる3）。

この都市は1191 年 に はホ ーにソシ ュタウフェソ（Hohenstaufen ）家 の所領 と

なった。そ のために， フリードリ ッヒ（Friedrich ） Ⅱ世や彼の息子がこ の都市

の居城を 訪れ， また，フ ィリップ（Philipp ）は ここ で宮廷会議(Hoftag ）を も

開催し たことがめった。そ の後，ド イツ皇帝空位 期間の後，国王から任命され

た オーバー. シ ュワーベV   （Oberschwaben ） 郡 長（Landvogt ）が 近郊のヴァ

イッ ブル ク（Weizburg ） に 居住するように な っ た。 そのため， ラ一フェソ ス

ブル クの政治的重要性は一層強 まることにな ったのである。

もともと， ラ ーフェソ スブル クは， 地理的 な条件から考えれば， コンスタV

ツや ウル ムなどの麻織業 と貿易の中心都市に 比べてはるかに不利であった。 コ

ンスタV ツ がボ ーデン（Bodensee)  湖 畔 の交 通の要所に位置し， ウル ムがドナ

ウ川の上流にあ り，しか もアルプスを越える通商路上に位置し ていたのに対し

て， ラーフェV  ス ブル クは，ただ， オーバ ー・シュワーベン地方のほぼ中心に

位置してい ただげに とどまっていた。 あえて商業通商路からみれば， ラ ーフェ

ソ スブル クがス イスから アルプスを越えて イタリア（Italien） に ぬける途上 に

あったことであ るが，し かし ボーデン湖やラ イン（Rhein ）川 ，ドナウ（Donau ）

川な ど，当時の主要 な交通手段の恩恵には何ら浴してはいなかったのである。13

世 紀の後半（1270 年 頃 ）から ラーフェソスブル クでは，新し い居住区が都

市の古い市壁を 越え て都市周辺に拡大された。 このこ とはこの都市の人口が増

加したこと，つ まり市の人口扶養の基盤となっていた政 治的諸要素に加え て，

手工業 及び商業の発達な どが顕著であったことを 推測 させ る。この 都市の外域

への拡 大に よって， 面積は25 ヘ クタールに達し たが4） 新し くは み出した 部分，
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つ ま りNeue Stadt は そ のまましばら くは 市壁 の外におかれた ままになってい

た。この新しい居 住区が市壁で囲い込 まれたのは ようや く14世 紀後 半に入って

からである。 1350 年頃 にそ の新しい構築作業が開始されている。 1353年 には 都

市内の家屋数は600 を 数 え，さらにその増加は1400 年 の ピ ーク時 まで続くので

ある5）。

こうした都市の拡大を 背景として 都市そのものの機能もしだいに整備され，

発展した。 ラーフ ェソスブル ク の 都市法は14 世 紀の前半期（1325/35 年 ） にそ

の存在がすでに確認されてい る6）。 また，都市の経済的発展を示す ものとし て，1353

年に この都市の商人がフラン クフルト（Frankfurt am Main ） の 大市取

引に登場し たとい う事実が残されてい る。

ラーフェソ スブル クの発達は， また教会の発展によって も促進された。この

都市の教区は もともと近郊の アルトオルフ（Altorf ） の教区に属し ていた。ラ

ーフェソスブル クがその教区から独立し て単独の教区を形成したのは1299 年 で

あった。そし てそ の後,   1335年 に はフランシ スコ会修道院が設置され,   1349年

に は カル メル会修道院がこの都市に入った。 これらを きっかけ として各地の修

道僧がこの都市を 巡歴す るようになり， このことがこの都市の商工業に かな り

の影響を与 えたとみられている7)。 加えて，近郊の ワイソガルテソ （Weingar-ten

） には ベネディクト派の修道院が， ヴァイセ ナ ウ （WeiBenau ） に はPra-monsti-a

 tenser 修道 院が，パ イン ト（Baindt ）に はシト ー派修道尼院が設置さ

れ， ラーフェンスブブレクの且商，貴族の子弟 との結びつきが一層促進されたの

であった。

社会福祉に関する面でみて も，都市の発展が うかがわれる。市民の1 人 であ

るホルバ イン（Frick Holbein ）な る人物が老齢者や貧窮者のための施設を 都市

に 寄付しているし， また ハイソ リッヒ（Heirich ）とい う名の市民が1408 年に 学

校を寄付してい る例もあ る8)。

ラーフェソスブル クは政治的に。も発達した。 オーバ ―・シ ュワーベン（Ober-schwaben

） の 他の都市と同様に， この 都市の行政と裁判権は，ごく初期 の時

代を除いて，つ まり郡の裁判所が行政をにぎっていた時代を除い て，都市領主
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（Stadtherr ）の手におかれていた。したがって，具体的な権力の行使者は，都

市領主に直属の上級官吏（Ammann ）や官吏（Beam  ten）であった。そして，

都市の一般市民の力が台頭する以前には，都市領主と直結していた行政府の長

（Amtfiihrer ）には，しばしば「大ラーフェソスブル ク商事会社」（die GroBeRavensburger Handelsgesellschaft

）の代表的人物を輩出するフソピス（Hu-mpis

）家出身の商人などが多く任命されていたのである9）。

この都市領主支配の状態は14 世紀末まで続いている。つまりそれまでは，都

市が所属する土地領主（＝封建領主）の支配をそのまま受けていたことを意味

する。ただその場合にも，都市領主は都市の上層のいわゆる貴族，大商人と結

びついてい た。そし て，この支配関係は，14 世紀の商業・製造業などの発達

を背景としてしだいに変動しはじめていた。例えば,   1383年には都市の裁判所

（Rat-Gericht）の権限が強化され，また市民による選挙も導入された1‰ また，1383

年から，それまでは都市領主や国王などによって任命されていた 行政 府

（Amt ）の官吏が年々交代するようにもなった。都市裁判所の権限の強化に よ

って都市の一般市民支配の伸張もうかがわれるが，しかし，財産や相続などに

関する裁判権は，まだ従来通り，都市領主の指揮する官吏の権限に属したまま

継続されていたII）。

都市領主と直結していた行政府の上級官吏も，しだいに一般市民勢力の台頭

によって後退しはじめる。すでに1220年頃には成立していた都市参事会（Rat ）

が1347/48 年には市長（Biirgermeister）を選出するなどかなり早くから市民勢

力が台頭したようにおもえるが，しかし一般市民の勢力がそのままこの都市参

事会に代表されていたわけではなかった。むしろ，上級官吏として君臨してい

た上層市民がそのまま都市参事会を構成し，一般市民のごく一部の意見がこの

参事会に加わっただけにすぎなかった。このことは，市長選出の上で最も強い

権限を持っていたのが「門閥商人ツンフト」（Geschlechterzunft ）であったこ

とにも示されている。都市市民の力が都市領主に対抗するようになるとはいっ

てもその支配は実質的にはほとんど都市領主の支配とは変らない一部上層市民

の手ににぎられていたのである。しかし，ようやく,   14世紀末頃から，上級官
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吏に 代って， 都市の指導的地位には， 市長直rn の 市庁局（Biirgermeisteramte ）

が 登場する。 都市内部の種 々のツンフト（Zunft ） も 行政単位とし て 組織化さ

れた。 当時， すべての都市市民は， 当時 存在していた8 つ のツン フト（Zunft ）

のいずれかに加入しなければならなかった12) 都 市市民を全体的に組織し，統

制していたこの8 つ のツンフト（Zunft ） の なかで， 政治的に も経済的 に も 有

力であった も の は，上にみた門閥 商人 ツン フト （Geschlechterzunft ） であっ

た。 この ツンフト （Zunft ） の 長（Meister ）は そ のまま自動的に 市長となった。

そのほかのツンフト（Zunft ）は ，それぞれ長（Meister ）を 都市参事会（Rat ）

に 代表として派遣し ていたが，政治力はほとんどなかったといわれている13)。

ただそれらのうちでも，織布匠ツンフト（Weberzunft ） は 他に比し て か な り

有力であった ）。 小売商ツンフト（Detailhandlerzunft ） は， 門閥商人ツンフ

トへ の商業職人層（Geselle ）な どをしめ出し て独自のグル ープを形成していた

ものであったが， このツン フト（Zunft ） は 指導者が直接市長の指揮の も とに

お かれており， マイスター（Meister ） を 持たなかったといわれてい る。

ラーフェソスブル クでは，他 の都市， 例えば コンスタンツなどにみられたよ

うな激し いツンフト闘 争はみられなかった。門閥貴族， 門閥 商人対手工業者の

対立は少 くと も表面的にはみられなかった。門閥貴族・門閥 商人に よる都市支

配が平穏に継続されていた のである。手工業者はこの門閥支配のもとで， 都市

運営に協力し てい たとみられている。 この政 治的に平和で平 穏な 自治体とい う

特色が， このラ ーフェソスブル クの発展に大きく貢献したことは疑いない。他

の都市には追随を 許さない大商事会社が設立 され，その活動の拠点となった最

大の条件はこの政治的安定であ った とみられてい る。

経済的な発展とともに， この都市は領主や国王 から種 々の権利を獲得し た。

繊維製品に対する度量衡検査の権限や度量衡検査局 の設立などは 市長の権限と

なった。 都市の関税権も1370 年 に 都市当局が手中に収めている。 さらに1400 年

頃 には貨幣鋳造権 も都市の権利となった16）。商業活動も活発 とな り,   1400年 に

は歳市が従来 より延長 されて2 週 間開催される ようになった とい ‰ また当時

は， このラーフェンスブル クに も大市取引 （Messe ）が 開催されてい たともみ
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られている16)。

ラーフェソスブルクの経済的発展の土台となった産業は，このオーバー・シ

ュワーベン（Oberschwaben ）地方の他の都市と同様に，麻を素材とす る繊維

業であった。麻布織布業（Leinwandweberei ）や粗麻布織布業（Hanfweberei ）,

麻綿交織布又はファスチアソ織布業（Barchentweberei ）などがその中心であ

った。　これらの麻織業については,   H. アマソ（Hektor Ammann ）の研究に

くわしく紹介されているが'",   1325年から35年の間に成立したとみられている

都市法にはすでにその活動が確認されており，また1330年以前に，ラーフェン

スブルク市民以外の織匠による麻織物の販売に関する規則や麻糸（Gain ）市場

に関する規則等が存在していたことが確かめられている尚。また,   1356年当時

用いられたラーフェソスブルク産麻布の印章（Zeichnung ）も発見されている。

さらに14世紀の後半にはこの都市にかなりのファスチアソ（Barchent ）織布業

が盛んとなり，それが都市の法律の記録の中にも見い出されている19）。

これらの麻織業以外には，製紙業（Papierfabrikation) もかなり発達してい

た。“すかじ 模様で，牛の頭のデザインが入ったラーフェソスブルク産の 紙

は，この都市を流れるロ―スバッハ（RoBbach ）川の水力を利用し，また亜麻

布製造のさいに産出される“繊維くず”が使用された。製造技術そのものは，

ラーフェソスブルクの貿易商人などによってイタリアやスペインから導入され

たものであったという。製造に従事していたのは専門の職人（Geselle）で，家

内工業として営まれていた。それらの職人の名が史料にも記録されており，1410

年のヴォルファーツホーファー（Wollfartshofer mit Heinz ）や1421年のク

ソツ（Cuntz W., ）,   1427年のゲルトリッヒ（Heinrich Geldrich ）などの名が

伝えられている2o）。

ラーフェソスブルクの麻織業も周辺の長村との分業によって成立していた。

ドナウ川の上流からアルプスにつらなる広い丘陵地に散在する農村から供給さ

れる原材料と，農村においてもなされた織布業が都市ラーフェソスブルク麻織

業の前提をなしていた。そしてそれら農村の麻織業と都市の麻織業との結合は，

主として商人やツンフト（Zunft ）が中心となって担当していた。麻布の織布
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に 対 する資金 の前貸の方法 も発達し， ツンフト（Zunft ） が 賃銀織布工 と 前貸

問屋商人との 間 を と り も ち， 毎年，秋 のマーチソ祭のときに 織 匠 ツ ン フト

（Zunft ） に よる共同の決済を行 うとい うシステムもなされていた21）。 その場合，

借入の対象とされてい た未納 の布の納入期限は新しい年の2 月2 日の聖はマリ

アの祝 日（LichtmeB ）と されていた。このほ か， 都市内部の営業は ツンフト規

制に よって織布作業に 種々の制限が加えられ ていたし，また商人に よる注文を ，

一人一人の織匠に代ってツンフト （Zunft ） が 一括して引受け，それを 各 ツン

フトメンバ ーに割り当りてるといったことも行われていた22) こ うし た稲 々の

規則や営業の方法などは ラーフ ェソスブル クだけでなくオーバ ー・シ ュワーベ

ンの他 の中小都市とほぽ同一の歩調を とっていたと思われる。例えば1476 年 に

ラ ーフェソ スブル クの織匠は， リソ ダウ（Lindau ）や ，メ ミソ ゲソ（Memmin-gen

）, ケソプテソ（Kempten ）,   ロ イトキルヒ（Leutkii・ch）, イ スニ ー（Isny ）,

ヴァソ ゲソ（Wangen ）, ヴ ァルトゼ ー（Waldsee ）な どの近郊 祁市と共同 の諸

規則を結んでい るから である23）。いず れにし ても，麻織業は 都市の重要な経済

活動であ り，またそれが都市の有力な財 源となってい たから2J) 都 市 当局によ

る種 々の統制政策の主要な対象とされていた のである25）。

中世都市の統制政策は麻織業以外に もさまざ まな分 野にみられるが，このラ

ーフェソスブル クでもこのほかに， 穀物輸 出やパソの供給に関するもの，食肉

や ワインの供給， 近郊河川 の漁業権に 関する ものなど，種 々なものが行われて

いた26）。

ラーフェンスブル クは，以上 のように， オーバ ー・シ ュワーベンの地理的な

特色を背景として，有数の麻織都市とし て発展した。そし てその発展は，この

都市を本拠とする当時世界1,2 の 大 商事 会社の活動に よっ て一層詳細に裏付け

られるのであ る。 次にそれをみてみたいと思 う。

注

1）Amman,  Hektor,  Die Anfange der Leinendustrie des Bodenseegebietes, in Ale-

四annisches Jahrbuch  1953,   Verlag von Moritz Schauenburg, S.  297.

2）Ammann,  Hektor,  Die Anfange der Leinenindustrie des Bodenseegebietes und
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 S.  364.

3） Λmmann,  Hektor,  Die Anfange der Leinenindustrie des Bodenseegebietes, 1953,S.

 300.

4）Ammann,  Hektor,  a.a.O 。S.  297.
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～1530,    S.  12.

6）ebenda.

7）Schulte,   A., a.a.O.,  S.   12-13.

8）ebenda.

9)    ebenda.

10 ） そ れ 以 前 に，例え ば1293 年 に ウル ム都 市 法に 市民 に よ る選 挙 か 行 わ れ て い た こ と
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 a.a.O.,  S.   13.

11 ）ebenda.
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も 存在 し てい た 。Schulte,  A.,  a.a.O. ，S. 13, 及 びAmmann,  H.,  a.a.O.,S.

  265.

13 ） 例 え ば1520 年 ま での 市 長や 上 級 官 吏 の リスト に よっ て ，い か な る 大 商人 で も こ の

門 閥 ツ ン フト に 加入 で きな か っ た 人 物 は そ れ ら の 要職 に は選 出さ れ な か っ た こ と が

確 め ら れ てい る。 Schulte, A.,  a.a.O.,  S.   13-14.

14 ）Ammann,  H.,  a.a.O.,  S.  265.

15 ）Schulte,  A.,  a.a.O.,  S.   14.

16 ）cbenda.

17 ）Ammann,  H.,  a.a.O.,  S.  251ff.

18 ）Ammann,  H.,  a.  a.O., S.   265.

19 ）edenda.

20 ）Schulte,  A.,  a.a.O.,  S.   15, Mayer,  J., Die Gro6e Ravensburger Handelsge-sellschaft 1380~1530,

   in 召odensee  Chr 朗ik,  1928,   S. 86.

21 ）Klaiber,  Ludwig,  Beitrdge  z もr Wirtscha 出politik  obersch 咄bischer Reichsstiidtei

川a μsgehenden    Mittelalter,   Verlag von W.    Kohlhammer,    1927,    Stuttgart,S.

 31.

22 ）Klaiber,  Ludwig,  a.a.O.,  S.  35.

23 ）Schulte ，A.,    Geschichte   des   mittelaterlichen   ∬andels und　Verkehrs,    1900,
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24）Klaiber,  Ludwig,  a.a.O.,  S.  24.

25） 例え ば こ れ ら の ほ か に も麻 布 の 漂 白 強 制は 年2 回,    6 月15 日の 聖 ヴ ァ イト 祭 と9

月8 日の マ リア 誕 生 祭 の両 日だ け し か お こな われ な か った 。 そ れ ら は すべ て 多 額

な 漂 白 料 を 徴 収 す る 必要 か ら で あ っ た 。　Klaiber,   L.,   a.a.O.,   S.   24.   また ， 麻 布

の裁 断 や 染 色 にっ い て も 都市 の 強 制 的 検 査 に よ って 統 制 され てい た 。 農村 か ら 運 び

こ まれ る麻 布 の 検 査 な ど も同 様 で あ っ た 。 さら に ， 都市 の 財 源 と し て の 必要 性 は，

例え ば1347 年 に 新 設 され た 市 庁 局 （Biirgermeisteramte ） の財 源 の 保 証 の た め に麻

織物 収 入 が 見 込 ま れ てい た ， こ と な どに も示 され て い る。Ammann,  H.,  a.a.O.,  S.265.

26） これ ら の 詳 細 に つ い ては,   Klaiber, L,  a.a.O., I. Teil ，S. 41ff. 参照 。

第4 節　ラーフェソスブルクにおける商事会社の

貿易活動

1　 大ラーフェンスブルク商事会社の設立

「大ラーフェソスブルク商事会社(die GroBe Revensburger HandelsD;esell-schaft)

」の活動期間は,   A. シュルテの著作の題名でも明らかなように，1380

年から1530年までとなっている。しかしこの設立年代も解散の年代も確かな

史実によって確かめられているものではない。設立はほぼ1380年頃であるし，

あるいはより正確にいえぼ少くとも1380年頃まではさかのぼれるという意味に

すぎないI)。また，会社の解散時についてもほぼそれと同じ解釈 であ る≒ た

だ，設立時代である14世紀後半は， 上にみたようにラーフェソスブルク(Ra-vensburg)

では都市の産業がかなり発展していたことは間違いなく，したがっ

てその経済的繁栄を背景としてこの商事会社が設立されたことは十分考えられ

るところである。

設立時から解散までの歴史がA.  シュルテによってなされた種々の史料の検

討と研究の結果であるとはいえ，不詳の点は多い。もともとこの「大ラーフェ

ンスブルク商事会社(die Grofie Ravensburger Handelsgesellschaf  t)Jとい

う名称自体が正式なものであるかどうか，通常の取引にそのまま用いられてい
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たかどうかさえ疑わしいのである。ただ会社の設立に関してラーフェソスブル

ク（Ravensburg ）のモテリ（Motteli）家出身の商人が中心となっていたこと

は疑いないであろう。 1337年に近郊のプッフホルソ（Buchhorn ）から市民権を

獲得してラーフェソスブルクに移住してきたウルリッヒ・モテリ（Ulrich Mot-teii)

が初代であったが，この家から出たフリッグ（Frick）か彼の息子のルドル

フ（Rudolf ）によってこの会社が設立されたという≒ そしてこの会社に最初

に加わったのはフソビス（Humpis ）家出身の商人であった。フンピス（Hum-pis

）家はウェルザー（Welser ）家の血をひく家柄でシュタウフ
ェン（Staufen ）

家に仕えていたが，その主人の計らいで14世期初期からラーフ
ェソスブルクの

上級官吏に任命されていた。 ハソス（Hans ）■フソピスである。 このフソピス

家の商人のうちで最も活躍したのがヘンギス（Henggis ）で,   1385年には 市長

となり,   1388年にはそのまま上級官吏の地位についていた。これらのフンピス

（Humpis ）家の商大たちの会社に対する貢献は大きく，それはスペインその他

の地におト て活動している会社の名称がほとんど“Humpisgesellschaft" とし

て表示されていたことにも示されている。会社の中枢をになっていたことはま

ず疑い ない。ただ残念ながら，これらのフンビス（Humpis ）家の商人がどの

ようなきっかけでもともとモテリ（Motteli）家の商人が設立したこの会社に加

かったのかその理由は明らかでない。

次に会社のメンバーに加おったのは，前第2 章で扱ったコンスタンツの且商，

ムソトプラート（Muntprat ）家の商人であった。ジュートフリート（Liitfried）I

 ≪まl408乍にコンスタンツ で営 な んでいた「ムントプラート会社」（Muntp-ratgesellschaft

）をこの「大ラーフェソスブルク商事会社」と合併させたので

ある。ただその後も彼はコンスタンツでは自己の取引を存続させることだけは

させていた。　リュートフリート（Lutfred ）I が自分の会社をすべてこ の「大

ラーフェソスブルク商事会社」に合併させたのはそのおよそ40年後の1447年，

彼の死の直前であった。

「大ラーフェソスブルク商事会社（die GroBe Revensburger Handelsgesell-schaft

）」の歴史は，こうした三大巨商によって共同経営された貿易企業のつな
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ぎ 合 わせ である。会社の企業形態などについ ては後 の節にゆずらなければなら

ないが， 最初から終 りまで今日みられるよ うな同一 の資本規模や，同一 の指導

体制で経 営されていた企業組織であったわけではなかった。

ただ， これら の， 当時の オーバー. シ ュワーベン（Oberschwaben ） を 代表

する三大且商は，相 互の婚姻を 通し て血縁的にも結びついていた。例えばそ の

一例を みると,   1422年 に コンス タンツで死んだハソス・ムソトプラート（HansMuntprat

） の 妻は フソピス（Humpis ）家 の娘であ ったし，ルドルフ・モテリ

（Rudolf Motteli ） は ムソトプラート（Muntprat ）家 の娘 ヴァルプル ク（Wai-purg

） を 妻としていた。 さらに， ムソトプラート（Muntprat ） 家 最大の商人

とい わ れ た リ ュ ート フリート （Liiffried）I が1408 年に 会社に参加したあ と1411

年 に ラーフェソスブル ク（Ravensburg ） の 市民権を 獲得し た が，そ の時

に市民権獲得の身柄 保証人をひき うけ てい た のが ルドルフ ・モテ})   （RudolfMotteli

） であった。

以上 のように， この「大 ラーフェソスブル ク商事会社」は オーバ-―    ・シ ュワ

ーベンの当時最も有力 な三 大巨商 の合同企業として営業を 行なっていた。当時

それぞれ個人企業的経営が一般的であったなか で，こ うし た結合が行なわれた

必要性を 見究わめることは容易ではないが， ラーフェンスブルクとい う都市の

規模や個人企 業の営業規模に 比して，この会社 の貿易規模， 販売市場の大きか

ったことが結局，こ うし た当時稀にみる大規模な共同経営に まで発展させたの

であ った と思われる。 そし て，その貿易市場の中心は， 当時 オーバ ―
    ・シ ュワ

ーベンの経済が結びついてい たa  ー ロ ッパ各地 の市場 のなかでもとくに イタリ

ア（Italien）・ スペ イン （Spanien ） と い う， 地中海経済圏であった。 以下，A

．シ ュルテの研究にもとづい て，こ の地中海経 済圏 との結びつきをみてい き

たい と思 う。

シュルテが設立年代を1380 年代としたのは次のような史料にもとづいている。1477

年の10月に会社は経営危機にみまわれ， 多くの使用人が会社をやめて競争会社を

設立させようとした時に，会社の指導者の一人のザトラー（Sattler）が使用人を前
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にし て会社の再建のために激励した。その言葉の中に,    "100年来つちかわれてきた

会社の信頼と存在”という表現かおり， それによって1380 年頃 とし た のである。Schulte,

 A., Geschichte der GroBen  Ravensburger Handelsgesellschaft, S.  17.

2）1530 年頃を会社の解放時とした ことに ついて，シュルテはバイト（Heyd,  Wil-helm

）の推測を継承したのであったが，種々の史料によってそれを確かめている。1525

年度 の決算用の書類が最後のものであるが， すでにその時に解散か考えられて

いた。しかし，その後1527 年の2 月 より6 月 まで， フランクフルトやニュルソベル

クに送られた商品発送の報告があり，なお活動の継続を裏付けてト る。　当時，　ニュ

ルソベルクやアントワープ，ミラノ,  ジ ェノア， ウィーンなどの支店は堅持されて

いすこ。すこだ同年1 月28 日付の手紙ではヒソダーオーフェソ（Hinderofen,   Hans) 一

人が取引の従事者（Trager ） として記されていた。そのほかには彼の2 人の息子が

参加していただけであった。　しかし，その後1530 年にもミラノでの活動が認められ

ている。 Schulte., A., a.a.O., S. 224-225.

3）Mayer,  J., a.a.O.，S. 86.

2　 大ラーフェンスブルク商事会社の貿易活動

①　イタリア地域

A. シュルテの著作では，ヨーロッパ各地の貿易市場につい ての説明は第6

編全部（第1 巻236～518 頁）があてられている。地域別では，上にみたように

イタリア地域，スペイン地域，ローヌ川流域地域，低地地方とイギリス地域，

ニュルンベルクとヨーロッパ北東地域，スイス及び南ドイツ地域，オーストリ

ア・ハンガリー地域に区別され，それぞれ会社の詳細な貿易活動が説明されて

いる。

会社の本店はラーフェソスブルクに設置されていたが，そのほか近郊のザソ

クト・ガレソ，コンスタンツ，メミングソの3 都市は会社にとって特別に重要

な役割を果していた。したがってそれらの都市には特別に有能な社員が配置さ

れていたという。貿易地域は上に見たようにヨーロ ッパ各方面にわたっていた

が，それぞれの主要都市には会社の支店（Gelieger) がおかれていた。 イタリ

アではベニス（Venedig ）, ミラノ（Mailand ）,   ジェノア（Genua ）におかれ，

コモ（Como ）には代理人（Posten）が任命されてい た。 スイスにはジュネ一

ヴ（Genf ）に支店があり，ベルン（Bern ）には代理店（Agenten ）がおかれて
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い た。 フランスでは リョン （Lyon ） と アビニョン（Avignon) に 支店がおかれBourgein-Bresse

とマ ルセ イユ近郊のBouc には 使用人 （Gesellen ） を 駐在さ

せていた。 スペインでは アラゴン地 方に3 つ の支店が置かれていた。 バルセロ

ナ（Barcelona ） と サラ ゴッサ（Saragossa ） と ヴアレンシア（Valencia ）であ

る。それらの主要 都市 のほかにトルトサや マリカンテ， ビルバ オなどに代理人

がお かれ てト だ。 さらに 低地地方 では ブリ ュージュ（Bi・iigge） に 支店かお り，

会社 の 末期には アントワープ （Antwerpen ） に も支 店 が 出 さ れ た。 ケ ル ン

（Koln ） に は代理店がおかれてい た。 このほか， ドイツ国内では ニュルンベル

ク（Niirnberg ） に 支店があり， またウィーン （Wien) に も支店があ った。こ

れら の支店には支店の長である支配人（Obmann ） が おかか， そ の下に経理長

（Rechnungsfiihrer ） が いた。ただ，上に 述べ た13 の 支店 もまたそれに 伴な う

人事 も，必らずし も会社 の設立時から解㈹寺まで常設，常駐していたわけでは

なかった。 支配人はもとよ 叫

によって紹介され ている1494 年 か ら1517 年 ま での人 事表（各地の支店 ・代理店

の経理長 名簿） でも，それぞれの任期は，3 年, 1 年,   32ヵ月,   20ヵ月 ，5 ヵ

月,    4 ヵ 月 など様 々であったu 。 また，同じ人物が各地 の支店を転 任した こ と

も稀では なか った。

以上のよ うにみる と，これら の支店の配置だけ から考えて も， この商事会社

が広 くヨ ーロ ッパ各地 の代表的 都市と貿易を行なっていたにもかかわらず， と

くに イタリア・スペ インなど，いわゆる地中海経済 圏との結びつ きを 重視し，

その関係を非常に強 くしていたことが うかがわれるのである。

⑤　べこス

イタリア市場での貿易は，ラーフェソスブルクからみれば，地理的にも，ベ

ニスよりもはるかにミラノやジェノアの方が有利であった。事実，ベニスとの

交易は，都市の規模や当時の貿易活動に占めるこの都市の比重から判断しては

ほとんど理解しがたいほどに，少ないものであった。一応支店が置かれること

は置力ヽれてはいたが，ほとんどそれだけの重要性があったとは考えられないく
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らいのものであった。

ベニスとドイツ商人一般との取引でみても，14世紀後半に フ ラン クフ ルト

（Frankfurt am Main) の商人がヴェストファーレン産の麻布を売却している

例があるが，このラーフェソスブルクの会社が南ドイツ産麻布を他の市場に対

してと同じように積極的に輸出することはなかった。もともと，ベニスには陸

路からと，またジェノアを経由して海上からとの2 通りの通商が考えられてい

たが，ペニス当局による，ラーフェンスブルクの商人に対してのガルー船を用

いてジェノアやバルセロナ，ヴァレソシア， ブリュージュなどと取引をするこ

とが禁止されていたた め2） ベニスとの取引にはかなりの抵抗があったように

考えられる。1 度だけ例外的にベニスからブリュージュヘラーフェソスブルク

の商人が商品取引を行なっているが，それ以外にはほとんどなかった3）。

オーバ―・ドイツ地方の商人でベ― スとの取引を行なったのはムントプラー

ト（Muntprat ）であった。モれも15世紀の初頭である。また，この時代にしば

しば各地で商業取引に活躍していた仲買商のウルリッヒ・イムホルツ（UlrichImholz

）が，このムソトプラート会社から麻布を仕入れ，ペニスで売却した事

実もある。1426年には イムホル ツは6,117 フローリン（florin）の麻布と藍

（Indigo）を仕入れている。また,   1426年から1429年，さらに1432年にわたって

彼が仕入れた麻布は1 万8,000 フローリソ（florin）にのぼっている4）。しかし

これはイムホルツ個人の取引であって「大ラーフェソスブルク商事会社」の取

引ではなかった。会社によるこのような取引の具体的な姿は残念ながら見い出

されていない。

「大ラーフェンスブルク商事会社」のベニスとの取 引では，一応,   1448年頃

が支店の活動としてのピーク時であったとの説明があるが，そのときの貿易の

状態やそれに至る，あるいはその後の状態について，具体的な説明を見い出す

ことはできない。ペニスにおけるドイツ商人一般の取引のなかでもこの会社の

比重がかなり低いものであったことは容易に推察できる。事実,   1475年に会社

は，ペニスにおかれていた有名なドイツ商館に事務所を設置してはいたものの，

そこには常駐の代理人一人さえも持っていなかったからである5）。
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ペ ニ ス と の 取 引 が 非 常 に 停 滞 し て い た こ と の 理 由 と し て ， 地 理 的 な 要 因 の ほ

か に ， 政 治 的 要 因 が あ げ ら れ る が ， ラ ー フ ェ ソ ス ブ ル ク の 商 人 に と っ て は ， 経

済 的 な 理 由 も 大 き な 要 因 で あ っ た 。 つ ま り 当 時 の ベ ニ ス に 代 る 市 場 が 後 述 す る

ミ ラ ノや ジ ェ ノ ア ， さ ら に ス ペ イ ン の 各 都 市 で 見 い 出 さ れ ， 十 分 な 仕 入 れ 調 達

が 可 能 で あ っ た か ら で あ っ た 。 香 辛 料 一 般 は ジ ェ ノ ア で か な り 満 た さ れ て い た

し ， 時 と し て 商 品 に よ っ て は む し ろ ベ ニ ス の 方 が 品 薄 で あ っ た こ と さ え も 報 告

さ れ て い る6)。 ま た,    1480 年 頃 に は 絹 や 木 綿 が か な り ベ ニ ス の 市 場 で は 不 足 し

て い た こ と や ， ス ペ イ ン 市 場 が 重 要 な 役 割 を は た し た サ フ ラ ン （Safran ） 取 引

で も ， ベ ニ ス は か な り 後 退 し て い た 。 こ れ ら が ， ラ ー フ ェ ソ ス ブ ル ク の 商 人 を

遠 ざ け た 理 由 で あ っ た7 ）。

⑧　 ミラノ

゛ニスよりもミラノの方が会社の貿易活動にとってははるかに重要であった。

地理的な利点と同時に南ドイツ商人に対して特権が与えられるなど，貿易活動

のための政治的配慮が多くなされていたためであった。ミラノの支店の存在と

貿易活動については,   1412年と1447年,   1459年などのものが確認されている8)。

また，ラーフェソスブルク商人のミラノでの貿易活動は1402年の取引が見い出

されている。

ただ，ミラノとの取引でかなり重要な地位を占めていたと思われるこのシュ

ワーベン産麻布の販売は，会社の営業のうちでもほんのごく一部を占めるにす

ぎないものであった。1480年と1481年に9 バレソ(Ballen),18 バレン(Ballen)の

麻布がそれぞれこのミラノに送られている。が，それもそのままそっくり再輸

出されている。 1510年にも7 バレソ(Ballen) がミラノを通過してスペインの

ヴァレンシアに運びこまれている。また1505年にはおそらく6 バレソ(Ballen)

がジェノアに持ちこまれたとみられている■J)。　これらの事実にもかかわらず，

ミラノでの直接の販売は見い出されていない。モればかりか， ミラノはオーバ

ー・シュワーベンのものではなく， オランダ産やChambery 産の麻布を「会

社」に注文した例もある1o)。
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麻布とならんで重要な商品であったファスチアソ織布（Barchent ）も南ドイ

ツのオーバ―-   ・シュワーベン産のものだけがミラノに運びこまれていたわけで

はなかった。逆に会社は，ミラノの地で製造された ミラノ産ファスチアン織布

をヨーロッパの各地域に，しかもかなりの量を輸出していた。詳しい数字は紹

介されていないが，ヨーロ ッパの北部にむけてかなりの量が輸出されているし，

また会社にとって有力な市場であったスペインに向けてもこれを輸出している。

例えば1471年にはサラゴッサ向けに， また1474年にはバルセロナの支店にむけ

て3 バレソ（Ballen）,   1478年にはリョン向けに仕入れてい る11)。 ヴァレンシ

アヘ向けては，毎回6～8バレン（Ballen）がここから輸出されていた。つまり

会社は，オーバ―・シュワーベン産のものに対してと同様に，このミラノの麻

織装を供給源として仲介貿易をも営んでいたのであった。　ミラノ産のファスチ

アン織布は黒色のものが有名で，ほかに白と灰色，さらに縞柄のものが扱われ

ていた。 1479年に，ジェノア支店の支配人がこのミラノ産の黒色のファスチア

ソ織布を売却した事例も存在している12)。

毛織物は1454年以来， ミラノの手工業者保護政策によって高級品の輸入が禁

止されていたこともあって，もともと大きな取引は行なわれていなかった。し

かしここでも，ファスチアソ織布と同じようにミラノ産の布の取引が行われて

おり，羊毛を原料とするStamette 織布（麻の糸と羊・毛の糸との交織布）がさ

まざまに染色されて売り出され，ラーフェンスブルクにも輸出された。特に，

この布を用いた「赤のズボン」は有名で，ラーフェソスブルクでも珍重されて

いたという。この布がスペインのヴァレンシアに輸出された事例もA. シュル

テによって明らかにされている。

ミラノの絹織業もこの会社の貿易活動と結びついていた。もともとミラノの

絹織業は1442年にフp  ーレンス（Firenze ）人によってこの地に導入 され移植

されていた。それが,   1460年には絹製品の輸入を禁止するまでに 成功してい

る13）。会社はこれらの製品の輸出に従事したが，それを示す詳細な史料は残念

ながら見い出されていない。

このほか，ミラノ産のダマスト（Damast ）織布やザムト（Samt ）織布（ビ
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 ―ド）な どを会社が各地に販売した ことが史料に確認されている。また， ミ

ラノ産の錦織布 （Goldbrokate ） が ケルンに も売却されてい る し，15 世 紀末に

は金 モール（Goldborten ） な ども取扱われ ていた。

大ラーフェンスブル ク商事会社は，このよ うに，かな りにわたって ミラ ノ産

繊維製品の販売に当っていたが，原材料の供給に も従事していた。例えば，上

の絹織業と結びつく養蚕業は もともと イスラム諸国の独占的産業であったが，

ミラ ノはそれを1470 年以 前に 導入し て い るU) 。 会社は ヴ ァレ ソシア産の絹糸

やアルメリア （Almeria ） 産 の絹 糸を買い入れ， さらに上質 のものを タッシナ

（Messina ） や カラブリこ ソ（Kalabrien ）か ら も仕 入 れてい る。 また原料 羊毛

は スペ イン産のものを とくにトルトサ （Tortosa ） な どか ら，さらに イギ リス

産の原料羊毛 も仕入れた。 また， スペ インからは羊や小 羊の皮革も輸 入した。

これは 羊皮紙(Pergamern ） の材料としても多 く用いられた ものであ った1≒

以上 のように 会社は ミラノの産業 とかな り結びついた活動を していたが， さ

らにその性質を強めてい るのが， ミラ ノにおける鉄・金 属業 との結びつ きであ

る。会社は，武器の仲介などに も加わったとみ ら れ て い る が，多 くは小型 の

鉄・金 属製品の輸出であ った。 例えば鉄製桶（Bodega ）を スペ インのヅアレン

シア（Valencia ）や サラゴ ッサ（Sal・agossa）, イ タリアの ジェ ノア な ど に 輸

出 し た 例 が あ る。 扱わ れ た 製品には針金 （Eisendraht ）, 針 （Nadeln ）,   釘

（Nagel ）, 鉄 鉢 （Schellen ）, 鋏(Scheren ）, 鎖（Ketten) な どが多かった。こ

れらの鉄・金属業に供給する原材料も多くが会社の手に よって供給 されたもの

であった。　ド イツ各地から多量の錫（Zinn ）や 銅（Kupfer ）が 持ちこまれるし，

真ちゅう（Messing) や 金 剛砂（Schmirgel ）も供給された。後者は金屈のつや

出しに用いられ ていた ものである。 各地からの供給だけ でな くミラ ノからの輸

出にも会社は従 事していた。 鉄や 真ち ゅうなどの販売で，ジ
ェ ノアへの例が紹

介されている。

以上のほかに 食料 品も扱われた。スペ イン産 の砂糖が ヴァレンシアから ミラ

ノに輸入されている。 また米の栽培が15 世 紀後半にP  V バ ルデ ィア（Lombar-dei

） 地 方に移植されたが，それ以前は スペ インから米（Reis ）が輸 入されてい
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だ。 イタリア凪の米飯であるRisotto はスペインから移入されたものであると

いう。また，ドイツへの米の栽培の移植はスイスのバーゼル（Basel）の市民イ

ノレミ　（Balthaser Irmi ）によってなされたといわれているが，会社はこの試み

には積極的に参加しなかった16）。また，アーモンドなどの果実類もとくにスペ

インなどから輸入された。またミラノへの塩の供給にも会社は参加した。この

ほか一般用品では，ワックスをジェノア経由でスペインのヴアレソシアからミ

ラノに輸入しているし，紙や本などをミラノからドイツへ，羊皮紙をミラノか

らジェノアへ輸出している。また珍しい品ではロザリオ （Paternoster） や黒

テソの皮（Zobelfelle）などがミラノに輸入されている。

以上のようにミラノでの取 引で，「大ラーフェソスブルク商事会社」はこの

地の主要な製造業であった鉄・金属業や繊維業とに深いかかお りを 持ってい

た。これらの産業の経営にこの会社がどの程度積極的に参加したか，残念なが

ら知ることはできない。しかし，これらの製造物を扱いヨーロッパ各地に販売

していたことは，会社の仲介商人的性質をそのまま示している。「大ラーフェ

ンスブルク商事会社」の営業は，少くともこのミラノにおいてみる限り， オー

バー・シュワーベン地方の麻織物製品の販売会社というだけではなかったので

ある。

この商事会社の貿易活動全般においてミラノがどれだけの重要な役割を果し

ていたかを知る1 つの手懸りに各地の支店とミラノの支店との資本の比較があ

る。1497 年の数字であるがこれによると，ミラノの支店は第3 位，つまり2 万5,021

フp ーn ソ（fl. rh）=8 万2,570 プフソト（Pfund ）を有していた17）。こ

れが1507年には3 万5,277フローリソ（fl. rh）=13 万7,000 プフソト（Pfund ）

に増加している。また1498年から1500年にかけての31ヵ月間の決算は34万7,490

プフソト＝10万5, 300-7 ロージン（fl. rh）を示し，年の平均にして4 万762 フロ

ーリソ（fl. rh）に達していたと計算されている18）。

ドイツ商人一般にとってもミラノがかなり重要な地位を占めていたことは容

易に推察できる。そのこ とを示す も のに，ミラノでのドイツ商館（Fondacodei Tedeschi

）設置の計画があった。この計画はベニスと同じようにミラノに
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ド イ ツ 商 館 を 建 設 し よ う と い う も の で ， 再 三 ， ミ ラ ノ の 国 王 に よ る 認 可 が 下 さ

れ て い た 。 こ れ ら の 推 進 者 の 代 表 に 「 会 社 」 も 加 わ っ て い た の で あ っ た が ， 結

局 実 現 は し な か っ た と み ら れ て い る19) し か し こ れ も ミ ラ ノ の 重 要 性 を 物 語 る

こ と の1 つ の 材 料 と す る こ と が で き る で あ ろ う 。

⑥　ジェノア

ジェノア（Genua ）はミラノ（Mailand ）と同様， オーバ―・シュワーベン

（Oberschwaben ）の商業にとって古くから重 要な都 市であった
 
 H. アマソ

（Hektor Ammann ）の研究では， ドイツ産麻布がジェノアの記録に載るのは，1214

年までさかのる20）。このことは南ドイツの麻織都市が都市としての活動を

開始しはじめたごく初期から地中海地域との交易に従事していたことを物語る。1204

年の記録とはジェノアの仲買人の契約書（Tarif）の記録である。それ以後

ジェノアと南ドイツ商人との貿易活動はますます発展している。そしてそのな

かに あって，「大ラーフェソスブルク商事会社」が指導的立場に立っていたと

みられるのである。

ジェノアでの「会社」の地位は特別に高いものであった。例えば,   1424年／25

年にかげて，ジェノアの都市当局の依頼で会社の支店がベニスと同じドイツ

商館（Fondaco dei Tedecchi ）の設置をこのジェノアに実現し よ うとし たこ

とがあった。この実現のた めに 会社の支店の商人はミラノとドイツにでかげ

たが，その費用はジェノア当局の負担でなされ ていたし，また，ドイツ商館

に使用するためにジェノアが多くの家屋を物色しそれを貸与する決定さえも行

なっていたのである。結局，このドイツ商館が実現したかどうかの確証は得ら

れていないが，モの企画と実現に会社の支店が指導的役割を果していたこと，

又，ジェノア都市当局がかなりの援助を提供し てい たこ とは疑いないのであ

る。

ミラノと同じようにジェノアで乱　この会社はオーバー・ドイツ麻織物の販

売活動だげに従事したわけではなかった。ジェノアの製造業との結びつきをみ

ると,   13世紀にルッカ（Lucca ）より移植され15世紀にジェノアで盛んになっ
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だ緋織業とのかかおりがある。ジェノアでは1432年に絹織業ツンフトが創設さ

れ，商人による前貸が行なわれ，経営は家内工業的に行なわれていたという。

この絹織業に会社は，とくに1477年のジェノア支店が再開したことをきっかけ

にして進出し，多くの製品を各地に再販売している。ビp  ―ドやダマスク織布

（Damasten ）を仕入れ，これを各地に輸出したのであ る。とくに ビロードの

取引ではその額はミラノよりも大きかった とみら れている。このほかに，錦

織布やタフタ織布（Taffet）も取扱われたが， 最も大きな 取引は 絹布CSei-dengewand

）であった。絹と木絹の交織布も輸出された。このほか会社は，ラ

クダ毛の取引に乗り出そうとしたがこれは失敗したと伝えられている21）。

ジェノアに対して会社はまた，ヨーFt ツパ各地からの種々の商品を供給した。

麻布はオランダ産の上質なものが入り，フランダース（Flandern ）からも種々

の繊維製品，シーツ類などが，またイギリス産の布も輸入された。南ドイツ地

域からはザソクト・ガレソ（Sankt Gallen ）産 の太あ や織麻布（Zwillich），

ウルム（Ulm ）からファスチアソ （Barchent ） 織布，また上述したミラノか

らもファスチアソ織布などが輸入された。スペインからも盛んで，サラゴッサ

（Saragossa ）やヴァレソシア（Valencia ）からシーツ類や上質布が輸入されて

いる22)。

繊維原材料ではジェノアには原綿（Baumwolle ）の輸入はほとんどなされて

いないが，スペインからの原料羊毛がとくにヅアレソシアやトルトサから海路

を利用して輸入された。 イギリス産の原料羊毛の輸入も一度だげ確認されてい

る。ヴァレソシア産の絹も輸入されたが，アルメリアやy ツシナ産の絹に対抗

できるほどのものではなかったといわれている。

ジェノアは会社にとって，とくに香料取引で重要であった。会社はこのジェ

ノアを香料取引の拠点としたと思われる。 ベニス（Venedig ）に代る地位をこ

のジェノアに求めたのである。ただこの香料取引も15世紀から16世紀にかけて

のいわゆる地理上の発見の影響を強くうけた。影響を受ける以前には，例えば1500

年にジェノアからフランクフルト（Frankfurt am Main ）の秋の大市に

積み出された香料の量は，総額3,400フp ーn ソ（fi.）にのぼっていた。 L802
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フ ロ ーy ソ(fl. ） の 胡根,    798 フp  ―リ ソ 阻 ） のシa  ーガ （Ingwer ）,   540 フ

ロ ―リソ(fl. ） の チョ一ジ（Gewiirznelken ）,   200 フロ ーリン（fl.）の-Ir タ ンシ

ナの実 （Zittwer ）,   92フ ロ ーリソ（fl.） のニ クズ ク（Muskat ）な どがそ の内訳

である23)。 し かし これが1503 年に なる と急激に減少する。 1503年 の 謝肉祭の大

市（Fastenmesse ）で はただチa  ージ（Gewiirznelken ）が送られただけ であっ

た。そしてそ0 時 にかなりの量示 フラン クフルトに 送られずそのままジ ェノア

に残された ままであ ったとい う24)。 こ れは明ら かに，すでに大西洋岸からラ イ

ン川（Rhein ） を 上 ってy  ス ボV   （Lissabon ） か らの 香料がフラン クフルトに

到 達していたことを 想わ せる。アント ワープ（Antwerpen ）の発展 と対照的 に

ジェノアは香料 取引から の後退を時代とともに余 儀な くされるのである。

バスコ・ダ・ガマ （Vasco ・da・Gama ） に よる第1 回 のインド航海の帰港は1500

年 の9 月 であった 。そし て有名な フッガ ー（Fugger ）,ウェルザー（Welser ）

を 中心とす るドイツ商人によるインドへの直接航海の企画がすでに1501 年 の春

には立てられてい る。 この企画に「大ラ ーフェソスブル ク商事会社」が加わっ

たかど うかは 明らかではない。A. シ ュルテ（Aloys Schulte ）は そ のことに 関

して史料に何の説明もない と述べてい る25）。

バス コ・ダ・ガマ の第2 回 目の航海の帰港は1503 年 の 秋で，一部の船が9 月1

日に到着している。 この時には， 第1 回 目がごく少量の物産を持ちこんだだ

けであ った のに対して， 大量の物産が 運 び こ ま れ た。1,500 ～1,600 カソ タル

（Quantal ）の 香料と4,000 ド ゥカ ーテV  （Dukaten ）のそ のほか のアジアの物産

が輸入された2≒ この9 月1 日 の帰港は船2 般 の到着であったが，そ のあ と10

月11 日に は バスコ・ ダ・ガマ本人が帰 着し た。総額1, 000, 000  クル ザド ス金に

当る3 万2, 000～3 万5,000 カン タル（Quantal ）の香料が（ うち2 万6,000 カン

タルが胡順） このときに運び こまれた。 これによって胡淑 の市場価格は 半落し

たとい う。 そし てそ の翌 春には上 の輸入品の うち1,400 袋 の胡檄と60 袋 の劣質

のショーif，20 袋 の チa ージ,    40袋 の 染色用木，50 ツ ェントナー（Zentner ）

の 肉桂がジェ ノアに 送 ら れ た。 同じ頃に シチ リア島からも100 袋 の胡檄がジェ

ノアに到着している27）。つ まり， リスボン（Lissabon ） からジ ェノアへの輸 出
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がはやくもこうして開始されているのである。

以上のような貿易の変動のなか で，「大ラーフェソスブルク商事会社」は，

フッガーの取引をうわまわる活動を示したといわれている。しかし，この後，

ジェノアの香料取引が急速に後退するにおよんで「会社」の活動もほとんど聞

かれなくなる。このあと「会社」に関するジェノアの史料は1505年の10月のも

のが確認され，少量の取引，例えば うるし類(Lack) などの購入があるだけで

ある。

「大ラーフェソスブルク商事会社」がこの商業上の変動に全然対応し なかっ

たわけではない。1507 年に会社はアントワープで胡淑の買付けを行なっている

し，それをフランクフルトの大市で売却することもしている'‰1505 年に成功

裡のうちに終ったドイツの有力商人によるインドへの直接航海以後,  リスボン

の重要性を認めて，会社はアウクス ブルクの商人ゴッセンブp  ート（Gossen-brot

）との取引を緊密にしている。 さらにアントワープにはハソス・エルソリ

ソ（Hans Ernlin ）なる人物を常駐させて香料取引に従事させもしていた。し

かしそれ以上に積極的な活動はなかったと思われる。

香料取引のほぼ見返りにジェノアへはドイツ産の鉄・金属製品などが輸出さ

れた。多くはニュルンベルク産あるいは経由のものであったが，鋼・真ちゅう

錫・銀などやその製造品であった。とくに銅の取引では会社は独占的な地位を

築いていたという。　ミラノからの鉄もジェノアに輸入された。ニュルンベルク

からの製品の多くは，例えば鉄鉢・鉄の器・真ちゅう針金などであったが，ウ

ルムからは金（Gold）も輸入されたことがあった29）。

このほかの商品ではジェノアからの輸出品にサソゴ（Korallen）があった。

会社がか なりの量を取扱ったと報告されて いる。 また真珠（Perlen）やその

ほかの宝石類（Edelsteine）,ダチ3    ーの羽根（StrauBenfedern ）なども取扱わ

れ，象牙の櫛が1 度輸出されている。このほか地中海周辺の特産物の仕入れ・

輸入にも会社は従事し，スペイン・ヴァレソシア産の砂糖を供給しているし，

アーモンド（Mandeln ）などを再輸出用としてこのジェノアに持ちこんできて

いる。さらに油（OI）やワックス（Wachs ）なども輸入した。 スペイン産の毛
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皮 類 も輸入されたが， バルセ ロナからのうさぎ皮 （Kaninchen ） が 多く，さら

に スペ インからの羊皮紙， 明借（Alaun ）, 金 剛砂（Schmirgel ） な どが介庫 の

在庫品 のリストのなかに 確認されている3≒

以上 のように，大ラ ーフェソスブル ク商事会社はジ ェ ノアとの交易を主とし

てスペ イン市場 との仲継地とし て重要 視していた。　ミラ ノと同様， ジェ ノアの

物産を 仲介する と同時に，スペ インの物産を イタリア・ドイツに輸出し，ある

いはドイツの物産を スペ インに輸出するその仲継所 の役割をこのジェ ノアに求

めてい たのである。

②　スペイン地域

スペインではイタリアにおけるよ・りもはるかに詳細な活動が明らかである。

ただし，会社のスペインでの取引は，そのほとんどが地中海側地域に限定され

ている。 ヴ’アレソシア（Valencia ）とサラゴッサ（Saragossa ）とバルセロナ(Barcelona

）の3 都市がその中心であった。このことが，特に地中海通商路を

利用した場合，ジェノアとの結びつきを強めることになったのである。陸上通

商路を利用した場合にはまた，その通商途上にあるロ― ス（Roune ）川流域都

市，南フランスやスペイン国境の各都市との交易を盛んにすることになった。

⑤　ヴァレソシア

ラーフェソスブルク（Ravensburg) の商人はこのヴァレンシアとの交易を

ミラノやジェノア以上に深く推進させていたといわれている。それは，もとも

とこの地が南ドイツ商人の子弟や使用人の商人業の職業教育の場とされていた

ことや，また近郊のイスニー（Isny）の市民が，ドイツに開始されたばかりの

印刷技術をこの都市に移植した，などという例にも示されている。一般的にみ

て， 南ドイツ商人にとってスペイン（Spanien ）はフランス・シャン ーニュ

市場の延長としての歴史をもつ重要地域であった。しかしこのヴァレソシアに

は，ドイツ商人はベニス（Venedig ）に存在したようなドイツ商館を所有して

はいなかった。ただそ れに 代わ るものとして,   1314年以後，ドイツ人用商館
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（Verkaufshalle ）を所有してい た。史料に認めら れる具体的なドイツ商人の

滞在は,   1445年のフソピス（Jos Humpis ）とワット（Kaspars von Watt ）,

ケルンからのヨハソ（Johann von Koln ）である31）。フンピスは「大ラーフェ

ンスブルク商事会社」を代表する人物 であ るし， ワットはザソクト・ガレン

（Sankt Gallen ）の代表的商事会社であるディースバッハ・ワット（Diesbach・Watt

）商事会社の代表である3≒ つ まり， 当時の南ドイツの2 つの代表的商

事会社の代表がこの都市に滞在し活動していたのである。

「大ラーフェソスブルク商事会社」のヴァレンシアでの活動は， ミラ ノと同

様にかなり政治的な優遇等を うけて行なわれ てい た。r会社」の数多くの支店

のうちでこのヴァレソシアの支店が最も安定した，つまり政治的に平穏な状態

におかれていたのである33）。

ヴァレソシアでの会社の取引については，年間を通しての史料は見い出され

ていないが，しかし個々の，部分的な取引などについてはかなり詳しい内容が

明らかになっている。例えばまず南ドイツ産麻織物の販売についてであるが，

ここでは会社が南ドイツの麻織物の販売会社であるという性質を明確に示して

いる。1472 乍にブックリソ（Diepolt Bucklin）という人物がヴァレソシア支店

用に,シュワーベン（Schwaben ）産ファスチアン織布14 バレソ（Ballen）,ザソ

クト・ガレソ産麻布を60 バレソ，ラーフェソスブルク産を40バレソ，このほか

の地域からのものを28 バレソ合計142バレソを注文し，なお，倉庫にはまだ48 バ

レソの麻布が保管されていたという。このほか彼は280 バレソの布（Canemas-serie,

   Burdat）も注文したが，倉庫にはまだ134 バレソを 所有し ていた3‰

つまり，ミラノやジェノアではほとんどみられなかった南ドイツ産麻布がここ

ではかなり前面に出されているのである。このことは1479年と1480年の史料に

おいても疑いなく見ることがで きる。 A. シュルテが示したままを表にすると

次の通りである。読みとれない表現もあるが原文のままを引用させていただき

たい（表4-1,   4一2参照''■））。

これらの表からみることができるように，ヴァレソシアに輸入されたものは

南ドイツ地方のザンクト・ガレン，ラーフェンスブルクやウルムの麻織物，ミ
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表4-1　 ヴ ァ レ ン シ アヘ の1479 年,   1480年 の 輸 入 商 品

(Einfuhr nach Valencia)

ヴァ レン シ アヘ 輸 入 さ れ た 商 品 �1479 年 �1480 年

Barchent  (von Mailand ）… … … … ……Barchent

 (St. Gallen ）Bonnette

 （Mailand ）… …… … … … ……

■＼" r, J  ̂1　f＼A °ln Aへ �Ballen　15

―14

ク　　24Kisten　lBallen　12

多　　28

ク　　　8

多　　　1

多　　　1

多　　18

タ　　　2Kisten　8Fafilein 18Kisten

6

Ballen　38

Unbestirarat

ク

Unbestimmt

ク

Lagel　　4

Quintal 28

Ballen　5

々　　　9

ク　　　5

ク　　157

ク　　　6

ク　　　5

－ �4

－6

－

－Unbestimmt4

  （anderes unterwegs ）'23

 （u. 534 Mafi ）24230

－Unbestimmt

－

－200 Stiick30

－35 Quintal

－

－10

一1240048nach d. WiUen d. Herren,Unbetimmt

Einsendraht   （Mailand ）… … … … … ……Nagel

  （Mailand)Nadeln und Scheren 

（Mailand) … ……Fil,

 Merceria und Bonnett （Genua ）HOH.Leinwand

（Bragge ）‥‥‥‥‥‥‥‥HochstraS

Leinwand （Brugge ）… ……P;

    ぶClr^^rAn

Pi I H。R 。l．。トQ

Spella, gluffa   （Brugge)RaHip rR

石祐σ小

A rra．l'Rr^;ασ。へ

Bonnetten  （Brugge ）Ratinger Scheren (Brugge)Messer von Briissel 

（Brugge ）…… …Leuchter

，Messer （Nnnberg ）‥‥‥‥‥Kupferplatten

  （Niirnberg ）Messing

 （Niirnberg ）Barchent von Cambrai

‥‥‥‥‥‥‥‥‥Barchent

von Ulm

Canemasserie （Lyon ）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥Burdat

  （Lyon ）Leinwand

  （Ravensburg ）… … … … ……Zinn

�Camps 399―401 �559 －568

出典:Schulte,    A.  Geschi・chte der Gro£en   Ravensburger Handehgesellschaft,   1380～1530 s.293.

   （ただし, 注l の説明は省略）

ラ フ か ら の 麻 織 物 と 鉄 製 品 ， ニ ュ ル ン ベ ル クの 鉄 ・ 金 属 製 品 ， リ ョ ン か ら の 繊

維 な ど が か な り の 比 重 を 占 め て い る が
， そ れ 以 上 に ブ リ=.  ー ジ ュ（Briigge ） 産

の 諸 製 品 が 多 ト こ と を 見 落 せ な い で あ ろ う 。 オ ラ ン ダ 産 フ ァ ス チ ア ソ （Barch-
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表4-2　 ヴァレンシアからの1479年,   1480年 の輸出商品(Valencianer

Λusfuhr)

ヴ ァレ ソシ アか ら 輸 出 され た 商 品　　　1　　　1479 年 ��1480 年

Reis in Ballen （nach Flandern, Genua ）Saflor in

Ballen （Flandern ）T^n

乙min      ('Plcin心rn"＼ �290634 －44422006

－10

－

－2

－300 Quint.

－3 Fardlein3 Fardel2 Ballen42 costal55

Zentner

－ �47*100

－150 rubb.30

－808

－1076100 Quintal

－

－

－

－

－26 costal54'12 Ballen

Melasse   （Flandern ）FaSleinMandeln in Ballen 

（Flandern ）Batafaluga in Ballen 

（Flandern ）‥‥‥‥‥A

 niQ ('Th^Iq nr。̂■r■n'^

nn卜 。ln    昌Rl、nHprn^

Weinbeeren   （Flandern ）WoUe

  （Genua ）Seide von Almeria (Genua

）Seidengarn von Almeria 

（Lyon ）Seide von Valencia 

（Gen.,  Fland.）………Hrana

Cnpiiiiaへ

Wachs,   （Avign.,  Genua,  Mailand ）… ……Zucker

  （Lyon,  Genua ）T

  。バcir     げこ。niiい

�883－997 Camps �410 －462

出火:Schulte,  a.a.O., S.292.    （ だたし，注5,6,7 の 説明は省略）

ent）織布や鉄製品も代表的商品であった。つまりこの資料からみただけで乱

少なくとも会社は，大西洋岸諸都市と，イタリア・スペインとの通商圏を両極

としながらその中間のドイツ諸都市やローヌ川流域都市との交易を行なってい

たということができる。輸入に関してはこれ以外に1503年と1506年のものも紹

介されているが，そこでの主要輸入品もやはり麻布と布（Canemasserie ）など

の繊維製品と鉄・金属製品であった。

次にヴァレソシアから会社が各地に輸出し た ものを表4-2に従ってみると，

ここでもフランダースが重要な貿易市場を形成していたこ とがわ かる。会社

は，スペインとフランダースとの相互の交易を主要なものとし，その間に位置

する各都市はあ くまでも通商途上の付随的役割しか果していなかったようにさ
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え みることができる。 ヴァレソシアから の輸 出品はそのほとんどが農産物，砂

糖などの食料 品， 絹， 羊毛など繊維原料や一部の製品に代表される。 製品の輸

出はご く限られたもので， 絹な どもアルy リ ア（Almeria ） な どからの輸 入品

が入っていた。

ヴァレソシア （Valencia ） の 製造業と の 結 び つ き の面 で会社 の諸活動をみ

ると， イタリアやド イツへ の輸 出産業となっ ていた精糖業（Rohrzucker ）を あ

げることが できる。　ここでは年 々お よそ6,000 カ ル ゴ（Cargo ）（=  10,000 ニ ュ

ルンベルク・ツェソトナ ー）が 製造されてい た。このサトウキビ栽培に会社は

乗 り出し，一時， 会社 自身の精糖工場 （Zuckerraffinierie ） も 所有し ていたの

である。そ の経営はおよそ数10 年 間続い ていた とい う36)。

そ の精糖 工場に雇用されてい た労働者は大部分が ムーア人であった。ここで

生産された砂糖は もちろん会社 の手で， フラン ダースやリョン，ジ ュネーヴ，

イタリアの各都市，南ド イツ， ニュルンベル ク， フラン クフルトなどに輸 出さ

れてい た。しかし， この精糖経営から 会社は1477 年に 手を ひい ている。 原因は

明らかでは ないが， ポルトガルによるマデリラ島（Maderira ）のサトウキビ栽

培によって会社がフ ラン ダース市場から追放された， とい うことがその要因と

し てあげら れている3≒ その後会社はこ の製品につい ては貿易だけに従事し，

完成品砂糖を仕 入れ ては売却した。

ヴァレソシ ア（Valencia ） の 絹織業も盛んであった。絹製品の輸出も前表に

示されてい るが，各地におよんでい る。ただド イツでの主要取引先であったニ

ュルンベル クとフラン クフルトの2  ヵ所への輸出が史料ではまだ見い出されて

いないとA.   シ ュ ルテは述べている。 このヴァレソシ ア産の絹だけでなくてア

ルメリアの絹もかな り取引されてい る。前表には リョンへの輸出の例が示され

ている。このアルメリアにはモテリ（Motteli ）家 では 取引のために使用人をお

い てト たとい ‰

前表にもみられるが， ヴァレソシアからは米も輸 出された。 会社は都市周辺

でなされていた 米作栽培にも介入し， アビニョンや リョン, フ ラン ダース，ニ

ュルンベル ク， ペニスな どに輸出した。 また南国特産の果実 も取扱った。 ワイ
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ソ（Wein ）の取引には参加しなかったが乾ブドウの実は取扱い，イギリス，フ

ランス，ドイツ，イタリアなどに販売した。そのほか染色材料としてアリカン

テ（Alicante）の町からSafflor が仕入れられ， またサフランはアラゴン地方

から仕入れられたものがここから各地に船て積出された。また，ワックスもア

リカンテで仕入れられ，原料羊毛もベニスやジェノアに輸出されている。この

ほか羊皮や子羊皮，一般皮革，なども輸出された。木綿布も量は少ないながら

取引されていた。ほとんど包装用に用いられていたとい^  38）。

以上のように，ヴァレソシアは，南ドイツの麻織業にとって重要な販売市場

を提供しただけでなく，従事する商人や商事会社に相当な仲介貿易市場を提供

していた。今迄みてきたヨーロッパ各地のほとんどの生産地からそれぞれの製

品を輸入し，このヴァレンシアの地からまた各地の市場に商品を積出した。 ヴ

ァレソシアからみた貿易収支は，A. シュルテの計算では，輸入の方が輸出の

額をはるかにうわまわっていたから，それだけ会社にとっては製品輸出市場と

しての性格を持っていたことになる。ヴァレソシアからの輸出品がほとんど農

産物であったこともこの性格を一層強くさせたともいえる。

上にもみたように会社はヴァレソシアの近郊のアリカンテ（Alicante）の町

との取引を行なっていた。上にみたように染色材料などが仕入れられているが，

そのほか一般的日用品がかなり取引されていた。時にはヴァレソシアを量的に

追い越すまでにもなったとの記述もみられる。南ドイツの麻布も売却されてい

る。そして，このアリカンテが「大ラーフェソスブルク商事会社」の取引網で

は最南端の市場であった。ただモテリ（Motteli）家は上にみたアルメリアにも

使用人をおき，さらに南のグラナダ（Granada ）にも代理商（Vertreter ）と支

店をも持っていたい 町　さらにマロルカ島（Mallorca) には1434年に会社自身

が代理人（Prokurator ）をおいていたということが知られている。

③　サラゴッサ

ヴァレソシアやアリカンテ，アルメリアが地中海に面していたのに対して，

サラゴッサ（Saragossa ）はエブロ（Ebro ）川をかなり内陸にさかのばった場
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所 に 位置し ている。この都市は とくにサ フラン（Safran ）の 取引と羊毛を代表

的交易商品 としていた。この都市に関しては1466 年に この地を旅行した ニュル

ンベル ク（Niirnberg ）の テ エツェル（Tetzel ）とい う名の人 物の手紙などが史

料に残されてい るが，当時商取引がかな り盛んであ ったこ とが 伝 え ら れ てい

る4≒

サラゴ ッサ と南ド イツ商人 との取引の内容は1430 年 の ものが残されてい る。

表4-3　1430 年 のドイツ人及びサブオイ人のサラゴッサでの取引額

（Tabelle iiber deutschen und savoyischen Handel im Jahre 1430 ）

�翰　入　額
(WertEinfuhr)

以,3  磯 �

輸出（サフラ
ン）（AusfuhrSafran
）

包unc.  quart�

輸　 出　額(Wert

Λusfuhr)
召　β　7 �

柿入・輸汁i総
額(Wert Ein-u.
Λusfuhr)

収　β　j

D Humpis und Johann Franch

Humpis und Boxallo ………D

Kaspar von Watt …………D

Johann von Koln …………D

Snarlelli �1820.

 16. －

－900.

 16. －1186.14.

―692.

  8.－

－

－

－

－740.

一 一

－

－317.

― 一

－

－69.

一 一8.

－ －

－12.

― 一 �8441.

   3.   2.2747

、2.   3.4719.

   8.―2481.

一 一2479.

  2.－1947.

一 一1653.

一 一1450.

 ― 一1160.

一 一

－560.

一 一360.

－

327. 一 一116.

一 一

－52. 60.

一 一

－ �7205.

 10. ―2289.

   3.   4.4029.

   6.11.2224.

 18.   －2042.

   9.   4.1894.

  5.－1730.

一 一1250.

 18.   8.995.

― 一

－454.

   6.－397.

一 一

－278. 116.

一 一

－52.

一 一50.

一 一

－ �9026.

   6. －'2289.

   3.   4.5028.

   2. W3411.12.

－'2734.

 17.   4.1894.

   5.－1730.

― 一1250.

 18.  8.995.

740. 

454,   6.―397

一 一317.

― 一278.

116. 一 一69.

一 一60.

50. 

J O .一

D    Tnhann "Riff

D  T,ennfli・H   f^rprVi

D Johann Blanch

S Jacobo Boxello

S Joh. und Hugo de Gorch …D

T.Pnnnrrl   r^n'n

S Frfln7 Rnii

D Un Alamany

D Jacob de Bala

D MirirVi

D Th. Hallberger

n    Anrir-Vi   flprrlr

Conrad Campo

n   Oaiirpr

D  = Deutscher, S ＝Savoyarde. �5836. 14. －Korallendazu:�28552.15.   5.36.

一 一 �25008.17.

   3.89.

   2.－ �30845.

 11.   3.89.

   2. ―

��28588.15.  5.�25097. 19.  3. �30934. 13.  3.

出典:Schulte,  A., a.a.O., S. 305. （ ただし，注1,2,3 の説明は 省略。貨幣単位包プフント.   βシジ

ン グ■ -^ ヘラ ー）
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原表のままを引用すると次の通りである（表4-3 参照）。

この表にも示されているように，サラゴッサからの輸出品のうちサフランは

別格であった。これらの取引のうち でフソピス（Humpis ）家の商人つまり会

社の占める割合は高く，およそ輸出入総額の3 分の1 に当っている。第2 位に

はザソクト・ガレ ソ（Sankt Gallen ）の商事会社 デ ィースバ ッハ・ワット

（Diesbach-Watt ）商事会社であり，つづいてケルV  （Koln ）のヨハソ（Johann ）

であった。

次にこれらの輸入にどのような商品が取扱われてい たか，「大ラーフェソス

ブルク商事会社」の内訳をA. シュルテは次のように示している。輸入額1,820

プフソト16シリングのうち1,628 プフソトを44バレン（Ballen）のコンスタンツ

産麻布が占め，4 バレソ＝96反（Stuck ）のファスチアソ織布の172 プフント16

シリングがそれにつづき，さらに4 ダースのフェルト帽などが輸入された41）。

またこの年に692 プフソト8 シリングを輸入したシュパデリ（Spadelli）の内訳

をみても42) 一番の商品はコンスタンツから の麻布で，14バレソ＝518プフン

ト，ファスチアソ織布86プフソト8 シリング，フェルト帽子63 プフントなどと

なっており，やはり南ドイツ産麻織製品が圧倒的な比重を占めている。ディー

スバ ッハ・ワット商事会社も同じで,輸入額のうちコンスタンツ産麻布259 プフ

ソト，ファスチアソ織布654 プフント16シリング，フェルト帽子127プフソトと

なっている43)。

これらのほかに，名前が不詳のド イツ人に よっ て鏡（Spiegelglass）27箱

（132 プフソト）やコンスタンツ産布185 プフソト，ニュルンベ ル ク産金属製品

なども輸入された。A. シュルテによって詳細な商品の列挙も試みられてい る

が，主たる輸入品はや は り繊維製品（布，帽子，シーツ類など）と金属製品

（ナイフ，金器，釘，針，針金，鋏など）であったことが明白である。

15世紀から16世紀にかげての史料でもこの内容は変っていない。1478 年には42

バレソの麻織物が輸入され,   1506年には201反（Stuck ）を売却した事実が確

認されている。このオーバー・シュワーベン（Oberschwaben ）産のものに加え

てオランダ産の麻布もこのサラゴッサの市場に送られていた。1430年頃から頻
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繁 に な っ た と い わ れ て い る が ， 例 え ば1478 年 に は4 バ レ ソ 及 び53 反 （Stuck ）,1479

年 に は3 ～4 バ レ ン,    1480 年 に は7 バ レV,    1504 年 に は102 反 （Stiick ） と4283

 ?エ レ が ア ン ト ワ ー プ （Antwei ・pen ） か ら 送 ら れ て い る4 ‰　 た だ オ ラ ン ダ

産 の 布 は 他 の も の に 比 較 し て 劣 質 の も の が 多 か っ た と い ‰

こ の ほ か ， 会 社 は 布 （Canemasserie ） と 帽 子 （Miitzen ） な ど の 輸 入 に も 力

を 尽 し ， 前 者 は1478 年 に は 少 な く と も16 バ レ ソ が 倉 庫 に 保 管 さ れ て い た し ， 後

者 は ， 会 社 の 支 店 が フ ラ ン ダ ー ス （Flandern ） で189 ダ ー ス を 注 文 ， さ ら に ミ

ラ ノ （Mailand ） で も71 ダ ー ス を 注 文 し た45 ）。

A. シ ュ ル テ に よ っ て 紹 介 さ れ て い る1506 年 の 会 社 の 売 却 ノ ー ト は10 ヵ 月 と

表4-4　1506 年 のサラゴッサにおける「会社」の商品売上メモ

商　　　　　　　　 品 � 包　

金
β
額　
？

∩ ド 言 言 ラ）

Geschlagen Kupfer, 218 Quintal erlost

Hollandische Leinwand, 112 Stuck ＋3 unverkauften ‥‥‥‥Leinwand

von Isny, Staufen,  Kempten,  Wangen ，164 StuckLeinwand von St. Gallen,

 29 StuckArrci.Ot^ ^

す石r-lr �1267　　11.　17.1167.　19.　6.532.　8.　9.320.　18.　

－270.　5.

～

216.　6.　8.

197.　9.　10.

101.　1.　7.

102.　7.　1.

97.　12.　 ～97.　7.

－

76.　5.　 －60.　7.

－

30.　1.　3.

28.　5.　3.

7.　10.　 －7.　

－　　 －R　

j　　－

T^isirVilakpn　9n   ?^tnrk

ITtT7α^1rl　lan  TTii7．n

RtaVil　in   RailAn

Leinwand Ravensburg, breit 37 Stuck

SiぷHfin。tn斤　り<;十iif-W

Tapisserie von Flandern, 37 Stuck

Barchent von Mailand, 12 1/2 Stuck

WpiRcrarn　 り/i/l d

Ra  n∽W（llp　ton  &d

Leinwand,   schraale weiBe, 15 StuckPan

ふr　It;   ?祐。

RnH 肘7　9(1 rfゴ

RarrVipnt ij-。Γαnt　1    "仙̂rk
｀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3

�4583.　19.　6.

出典:Schulte,  A.,  a.a.O., S. 312.
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5 日間の販売メモであるが，それによれば次のような商品がこの都市で扱われ

ていた（表4-4 参照）。これに明らかなよ うに，重要商品はやはり南ドイツ産

麻織物で，産地の明らかなものだけでも総額の5 分の1 近くを占めている。ま

た，オランダ産の麻布も上にみた趨勢が一層増加して，南ドイツ産以上の額を

示している。この表を分析してA. シュルテは，表の総額に占めるドイツ産商

品の割合はハンガリー（Ungarn ）産の銅も含めてほぼ50％, つまり2,252プフ

ソト，次いでフランダースからの39％（1,812 プフント）, イタリアの48,3プフ

ソトであるとしている。商品例では麻布が非常に高く53％, その他の繊維製品

が12％, 鉄・金属製品が32 ％であった6)。

サラゴッサのその後の取引については,   1523年の帳簿が残されているが，そ

れにはごく少量のサフランが計上されているだけであった。A. シュルテはそ

れによって会社のサラゴッサ支店の解体を推測している。1520 年代はいずれに

しても会社の取引は急激に衰退したとみることができる。

⑥　バルセ1=2ナ

バルセp ナ（Barcelona ）はカタロニア（Katolonian ）地方の主要都布とし

て活発な貿易を行なっていた。とくにレバント（Lebant ）貿易が盛んで，また

周辺の山岳地域から出る木材を利川して造船業も発達していたといわれている。

この地方のドイツ商人に関する最も古い史料は1383年のものでニュルンベルク

の商人ヘルマン（Hermann ）とコンスタンツの商人1 人，さらに イーバーリソ

ゲソ（Uberlingen ）のヤコプ（Jakob ）という人物が貿易取引を行なってい た。

「大ラーフェソスブルク商事会社」に関する史料は1408年のものである。この

年にリュートフリート・ムソトプラート（Liitfried Muntprat ）が無色の麻布

を2 大バレソ，ファスチアソ織布（Barchent ）2  バレソ（Ballen）を船で運ん

だところがジェノア人にだ捕され，しかも商品は没収されてしまうという事件

が生じた。　コンスタンツ市当局がこの問題の解決にすぐに乗り出したが，この

事件によって，当時，会社が海上交通を利用してバルセp ナとの取引に従事し

ていたことが知られるところとなったのである。
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バ ル セロナにおけるド イツ商人0 商 取引に関してはかな り多 くの史料が発掘

され ている。 コンラ ート・ヘ ーブ ラー（Konrad Habler ） に よっ て発掘された

史料" ）,   1425年－40 乍， 及び1472,   73年 の ものなど，さらにA. シ ュルテが自

ら発掘した ものも加えて， ドイツ商人による取引は1425 年 か ら80 年 ま での56 年

間に記録されたお よそ30 の帳簿が史料とし て確 認される までにな っている。そ

してその うち26 の帳簿がほぼ判読可能であ るとA. シ ュルテは述べている。

まず［表4-5 A B ］ に よって明らかな通 り，この両期間，つ まり15 世 紀前半

と後半との間にはかな りの貿易量の減 少が生じてい る。平均値でみると後者は

表4-5　1425 年－1440 年 及び1443年,    1467年 ―80年のドイツÅ及びサプ オイ人のバル

セロナにおける取引額

〔A 〕（Tablle iiber den Gesamthandel deutscher und savoyischer Kaufleutc

in Barcelona nach dem Warenwerte 1425 －1440 ）

Jahr
年 �

総 額(Gesamt ）

な　　　　 β
（ プ フソ ト）（シ リン ダ）�

輸 入 （Einfuhr ）

嘆　　　　 β
（プ フ ン ト）（シ リン ダ）�

輸 出 （Ausf しjhr）

嘆　　　　 β
（ プ フン ト}  （ シ リ ン ダ）

1425

1426

1427

1428

1429

1430

1431

1432

1433

1434

1435

1436

1437

1438

1439

1440 �6,

 038.　5.28,139.　5.18,

 020. 一22,755.

    15.15,065.

    109,421.　5.15,

 940.　5.21,855.

     15.14,288.

    －21,714.　5.17,501.

     10.22,8G9.

    15.5,849.

    －8,192.　5.10,676.

     10.11,768.

    15、 �5,747.

     10.16828,.　5.9,149.

    15.9,257.

     －7,235.

    15.739.

    －8,766.

    －9,

 106.　5.1,864.

     －7,705.

     －6,525.

    15.7,

 737.　5.4,279.

    －5,583.

    15.5,813.

    －6,

 395.　5. �290.

     15.11,311.

    ―8,

 870.　5.13,498.

    15.7,829.

     15.8,

 682.　5.7,174,　5.12,749.

     10.12,424.

     －14,

 009.　5.10,975.

    15.15,132.

     10.1,570.

    －2,608.

     104,868.

     10.5,373.

     10.

1425－40 �250,096.     ― �112,732.      10. �137,336.      10

平 均(Durchschnitt)�15,631. �7,045.
    15. �8.  585.　5.

出典:Schulte,  Aloys,  a.a.O., S. 325.
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1443年,   1467年－1480 年 の総取引額[B

〕　 （Gesamtverkehr.   1443,   1467－1480 ）

年（Jahr ） �
ぼ税額（Zollsumme ）

包　　　　　β　　　　　j
（ プフソト）（シリング）（ヘラー）�

商品取引額（Errechneter Wa-renwert
）

収　　　　 β　　　　j
（プフント）（シリン'/）(ヘラー）

1443

1467

1468

1469

1470

1471

1472

1473

1474

1475

1476

1477

1478

1479

1480 �698　　　　11.　　　5.46.　　10.　　　3.42.　　19.

3.

91.　　　8.　　　5.

62.　　　8.　　 －35.　　19.

9.

13.　　　9.　　10.

80，　　　i  .　　　5.

記入 ナシ（fehit）66.　　14.　

6

27　　 －　　　　5.31.　　

3.　　 －50.　　

7.　　　3.

53.　　　9.　　　5.

52.　　　9.　　　5. �46,

 140.　　 －　　　 －2,

 790.　　15　　　 －2,

 577.　　15.　　 －5,

 484.　　　5.　　 －3,

 744.　　 －　　　 －2,

 159.　　　5.　　 －809.　　

－　　　 －4,

 822.　　　5.　　 －

記入ナシ（fehlt）4,

 003.　　10.　　 －1,

 622.　　　5.　　 －1,869.　　

－　　　 －3,021.　　15.

－

3, 237.　　　5.　　 －3,148.　　

5.　　 －

1467－80 �654.　　16.　　　7. �39,  289.　　　5.　　 －

平均（Durchschnitt）

1425―1480  （in den 30 Jahren ） 335, 525.
5

出典: Schult, A., a.a,O., S. 325.   （ただし，注1の説明は省略）

前者のおよそ5 分の1 に減少している。後者の平均値は前者の最低額よりもさ

らに下まわっている。両期間を通して最も取引量の多かっだのは1443年，最低

時は1472 年である。輸入と輸出を比較すると，ほとんど平均，少々輸出が多い

が,   1425年から27年までは輸入の方が多く,   28年から36 年まではほとんど輸出

の方が多くなっている。1437 年から40年まではまた輸入量が輸出量をうわまわ

っている。

上の表は全体的な取引を示しているが，これらのうち「大ラーフェソスブル

ク商事会社」はどのような地位を占めていた か,  A. シュルテの作成した表に

よれば次の表4-6 の通りである。この表と前表とを比較すると，会社の全体の
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表4-6　 バ ル セ ロ ナに お け る1426 年一1480 年 の 「会 社 」 の 取 引額

（Anteil der Hurapis am Handel  in Barcelona 1426 －1480 ）

年 �

総万万(Gesツtverkljr)

∩ ド ユ ド ブ

�J?ヅパ坤 レ ）
�

万人(Ausfuhr)

∩ バ 坤 レ)

1426

1427

1428

1429

1430

1431

1432

1433

1434

1435

1436

1437

1438

1439

1440 �13,

 396.　6.     －8,824.

     －4.9,003.

     12.　　6.9,738.

    ―　 －5,566.

    12.    －9,202.

     10.     －11,340,

    －　 －6,

 303.　1. －10,931.

     12.     －12,

 200.　4.　　8.12,

 206.　2.      －4,781.

     18.    ―4,046.

    16.　　3.6,128.

    13.    ―6,323.

     19. 一 �10,781.　I.

   ―5,342.

     ―　 一4,553.

    －　 －5,537.

    －　 －328.

一　
＿6,582.

    ―　 －4,620.

     10.     ―563.

    
―　 －4,838.

     
―　 －6,323.　5.

    ―5,

 573.　o.3,971.

    10.    －2,

 534.　　6.　　1.4,926.

    －　
＿3,422.

     10.     ― �2,615.　5.

    
―3,483.

     －44,450.

    12.　　6.4,201.

    －　 －5,238.

    12.    ―2,620.

    10.    －6,719.

     10.     ―5,

 740.　1.    ―6,093.

    12.    ―5,876.

    19.　　8.6,632.

     17.     ―810.　o.1,512.

    10.　　2.1,202.

     13.     －2,801.　9.

    ―

142←1440
平均(Durchschnitt)�129,894.　6.　9.8,659.

     12.　5. �69,

 895.　7.　1.4,659.

    13.    10. �59,998.

    19.　8.3,999.

    18.　7.

1443

1467

1468

1471

1472

1473

1477

1478

1479

1480 �31,984.

     13.　9.1,

 251.　9.　8.1,242.

    17.　8.

－18.　8.　2.1,

 823.　7.      10.1,

 773.　4.      －2,974.

     －　 －1,

 765.　1.　5.2,

 146.     15.　4. �14,195.

    14.    －362,

    13. 一

一

－

－898.　4.　6.991.　1 

901.    17.    ―1,261.

     14.　6.1,415.　7.　6.�17,788.

     19.　9.888.

     16.　8,1,242.

     17.　8.

－18.　8.　2.925.　3.　4.774.

3.    －2,

 072.　o  .503.　6.

     11.731.　7.

     10.

1467－1480
平均(Durchschnitt)�12,

 995.　4.　1.1,443.

     18.　2. �5,838.

     17.　6.684.

    15.　3. �7.

 156.　6.　7.795.　2.

     11.

25年間の総額（Gesamtsumme  fiir 25 Jahre）184,

 874.　4.　7.　89,929,      18.　7.　94,  944.　6.     －

出典:Schulte,  A.,  a.a.O., S. 327
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表4-7　 バルセロナへの［大ラーフェンスブルク商事会社］による麻布の輸入量

（1426 年－1480 年）（Einfuhr der Gesellschaft in Barcelona）

年 �Gesellschaft
 （ 会社）　Vertreter   （代理商）　　Zusammen  （ 合計）

バレソ　　　 反　　　　 バレソ　　　反　　　　 バレソ　　　 反
（Ballen） （Stiick）　（Ballen） （Stiick）　（Ballen） （Stuck ）

1426

1427

1428

1429

1430

1431

1432

1433

1434

1435

1436

1437

1438

1439

1440 �139　　　　3　　　　　75　　　

－　　　　　214　　　　31　　　

一　　　　　 一　　　 －　　　　　　1　　　 －85　

－　　　　　 －　　　 －　　　　　85　　　 －150　

－　　　　　 －　　　 －　　　　　150　　　 －

－　　 一　　　　 一　　 一　　　　 －　　 －169　　

2　　　　6　　　 冽^　　　175　　　5 ↓91　

5　　　　　　9　　　 －　　　　　100　　　　55　　　

－　　　　　 －　　　 －　　　　　　5　　　 －101　　

4　　　　　　14　　　 －　　　　　115　　　　4190　　　　2

－　　　 －　　　　　190　　　　2170　　　　1

－　　　 －　　　　　170　　　　168　　　　1

－　　　 －　　　　　　68　　　　178　　　5i

－　　 －　　　　78　　　5i140　　　　1　　

－　　　 －　　　　　140　　　　171　　　　1

一　　　 一　　　　　71　　　　 舎

�1564　　　8i

平均（Durchschnitt）　　104,3　　 －

1443

1467

1468

1471

1472

1473

1477

1478

1479

1480 �385 Ballen1 Ballen

ト22 Ballenn Ballen 4 Stuckg Ballen28 Ballen 4 Stiickg Ballen

�合計（Zusammen）465バレソ（Ballen）　8反（Stuck）

出典: Schulte, A., a.a.O., Band l ， S.  84.

取引に占める割合は全期司を通しておよそ半分，A. シュルテの数字では52.12

％である。そのうち1425年から1440年までは51.99 ％,    1443年の69. ?>%,    1467
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年 と1480 年に は33.1 ％を 占めている。さらに 輸出入別にみると，15 世 紀前 半で

は輸入に占める割合が53.8 ％ で輸出の割合の46.1% を うわ 言わっていたが，1443

年に は輸出は69. 3％ とな り輸入におけ る割合を大幅に うわ まわっている48)。

次 に会社が取扱った輸出入品でみると，こ のバルセロナで もまず， 南ド イツ

産麻布の販売とい う会社の営業内容が非常に強 く示されている。まず，バ ルセ

ロナに対し て会社が最盛期の1443 年 に 輸入 し た 南ド イツ産麻布は,   385バ レソ

（Ballen) と2 反 （Stiick）, つ ま り全体額3,852 反 ， 価格 に して1 万1, 000バ ル

セロナ・プフソトに達している。加えて37 バ レソ（Ballen ）の ファス チ ア ン織

布,   2 バ レ ソの布（Canemasserie ）,   5 バ レ ソの帽子（Hute ）な どが続いている。

低地地方から も紡績糸（Garn ）や 布が持ちこまれた。鉄・金 属製品では,  83バ

レ ソの銅,   28バレ ソの真ち ゅう,    9 バレ ンの真ち ゅう針金,   68バレ ソの鉄針金

などがあ り，ほかに小 さな ものとし ては，十字架くさり用真珠1 樽 （1 FaS ）,

硫黄 が4 袋5 バ レソ輸 入されている49）。

以上が史料に残されてい る最盛期 のバルセロナへ の会社に よる輸入品の内容

であるが，これに 対し てバルセロナから会社が各地に輸出した ものの うち の最

大商品は，まずやは りサフラン （Safran ） であった。 7,712 プ フソ ト が計上 さ

れており最も額が多い ものであった。ついで344 プフV  ト の サン ゴ,  1 万5,230

（単位不詳）の兎皮，12 ケ ース（Korbe ） の乾ブドウの実，2 ダース半の イチジ

グ ソなどが続いている50）。

次に会社が取引額とし ては最低を 記録し ている1472 年 頃 の 内 容 を み ると51），1467

年 か ら1480 年 の8 年 間に輸入した ものは，オランダ産麻布と南ド イツ産麻

布がほぼ同額で上位を占め， 次に種 々の布，ド イツ産と ミラ ノ産のファスチ ア

ン織布，帽 子，紡積糸，鉄・金属製品などが続いている。 輸出品ではやは り，

サフランが輸出されたが， サソゴもかなり大量に，つまり1467 年 から1480 年 の8

年 間に2,550 プ フソト, （つ まりバルセロナでは6,451 プ フ ソト）のほかに934

バ ル セロナ ・プフソト分 か 輸出 さ れ た5≒ 次いで青地の木綿，シ ーツ翫 包

装 用木綿などであ った。 これに対して輸入は オラン ダ産麻布 と南ド イツ庶麻布

がほぼ同量，さらに ド イツと ミラ ノからのファスチ アン織布，帽子，そ の他各
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種 の 布， 紡績 糸，染料，金属製品，銅な どが代表的輸入商品 とたっている。 こ

れらの商品 の生産地の分析で 乱 注目すべきは フランダ ース地方からの取引の

大きさで,  A. シ ュ ルテはほぼ50  ％以 上が占められてい る と してい る53）。 南ド

イツがそ れにつづ き，さらにイタリアが加わってい た。

以上のように， バルセロナでの会社 の活動は， スペインにおけ るの他都市の

支店とほぼ同様に南ド イツ産麻布の販売・輸出であ った。そ の量は前述し たよ

うに最盛 期1443 年 に は385 バレ ソ（Ballen ） に 達し てい た。表4-7 は,   1426年

か ら1480 年 までの会社による麻布だけ の輸出量 であ るが， この取引が 会社 の主

要な柱 となっていたことは疑いない。 これに 加えて ヨーロ ッパ各地からの製品

再販売も重要で， とくに低地地方とニュルンベ ル ク産の諸製品 の販 売活動が目

立った活動であ った。

バルセ ロナからの輸 出ではサ ラゴ ッサと同じ くサフラン（Safran ）を 各地に

供給した。 その他サソゴや スペインの特産品も数えられるがそのほとんどは 農

産物に終始し ている。

バルセロナで の会社の取引 もしばしば政治的 対立 の影響を うけ て盛衰を くり

かえし た。15 世 紀後半の停滞もこれを原因とし てい た。前述し たニュルンベ ル

クの医師， ミュンツァ ーの（Miinzer ） の 報告でもそ の詳細が知られ て い るが，1494

年 に は「会社」 の使用人はバルセロナには1 人 も滞在し てい なかった とい

う。支店が閉鎖された年は不明であ るが,   1481年 に は閉鎖されたと考えられる

ほ ど状態は 停滞していた とい う。 ただ,   1495年 に 船1 般 がバルセp ナに フソピ

ス（Noffre Humpis ） の 名で商品を 持ち込んでいるし， ヒンダーオーフ ェンス

（Hans Hinderofens ） とい う名の商人 も滞在していたが54） 会社 の支店はい ず

れにし てもこの頃に閉鎖された とみられてい る。

注

1）Schulte,  A.,  Geschichte der GroBen   Ravensburger Handelsgesellschaμ　1380～1530,
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3）ebenda.

4）ebenda.
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い る 。Schulte,  A.,  a.a.O.,   S.  307.

43） 合 計 は1,040 プ フ ソト16 シ リン グと な りこ こ で も 訂 正 さ れ てい る。　Schulte,   A.,a.a.O.,

 S.   307.

44）Schulte,   A., a.a.O.,   S.  309.

45 ）Schulte,   A,, a.a.O.,  S.  310.

46 ）Schulte,  A.,  a.a.O.,  S.   312.

47 ）Habler,  Konrad,    Das ZoUbuch der Deutschen in Barcelona    （1425 ～1440 ）und

der deutsche Handel mit Katalonien bis zum Ausgang des 16. Jahrhunderts.,

in  Wurttembergische　Vt ・erteljahrschrift fiir Landesgeschichie ，Stuttgart,    1901,S.

  111-160,    S. 331-363,    1902,   S.  1-35,   S. 352-417.

48）Schulte,  A.,  a.a.  0., S.  328.

49 ）ebenda.

50 ）ebcnda.

51)　 た だ， こ の期 間 ド イ ツ商 人 全 体 の 動 き も 停 滞し てお り，会 社 と し て 取 扱 額は 最 低

であ っ たが ， 会社 が 占 め る 割 合 は1472 年 ，73 年 に か け て 全 体 の74.4 ％ で あ っ た 。Schulte,

 A.,  a.a.O.,  S.   329.

52) シ ュ ル テは ，ド イツ1 プ フ ント ＝2.53 バ ル セ ロ ナ ・プ フ ン ド

計 算 し てい る。 Schulte,  A.,  a.a.O., S.  330.

53 ）Schulte,  A.,  a.a.O. ，S. 331.

54 ）Schulte,  A.,  a.a.O.,  S.   337.

③　ローヌ川流域地域

p ーヌ（Roune ）川流域における通商都市として中世ヨーロッパで重要な役

割を果たしていたのはジュネーヴ（Genf ）とリョン（Lyon ）であった。　とく

に12～13世紀のヨーロッパ貿易 の中 心的取引市場であったシ ャンパ ーニュ
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地 方 での大市取引が14 世 紀に 入っ て次第に 周辺各地の主要都市

に拡散するに至って，そ の主要な後継者とし ての地位を この両都市がm つてい

たから である。

もともとこのr=・－ ヌ川流域は スペ インと所南ド イツとを結ぶ通 商ルート上 に

位置してい た。 南ドイツ・ボーデン湖周辺地域からジュネーヴヘ，さらにリヨ

ンを経て内フランスの陸上 ルートを 通ってスペ インのバルセロナ等への道と，

リョンからロ ーヌ川をその まま下 って地中 海へ とい う重要ル ートの拠点に当た

っていたので あ る1)。 そし てローヌ川上 流地域に位 置したシ ャンパーニ ュの大

市取引に 参加し ていた南ド イツ麻織商人は，そこでの取引の衰退 とは対照的に

このジ ュネーヴとリョンへ の依存を 高めることにな る。この2 つ の後継都市の

うちでまず発 展した のはジ ュネーヴであ り， リョンはさらに その後継とし て，

しかもさらに一層大きな発展を示すのである。

⑤　ジュネーヴの大市取引とその内容

ジュネ一ヴ（Genf ）での大市取引の開催の事実が知られている最初の年は，1262

年である2）。これは大市が最初に開催されたという史料ではなく問催 され

ていたという記述であることから少なくともこの年には開催されていたわけで，

その歴史はさらに古い も のとな る可能性を残すものである。そしてここでの

大市取引に 関す る史料として「大ラーフェソスブルク商事会社（die GroBeRavensburger Handelsgesellschaft

）」の支店取引が登場するのは1454 年であ

る3）。 それ以前に「会社」が何らの活動もなさなかったとは考えられないがい

ずれにしてもこの会社がこのジュネーヴの大市での取引を活発化さ廿たのは15

世紀も中頃に入ってからであろうとおもわれる‰

もともとジュネーヴの大市そのものの発展も盛期を迎えるのは15世紀巾頃に

なってからであった。それは15世紀中頃のジュネーヴの政治的安定と商収引に

対する自由政策によるものであった。このジュネーヴのイタリア・フランス・

南ドイツ商業圏に占める地位は北ヨーv=1ツパ・地中海商業圏に占めるブリュー

ジュ（Briigge）に匹敵するほどの重要性をもつものとして登場したのである5)。
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このようなジュネーヴの大市取引にたいして南ドイツからの商人の活躍はど

うであったろうか。上にみたH. アマソ（Amman ）の論文によればジュネー

ヴにおいて活躍した南ドイツ商人は,   16世紀にこユルソペルク（Niirnberg ）の

大商人トゥッヒアー(Tucher ）,   マンリッヒ（Manlich ）,ツァングマイスター

（Zangmeister ）,シアウファリソ（Schaufferin）等々の活躍がみられるが，い

わばそれはこの「大ラーフェンスブルク商事会社」が15世紀中頃の史料に登場

するその後史を形成するものとなる。

16吐紀に入ってからのニュルンベルクや ア ウ クスブルクの商人の進出以前

は，麻織業経済圏からの商人は第2 章でみたコンスタンツとこのラーフェソス

ブルクがもっとも高い頻度であり，ザソクト・ガレソの商人がそれに続いてい

たとの報告があ る6)。またコンスタV ツの麻織物が1375年のジュネーヴの犬市

の関脱史料（Zolltarif）にまず示されており7） 別の史料にも100人以上もの大

市への訪問者がこの南ドイツからの商人として認められている事がら考え て8）

当時，その後の時代のニュルンベルクやアウクスブルク出身の商人に負けない

活動をこれらの麻織物都市の商人が担っていたことがうかがわれる。W.      バイ

ト（Heyd ）の説明で仏 百年戦争の結果，後に見 る リョン（Lyon ）の大市が

登場するのであるが，それ以前に重要であったものがこのジュネーヴの大市で

ありその全盛期は15世紀前半であったこと，さらにその大市の中で,   1441年の

夏のプフィングステソの大市（Pflingsmarkt ）への南ドイツ商人の訪問の様子

が説明されている5)。

以上のほかに，南ドイツ商人の記録は，上のコンスタV ツの商人の登場のあ

と, リュートフ1) ート・ムソトプラート（Lutfried Muntprat ）が1388年1 月25

日のジュネーヴの大市（Zwolfermesse ）に参加しており，この大ラーフェン

スブルク商事会社に関連する商人のひとつの記録となっている1o）。

このジュネーヴに，上に述べたように「会社」の支店（Gelieger）の存在が

証明されているのは1454年であるが，その数年後の1458年にはNiklaus Stossvon Ravensburg 

なる人物が「会社」（Jos und Ital Humpis) の支配人（Fa-ktor

）として活動していたことがジュネーヴ市の市参事会の彼への請求の事実
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に よって明らかになっているし， さらに1474 年 当時 の会社の支配人の名前も史

料に 見いだされ てい る11）。

このほか 会社 の活動を示すものとし て,   1478年 当時ジュネーヴ市内に少なく

とも一 箇所の事 務所 （Stube ） を 借用して お り，その家 賃を2 年3
 ヵ月 間も滞

納した のち・ 後によ うやく支払いをす ませたとい う史実も残されているl‰

またそれ より数年前の1474 年 の秋 の大市（Herbstmesse ） に 会社の中心の19

であったモテ リ（Motteli ）家 の商人が ミ
ュンヘV  （Miinchen ）の商人ととも

に 参加しており， さらに1478 年 の巻の大市(Osternmesse ） に も参 加 し て い

た13)。 さ らにこの1478 年 の4 月 には 会社 の支配人 であったラムパーター（HansLamparter

） が このジ ュネーヴ市のSt.  Gervais の礼 拝堂（Dreifaltigkeitka-pelle

） の設立祭に際しても同席し ていたことがわかってい る14）。

ジュネーヴの大市でのこの会社 の活動を 裏付けるものは以上のようにご く2,3

の 史料 の断片にすぎない のであるが，それではこの大 市 で の 南 ド イツの諸

商人や 会社の実際の商品取引は どの ようなものであ っ た であ ろ うか。南ドイ

ツ一帯からの輸出商品とし ては，この大市に参 加 し て い た ニ ュ ル ン ベ ル ク

（Niirnberg ）, ア ウ クスブル ク（Augsburg), コン スタンツ（Kanstanz ） 等 々

の商人取引商品に よっ て知ることができる15）。 15世 紀 中頃のものとしては，そ

れらの筆頭にあた るものはボ ーデン溺（Bodensee ）周辺地域の麻織物があげら

れるが， その後に， アル ザ ス（Alsas ） 地 方からの布製品， オーバ ―'・シ ュワ

ーベン（Oberschwaben ）の ファスチアソ織布（Barchent), ニ ュ ルンベル クの

金属加工 製品， チロル（Tirol ）や 東部山岳地域からの銅やその他の貴金屈商品，

等々がジ ュネーヴの大市に南ドイツ商人 が 持 ち こ ん だ商品であった。これら

は， 南ドイツ産あ るいは 南ドイツ産の箔商品を もって各地で仕入れた商品であ

ったが，この他には， この会社の前項スペ イン及び イタリア・地中㈲市場でも

みた通 り，スペ イン産のサ フラン（Safran ）や サソ ゴ， イタリア産あるいは イ

タリア経由の果 実類や 香辛料，染色料，絹製品，ビp  ―ド布 （Samt ）, 等がこ

の都市の大市に南 ドイツ商人の手で持ち込 まれていたのであ る16）。つまり，当

時の南ド イツ商人が扱っていた商品の殆どを このジ ュネーヴの大市取引 でも利
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用していたことになるのである。

それではこのような南ドイツ商人の中枢的存在であった大ラーフェソスブル

ク商事会社のこのジュネーヴでの大市取引の内容はどうであったのであろうか。A

．シュルテの著作第I 巷 第6 部以下の説明によれば17)以下の通りである。

まず会社がこの大市において売却した商品は，ヴァレソシア（Valencia ）産

の砂糖，スペイン（Spanien ）のいずれかの地域からの兎の毛皮， ドイツ産の

ラード（Schmalz ）, 精製銀（Brandsilber）などであった。これらはスペイン

各地での会社の活動を示すものでもあるが，それらの比重はお そら くご く一

部分にすぎないで，大部分は麻織物（Leinwand ）とフ ァスチ アソ織布（Ba-rchent

）がこの会社の売却商品の大部分を占めているはずなのであるが，この

ジュネーブの大市での取引については残念ながらそれ以上詳しい説明を見いだ

すことはできない18)。

一方，この会社がこの都市の大市で買い入れている商品は，おそらく再販売

用の，南ドイツのウルム（Ulm ）産のファスチアン織布や，産地は不明のワイ

ン, 無花果やアーモンドの乾果実類， 乾葡萄の実， 油， 燭製にしん， 等々で

以上のように，この都市の大市での取引には会社の取引商品のごく一部の商

品しか扱われていなかったことになる。後節のリョン（Lyon ）の大市での取引

とはかなり対照的である。このことは，会社がリョンに比較してこのジュネー

ヴでの取引にそれほど大きな力を入れていなかった事をうかがわせる。たとえ

ばH. アマン（Amman ）によれば，「大ラーフェンスブルク商事会社」のジュ

ネーヴでの支店は，リョンの支店の単なる付属機関にすぎなかったとする指摘

もあるからである20）。それはまた, リョンの大市取引の1  ヵ月後にジュネーヴ

の大市が開催されたという，リョン・ジュネーヴ間の吸引力の差とその時期の

問題であったとも考えられる21)。

しかし，このような会社の収引上にみえるジュネーヴの大市の地位の低さの

一方で，国際商業上のジュネーヴの大市の比重はこれ以後一層増大した南ドイ

ツ金融資本の進出にともなって急激に変動する。16 世紀初頭におけるニュルン
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ベ ル ク，アウ クスブル ク出身 の商人の進出であ る。前者を 代表するマソ リ ッヒ

（Manlich ）, 後 者のフ ッガ ー（Fugger ） や ウ
ェルザ ー（Welser ） 等 であ り22）

その趨勢は 次のリョンの大市にも示され るいわゆる麻 織物取引から金融取引へ

の南ド イツ経済 の重心移行の影響であ る。

このようにみると，ジ ュネ ーヴの大市取引では， この地域での中心的商業取

引市場であった リョンの大市ほ どの重要性は 持なかったとはいえ，大市の取引

内容と し て，初夏の大市（Pfingstmarkt ）,    1月 の 大市（Zwolfermesse), 秋

の大市 （Herbstmesse ） 亦 のイース ターの大 市（Ostermesse ）等 が開催され，

ヨーロ ッパの重要な取引市場を形成していたことは問違いない。 それらの大市

の開 催日数等の詳細につい ては残念ながら不 明であ るが,   リョ ンの大市の内容

に決して大きく劣 っていなかったことだけは理解しえよう。それにもかかわら

ずこのジュネーヴでの大市カリ ョンの繁栄 の影にかす んで見えてし まうのは，

その開催が上に述べ た よ う に リ ョン より1 ヵ 月ほ ど遅かったこと，さらに政

治・社 会経済的諸要因によってリョンにはるかに 及ばなかった点が存在すると

理解 できるであ ろ う23)

注

D　 この通商路はスイスの麻織都市と地中海及び南ヨーr=・ツパヘの通商路としてきわ

めて重要 であった。Amman,    Hektor,   Die Anfange der　Leinenindustrie desBodenseegebietes,

  in Alemannisches  Jahrbiich 1953,   S. 255 及びPeyer,    HansConrad,

 Leinwandgetverbe und Fernhandel der Stadt St.  Gallen von den An  fang enbis

1520  Bd.    I,　1960,   St.  Gallen, S.  27ff.

2）Schulte,  Aloys,  Gesckichte der Gro脳n  Ravensburger Ilcmdelsgesellschafl 1380～:530,

    I .,   Deutsche Verlags-Anstalt, Stuttgart uiid Berlin, 1923,   S. 361.

3)    Schulte，Aloys, a.a.O., S.  362, 及びS.  367.

4） ド イツ商人のジュネーヴの大市への参加は，14 世紀後半にスペインのバルセロナ

への途上での大市への参加という形で見いだされている。14 世紀の70年代である。15

世紀中頃にはおよそ100人以上のドイツ商人の参加が証明されている。大ラーフ

ェソスブルク商事会社の商人の活動もほぼこの時代に呼応してト る。 Amman,    He・ktor

，Oberdeutsche Kaufleute und die Anfange der Reformation in Genf,    Zeil-schrift

 fur   Wiirttembergische Landesμschichte,  1954,   S.  160-161.

5)    Schulte, Aloys,  a.a.O., S.  361-362. その事はまた，南ドイツの一方の重要商業
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都市ニュルンベルクの商人のジa.ネ ーヴヘの大市参加にも示される。ジュネーヴは

まず第一にフランス・ドイツ・イタリアの通商上の結合点として重要であった ので

あるVeit,  Ludwig,  Handel £nd Wandel mit aller Welt, Prestel Verlag,  Miin-Chen,

  I960,   S.  12, 及びMiiller, Johannes,    Der Umfang und die Hauptrouteiides Niirnberger Handelsgebietes im Mittelalter,

   in　Vierteljahrschrift der So-zial-und Wirtschaftsgeschichte

，1908,   S. 3.

6）Amman,  Hektor,  Oberdeutsche Kaufleute und die Anfange der Reformationin Genf, in Zeitschrift

 fur  Wiirtiembergische Landesgeschi出e  1Ⅲ。1954,   S. 161.7

）Amman,  Hektor, Die Anfange der Leinenindustrie des Bodenseegebietes, S. 270.8

）Amman,  Hektor,  Oberdeutsche Kaufleute und die Anfange der Reformationin Genf, S.

  161.

9）Heyd,  Wilhelm,  Schwaben auf den Messen von Genf und Lyon, in    Wi・'irtten卜bergische

Vierteljahrshefte fur Landesgeschichte, N. F. 1.   1892,   S. 374-375.

10）Schulte,  Aloys,  a.a.O., S. 367.

11）ebenda.

12）ebenda.

13）ebenda.

14）Schulte,  Aloys, a.a.O., S. 368.

15）Amman,  Hektor, Oberdeutsche Kaufleute und die Anfange der Reformationin Genf, S.

  161.

16）Amman,  Hektor,  a.a.O., S.  161.

17）Schulte,  Aloys, Geschichte der GroBen  Ravensburger Handelsgesellschaft 13S0~1530,

 Bd.  I., S.  236ff.

18）Amman,  Hektor,  a.a.O., S.  168.

19）Schulte,  Aloys,  a.a.O., S. 368.

20）Schulte ，Aloys, a.a.O., S. 366.

21）ebenda.

22）Amman,  Hektor,  Oberdeutsche Kaufleute und die Anfange der Reformationin Genf, S.

  162.

23） 例えばカール7 世になったDauphin などは,   1444年に リョンの大市の問催の回

数を増やしたり，その開催期間も延長した。　また,   1445年にはリョンの大市におい

て取引を行なわなかった商人はジュネーヴの大市に参加することを禁止したりする

政策を行なったのである。Schulte, Aloys, a.a.O., S.366.
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⑩　 リョ ンの大市取引とその内容

リョン （Lyon ） の 大市とそこ で の 会社の活動につい ては，上のジ ュネーヴ

（Genf ）の 大市におけ るよりも は るかに多くの，詳細な活動の記録が残されて

いる。 まず，会社が活発に 活動し ていた15 世 紀中頃におけ るリョンの大市取引

の開催状況は次 の通 りである。

大市取引は1 年 間に4 回 行 わ れ てい た。春の大市取引は イースターの大市

（Ostermesse ）で，その年の イースター後の2 週 間，つ まりほぼ 毎年3 月3 日頃

より5 月3 日頃 までの問に 開催された。 次に開催されたのは8 月O 大 市 （Au-gustmesse

） で,   8 月4 日より始 まり19 日に終了し た。 次は秋の大市 （Iierbsi

－ またはAllerheiligemesse ） で，11 月3 日から18 日 ま で行なわれた。 そして

第4 回 目の大市は新しい年の1 月 に開催されたもので, 1 月G ロのDreikonige

の聖 日の後の月曜 日から2 週 間に わ た っ て 開 催 さ れEpephaniamesse 又 はZwolfermess

あ る いはBartzionermesse と よばれてい た‰

こ0 よ うなリョン で の 大市取引において，「大ラ ーフェソスブル ク商事会社(die

Grofie Ravensburger Handelsgesellschaft ）」 は どのよ うな取引を行 って

いた の で あ ろ うか。上に述べた大市の幾つかでの取引の内容 と，会社の収支

につい ては記録が残されてい る。それに よるとまず会社が行なっていた5 回 の

大市収引 での取引内容は表4-8 の通 りである。表に示 さ れ てい るように，こ

こで扱われてい るものは,   1477年 の イースタ- の 大市 と8 月0 大 市，翌1478 年1

月 の大市， さらに1479 年,   80年 の秋 の大市の3 年 間5 回にわたる取引の記録

である。

こ>  5 回 の大 市取引におけ る会社 の販売商品のなかで圧倒的な量を 占め てい

る ものは砂糖 （Zucker ） であ る。量は もとより取引金額でみても 次に 続 く絹

（Seide ） の 大きさをは るかに引 き離していることがわかるであろ ‰ この砂糖

の販売量の圧倒的な大きさに加えて，南ド イツの都市ウルム（Ulm ） か らのフ

ァスチアV  （Barchent ）織 布販売がかすかに南ド イツ麻織,物 の販 売活動を 示す

ものとなってい る。 この砂糖の仕入 れ元 は， スペインのヴァレソシア（Vale-ncia

） 地 方であ った。前項でみた通り当時会社は スペ インに会社独自の砂糖精



表4-8  r 大ラーフェンスブルク商事会社」によるリヨンの大市での商品売上表（1477年－1480年）

商品（Waren ） �1477

年(Ostermesse)

春の大巾 ��1477

年(Λugustmesse)8
月の大巾 ��1478

年(Epiphania)

多の大巾 ��1479

年(A 】lerheiligen)
秋の大市 ��1480

年(Λllerheiligen)

秋の大巾

�Quantum �Eraos �Quantum �Erlos �Quantum �Erlos �Quantum �I{rl6s �Quantum �Eiios

Zucker fein …//mastus

…;/　candit

…Seide V. AlmeriaUlmer Barchent

…Wachs

…Blaue Baumwolle

…Packbaumwolle

…Safran

…Orana

…Silber

… �13S2

包lsiS

覗2761585

Ballen

173包4

Sacke

－

－

－

－ �fl

・ β.   blanc595.

   1.  6.632.

   6.－176.

 4.  6.1269.11.

 3.522.

   3.   6.43.

   3.―80.10.

  6.27.

  6.－

－

－

－ �552

乱1656

包si

包

－

－310

召3

 Sacke

－

－

－

－ �fl.

β.　blanc276. 760.11.

－51.

－

－

104. 4.10.59.

  8.  6.15.10.

－

－

－

－ �1380

包1656

以

－

－

－

－

－

－

－

－

－ �fl.

β.   blanc747.

   6.－S97.

－

－

－

－

－

－

－

－

－ �276O

包966

包

－168
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－141

以2 Siicke

－136

嘆10onz.174

包2 Stuck�n

・/5.  blanc1451.

  9.－483.

－

1127.  4.   1.

－48.

  5.  7.39.

  S.11.27. 896.10.10.163.

  1.   6.1321.10.

   6.�18 Kisten15 Kistenrund 168

似

－

－

－23

岨Oonz.

－

－

－

－ �n

・β，　blanc1179. 940.

   1.   6.100.

  9.  8.

－

－

－15.

  9.  4.

－

－

－

－

Auf Kredit

Zucker fein …//
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… �

－552

弑21

 &包lss

包348

収

－ �3346.10.

  3.257.

  9.   6.115.

92. 

98.  4.  2.

－ �

－

－

－

－175

以

－ �1270.10.

  4.

－

－

－43.

  9.－

－ �------ �1644.

  6.―

－

－

－

－

－ �

－

－

－

－

－3 Pardell�4761.

  4.  5.

－

－

－

－243.

   3.   4.�

一

一

一

一

一

一 �2235.

  8.  6.

－

－

－

－

－

�- �563.   3.   8.�- �43.   9.－ �- �- �- �24-3.   3.  4.�- �-

出典:Schulte,  Aloys,  Geschichte der GroBen Ravensburger  Handelsgesellschaft  1380 ～1530,Bd. I.. S. 373.
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製工 場を 所有してお 丿 ），この砂糖 取 引 は 会社 に とっても重要な営業分野と

して扱われていた ものである。 この外に同 じ ヴ ァレ ン シ ア か ら は フ
ックス

（Wachs ） が ，さらに木綿（Baumwolle ）も スペ インからのも の が この大市で

売却され て い る。そ の他 ス ペ イ ン 産 の 重要な輸出商品であ るサフ ラン（Sa-fran

） も このリストに計上されてお り（1479 年 の秋の大市）, そ れ は アラゴニ

ア（Alagonia ） 地 方のものであったと説 明されてい る3）。 また， スペ インの ア

ルタリア（Almeria ）地 方からの絹（1477 年 の 巻の大市と1479 乍の 秋の大市）も

会社のスペイン での活動を物語っている。　A.   シ ュ ルテの説明では この絹は リ

ョンの大市でパリ （Paris ） に 売却され，さらに イタリアの ミラノ（Mailand ）

か らの顧客に も売却された例があ ると述べられている4）。

南ドイツ地方からの商品は，上のウルム（Ulm ） からのファスチ アソ織のほ

かには ニュルンベル ク（Niirnberg ） か らの銀 （Silber ） が提供されてお り5)

そ れらは上の絹と同様に パリに売却されていった6）。

以上は前表に 示されている ものであ る八　 このような販売活動と同時になさ

れた会社の商品 の仕入れ，買い 入れは どのようになされていたのであろ うか。

リストにされた ものは残されていな い が,  A. シ ュルテに よって説明されてい

る内容は次の通 りである。 まず1477 年 の春の大市（Ostermesse ）に おいて買い

入れられた商品は2 バレ ソ（Ballen ）48反（Stiick） の ウル ム産ファスチアソ織

布245 フ ロ ーリソ3 シ リング（245fl. 3 β.） と3 バレン（Ballen ） のChambery

産 の ファスチ アソ織布220 フ ロ ーリン（220fl.） であった。 そし てその年の8 月

の大市 （Augustmesse ） では3 バレン （Ballen ） の 布（Canemasserie ）を195

フ ロ ーリソ（95fl. ）で 買い入れている。翌年1478 年 の 冬市（Epiphaniamesse ）

で も上と同 じCanemasserie 布に564 フ ロ ーリソ3 シ リン グ（564fl. 3 β。）の代

価を支払っ て購 入して い る し， その外に もウルム産 のフ ァスチアン織布を438

フ ロ ーリン （438fl.） 分， さらに2600 丁 の ナイフを112 プフ ソト（Pfund ）5 シ

リング（β。）で仕入れてもいる≒

また1479 年 の 秋の大市（Allerheiligenmesse ） で はリョン産サフランを3 バ

レン（Ballen ）955 プ フ ント（Pfund ）13  オン ツ（onz ） の量を6,233 プ フ ント
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（Pfund ）6 シリング（β。）で買い入れる一方，翌年の同じ 大 市では1  バレソ

（Ballen）のChambery 産のファスチアソ織布を77 フローリソ(fl.）4 シリン

グ（β。）5 ブランク（bl.）の値段で購入している。

さらに同じ時にVerdun 産のCanemassserie 布1 バレン（Ballen）を597

ローリソ（fl.）11シリング（β。）3 ブランク（bl.）で買い入れているS）。

以上のような会社の販売と買い入れ活動によって明らかなことは，一般的に

言われている南ドイツ経済圏とリョンの大市との結びっきで，南ドイツからの

輸出品，つまり金属製品，繊維製品‥ 腸，ワックス，タール，灰（Asche ）,   硫

黄（Schwefel ）,硝石（Salpeter）,毛皮製品，等々に対する南ドイツへの輸入

品，つまりレヴァソト（Leband ）貿易からの東方の物産，イタリア 及び 南フ

ランスからの諸生産物の交易，という構図は9) 一部分それらの条件を満たせ

ないものはあっても，ほぼこの会社の活動の中にもそれを認めることができる

のである。ただこの大市取引にみられた会社の仕入活動のなかにかなり南ドイ

ツからの商品，つまりウルム産のファスチアン織布やニュルンベルク産の金属

製品等が入っていることから，この「大ラーフェソスブルク商事会社」がいわ

ば地元の麻織物製品の販売活動にだけ専ら専念していたわけではないこと，つ

まり地元の麻織都市から仕入れたものをそのままヨーロッパ各地の大市に持ち

込んで売却していただけではなかったということもわかるのである。またこの

大市取引に記録されているよりはるかに多くの南ドイツ産の麻布を広く販売し

ていた事は当然予想されたところであるが，それらを確実に裏付ける史料は今

のところ見いたされていない。会社はこうしてみるとかなり各地の特産品を交

互に交換して歩く仲介商人的性格を強くしていたと言えよう。つまり麻織物の

販売活動とさらには当時ヨーロッパの一大毛織物生産地であったフランダース

等の毛織物販売を専らその営業としていたこの南ドイツ商業圏の初期の商人か

らはかなり変質してきているといえるのである。

それでは次に，会社はこのリョンの大市での取引においてどのような営業成

績をあげていたのであろ うか。概にみて，会社はこの当時のリョンでの取引に

おいてかなりの収入をあげていたとみることができる（表4-9 参照）。



表4-9　 リヨンの大市取引における「会社」の収支表（1477年－1480年）

収入の部（Einnahmen ）

内　　　　　訳 �1477
春の大市　　8 月の大市

（Ostermesse ）（Augustmesse ）��1478
冬の大市(Epiphania)�1479秋の大市(AUerheiligen)�1480秋の大市(AUerheiligen)� 合　 計(Zusammen)

Barerlos von Waren　 ‥‥‥‥‥Eingegangene

Schulden

Eigene Gelder

Entliehene Gelder

Aus Kommissionsgeschaft … �fl.

     3.   bl.3346.

   10.　3.342.　2.　5.

－4812.　6.

   －

－ �fl.　

β.　bl.1270.

   10.     4.1320.

     8. lOl.931.　9.

   ―130.

   
―　－

－ �fl.

   3.　bl.1644.

    6.   ―

－

－

－

－ �fl.　3.　bl.4761.　4.　5.100.　3.　8.3373.

2.　6.

400. － －243.

     3.     4.�n

β.    bl.2235.　8.

6.

38.　9.　4.

－

3141.　4.　6.

－ �fl.　

β.　bl.13259.　3.　6.1792.

一　 踪4304.

   11.　6.8483.

   10.　6.243.　3.　4.

�8501.　6.　8. �3643.    4.   吋 �1614.　6.   ― �8878.　1. 11. �5415.   10.　4. �28083.     5.   li

支出の部（Ausgaben ）

内　　　　　訳 �!477
春の大市　　8 月の大市

（Ostermesse ）(Augustmesse ）��1478
冬の大市(Epiphania)�1479秋の大市(AUerheiligen)�1480秋の大市(AUerheiligon)� 合　 計(Zusammen)

Wareneinkauf

Abgezahlte Schulden

Fuhrlohn,  ZehrungGesellen,

 Kommissionare,WirteDarlRhpii�fl.

β.    bl.465.

     3.   －7327.

     6.   －126.

     8.   －99.

   －　 －80.

   －　 － �fl.

β.    bl.195.

   －　 －100.

   －　 －165.

   －　 －582.

     9.     2.

－ �fl.

β.　bl.1114.

     8.   ―

－150.

   10.　6.

－

－ �fl.

β.    bl.6233.

     6.   －

－259.

     9.   －

－

－ �fl

・　3.　bl.137.　3.　8.

－72.　5.　8.

－91.　8.

   － �fl.　3.　bl.8145.　8.　8.7427.　6.

   －810.
9.　2.

681.　9.     2.171.

    8.   －

収 入（Einnahme) �8098.　5.

一8501.

6.　8. �1042.　9.　2.3643.     4.   21.�1265.　6.　6.1644.　6.   ― �6529.

     3.   －8878.

     1.   11.�301.　5.　4.5415.   10.　4. �17237.　5.

   －28083.

     5. 球

残高（Einnahmeuberschu/3 ） �403.　1.　8. �2590.      7.     ＼.�378.    1 1.　6.�2348.   10.   11.�5114.　5.　0. �10836.     0.   lj.

出典;  Schulte, Aloys,  a.a.O.，S. 375
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収入の部において明ら かなこ とは，商品の売却による現金収入（Barerlosvon Waren

）が収入部分の大部分を占めていることは当然のこととはいえ（合

計1 万3,259 フローリX  (fl.），3 シリングa)  6 ブランク（bl.）)，それに比較

して為替手形の振出し（Ausstellung ）による受け取り（例えば1477 年の瘤の

大市（Ostermesse ）に4,812 フローy ソ（fl）,    6シリング（β.）をヴァレソシア

（Valencia）で7 月1 日支払い予定の手形により受 取 り,    8月の大市において

も130 フl=・－リソ（fl.）を ニュルンベルクで8 月8 日に支払い予定の手形で受

け取るなど）がかなりの額にのぼっていることである．（総額8,483フローリソ

（fl.）10シリング β）6 ブランク（bl.））"）．

このほか，会社独自の所持現金は,   1477年の8 月の大市（Augustmesse ）に931

フローリソ(fl.）9 シリング（β.）が表に示されているが，これはフランス

から会社のKlaus Frauenfeld なる人物が持ち込んだものであった．さら1479

年の秋の大市（Allerheiligen）の際の会社の所持金3,373 フローリン(fl.）2 シ

リング（β.）6 （bl.）は，8 月の大市の現金残高1,463 フl=l－リソ（fl.)  9シリン

グ β）9 ブランク（bl.）に会社の一人がコンスタV ツから持ち込んだ38 フロ

ーリソ（fl.）4 シリング（,3.）, 及びジュネーヴからもちこんだ1,871 フp  ーリ

ソ(fl.）9 シリング（β.）の合計によるものであった11）．

さらに会社の収入源となっているものに従来からの負債の取立て収入を見る

ことが でき る．1477年のイースター大市（Ostermesse ）では7 名の負債者か

ら324 フローリン（fl.）2 シリング（β.）5 ブランク（bl.）が取立てられて収入

となり，8 月の 大市で は9 名の負債者から1,310 フローリソ（fl.）8 シリング

β.）101ブランク（bl.）を,   1478年の1 月の大市（Epiphania ）では1 銭の収入

も入っていないが1479年の秋の大市では5 人から100 フロ―リソ（fl.）3 シリ

ング（β.）8 ブランク（bl.）,   1480年の秋の大市では1 人の負債者から38 フロ―

リソ（fl.）9 シy  ング β）4 ブランク（bl.）が入金され，表にあるように合計1,792

フp  ―リソ（fl.）あまりが収められたのである12）．

この外，コミッショV   （Kommissiongeschaft ）収入とし て,   1479年に（秋

の大市）243 7 ローリソ（fl.）3 シリング β）4 ブランク（bl.）が表に計上さ
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れ て い る が ， こ れ は ラ ー フ ェV ス ブ ル ク （Ravensburg ） に お い て 依 頼 人 に か

わ っ て 支 払 わ れ た も の が こ こ で 収 入 と し て 受 け 取 ら れ た も の で あ る13）

以 上 の よ う な 収 入 に 対 し て 会 社 の 支 出 は 表 に 示 さ れ て い る 通 り ， 第 一 に 商 品

の 買 い 入 れ に よ っ て 占 め ら れ て い る が,   1477 年 の 春 の 大 市 に み ら れ る よ う に ，

負 債 の 支 払 い の 為 に7,327 フ ロ ー リ ン （fl.）6 シ リ ン グ（β。） と い う か な り の 額

が 支 払 わ れ て い る 。 こ れ は4 つ の 項 目 に わ だ っ て の 支 払 い で あ り ， 同 じ 年 の8

月 の 大 市 に も100 フp  ー リ ソ（fl.）が 支 払 わ れ て い る 。 そ の 外 運 送 料(Fuhrlohn ）

の 項 目 に そ れ ぞ れ の 大 市 の 際 に126 フ ロ ー リ ソ （fl.）8 シ リ ン グ β ）, 1C5 フ ロ

ー リ ソ （fl.）, 150 フ ロ ー リ ソ （fl.）10 シ リ ン グ（β。）6 ブ ラ ン ク（bl ）,  295 フ ロ

ー リ ソ （fl.）9 シ リ ン グ（β。），72 フ ロ ー リ ン(fl. ）5 シ リ ン グ（β。) 8 ブ ラ ン ク

（bl. ），合 計810 フ ロ ー リ ン（fl.）9 シ リ ン グ β.）2 ブ ラ ン ク（bl. ）が 計 上 さ れ て

い る 。 商 品 の 収 入 代 金 の 支 出 に 比 べ る と ほ ぼ10 ％ に 相 当 す る 。 さ ら に 専 門 職 商

人 （Geselle ） や 仲 買 商 人 （Kommissionare ） や 家 主 （Wirte ） な ど に 対 す る 支

出 も99 フ ロ ー リ ソ（fl.）と5827 ロ ー ジ ン（fl.）9 シ リ シ グ（β。）2 ブ ラ ン ク（bl. ）

が1477 年 の 春 と8 月 の 大 市 取 引 に 際 し て 計 上 さ れ て い る 。A.  シ ュ ル テ に よ れ

ば こ れ ら の 支 出 は ， 会 社 が 用 い た 宿 泊 や 運 賃 ， 関 税 ， 等 で あ っ た14）。

以 上 の 支 出 に 加 え て ， 資 金 の 貸 出 し も 行 な っ て い た 。1477 年 の 春 の 大 市 の さ

い の80  7  ロ ー ジ ン （fl.） と1480 年 の 秋 の 大 市 の 際 の917 ロ ー リ ソ（fl.）8 シ リ ン

グ （β。） で ， そ れ ら は 友 人 に 対 し て の 貸 付 で あ っ た と 説 明 さ れ て い る15) 。

以 上 の よ う に 会 社 に よ る リ ョ ン の 大 市 取 引 で の 売 上 表 や 支 出 と 収 入 表 を 対 照

し て 明 ら か な こ と は ， 売 上 げ 総 額（ 現 金 取 引 ） で1 万3,259 フ ロ ー ジ ン （fl.）3

シ リ ン グ（β。）6 ブ ラ ン ク（bl. ） で あ り ， 買 い 入 れ 総 額8,145 は フ ロ ー リ ソ（fl.）8

シ リ ン グ （β。）8 ブ ラ ン ク （bl. ） で あ っ た こ と か ら も 明 ら か な 通 り,  リ ョ ン

（Lyon ） は 会 社 に と っ て ， 商 品 の 売 却 の 為 の 格 好 の 販 売 市 場 で あ っ た と い う こ

と が で き る 。 さ ら に 収 入 と 支 出 表 の 比 較 で も わ か る よ う に.  リ ョ ン の 大 市 取 引

に お い て は 会 社 に と っ て か な り の 収 入 源 （ 総 額 残 高 で の 差 額1 万8OC フ ロ ー ジ

ン （fl.）li ブ ラ ン ク （bl. ）） と な っ て い た の で あ る 。

リ ョ ン の 支 店 の 活 動 は さ ら に ， 会 社 の 史 料 と し て 残 さ れ て い る 人 事 面 で の 記
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録によっても裏付けられている。最初に支店長として活動したのはラムパータ

ー（Lamparter ） という人物で，次にスイスのザソクト・ガレV  （St. Gallen）

出身のP. フェヒタ-   （Philipp Fechter ）が経営にあたっていた（1474 年）。

その外1478年の百の大市まではK. ブッツェル（Klaus Butzel ） なる人物が

この支店の会計経理事務を担当し てい た こと がわかっており16） ついで上のLamparter

の息子 （junge Hans Lamparter ）も父のもとで取引に従事，一

時期父子でこのリョン支店の経営にあたってい た。その後1479年6 月にはK.

フラウこソフェルト（Klaus Frauenfeld ）なる人物が担当し，1480年には再び

上のLaraparter の父の方が着任し，その後1515年頃までPhilipp Fechter が

長い間経営にあたっていた。このPhilipp はリョン市で活躍したドイツ商人の

なかでも最も年老いるまで活躍した人物の一人として説明されていることから

みても17) ，リョン在住のドイツ商人の代表的人物であったことは間違いないと

おもわれる。

以上，リョンの大市取引について残されている史料を通しての「大ラーフェ

ンスブルク商事会社」の活動の概略である。少なくとも上にみたジュネーヴの

大市取引を上回る重要性を占めていた事だけは間違いない。ただ，会社はドイ

ツ商人としてはその初期の段階での中心的な役割を果たしたとみれるが，しか

し16 世紀への時代の変遷とともに，後発都市のニュルンベ ル クや アウ クスブ

ルク（Λugsburg ）の商人の活動の前にしだいにその活力を失うことになるl‰

それを物語るものは前章にも述べたKarl Ver Hees の1579年9 月16日付の史

料（Handelsregister）,つまり当時のジョン市で活躍する73 の南ドイツ地方か

らの商事会社のうち，ニュルンベルクに属するもの23, アウクスブルクに属す

るもの35, ウルムに属するもの6, 等の中でコンスタンツに属するものわずか1

社， ラーフェソスブルクからは何らの形跡もみうけられない，という説明で

あっ た19）。A. シュルテの著作の中には残念ながらその麻織都市の下降趨勢を

物語るものは何ら取り扱われていないが，この南ドイツ経済都市の交代はリョ

ンにおける商取引においても，明白に示されているといえる。ローヌ川流域に

はそのほか会社の支店も置かれていたアビュヨン（Avigncn ）での取引も重要
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であ るが，商品取引については リョンの取引とほぼ同じであ り， もともと売買

活動はさほど多くはなかったとト うA. シ ュルテの指摘を示すだけにとどめて

おきたい2≒

注

1） クリ ス マ ス の後12 日経 っ ては じ め て の 月 曜 日か ら 開 催 され る大 市 とい う意 味 で こ

のよ うな 呼 び方 にな った と い う。Schulte ，Aloys,  a.a.O.,  S. 372.

2）Schulte,  Aloys,  a.a.O.,  S.  374.

3）ebenda.

4）ebenda.

5） ジ ュ ネ ー ヴに お い て も ニJ レン ベ ル クか ら の貴 金 属製 品 は当 時 の こ ユル ソ ベ ル ク

の 主 要輸 出製 品 であ っ た。 Amman, Hektor,  Oberdeutsche Kaufleute and  die Λn-fange der

Reformation in Genf, in Zeitschrift  fiir Wiirttembergische Landesge-schichte,

 X Ⅲ. Jg.,  1954,  S.  168.

6）Schulte,  Aloys,  a.a.O.,  S.  374.

7）ebenda.

8）ebenda.

9）Hees,  Ver Karl, Die oberdeutsche Kaufleute in Lyon im letzten Viertel des16.　Jahrhunderts,

   in　Vierterjαhrscrift fur Sozial-und Wirtschaftsgescchichte,XXVI.]g.

，1934,    S. 235.

10） こ のほ か ， 表 に 示 さ れ てい る1479 年 の 秋 の大 市 で の400fl. は ニ ュル ン ベ ル ク で1480

年1 月 に 支 払 い 予 定 の も の であ るし,   1480年 の 秋 の 大市 での3i4in ・6/3 6 bl. は ，1481

年:x. ル ン ベ ル ク でHans Tucher な る人 物 に よ って 支払 わ れ る予 定 のl,218fl.9/3

と， ブ リ ュ ージ ュで1481 年1 月15 ロに 支 払 い予 定 の907fl., さら に1481 年1 月 に

ニ ュル ン ベ ル クで 支払 い 予 定 の1,0159.    7β6 bl. の 合計 であ った と 内 訳が 示 され て

い る。 Schulte, Aloys,  a.a.O., S.  374-375.

11）Schulte,  Aloys,  a.a.O.,  S.  374.

12）ebenda.

13）Schulte,  Aloys,  a.a.O.,  S.  376.

14）ebenda.

15)    ebenda.

16）Schulte,  Aloys,  a.a.O.,  S.  382.

17）ebenda.

18） そ の 理 由 の多 くは ， 会 社 が 金 融活 動 を 行 わな か っ た 事に 求 めら れ て い るSchu-lte,

 Aloys,  a.a.O.,  S.  382.
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19 ）Hees,  Ver Karl, Die Oberdeutsche Kaufleute in Lyon im letzten Viertel des16.

   Jahrhunderts.,  in Vierteliahrschrif けiir Sozial-und  Wirtschaftsgeschichte ，XXⅦ.Jg.,

   1934,   S. 237. さ らに た とえ ば1522 年 ／23 年 の リョ ン の関 税 表 （ZoUbuch ） に

はWelser な ど の 名前 が 残 っ て い る一 方， この 大 ラ ーフ ェ ン ス ブ ル ク商 事 会 社 の 名

前 は 見 い だせ な いHees,  Ver Karl, Oberdeutsche Handel nacli Lyon am Anfa-nge des 16. Jahrhunderts,

 in  Historisches Jahrbuch,  Verlag J.P.  Bachem,  K 司n,55.

   Bd., 1935,   S. 78.

20 ）Schulte,  Aloys.,  a.a.O.,  S.  386.

④　低地地方地域

ロープ（Roune ）川流域にジュネーヴ（Genf ）の大市とリョ ン（Lyon ）の

大市とが存在していたように，ライン（Rhein ）川流域にも「会社」にとって

多くの重要な大市取引市場が存在していた。南ドイツの麻織経済圏からこのラ

イン川流域に向かっての取引圏内には,    ノルトリソゲソ（Nordlingen ）の大

市やフラソ クフルト（Frankfurt am Main ）の大市さらにケルV   （Koln ）や

ブリュージュ（Brugge ）,アントワープ（Antwerpen ）等々の市場が15世紀の

会社の活動の重要な拠点となっていた。その中でもライン川下流地域と遠くス

ペインやイギリスに海上ルートで結びついてもいた低地地方の2 大拠点が，ブ

リュージュでありアントワープでの大市取引であった。そしてこの2 つの大市

取引の動向乱 時代の転換の中で，中世の比較的早い時代の川原取引の中心で

あったブリュージュから≫，16世紀の発展に向かうアントワープへの交代 がみ

ら牲るものであった2）。その動きは，いわゆる地理上の発見の時代の開始であ

る1490乍代よりもはるかに早い時代にそれを認めることができる。以下ブリュ

ージュとアントワープにおけるこの会社の活動を追っていきたい。

⑤　ブリュージュの大市取引とその内容

ブリュージュは，この南ドイツ麻織圏の商人の訪問場所としては比較的早い

時期から知られた取引場所であった。前章でみた通りすでに1853年に発表され

ているF.J. モネ（Mone ）のこのテーマについての論文の中にも，南ドイツ・

コンスタV ツの商人がブリュージュとアントワープを訪問していたことが述べ



第4 章　ラーフェソスブル列こおける麻織業0 発展と商人・商事会社及び愉出誼場　187

ら れてい る3)。 当然ながらラ イン川流域ルートの延長線上に発展したもので あ

った。 この論文には また， ケルンの商人 がこのコンスタン ツでイタリアとギリ

シ アから持ち込んだ ワインの取引に従事していることも記されてお り，ライン

川流域の商人とこの南ドイツ地域との商取引を裏付ける ものとなっているへ

このほか南ド イツに位置する ウル ム（Ulm ） の商人が特産品のファスチアン

（Barchent ） 織 布を もってヨーロッパの各地に出向い ていたが,   13世 紀にすで

に低地地方や イギリスに も達している 事 と5) さ らに1236 年 には ドイツのブラ

ンデンブル ク（Brandenburg ）市 場からエルベ（Elbe ）川を 経由して麻布（Le-inwand

） を フラン ダース（Flandern ） 地方に，さらに1239 年-50 年 の 問には イ

ギリスにも売却し たことが明らかにされ，ブ リュージュとの交易の可能性を示

すものとなってい る6）。

ブリュージュを基点 としたヨ ーロッパ各地との取引の可能性でみると， ドイ

ツ国内とは， ラ イン川を遡ってフランクフルトの大市やニュルンベルクとの取

引，さらにウ ィーン（Wien ）と の取引の可能性が大きく，北方面ではラ イプチ

ッヒ（Leipzig ） や ブレスラウ（Breslau ） と の取引が，さらに上にみた地中海

商業圏との海上 取引， そして北欧ドイツ・ハソザ（Hanse ） との取引も極めて

重要であ った。 A ． シ ュルテによ れ ば，ブリュージュの発展はド イツ・ハンザ

との取引なしには考えられ な い，とあるがT> ブ リュージュを訪れた商人の中

では， イタリア， スペ イソや フラソスの商人とならんで， 南ド イツの商人にこ

のハンザの商人を 加えたド イツとの取引がかな りの比重を 占めていたことは容

易に考えられるところ であ る。

ブリュージ ュでの取引は，大市取引とし て知られてい たものは亦のイースタ

ーの大市（Ostermesse ） で ある。 毎年 イースターの祭 日の15 日後 か ら 阻始さ

れた大市は12 日間，つ まり大市の閉市日は イースターの27 日後になっていた。

そしてこの大市の終了に引き続い て次節でみるアントワープ（Antwerpen ）の

プフ ィン グステソ（m 霊降 臨祭，イースターの50 日後）の大市（Pfingstmesse ）

取 引（プフ ィン グステソの祭 日の14 日前から開始された）が行なわれ，したが

って両者は10 日間の間をあけ ただけ で行なわれ，さらに同じアント ワープの，
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その当初は夏期の大市から始まっていたバマスマルクト（Bamasmarkt ）の大

市やさらに近隣の都市Bergen ob Zoom の大市取引へと取引の場が引き継れ

ていったわげであ る8）。したがって，ブリュージュでの大市取引はこの周辺地

域の商業取引の一犬システムの一環として機能していたことになる。ブリュー

ジュ市内でのイースターの大市のあとは後述するようにプフィングステソの大

市，バマスの大市等，後に述べるアントワープの大市にみえるものとほぼ同じ

大きな取引を行なっていたものと思われる。

それではブリュージュの大市が扱っていた当時の商品取引はどのように展開

されていたのであろうか。もともとブリュージュは外国商人に対してかなり自

由な活動を認めていた。たとえば，商品を売却した結果手にはいった貨幣を貨

幣のままで持ち出すことを禁止して，その代りに商品を買い入れることを強制

していたイギリスやスペイン，ペニスCVenedig) などとは別に，ブリュージ

ュは商品の買い入れ強制なしに自由に貨幣の持ち出しを認めていた事などであ

るが9） しかし外国商人に対しての規制が皆無であったわけではない。例えば，

取引は小売取引が一切禁止され，外国商人に許可されていたのは卸売取引のみ

であったし0 ） 一度ブリュージュにおいて所有者が交代した商品を，つまり一

度売却された商品を外国商人は再び売却してはならないという規制もあった。

このほか外国商人には取引上の課税免除権が与えられていたが，その取引は上

に述べたように自己の商品のための売買活動だけに限られていたのである11）。

このようにいわば外国貿易を促進しようとする都市当局の政策のもとで，各

地との商品取引が行われたわけであるが，上に述べたパンダ商人との取引，イ

タリア商人との取引等々のなかに南ドイツからの商人も加わっていたのである。

こころみに，南ドイツ出身商人はこのブリュージュでは何らの組織も結成した

形跡はなく，例えばコンスタンツ（Konstanz ）の商人などはかなり早いうちか

ら規則的にこの都市と交易していたにもかかわらず，そこには支店がおかれた

形跡すら残っていないのである12）。

それでは「大ラーフェソスブルク商事会社」がこのブリュージュにおいてど

のような取引を行なっていたのであろうか。もともと南ドイツ・シュワーベン
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（Schwaben ）地 方 の商人に よるこのブリュージ ュでの活動 の記録は,   1394年に

まで遡るだけ であ るが''） 活動が頻繁に行われるよ うになったのは15 世 紀もか

なり過ぎてからであ る。早い時期の活動は コンスタンツ出身 の商人の記録（1402

年，1403 年 な ど）な どが中心であ るが" ）,   1400年 当 時そ のコンスタンツとな

らんで近隣 都市 ヴァソゲン（Wangen ） や ラーフ ェンスブルク（Ravensburg ）

出 身の商人 も少しず つ史料に登場し は じ め，「会社」の活動 の記録 もこの1400

年 頃に確認されてい ろ15）。その最初の記録，つ まりこの会社のブリュージ ュで

の活動を示す記録は， バルセロナ （Barcelona ） で の関税支払いの記 録 であ る

が，そ れはフ ラン ダース産 製品をこのブリa. ージ ュで買い 入れていた，とい う

ものである16）。

上の記録にその一端 が示されてい るが，ブ リュージ ュでの「大ラーフ ェソス

ブル ク商事会社」の営 業活動の大部分は， スペ イン産の商品とブ リュージュ産

商品との相 互の交換，つ まり会社にと っては純粋な仲介商人的商業 としての性

格を非常に濃 くしてい たといえる。 そのことは例えば,   1427年 の フラン ダース

産商品がやは りバルセロナで関 税を 徴収されていることや1437 年 に もおなじバ

ルセロナで銅n 樽 などとなら ん で6 反 （Stiick） の オラン ダ産の麻布が荷揚げ

されている事実と17) 一方 のスペ イV   （Spanien ） から では例 え ば,   1466年 に

会社が スペ イン所属の船に3 バレV   （Ballen ） の アーモンド （Mandeln ） とや

は り3 バレV   （Balle ） の “姫うい きょう”の実（Kiimmel ）を 積み 出している

事実18) な どに よっても示 され ているが， 会社 の取引が頻繁化 した15 世 紀後半

になるとそ の傾向は一層顕著に示されて くるのである。

ブリュージ ュにおけ る会社のそれらの取引 の内容は,   1478年 の プフィン グス

テンの大市 （Pfingstmesse ） と バマ スの大市（Bamasmarkt ） の2 回 にわたる

大市取引に関する アンドレアス・ザト ラー（Andreas Sattler ）な る会社の使用

人（Gaselle ）の 報告に よっ て，かな り詳細に示されてい る19）。 この人物は1478

年 の プフ ィングステンの大市のためにブリュ ージ ュに派遣されたのであったが，

その取引の詳細が記録とし て残されてい たのである。

まず ブリュージ ュに輸入した商品につい てみる とそのほ とんどが スペ インあ



190

るいはスペインのヴァレソシア（Valencia ）産のものであったことがわかる。

アーモンド（Mandeln ）をlOO バレソ（Ballen）,ライスを100～150 バレン（Ba-lien

）注文しているが実際にはその一部しか受け取っていない。さらに上に も

みた姫ういきょうの実（Kiimmel ）を仕入れている。これらは会社がスペイン

で買い入れたものであり，姫ういきょうの実はアントワープとこのブリュージ

ュで合計42バレソ（Ballen）を売却している。このほか会社はベニバナ（Saflor）

をこのフランダース（Flandern ）地域で売却するために仕入れ ているし，ヅ

アレソシア（Valencia）産の絹も買い入れている2o）。

1479年にもこのA. ザトラー（Andreas Sattler ）は150 ～200 バレソ（Ballen）

のライスと100～150 バレソ（Ballen）のアーモンド,   40バレソ（Ballen）のベ

ニバナ，ワックス4 ケ ース，20 ～30単位（Karatel ）のシロップ,   50バレン

（Ballen）の姫ういきょうの実を注文している21) その外バルセロナでは，2

バルソ（Ballen）のサソゴ（Korallen）を買い付け，この地に送っている。さ

らにサフラン（Safran ）はバルセロナやサラゴッサ(Saragossa) からまた上

のミラノ（Mailand ）の支店もこの地に送りつけている。 これらのサフランに

ついて，プフィングステソの大市ではアラゴン地方からのl バレソ（Ballen）

が売却され，残りがアントワープ（Antwerpen ）に輸送されていたことも明ら

かにされている22）。

以上のほかにミラノ（Mailand ）から仕入れられた商品（Zimma ）も持ち込

まれている。これはフランクフルト（Frankfurt am Main ）からも引き合い

がきているものでもあったが,    2袋がうれ残っていた23)。

ところで南ドイツの麻織物がどの程度このブリュージュに持ち込まれていた

か，詳しい数字は明らかではないが,  A. ザトラー（Andreas Sattler ）の記録

から明らかになっていることは，スイスのザソクト・ガレン（Sankt Gallen ）

産のツヴィジッヒ織布（Zwilich）が売り出され,   2～3 バレV  （Ballen）が売却

されたとあるだけである24）。ここでは麻布とファスチアソ織布については全く

記されてい ない わけ で，それだけ麻布の販売活動が活発ではなかったとみる

ことが出来る。そればかりでなく，後段にみるように会社はこのブリュージュ
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の 大市におい てこの低地地域産の麻布をかな り多く仕入れてい るのであ り，そ

れを スペ イン各地に販売するとい う再販売活動を 活発に行ってい たのであ-f

以 上のように,  A. ザ ト ラ ー（Andreas Sattler ） の残した記録に よってこの

ブリュージ ュの大市に持ち込まれていた商品の多くは スペ インをはじめとし た

主として南a 一i=1ツパ 地域からのものであったが，なかでも営業上大きな役割

を果たし てい たものが上に見た商品の中でもサフラン（Safran ） であった。 た

だ，A. シ ュルテ（A10ys Schulte ）の 説明に もある ように， ブリュージュ市場

でのこのサフランの買取手は イギリスの商人であ り，したがってイギリス商人

が会社の営業にと って非常に重要な顧客であったわけであるが，英 ・仏の百年

戦争の終結に よってジェ ノアとフランスの商人が直接自分で仕入れたサフラン

を イギリス市場に持ち込む ようにな り，その結果15 世 紀後半期のこの時代には

このブリュージ ュでのサフラン市場そのものと同時に会社の営業に も多大の彫

響がみられることに なった のである25）。 これも又，ブ リュージュからアントワ

ープへの商業発展上の転換の重要な要囚に 数えられる ものである。

それでは「会社」 の営 業を行ったA. ザト ラ一（Andreas Sattler ） は この

ブリュージ ュの大市でどのような商品を買い入れていたのであろ うか。 まず多

くを 占め てい た のがこの地域周辺産 の布であ った。表4-10 は ブ リュ ージュの

バマスの大市市場での買い入れについ てのA. ザ トラ ーの報告であるが，これ

に明らかなよ うに特別多量に仕入れら れていたのは， この地域 オラン ダ産の麻

布であった。す でに15 世 紀末のこの時代からオ ラン ダ産 の麻布がこれだけ多量

に買い入れられていた事実に注目したい のであるが， これらの麻布の他に今 日

の｀ ルギ ー（Belgien ）の 各地 方， 例えばブ リュージュ,   Herentals,  Mecheln,Menin,

 Lortryk な ど からのものが扱われてい た26）。

表4-10 に も大き く計上 されてい る帽子 （Miitzen ） も輸 出用に仕入れられ，

かなり長い伝統を もっ てい た。この表の200 プ フ ソトの外に， 例えばフ ローレ

ンス （Firenze ） の カレ ー船で3 箱 （Kisten ） の帽子がスペイン（Spanien ）に

送られ，同時に300 ダ ースが発注されたままで納品を 待つ状態 に あ り，さらに

サラゴ ッサ（Saragossa ）か らは112 ダ ース， バルセ ロナには40 ダ ースの注文が
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表4-10　 商品仕入れのための支出額（ブリュージュ・バマスの大市,   1478年）

(Ausgaben fur Ankauf)

仕入れ商品

HoUandische Leinwand.

Hennegauische Leinwand.

Garn von Audenarde ……

Gefarbtes Garn

Scheren

Feine Tuche...

Mu

（単 位 プ フ ン ト）in

プ フソ ト（包 ）

600－70046

－ 5090

－10028

一 3210

―  12
0
0
0

L
O
  
   
O

  
   
t
-
~
1
C
s
l

Briiggische Tuche

Fiir Zinn ‥‥‥‥‥‥

Lamkin （6 －8 ）‥‥‥‥‥

Schulden jetzt u. in der Messe.

Ausstande ‥‥‥‥‥‥‥‥‥

…　　 ［30］

1224―1324

1670 －1774

850-

850

出典; Schulte, Aloys, a.a.O・, s. 407.

寄せられる，といった状態であった27）。会社はこうした注文を受けて後それを

製造者に発注し，その納品をうけて発注者に送品していた。そしてその輸送先

はほとんどスペイン（Spanien ）であった。

その外，会社の扱っていた商品に原料糸（Garn ）があった。表4-10 にも示

されている通り,   Audenarde からのGarn が90～100 プフントのほかに，染色

された原料糸（gefarbtes Garn ）にも28～32 プフソトが支出されている。さら

にこのAudenarde からのもののほかにTournay からの原料糸もあったと報

告されている28）。これらの原料糸もやはりスペイン市場むけに仕入れられてい

たものであった。例えばAudenarde においてA  バレソを染色させそれをサラ

ゴッサのバマス（Bamas ）の大市市場に納入させているし，その外2,000プフ

ントの染色された原料糸をサラゴッサ（Sai・agossa）の支店に供給している。

しかもそれでも決して市場の需要にたいして十分な量ではなかったとの報告が

なされている29)。
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そ の ほか， 布（Arras ） の 取引 も行われ， 仕入れた商品 を フ ラン クフ ル ト

（Frankfurt am Main ）出 身の商人に 売却した 例が残されている。 また，すず

（Zinn ）や 小羊皮 （Lamkin ）や ハサ ミ等 も仕入れ ら れ て い る。 さらに，板金

（Blech ） も扱われ,    6 樽 （Fasser ） がやは りスペ インのヴァレソシ ア（Valen-cia)

に 送られているSO）。

以上のよ うに 「大ラーフェンスブル ク商事会社」 のブリュージュ支店はスペ

イン市場向けに多量の商品を 仕入れていた事がわかる。 A. ザ ト ラー（Sattler）

は上の表に示 されている支出を 出来 るだけ埋め合わ せるために， 仕入れたサフ

ラン （Safran ） の 売却をできれば 現金 取引 で行なお うとする意向を もってい た

ことも伝えら れている。つまりスペインで仕入れたサフランとブリュージュで

仕入れた麻布 等との相 互の売買取引 の構造がここに 明らかにされているのであ

る。 スペイン の支店とブy  ュージ ュの支店による商品取引はほ とんど海上通 商

路をもっ て行なわれてい たが， バルセロナから のサソ ゴ（Korallen ） と サフラ

ンは陸路を利用して送ら れていた。

このように み る と，「大ラーフ ェソスブル ク商事会社」のブリュージュでの

取引を通して，ブリュ ージュー スペ イン間の取引のなかにオラン ダ商人 の介入

は見受けられたとしても， ドイツ・パンダ 商人 との取引は 少な くとも上の取引

でみるかぎ りほとんどなされ ていなかった事がわかる。 ブリュージュを通して，

スペインからのサフランや砂糖， コタ等々を北 ヨ― P ッパに再販売することは

あって 乱 南ド イツ産麻 布な どがここから パンダ商人の手を経て，北ヨーロッ

゛に運ばれた形跡はほ とんどなかったと言うことができる31）。

以上の ような取引の内容は，この期を通し てほとんど変おってはト ない。 ス

タインからの商品とスペ インへの商品は基 本的に上に述べた商品が扱われてい

た。したがってそれら の取引のなかで注目したい 点は， スペ インからの羊毛が

この会社の貿易 取引 では一つの例も見いだ せ な い こ と と32) し か もイギリス

（England ）か らの羊毛がほ とんどこのブリュージ ュには もたらされなかったこ

と，ただ一 度だけ， フラン クフルト（Frankfurt am Main ）／ ニュルンベル ク

（Niirnberg ） 間 の1479 ／80 年 の 取引 のなかに イギリスからの羊毛が示されてい
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るだけである33）。

ブリュージュでの取引では16世紀をこえるとしだいに近隣の都市アントワー

プ（Antwerpen ）やベルゲV   ・オプ・ツォーム（Bergen op Zoom ）における

大市取引に移行することになる。その理由は種々の方面から追求されていると

ころであるが，地理的あるいは政治的な要因のほかに，やはり16世紀にその影

響を激化してくるヨーロッパ域外の新しい市場との交易の構造の影響の方によ

り大きな原因が求められるであろう。

注

1） 商業 都市 ブ リ=. ージ ュの 最 盛 期 は,   15世 紀 に 求 め ら れ る。　1127年 に は す で に イタ

リア のg ソ バ ルデ ィア商 人 か フ ラ ン ダ ー ス地 方 の 大 市 取 引を 開 始し て お り， 以 後 ブ

リ=. ージ ュが 地中 海 商業 圏 と北 欧 商 業圏 と の接 点 とな っ て い た こ と は周 知 の と こ ろ

で あ る。 そ の発 展 に つ い て は 地 理 的要 因 とフ ラン ダ ース 地 方 の生 産 活 動 と 商 業 発 展

が あげ ら れ ， 衰 退 の 理 由 に つ い て は,    15世 紀 末 の 海 底 の変 化， 港 の浚 渫 の 必 要 性

（Versandung ） であ った こ とが あげ られ てい る。 Strieder, Jakob,  A 誂s AnttverpenerNotariatsarchiven

、Deutsche Verlagsanstalt, Stuttgart,  1930,   S.  18.

2） こ の ブ リュ ージ=. か ら アン ト ワ ープへ の 南ド イ ツ商 人 の取 引 の移 行 に つ い て は，

例 え ば， 宮 田 美 智 也 氏 論 文 「『フ ッ ガ ー家 』 の時 代 の 南 ド イツ 商人 資 本に つ い て 」

『経 営 研 究』 大 阪 市 立 大 学,   119,   1972 年,   35ペ ー ジに 詳 し い 。

3）Mone,  Franz,  Josef,  Zur Handelsgeschichte der Stadt am Bodensee vom 13.bis 15. Jahrhundert,

 in Zeitschrift der Geschichte des Oberi'heins.  Heft 4., 1853,S.

 7.

4） そ れ だけ で な くこ の 論 文 の 巻 末 に は ブ リ ュ ージ ュと ベ ニス 間 の コン ス タ ン ツ 商人

に よ る 為替 取 引の 実 施 を 示 す 史 料 （1404 年7 月13 日付 ） も 紹 介 され てい る。　Mone,F.J.,

 a.a.O., 巻 末。

5） ウル ム産 “Barchent"   布 の3  ーa ツ パ 各地 へ の 普 及 に も か か わら ず ， ウル ムに は

さし た る 商 事 会社 が 発 達 せ ず ， こ の 「大 ラ ーフ ェン ス ブ ル ク 商市 会社 」 な ど が ウ ル

ムと の 取 引を 行 な っ てい た の で あ っ た が， それ は ウル ム都 市当 局が ， 市 民 に 対し て

会 社 組 織 へ の 参 加を 禁止 し て い た た め で も あ った 。Der Stadtkreis Ulm ，AmtlicheKreisbeschreibung,

 hrsg. V.　Landesarchivdirek  tion Baden ―Wurttemberg, Slid-deutsche Verlagsgesellschaft Ulm.,

  1977,  S. 61-62.

6）Hildebrand,  Brno,  Vergangenheit und Gegenwart der Deutschen Leinenindus-trie, in

 Jahrbiicher fiir　National うkonomie und Statistik,    13.   Bd., 1869,    S. 223.7

）Schulte,  Aloys,  Geschichte der Gro βen Ravensburger Handelsgesellschaft 1380 ～
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，S.  395 。

8）Schulte,  Aloys,  a.a.O.,  S.  413.

9）Schulte,  Aloys,  a.a.O.,  S.  398.

10 ） つ ま り 外国 商人 に よ る 小 売 取引 は 禁 止 され て い た。 Schulte,  A.,  a.a.O.,  S. 398.11

）ebenda.

12）Schulte,  A.,  a.a.O.,  S.  400. コン ス タ ン ツ の商 人 が ブ リ=. ージ ュと ア ソト ワ ー

プ の両 方 の大 市 に 麻 布を 供 給し てい る の は14 世 紀 後 半 であ る 。Wielandt.  Friediich 。Das

Konslanzer Leinengeuierbe,  Verlag der Verlagsanstalt Merke Co. Konstanz 。1950,

  S. 28.

13 ） それ も商 業 使 用 人 の 人質 の事 実 の記 録 から 明ら か とな っ た も の であ る 。 Schulte 。A.,

 a.a.O.,  S.  400.

14）ebenda.

15）ebenda.

16）ebenda.

17 ）Schulte,  A.,  a.a.O.,  S.  401.

18）ebenda.

19）Schulte,  A. ，a.a.O., S.  404.

20）ebenda.

21）Schulte,  A. ，a.a.O., S.  405.

22）ebenda.

23）ebenda.

24）Schulte,  A.,  a.a.O.,  S.  404.

25）Schulte,  A.,  a.a.O.,  S.  405.

26）Schulte.  A.,  a.a.O.,  S.  406.

27）ebenda.

28 ）ebenda.

29）ebenda.

30）Schulte,  A.,  a.a.O.,  S.  407.

31）Schulte,  A.,  a.a.O.,  S.  408.

32）Schulte.,  A.  a.a.O.,  S.  409.

33）ebenda.

⑩　アントワープの大市取引とその内容

アントワープの大市取引は，夏のプフィングステV   （Pfingsten ・ 聖霊降臨
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祭）の前の2 週間に開催されたプフィンダステンの大市（Pfingstmesse ）と8

月15 日の聖マリア祭（Maria Himmelfahrt ）の後の日曜日から開始されたバマ

スの大市（Bamasmarkt ）,さらに クリスマス後のマティニの大市（Kalte 又はMartinimesse

）,イースター（復活祭）前のパエッシュの大市（Paesch-Oster-messe

）の4 つの大市取引を中心としていた。

プフィングステV  （Pfingsten）の大市は，上にみたブリュージュ（Brugge ）

のイースタ- の大市（Ostei・messe）の後に続く大市取引であったが1），しかし

それも時代によってはかなりのずれがあった。例えば1507年のこの大市は本来5

月23日が開市日にあたっていたが6 月8 日になっても未だ開かれていなかっ

たという報告や，それ以前の1503年の記録ではプフィングステン（Pfmgsten ）

は，5 月下旬であったにもかかわらず，ラーフェソスブルク（Ravensburg ）の

商人のこの大市での売上げ記録は7 月18 日になされている，といった例がある

からである2）。

また8 月15 口のマリア聖目の後の日曜日から開始されることになっていたバ

マスの大市（Bamasmarkt ）も，次第に開市の日が遅くなり■   9月1 日のSt.Agidientag

に問市された年辛，1478 乍のように10月2 日に閉市されてい た例

などもあって，かなり不規則な開催であったことがわかる。もともとこのバマ

ス（Bamas ）という名称は,   10月1 日のSt. Bavonstage に由来するといかれ，1504

年には10月の中旬に行われていたことなどから，ほぼ9 月末から10月中旬

にかけて行われ九大市であったとみることができる3）。

これら4 つの犬市がいつ頃から開設され，いつ頃からそれまでの時代の中心

であったブリュージュの大市に対抗出来るだけの力を蓄えてきたかについては

明らかではないが，少なくとも上に述べた15世紀末期にかけてのブリュージュ

の動向とこのアントワープ（Antwenpen ）の発展が一つの構造で結ばれていた

ことだけは間違いないはずである。

ブリ=. ージュが中世以来その周辺や背後の地域からの毛織物業に多くを依存

していたことは明らかであるが，アントワープでは，そのブリュージュでは少

なくとも「大ラーフェソスブルク商事会社（die GroBe Ravensburger Hand-
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）」の取引にはあまり見受けることのなかっ たイギリス産の羊毛

あるいは製品（Stoffe ）の仕上げに力を 発揮し ていた事が明らかである‰ それ

だけでなく， アントワ―プ発展の基礎になった ものに,   1518年 に 開設された金

融取引所（Borsengebaude ） を 見ることができる。 それ以前には市内のマーチ

ソスキルヒホーフ（Martinskirchhof) と呼 ばれる建物で行われてい た 金融取

引がこの年に新しい建物を構 築したのであった。 その結果，ブリュージ ュの取

引よりもはるかに大規模な取引市場となったのである。この金 融市場に参加し

てい た ド イ ツ 商 人の名前も記録に残されている。 例えば1486 年 に は アムブ9

シ ウス ■ヘ ッヒステ ター（Ambrosius Hochstatter ） が この地に 名をはせた投

機家として登場し,   1494年 に は フ ッガー（Fugger ） 家 の代表 としてコンラー

ト・モイテ ィン グ（Konad Meuting ） な る人物が，さ ら に ザン クト・ガレン

（Sankt Gallen) の 商 人Onofi'ius Varnbiiler が1480 乍以 来 このアントワープ

（Antwerpen ） の 市場で活躍し ていた5）。

いずれにし ても，すでに13 世 紀末からしだいに外国商人 の往来によってブ リ

ュージ, と ともに発展してきたアントワープは，16 世 紀前後には， 南ドイツの

ヘ ッヒス テター（Hochstatter ） や ウェルザー（Welser ）, フ ッガー（Fugger ）

家 などの大商人だけでな く， イタリアからの銀行家， フローレンスやジェノア，

更に上に述べた スイスの都市等々から も，さらには ハソ ザ商人を も交 えた国際

的中心地 として新しい 時代への準備を整えてい たことになる。 それは，この都

市におい ては ツンフト（Zunft ） と 大商人層 （Geschlecht ） との対立も 見 ら れ

ず，政 治的支配者によって都市に 自由な政策が保 証されてい た た め で も あっ

た6)。

このアントワ ープにそれ以前から発展していた産業とし ては， イギリスとの

結びつきを 強めた繊維業 の他に， 書物印刷業 （Buchdriickerei ） や ガラス製造

業， ダイヤt ソ ド加工業，高級織物業 等があ り， それぞれ対外的な競争力を強

化してい た。 もともと アント ワープがブ リ
ュージ ュを追い抜 くための基盤は イ

ギリス産毛織物 との結びつ きや大市取引の拡大発展に求められることは明らか

であるが，ブ リ
ュージ ュよ い
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有する地理的条件が，次第に大型化する海上船舶にとって有利に作用したこと

は歪めない。ブリュージュの航路が度重なる高波によって大きな被害を受けて

いたことも事実である7)。

アントワープ（Antwerpen ）の発展はさらに新航路の開拓後に一層助長され

る。 周知の通りそれ以前のいわゆる「東邦の物産」はベニス（Venedig ）とジ

ェノア（Genua ）経由で西ヨーロッパに流通していったのに対して，ポルトガ

ルによる直接取引がこの北大西洋岸の商業都市に画期的な刺激と活動の場を与

えたのであった。A. シュルテによればそれはまさに投機的な商業発展であり，a

 ーロッパの胡叡取引に革命的な変革をとげさせたものであった8）。それら の

投機的取引の対象となった商品は，カリ（Alaun ）,サフラン（Safran ）,銅，

胡崔等であり，なかでもその中心が, リスボソーアソトワープ間の取引の中心

となった胡根であった。

以上のようなアントワープの歴史的背景のなかで，それでは大ラーフェソス

ブルク商事会社の取引はどのように行われていたのであろうか。まず，アント

ワープの発展とともにその比重が高くなった貨幣・金融取引あるいは保険取引

への介入には，ほとんど立ち入らなかった点がこの「会社」のあらゆる地域に

ほぼ共通した方針であったが，このアントワ- プでもそれは例 外では なかっ

た9)。

この会社がアントワープ（Antwerpen ）やその他の地域から買い入れた商品

の多くは，ブリュージュと同様に繊維を中心に，果実，金気 金属製品等に及

んでいる。繊維ではイタリアのミラ ノ（Mailand ）やジェノア（Genua ）から

の高級絹織物や高級毛織物が多かったが，ここでもブリュージュと同じく南ド

イツ産の麻織物は少なく， むしろこの地域に近いWelsche 産の麻布などが輸

入されていた。　スイス（ザソクト・ガレソ）産の麻布（Zwillich織）も輸入さ

れてはいるが直接産地で買入れられたのではなく，フランクフルト（Frankfurtam Main

）の大市やニュルンベルク（Niirnberg）経由で運ばれたものであっ

た10)。 そのほかラーフェソスブルク（Ravensburg) に近いイスニー（Isny）

産の布も扱われていた11)
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布 以 外の ものでは，ジ ェノアからのサソ ゴの買い入れや，銅がアントワープ

を経由してポルトガルや スペ インへ， さらに金 （Unzgold ）,   銀 （Unzsilberj

の取 引がここで行なわれ， イギリス（England ） に 売却されている。

以上のような 「大 ラーフェソスブル ク商事会社」 の商品取引を具 体的に示す

ものに,   1504年 の アント ワープのバマスの大市（Bamasmarkt ） の記録があ る(

表4-11 参 照）。 これに よれば, アント ワープのバマスの大市で仕入 れた商品の

多 くが麻布 であ り， それもかな り上にみたように この周辺地域からの供給に 依

存していた ことがわかるであ ろ う。 オラン ダ産麻 布は （726 プ フソト17 シ リ ン

グ7 ヘ ラー）は597 反(Stuck) と 計上 されてお り，ブリュージ ュ，キャ ムブラ

イ（Cambrai) か ら の麻布はそれぞれ18 反 分,    3 反 分 と説明されて いる。それ

ら のうち,   370反 は スペ インのヴァレンシア(Valencia) へ,   125反 分 も同じく

スペ インのサラゴ ッサ（Saragossa ）へ，残 りが，と くにキャムブ ライとブリュ

ージ ュのものはすべ て南ドイ ツのラーフェン スブル クに送 りっけら れている12)。

こ0 事 実は，麻布の産地であるラーフェソスブル クに直接送られたものではな

く，おそら くその途中の ケルV  (Koln ）や フ ラソ クフルトの大市に 向けた もの

であろ うが，それでもこの会社 の仲介商人的性格を示す好例であ るといえる。

表4-11　 アントワープ・バマスの大市における「会社」の取引（1504年）

仕入のための支出額(Ausgabe fiir Ankauf
）

プフ シリ ヘラ
ソト　ソグ ー
（収） β）（-^）�

販売による収入額
（Einnahme durch Verkauf)

プフ シリ ヘラ
ソト　ソグ ー
（靫) β） 円 ）

Hollandische Leinwand ….. 726.    17.     7.Arras　

372.   10.  －Garn von

Audenarde ‥‥‥‥‥96. －　 －Zwillich　

88.2 、 －Leinwand Brugge,

Cambr ‥.. 49.    13.     3.Tapisserie　

49.    8.    2.Tuche　

18.   18.   －1382.

     9.   － �Samt　　　　　　　　　　326.

   19.     6.Schamlot　

20　3.    ―Zwillich　

39.   15.   ―Macis　

40.    5.     2.Gewiirznelken　

15.   10.    3.Fuln　

325.     9.     7.Korallen　

90.   14.     8.Unzgold　

71.     5.     4.980.7(2).

     6.

出典:Schulte,  Aloys,  a.a.O., S. 419.
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麻布の買い 付けは そ の外に 乱Hoogstraen やHennea:au 地方,   Meckeln,Nivelles

産のものなども扱われていた。表にある高級刺繍布（Tapisserie）の

買付けはやはりスペインのサラゴッサ（Saragossa ）に送られている1≒

バマスの大市（Bamasmarkt ）での商品売却についてみると，表にみえる布

（Samt ）は，イタリアのジェノアやミラノ（Mailand ）からの高級品であ り，

かなり規則的に輸入されていたものの売却の例である。このバマスの大市用にlOO

反（Stuck ）を予約した年もあった。同じく高級布（Schamlot ）もイタリア

のジェノアから仕入れられたものである。これも多いときには1 回の大市期間

に200反（Stuck ）位の予約を行なっている1焉 さらに交織布（Zwilllich織）も

かなり流通性の高い商品で，鎖繁に取引されているが，表にみえるものはザソ

クト・ガレソ（Sankt Gallen ）からの直接のものではなく，フランクフルトや

ニュルンベルクの大市において仕入れられたものであるうと推測されている。

サソゴの売却は，ジェノアから仕入れたもので，ジェノアとの2 回の取引の事

実が伝わっている。また，表にある金（Unzgold ）と銀（Unzsilber) の買い手

の多くは上に述べたようにイギリス人であった1‰ このほか表に示されていろfuln

なる商品については額の大きさからみてもきわめて重要な内容 である こ

とは間違いないはずであるが，残念ながら何らの説明もなされていない16）。

以上，表の内容からみて，アント ワープ支店の営業内容は，上にみたブy  ュ

ージュでの取引とほぼ同じに，イタリアーイギリス間の通商ルートの橋渡しと

同時に，「大ラーフェソスブルク商事会社」のスペインでの仕入 れと販売取引

とに密接に結びついた活動を行なっていたと言えるであろう。つまりアントワ

ープで仕入れてスペイン市場へ，スペイン市場で仕入れたものをアントワープ

で売却する，といった構図である。したがってこのアントワープの大市取引に

おい て も，ブリュージュと同様に，「大ラーフェV  スブルク商事会社」の営業

方針として各地でみられた取引，とくに南地域，地中海地域にみられる南ドイ

ツ産麻織物の販売活動という麻織物生産者と直接結びつく商業活動はほとんど

見られず，多分に商人的仲継取引に没頭していたと言えるのである。
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注

D　 イースタ- とプフィングステソとの間隔は50  日, ブ リュージュのイースターの大

市の閉市口がイースター後27 日日であり， アントワープのプフィングステンの大市

の開市日がプツィンダステンの14 日前であるので， わずか1 週間ほどの間隔で2 つ

の大市が開催されていたことになる。Schulte, Aloys,   Geschichte der G・oBen Ra・vensburger

 Handelsgesellschaft 1380～1530,   S. 413.

2）Schulte,  Aloys, a.a.O., S. 414.

3）ebenda.

4）ebenda

5）Schulte,  Aloys,  a.a.O., S. 415.

6）Schulte,  Aloys,  a.a.O., S. 414.

7)    ebenda. このほか， アントワ- プがこの次の時代の中心となるアムステルダムに

距離的に近いことも発展要因の1 つであった。　すでにアムステルダムはこの時代に

穀物取引と鯨取引についてはアント ワープよりもはるかに大きな活動を行なってい

たからである。しかもブI) =.ージュよりもアントワープの方がライン川本流に近接

していたこともブリュージュを超える大きな要 因であった。 Schulte, A・, a.a.O.,S.

 416.

8）Schulte,  A,  a.a.O., S.  415.

9）Schulte,  A.,  a.a.O., S. 416.

10）Schulte,  A.,  a.a.O., S. 417.

11）Schulte,  A.,  a.a.O., S. 417-418.

12）Schulte,  A., a.a.O., S. 413.

13）ebenda.

14）Schulte,  A., a.a.O.，S. 419.

15）ebenda.

16） この史料を収集したA.  Schulte 本人の言葉でも何の手がかりも見いだせなかっ

たとしている。 Schulte, A., a.a.O.，S. 419

3　 大ラーフェンスブルク商事会社の貿易活動にみられる地域格差

南ドイツ地方の麻織業の初期の有力な市場八　 コンスタンツ(Konstanz ）産

麻織物の輸出の分析などによって! ロース川上流のシャンパーニュ地方に開催

された大市であったことはすでに明らかになっている1）。その後14世紀に はこ

の大市に代ってしだいに上に扱った地中海諸地域，とくにスペイン各石市の重
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要性が増大してきた。

イタリアはさておいてもスペイン市場に会社が求めたものは，おおまかにい

って麻布の販売とサフラン（Safran ）の購入であった。これらの商品のほかに

ニュルンベルク（Nurnberg ）などからの鉄・金属製品が加わってい たが，や

はり中心は上の2 商品であったといえる。

A.  シュルテの研究は量も質も膨大かっ深いもので，上に掲げた内容はその

すべてを示すものではありえないが，それで 乱　ヨーロッパ各地の販売市場O

なかでこの地中海地域，とくにスペイン地域の比重が高かったことは容易に推

測できる。たしかにライン川を下る地域との交易や，ニュルンベルクを起点と

する東ヨーロッパ地域との交易が見逃されうるものであるとは 思えない。A.

シュルテの研究もこれら各地域についてかなりのスペースがあてられている。

しかし，それらはイタy アやスペイン市場に比較して量，質ともにはるかに後

退した状態であったことは疑いない。この点に関しては，大ラーフェソスブル

ク商事会社の活動内容でイタリア諸都市にみられた仲介商人的性質とも関係が

あるであろ う。ミラノ（Mailan の やジェノア（Genua ）にみられた商品仕入

の可能性がはたして北部ヨーロッパやそのほかの地域にみられたかどうかであ

る。パンダ（Hanse ）商業の取扱った商品の性質とイタリア（Italien）商業 の

取扱った商品の相違がこの点にも影響を与えているはずである。

1引f±紀以後，貿易の表面に出る大西洋岸の詰地域の扱う商品のもっ日用品的

性質とイタリア商業の高級品的性格からみて，大ラーフェンスブルク商事会社

の営業は当然後者に属しているものと考えることができる。南ドイツ経済圏の

麻織業から貨幣・鉱山業への移行，あるいはそれ以後の経済の全般的後退の要

素は，以上のような商事会社の市場の性質のうちにもみることができると思わ

れるのである。

それでは次に，ブリュージュ（Brugge ）・アントワープ（Antwerpen ）での

取引と上のジュネーヴ（Genf ）・ リョン(Lyon ）での取引においてはどのよう

な比較と時代背景とをみることができるであろうか。まず最初にみたジュネー

ブ・リョンの収引においては，販売商品の中心はまだなお南ドイツ産麻織物に
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あ っ たとい うこ とができる。 この性質はす でに 前章でみた地中 海地凪　 とくに

イタリア・スペ イン（とくに バルセロナ） での取引に同じようにみられたとこ

ろであった2）。 つ まり大 ラ一フェンスブル ク商事会社 の営業主体は，当時の雨

ドイツ麻織径済圏内に散在し た諸都市の多 くの商事会社 と同様に，地元麻織物

生産物の広売活動に求めることができる。　ところが， ライン（Rhein) 川を は

るかに下ったブ リュ ージ ュとアント ワープでの取引の大半は，そこでの大市取

引に集散するそ れぞ れの特産品の仲継 取引の比重 が非常に多くなり，と くにス

ペインとの取引においてはスペインでの特産品 とブ リュージュ・アント ワープ

での特産品 の相互の交換取引 よって，本拠地 である南ドイツの麻織維n に 何ら

触れることな く， 営業活動を行なっていた ところに特色が求められる。つ まり，

純然たる仲継・再販売商人 とし ての性質が認められるわけである。

次に時代的 背景 として大きな影響が認められるいわゆる新航路の発見によっ

て，たし かに ブリュージュ・アント ワープでの取引の活発化は認められるもの

の，それがその ままジェネーヴ ■ リ ョンでの取引のマイナスの影響に なっ て示

されているとは認め難い ところであ る3）

アント ワープの1500 年 以 後の発展はA. シ ュルテがよく説明し ているところ

である。 大ラーフェソ スブル ク商事会社の活動に よって もブリェージ ュの繁栄

をこえたアント ワープの大 市取引でのに ぎわいを感じることができる。そ牡ば

かりでな く， アントワープへの進出の動きが，いわゆる新航路発見のはるか以

前からみられていたことに も注目する必要があるであろ ‰ ところ で，「会社」

のアント ワープ（Antwerpen ）支 店は少な くとも1527 年 までその存在が化 隠さ

れてい る4）。しかしその活動は， アントワープ の都市自身のその後の数一卜rこ問

の輝かしい発展とは きわめて対照的に，何ら注目すべき活動の記録は残してい

ない と言える。「大ラ ーフ
ェソ スブル ク商事会社

」のあ く まで も現物の舶品 収

引への固執と金融取引に対する回避の姿勢，麻織物に代わるイギリス・スペ イV

  ・オ ランダを中心とする毛織物取引の隆盛等 々の要因に よって， さらに アウ

クフブルク（Augsburg ）を 中心 としたフ ッガー（Fugger ）・ ウ
ェル ザー（Wei-ser)

等巨 大商業資本の発展に お さ れ て，この中世を通して画期的な活動と歴
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史を残した商事会社は次第にヨーロッパ各地の市場から後退していったのであ

る5)。

注

1） 例えばWielandt,    Friedrich,   Das Konsianzer　Leinengewerbe    1,   Verlag derVei

・lagsanstali Merk & Co.  Kom.-Ges., Konstanz,   1950,   S.  15ff。

2） 拙稿「中世ラ一フェソスブルクの商事会社と貿易活動」じ桜美林エコノミックス』

第ll号，1982 年7 月,   107ページ以下も参照いただきたい。

3） たしかに東洋とリスボンとの直接取引の開始によってイクリアーフラソクフルト

間の商取引か減少したことは明らかである。　例えばすでに前章でみたように,   1500

年にジェノアからフランクフルトの大市に向けて積み出されていた香辛料の総額は3,400

フp ー1)ソであったが, 1503年にはこれが極めてわずかの香辛料（丁子）にす

ぎなくなっていたことが報告されている。 Schulte， A., Geschichte der Grolien Ra-vensburger

 Handelsgesellschaft 1380～1530  S.  227.

4)    Schulte, Aloys, a.a.O., S. 420.

5） そのような中で， 会社の営業活動上不正を働くような悪徳使用人が現れたことも

見逃せない事実である。例えば1512 年Hans Eniin なる人物は会社の金を自分の取

引に流用し， 帳沁を不正に改ざんしてその不正を隠そうとした人物であったことが

報告されている。 Schulte, A., a.a.O。S. 420.
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